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{感情:ヨロイへの愛情}

{感情:I掴への忠厳〉
〈感情:仲間への惜繍〉

{仇敵:逆代大限〉
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C図のヨロイ釆り。ヨロイ
『地息jを乎に入れ、b也2童家
再興を!掬に旅立つが...・ a・?

「い、今はまだ無現かもしれ

ませんけど、いつか必ず、そ

れが成し遂げられるほどに

強くなってみせます!

だから……だからリ
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、ゐ.怯略目!?して除陥師。主人の陰陽節師、

i'il'11 iヰ弦を逆代に殺されるその敵をと
るため、 ~m伎と行動を共にすることに。

ト ….It.きてL、く怠l味がなくなったとき、
人はどうすればいいんでしょう?J

-閃・a・4その他:わたしU人形}
{・伺:.t>失いた〈書い}

〈目的:存をの値を立てる〉

<.情:須滋への共.)

ハUν

--v 
ク夕、ツ



-関車通・
〈感情 :弱いものへの嫌悪}

〈不幸 :一番大$なものの死〉

〈仇敵 :斬鬼丸}

強i さを求めるサムライ。 ~Jlì皮のお
家iヰ興に手を貸す。女と測が大好
き。

「見ろよ! この町、この炎をl お

古11ェの弱さが、お前ェの迷いが呼
んだ炎だ。お前ェの弱さはまわり

のヤツを不幸にするのさlJ
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-闘..・{不.:ヨロイ量失ったと曹に鑑こったこと〉
{感情:自分が餓周の存在だと・じる}

{感情:!ltへの興峰}

RFt lRFt 

ヨロイ狩りにして、元ヨロイ乗り。

幻滅が%になるのは、 1日-の臼分にm
なるから?

fウチは……まわりのせいで、無理矢
理大人にされたんやだから……だ

から、3Hi波Iこはいlじ思いはしてほし
くないだから……!J



《天握》の魅力は何といっても個性

的なアーキタイプをどうihbY6〈
かだろう。ここでは fビジュアルブ
ックjに紹介できなかったイラスト
を使って積めて解脱する。

入閣の樟tCJttω巴且宜T
{式) tl1!>ilCU:可~A.t
Uるか広浸寓する電図力e揖
d-それが、ザムライ1'1>る.
しかし.ザムライに11るために
u.λu自らが人で16るという
ことを櫓τQぽt.Iらt.Iい.
サムライu人間でUt.lいのだ.
人t措てるζと金波.しTまで
も、得なければならeかった
f強事J一一後tサムライにした、
その『理由Jとu何かT

陰t畦じT闘とする一一強掲編
を鎗リ、世界的成り立ちそのも

のに聾手で般れることのできる

存在.櫨らを人U、自量鴎踊と呼

、



破留の障に細み.

めに11帽.睡柑1&どと、 e :t~:t~
曲e母、t6.19.1.:~.
そのやでも.ー掴リのエリート正"が.

仲網たちからの・・・置と蛾錨‘込めτ.rシ
ノピ』と呼ばれる.

祖ら抽"のさま~t.~迦典や揖帽‘.“埠の曹
が揖れUIe大e威力量縄師、rるf.tl欄J.そして、
櫨;自島町・えよげもれた肉体ーーシノピにとラて‘

そのすべτグ目的OA.I置のため昨道具たけえる町である.

人tuるかに植える竃陣t
・泊岬拒絶.rヨロィJその"'':.'1込み‘
ヨロイー，る骨u.fヨロイ負リJ!:呼ばれ
る亭慎たらた.f.J鳩(~It"ぱヨロイ

，，~い.ヨロイ.・IU世 蝿圃・

ヨロイ員・J町中にU.
~(練直している

毎月t&1.:;I:・より綱り出され1.:λ.11にJホ:tJ!:呼
ばれる由m.t.曲e・t.員ぃa専用傘.Itτ徐々に
人間1''''るとf個揖J~ぜるーーそのよ部二しτ作られ
る『恒也JU、人!:JUごうところlaぃl'れども、それ
でb'¥'U仇人伺以外町『モノ』で"，ることに代わりu
eぃ
.t漉し汗e留置し人と同じ(，曹.l.Ul-、注〈人形.
n.IIJU決しτ人聞にU~れQぃ. 寓しい付れ!!t..



情的体内に寄生して生nr・1
町中にU. さまざ，，~鴫力を"
ったものもいる.自らもその悼

向にさまざ，，~.t住まわi!.
その鍵力を由竃に引き出すの

IFr.恒ぃJ正.
い〈つ*，0)・を9・肉に舗
で.
うよりU.に近づいてゆ〈 ヨロイと償う一一

~疋それだlaifえ、
Itllを.ぷ.それが、ヨロイ持りに
eるための轟件正.
ヨロイ量備すことだげを考え.
主eるヨロイ努り.
司直らの*<U.元ヨロィ.リ正という.
量情6惜しみに睡置したとt
それU他のどのよう11影時
憎Lみよりも.譲<.
低いがたいbのになる.

山中にUr鬼JIF泊む.角t尚也、縛通力t使い.人世事わすと冨われる彼らアヤカシ町ー
樋u‘見つかれば退治事れる軍命世情っている.
人U白骨と遣うらのtMS事しようとする.同じで~いから、母帽、，る.
そう'!>?τ人Ur山中4ζ鬼"')Jの嶋t聞〈と民世巡り‘世.干酬の区~'J~<、"に角的生
えた『パケモノJt世"し応、rdの疋.
議びゆ〈祖'"ーーそれ帆.t!..

弘t圭とu、情りを開〈ための温 JlJJ量発見するための訟で"d.
しかし、寓厩にu索現ごとの対lt'!>..，内政治 帽力との薗・~e..触した・iIIを見tま
ることも*い.それtI量った慣が..‘ーする
仏の敏えの元.壇掴的@世界t ・←『しめわUJt増める.波跡的障U.~米両陣正.

虫標的存在しない頁置世界に必ぃτU.蝕測にU!I町こも
ラた宝玉(I草)IF使用される.
(1革)U茸，官民高値111とめ.銀事u阜鯉の島骨で"')11tI 
ら一目・かれる存在と@る.それグー過の敏・でUI1ι
銀岨で"る11らなおさらのことt
遺産旭からの射軍だIt1'UI1<.自轟・置でb絶大11.力t
量揮する健・U . それを使いこ11すのに，大~"力と才健
を盛暑とする0)正





天 量轟 万 FIl リプ レ イ

| 第1ネ I

J却需l
挺!ま町ははいつだってほんのささ、、なこと.

32bH、立〈なった今了繊織151hi主銃
撃する者のい立い混乱のさ立かに晶った.

名代の下で領地を治めていた鎖主たちIJ..
その後釜をねらおうとそれぞれ踊彼を始めて

いた.名fCの存命中より何かとsf縁浅からぬ
/111縦であった郡家と託金家、 二人の領主的
/1111こ微量躍が協かれたのは.もはや底究の必然、

と3うべきで晶ったかるしれ立t、.
f留jと‘、う名の巨大章生豊物がー領、今ま
さにその命告終えようとしていた，

その断末磁のうね町tこ.幾百.銭干の生命

を巻き込みつつ……

GM: ~， 、 始める前日ιf、‘た、・のIN.明を。 龍

鱒州の溺牙窃が舞金だ。ここ11数年前日品代
が死ん"以来、その下l二十三人、占領主たち

が虎it耽々、lJi.点I二立つ4里会をねらっT、・品。
官官錫:1、よ〈ある紙Lゃな。
GM:その扇牙ピ、・う闘のや丹、虎1:l:、、う領

主的治める領地一…

須波:di;蛍ピ、、うふうらのお父4車内ニとです
。、つ

GM:司う。君の父叙!こl，領主、泌をも柔道丹

治的協の地が、制 、ほの制、逆

~tピいう)JJ1こよ勺，JXめ入られT、、るトコ在。
須波:晶、11、、。わか・'J1lたです。

'f ... 10 

GM:えーと須波は足ピ、姉が、・4ピ、、う1是
々勺たよね? ~の姉i~ピ同じヨロイ乗リむ
んた'11ど、先日の虫拳γ必締様11ヨロイがえ
破l，l1今T、‘品。γ、ヲロイ朱・)l:l，内経放
や、 熟練li~ょ・jもはるかに上なので、 ~lうの

枝li~I1戦陣τ持織。 1宮内ヲロイに11釘妨様

が乗・，1、、るこどになる。

須波:なtるほど。JM。
，.....r~ ~..:. 

GM:でI;'i、l.!量tl: 1It線内2人。
烈掌・ おう。

慣錫 うらもか、、。

GM :;君たら2人11、そこτ'M.hれ兵士n，di; 
堂側に~税じT、‘る。

i!!tll: :勝勺Tるほうか、角川Tるほうか?

GM ::員けFJh
雷銀;あらや一、ニら患、・11うt二材、、，1勺たよ
うやむゐ。二ら途代的11うに付、吃ったほうが

止命、勺たかもな1.。

GM:始1ったときには五余五分に見えたから
ね足。

需!:I: で、争11ft前ftJ-ra勺T、、もどっ
GM:と、、うが、逃奇書長吟，I!tじだね。
.1:1: "、何功、、、? あす品さ.，，1こは負けそ
うなんかい?

GM:えー、l知党!のく戦闘串技能〉γロー

JH ，<れ。戦闘に。、かわるく白共続開><
格関税関><射撃税関><周辺〉のうちた'勺

たらどれ使っTか、、、からね。

官官錫:[知覚]の鈍カ{車内側歎今だ1Iサイコ口
を振るんやな。

烈堂 : γ、 校側串IU~・..…おれの場令11<白
兵戦開〉が-.$，高<，“中級-f;から、 Ib、ら3
が点たサイコ口町数を …{ヨロヨロ)3成功。

雷鍋:うちはく白兵紋凶〉を"上級"で持勺E

るさ。、、、、lから4が成功や。11れ!......5倒

L成功したわ。太成功ゃな。

GM: 2人l:iJlil轟成功l，るhofJ.."らわかる。

今Eまわら'iぃ純手γ戦が続〈なら……あピ十
日11どf虎堂11焔ら品。
官官銀:あらー、こらLゃれKならんでほん1。

烈堂:…・・・潮崎かな、二リゃあ。

| 実羅万象の基本システム . 

..実.万象"の基本車IJltシステムは、非
常に単純なものだ。

'IIlltに使用する健カ値と緩能を決めた

ら、 能力舗の微だけの6iii~イスを嬢って、

ひとつひとつの出自を見る。

使用した緩能の段鯖{綾能書し、初級、中

銀、よ級、特級とある}と同じか、それ以下

の数値の出たサイコロの数がそのまま成功

傭と宰る。..11#決められていた場合は、そのま
ま成功傭から鎗易度を引く。



GM:τなあ、ヲF方1:' .. '勺1~たら11、 必動め
を終えT戦場iI! (I:~下られた陣内中l二反勺T

来Tいる。略目的戦γよららにニ崎、・たヨロ
イのうちのー織が太敏L1L1..，1いものT二5

Aうはかな，)きつい校、、I!..，1，こ。奇れにもがか

hらず、織の中11意気を上If.tうとするI:~・h

、・1ζ講らT、・?あらニらのかが9文丹下から
渇~・1肉声や、 HfJヤ声町軍t'iんがが間二え1(

るhけ1;0君らの造〈γLカ比べがなんかや
。TぃT、 I! ..，/!~+人目を位、・た大男がp，
品..，11..，11品I 必れ1lに藤τるやつあ、-11，昆
向。、ゐ!jI:d、宮今Ui笑、・L1、.τ、ニいつが
サムライ.

1.!ltt :え、サムライなん寸。、。
GM:うん、 t，l..，1:サム判。<'!t>が一個婿

閉じJ!1勺T、・?I!It I!..，/二・jすもの1;(笑)

.錫:らよ勺Eゃな、それは(笑)

大男(GM): rサムライ町オレ4止にがtうやつ
なんざ、‘ねえのさムIJtð、官 勺11すけど(~
烈tt:i勺L。、二二11-~'" ・おれが号、.つ

を止1>1や?うrゃねえか.ず、・E号、・つの前
ヘ…

大JII(GM) : rなんI!ぁ? 争Æめお~J広が:~O

手。、ゐj

烈盆:r"ゐ{ιャ・1)J 
大男(GM):r1ーたおれに小道、吃〈れ……
烈堂 : {5えぎ吟1) 1!~ ..， _ I:b?瓜を度、、γみ
せる。

.錫:7;; :Y l~ó'_ サム予イ化する丸かつ

烈鑑 :、、やl~ó、。 見せるた'1jよ。

烈喰i車一波のサムライ.その体には放$<

の{味}が内め込まれ.サムライを経動させる

ための{式〉が輔iまれた斜，'1が桜慢に虐ゥて
いるのだ.

大男(GM):(世にも情けな、・鍬をL1o、らH
ーら、ち(Llうl 奇λ'，'よピ〈れAτニのおれ
援がッ!! R. 1やがれ、おれ4量的『サムライ
‘&暗

主化J!! .i.'('がああ品晶ゐゐゐ判!!!J

舗の〈紘}がピ増。Eえ・'J1 … 扇町あた

・jがちょ ..， O!ljJ:~~する {笑}

烈tt:L1ら弘・いなア{笑} じゃ、行H-t。農
相続勺Tよ1: 11、 (~カ 1 -(<格闘戦闘〉かね。
S倒的、中級......成功皮115。
GM: よ勺ら115町~紙だf勺たんだ:，，<......金事事

夫政L1U勺たのだ(:A) だfじ1 1: Ó、大~fi

膏を立"、大JIJの織がねじ伏せられる。

烈tt:ぶら下げT、・た渇恥を品お..，1.r'iァん
だ、宅内<<~Ó、、 、 暗ムラO{~俊う1τも 、 な

か『たなTJ

. .. ~ ，;.. 

.，t縛州A高牙膚
曾鱒:r持ら、、や1J ;大列をけどI!L1向ように
や.，1から、 l!l~内紛 1:絡を降4寸で。

全員:おお。

.*1: r品んな.uに勝勺たから勺T、τ品、、、

.tA~n1t創る-(J

大殉(GM): r鎗魚l おれがM.lk!!J
.*1: r<CMの1;を向、・1)lIt.，OJ、r<烈堂
lニ4置を実きつ1f1)今度11品色、・0切目手やj

OLt.鴻-<- 不:ft(t笑み~ì'1かべる:tf量Iif. だ

が1 そのキャ予クターシ-fl二日告活とすと.

みるみるうちに鎖が，'I.rめて申む

曾銀:i-I:.<格闘戦闘〉使うんや勺たな?
GM:司うIl。どうかLたか苧

省銀:<~l8f.u8> ・・・・・・44勺Tへん・.. . . 

~JI! : 有れじゃあI! I>だア!!(尖}

4主後1:1.持。てい1.1<ても冒l鰻とτPC.そこ
いらの寝I!tと1:1.縞が違 う
地力の鐘さで 前tこしてつぶされることは

晶るまいと . それ でt"ft~緯んだ.
しかし・…・・やは句IJJlIf1'‘色分の攻E指町

" すえ、ttf.績のこぶしが帽のへりに打 ちつけら
れる

烈量t:崎1，金をかき集両ながらHれじゃ、ニ、、
つあおれ的もιだ1
震観:rィ、イウサマやl 全，f!lA~2!~~'二カみ
入れよ勺た1(Jtら.1:.1)付、八.i!新甲刀を突き

つけ1) ニ .~ ......~皮はよ、、っγ勝負や I J

l!llt: (斤串γ眼前1!!Il; ~ _' ljられた刀を払、‘

つつHへγ、Llうがねえ燥ちゃんと'ぜjピ官勺
T、省銀をにらι.rニ"IIJ"ら先11渇ttになんね
H....一J

天 回 1五S リプレ

_-マh・".

ザ十..，--永ifJ..，池崎

GM:本自にやるの酔?

曾蛾:やる.

GM:なら、 1予ウンドgl!.

~-ゐ清

実施万象の総悶 目
“天.万..の..1:シZテムIt.葬常に
単純だと先にコ'ムでMIした.
..のと曹にも‘耳障U賓わらず、耳E・・、
防・・の.闘』民信憶での戚劫度の比べ合

いに(fるだけだ@

このと曹.防"11・っτいた嶋倉にU、
"瞬り量Eし"と呼ばれ晶襲愈がIi:t6.耳E・
された側11、a・を受付止め、皮司置に成功
したと見書事れ畠のだ.

.錫:(敏ttl8の〈白終段〉上緩やさか、~
総栂成功するγ....111¥ト…・・6成功や。

烈量 :(敏縫いHH'8 'i .(.1':けど、 〈白英軍王
11>が中級なんIUなア、必れ……うう、5成

功Ld、官、'1

.鱒:コッチ内線らや? 差額111ゃな。うも

のU..，I:?f八迫栃V刀Jのlk:a修正11+6ゃ
から、ダ〆F ジ111+6の7点、や。

烈盆:rが11-7!J 1 t司ょう、・1J昆J .1うし 7
ダメのうら1点、を"政命傷"1二、熊リ金保を・2量

カ"へのダメージピする.

曾婦:ら、政命イ品。、、、.r見fζ。、、・l そのiJ
rゃあLう号よ1-(や?うち内総らや!J 
GM:ピ、 1"勺11すけど?

烈虚 血の流れるロtl:をゆがめT、ニヤリE
笑うぜ.rせ具、せ...な.よおんな簡単に終b
・1にするhきゃねえ1':?うが・・・…』マスター、 l



ラウンド8おれ円行動ぞけど……

GM:うん。

烈盆:サムライ化。fニっか勺が本チセンさ…
…!J 

曾甥 fッ! L、lh、l.二二1で来.rt，うたら
~Iくわけに11、叶、ん(笑}

-B市;r~T:泡;l"'JT<':JJ".t::回蚕巧þ.e;:rl'・

“実蹟万象"には.タメージを費すものが

大きく分付τ2つ存在するぷ‘活力"と“負

傷度"だ。

“活力"は-̂ ?ミナのようなもので、これ

がO以下になると気絶してしまうが、般"が

終了すると全快する.

“負傷慮"には鰻傷、量傷、致命傷、死

亡とあり、こちらは生かなか回復しない。

プレイヤーU、受けたずメージをこれらの

愈舗に自由に撮り分けることができる.

ちf.fみに、けがをするとPCU鎗<I.t品。

上の厳"で.烈堂はい曹がJ“致命傷"を受

けて.そのボーナスを得るという織法を取

ったのだ。

一般織までのjJのバランスは逆転した，

需{雪Eがサムライft.加えて負傷によるボー
ナスをねたことで、技緩和1に勝る省銀の被IJN

tJをI量怒したのだ.

GM: (、、かん、ニれ以上やらせるとどちらかが

死向(笑))

まわりで昆ていた野次馬の議もが臨のにお

いを予感したその瞬間，男のitlが二人の限Iに

811って入った1

GM: r仁 1-r!jl:吉今Tお今.主主fEJPたの
は、三十半liの朗丸袋内到。f飯縞竜角jfl。
領主的下で'~らみた、、官「履われ倉を虫J16tt

をやっT、・品。本人もなかなかの使、、宇だせ.。

「苦い・畿のさなかfl。わざわざ仲間帯lれτも
あるま、、J々と~.

雷嫌 r(烈1:にlBを交きつけ"0ニ、、つがイキ
サマtよ勺f，んや!j
飯綱(GM): rわたlt且Tいたが・.....あれが
イカサマだ勺たとIU!えんなj

.蛾:r何や、アン5'tグル炉、、!J 
飯綱(GM): rやめんか!j (せ51Iら、、ーっL
1) 
fサムライの烈堂、ヲロイ狩・j内官官螺。お向
tらを呼ぴに来たのだ。こたびの戦1'-ニを争

う送電を見せT、・4お向LらlζLh、fきな、、鍬

んが、あるj

4・
とる奥に設けられた、領主のいる本陣だった.

小姓や守議のItに留まれて虚している!J}こ
そ、銀主、成常白消守LitsH.

GM : ;君たらが-~Lすると、釘もむ1， 1こ領主11

ロを閉<.r二たびの紋… お肉tらはどう見
るつJ
曾鎌:(品亭を広If1見せ1)十臼や。

宗観(GM): rみを11つj
1.!!:t:t: r hたtゃあ 刀の属<~到のよピLQ、
hl/、，)1せんのγねJ
架線(GM): r寄れ1'h、1h向I。前に点T闘
う赤内定見が聞きた、、。iLi...ーヨロイが一
続、ここい加わ勺たピすれは'つj

曾銀:rヨロイなんぞお勺1i、戦、、1:< <なる
た'11やJ
烈掌:r ~軽傷γ殺せるの11......矢内五百。T

l:': 1， /)させ、ぜ、.イγ寸命?、幻
宗s線量(GM)ド:r雫れが、深林串伎の述，)lヨロ
イだとl11，、かね?j

曾鎌:71]がミ? tlや小、っ。
GM: (知カ}のく事情通〉で2人l:t判定L
T。主u高度112。つ1・j、3御成功Lたらオッケ
ー。

〈事情通>1.刻躍は.縫学一般の知講を或L
τいる.この技能がおいと.今いる土地のこ
とをよく知っていたり、 {f名人のうわさをi開い

たζとがあったり、認の武衡の~:伎をぴたりと

iJい当てたりで曹る.

GM:で、成功皮11、、かほどっ

2人:全然知らん。(0)

GM:品ゐγ、なんTヨト吃{笑) だa{，ニ-.."

-どきのた..，1二銭舗が二二1:..悼のζッ!

GM: "宮らが昔を4貴1:凝る.O[な、領主的隣lニ

立今T、、た飯綱が1正明寸るわ1lIlo r深枠轟減。
国境を越え、ムをニつ符勺た所にひピ・jで住

む陰陽師庁。{式〉をHつ、ヨロイを組む、It

舗を停]品。J歩よそ陰陽師のできるよとすベTを

手持11晶、天才徐陽師よj
11銀:rγ、その7カガ~tj_'んたらがどーLたね
んJ
策親 (GM): r数年前から牛糾111、、たヨロイ
があるのぞが、完成を予告Lt，期日を品ピ三8
11どで迎え品ニビになるJ
烈:t:t: rつ1・j、そのヲロイをx{勺T来、.今Tコ
トですか、、?j

京親(GM): rうむ、奇う、、うニl:f[。加えT、深
4やどのをわが草へ迎えるベ〈害状をLたため色。
よれを渡l111l、、J
烈蛍:rなるほど〉永知、‘たl1Vこj
宗貌 (GM): r受け反るこどが-r~たヲoイを#
ら帰るために、 ヨロイ来・)を一人道れ 1~Í'勺T

もらう。須波、こちらへj

須波:rl1、¥釘父扱J
宗観(GM): rヲロイ来')，Jt堂須浪。わが息
手flJ 
曾鑓あから~11こま量そうな 11.をする。「ガキの

お守リ1γすも気はあらへんでJ
宗観(GM): rヨ口イに余せるj
須波:rえつ 号破11今、J付帯嫌が余ぅTいる
んrゃあ ?j 

ついて来るように古って立ち上がった鍍主

の晶とを摂t堂、滋銀、そして叙渡は耳gl、制すて
ゆ<.

GM :;君たちが向。、今Tいるのは、少L織れた

所l二ある、ヨロイが止めTあるヨロイ除'tんだf

けど、近イ〈につれT金』誌のぶつか・)令、、、こ

すれ令う膏が響、'1<品。

須波・ r? 何の膏?j

f干の:1:，1:13ロイだっ冷.
:1i1 

!Ihl正のヨロイ、 ~t高官n'lI!，ほど品高岳』宵でがん

Uが岳めに1111')つげられてい吾のt.:.j;fめ吾
がごうとgロイl:t通話11.すにMIII>'ヅI~ 杏~'!>
れそうに}l;{Q.

1M i: 1] 1iIl-でい吾の1;1四人のf:UIJJh/i.
(~t)~MIJ古す吾ために一心不曜にtIlJJHIi

Itτぃ吾.

須波:rあ勺、号級!j
烈:t:t: r二，)ゃあ…・ 0・4司だ今Tんだ!?j
官官嫁:rヨロイが畢れとも!?J

そしてもうひとり、ヨロイの殿前で念仏を叫

ぶ仏法的'.flfJはいよいよ段高潮になり、 1骨
の気合-IXI!
ヨロイf孟訟が切れたようにその動量全Jtめ、

地磁にひざをつく.

険路舗たちが公金銭童、銀が衝にほどけて

ゆ<.

GM:動きを止めた号車tlニ数人駆け寄っT、絢

の.If，を聞い1~の締を引きず・j 忠十。

須渡:r J付帯様!j
察鋭 (GM): r燦ずらでtぃ、気を失勺11古る
だけじゃJ
11甥:I宜にも開二えな、叶iどの声でつぶや〈



τ。「 らゃう、そうゃない j 

宗親(GM): f筑波、号畿日米勺Tゆ〈がよ、、j
須波:f 11、11、、j
宗親(GM): f"(、いつ出発L1、、たflける?J
j肝!ll:t:fそれはもう、 明籾n、今す〈吋ζ1'~。

LH領主どの、敵方l二押されT、‘る今、ヨロ

イを戦線からはずL1平気なんl'すか、ヴj

'蛾:(宗<<が伺か宮J>うとするのを遮勺1)
fこのヨロイはもう使、・物にならへんj
須液:rええW ピ、どう、、ぅニ1:"(す?J
'蝶:(lJ!波Sニ向Hf.'))f、川、か、占〈お11'え
ピ〈んやγ、1暗主。ニうや勺Tヨロイ粂・，)11伎
、・4告Tに5れるんや!J 

烈堂:マえずー、おれ〈法術〉伶っTるんすけ
1:"0 

GM:晶、号うか。それじゃあむ、ぅ、着、・依5
んが晴らゆらeJ.仏l1ゆ〈のが見える(笑)
烈堂:品あ今、や11'J(笑}

f!f~越の喰庄に耐え切れずに、ヨロ11こ象っ

てミ、た縦波の舗はf滋桑1とftしたのだった.
修績になってしまった荷は毛はや人に炭る

ことはで芭な1>，

それがヨロイや金側機抗1;(，、おi緩)1こ祭
み込んだ・jf!"をI!.、うとt、ぅ手もあるが.それは
同時tこ.時1鍵の中の号車を成仏させてしまうと
t吟怠球で{，.I>るa

加えて、曙1畿に~，み入った"%;"1:1.，すqわ
ちヨロイや金世闘機の銭さ.乗を払うということ

は、ヨロ4ゃ金面闘機を大幅に磁体ftさせてし
まうのだ，

GM・1n't.車内宮っTいる二ピを領主11特に吾定

Lょう、Iit明uう1:liL (iぃ。f向 Lらが戻弓T
来品1¥'、何I:n、持らよたえるIう頑張勺Tみよ
う。では、吉報を持勺Tぉ・J1す干J
烈堂:天を且上11'1小声τ「成仏せ、'1..…J
ピつぶや、べから、その織を退散uう。
GM:で、筑波1.-UI1号故に食品hけだがt

須波:11、、?

GM:象"がi司た〈弘・、、。修正的少の+3が
む〈なもの7、総カ摘。、ら列、・1:(ように。

須波:!! ああ今、弱いー。flゅ、:l:カが企然
上がらないY!?Jピか叫んγみるτす~。
官官錫どん〈勺リ弱〈なっ1;"の?

天 量量 万象リプレイ

1.)1:t:t :おれらが楽々勝Tちゃう〈ら、、(;定}
雷錫:ぁ、弱ァ(笑)

GM:γなあ、いつ点るんだ?

宮線 t句ニう1でどれ〈ら、、かかるんや?
GM:回目。

官官銀:ぷピ(笑}

烈:t:t:~勺T十日。 行主婦・)"(八日。 交渉に-

8τ… iゐ、ギリギリ勺11::ニか11。
曾鎗:うー、J&げたほうがIか勺たかもLらんな
?…… 

結局、少しでも1，J.<到着するようにと、 -11

はその口のうちに出発した.

問自の滋綴のうち、三日包まではたいした

こと也な〈過ぎ、いよいよ明日には給制舗の属

殺に列符するという三日8の吸.終湿の途・l'
で一行は火をおこして休a也、している.

GM : (つ4いでるどよろ寸iんが、向ニうから
拍車、来品号、



官嫁・飛ぴ起き-m車や!J 
烈::f-…・お!$;さんかねェ?J

興(GM): (に勺よ'))f晶、、すみ1せん、旅の
*"-rご5・、、1..，..~H史1I 、 i白 1る所一つな〈

liI員L，、、たピニ1，1二焚主文を見つけたものでj

iじめ奇うな男II。帯・刀L'いるピニ4を見';1:、
武士I!'J.."。
曾錫:rこん'.夜中1ζ一人旅品、、'"lo、Lこん
なへん11"-所を?J
男(GM): (頒をか、、，)f、、や、奇れが真11、
道l二議.，-rLl、、lL-rJ
烈:rt:r奇・jゃあ訟t員'iよ今，.1、火lこでL当
たリ'iせえよJ
男(GM): r、、やお、正t、‘過を書、、T、、るの
かすらbからず、11l:11l:凶・)，果，-r、、たと二

ろでごy、、lL，。助かリ1すj

曾嫁 「あんた、なんでよん'iP骨4降、、Tるン
ゃっJ
男(GM): r、.や1ぁ、ら主勺l:LI，用事でごY
、、1L，. l:品る除陽鮒殿内所へ行〈途中なの

でごさ¥必ずj

雷錫:fへー、どが・勺た周γ?J
烈::(~ぇ~'.，，)f l、他人的用事をhざh~

せんさ〈寸もニたアねえだ4うさJ
!'l.(¥，W日去、中L溢れ1した。hた<L、品を
井ノロ助次熔ど中L1寸J
須浪:えら〈すご味iζ欠ける名前ですね(;1':) 

雷甥:fうち11#螺や。こ今らのダンナが烈金j
井ノロ(GM): f晶、 ニリやごT、、j~、、にピうも

.. l: ~ 1，-r.、深林4聖心、う陰陽師殿町屋放に
行〈の11、二円道で良、、のですよね?J

烈::r'.iん庁、目的11一緒のようだなj
債銀:rlrか!J 品{笑)
井ノロ(GM): rへつj
烈::立ら上が勺，r号L-r、おれたちはほかの
やつが農政へ向。、つTるなんT聞いちゃいね

...J l:宮っTから..・e・.7Jを.tt< ~ 
GM:gが刀をlA:<のを且T、真勺骨にな勺fこ
彼11fな官官、ナニ寸るつも・)~.A. -r-寸か1?1 f、

11'、"カ11、・111せんよ、打、ね、ね、ねj

烈::r..，.lねエな。I奇からの使婚を除陽締
に会わせるわけにや、・0、ねえンゼj

井ノロ(GM): (泣きそう)fそ号、奇的物騒tモ
ノをLl ." 、 t~せ l 1'h~、'l1すよさ勺ピ!J 
鴛銀:t:んや情けな、、や勺らゃな(笑)
~l:t:t: rじゃ晶、下、l.L-rもらおうかj
井ノロ(GM): (;亀に冷併に)f、、や、そう、、う
わけにL行。、官、、んγすよねェJ
須波:恐る恐る間<-r寸。「お兄さん、逆代的人

むのつj

井ノロ(GM): rワ 0 ・・あなたがたli......_;t
うんですか?J
全員:うなずら

井ノロ(GM): (みるみる泣き'AIこ)fhッ…

...hたU-!.:'lLたんγすねええエエエツツ!!l
曾錫:うららIU"に何も宮うとらんγ{笑)

須波:.gヰに早EらリLた〈せに{笑}

GM:井/ロ11刀を抜〈んだ1Iどさ、ヰもどピ
ニろか林中が震え，Jさぼっか官、..rわっhh、
hたLI.:'勺-r/(.士の端〈れ! それ以上近づい

たらたた.じゃおきませんよY!J

烈堂:r 1九還が是命、勺企ピ，16勺T……あきら
め-r<れやJl:哲勺Tからやつを斬るぞ。I敏縫l
の〈白共戦闘〉τ6成功。
GM:井ノロ11fひゃああリとがなんEか叫び
ながら、闘をつぶ勺T刀を板。}回す。ぉ、、さ!

よ勺らも6成功Lたんf、4長リ図Lた刀11偶然
烈堂内刀に当た勺T、それを止める形にな勺

た。その11井ノロ11シリモチをつい-rLlう。
烈::rへェ、止めるかJ
曾錫:r偶然やろ?J
烈::にや・)l:ロもピをゆがめ，fあいにし偶
然γ受けられらiう1ft"、手を.tt、、TるつL・1
11ねエなj

GM:井ノロ11、その11四つんは'、、γ向こう
にi阜げようとする。fひッ、人殺L、、.、-!Jl:l}、
叫びながらだ(笑)

烈堂:当然、背中を斬品。コ口コ口、 5倒成

功。

GM:紛られた。折・).iiLI1なL。ダメージ、、
〈つ?

烈::5+3γsダメ。
GM:おーら、・よ致命傷"1二ダメージを入れた
んで、傷口からものすご、・血Lぷきを上If，、

11'勺た・'H同れT働かな〈なる。

烈::じゃ、トドメを。r..，.1ね玉虫・。こ、‘つも綾
~/.:'J ~' < づ 。

GM:死んItね。Aん庁さ(笑)
曾iI:fちょっとやリすき'なんとちゃうか?J
須波:rL ~、た官、、γすね、 ニれも虎蛍家のた

めγすJl:、き吟11")(笑}
烈堂:布、、ぉ、、(苦笑)

茂みのJ!!に死体をI里めて.焚量火のまわり

で一行は仮践を取ることにした.明日の伎に

1:1.除隊傾向旅費量にたど呼?J<だろう.

曾銀:fL勺かL、あんな弱、、やつが使活だ勺
た'.'んT、おかv..:f量Lゃなァj
烈::f二λなピニγ~勺たんじゃな1t')ゃ、ぃ

、、来速にな勺たかもLれんけどなJ

'-'1鮒l紙

、た.
4‘4' rf 
深膨a

晶るじたる除賂鱒Iふ色うこのl控tこはt‘な

t‘. 
議f極と.自貨と.無力感にさい立まれ立が
ら、それでも彼女峨として必棚町通した

仕事をやり遂げようとしていた，

GM:納方だ。g，1、、つものようl二得意場l二忠
向、.，、fJ.銭円遺Lた仕事のうち、-.t.大きか

勺たやっ。すなわちヨロイの製作を進めTい

るとこ1，1':。
ì1l~ :どんTんかん、とんTん晶、ん。

GM :-tょに、昼欲的方から声が開二え-r<品。
fごめん〈右さー、¥どなたか、・ら勺Lやらな、、
んτすかーめ j 
深~: l:んTんかん、ピんTん。、ん。

声(GM): f、、、・んですか一九勝"，-，二入っち
ゃい1すよーう j 
潔~: ・守れ11国')1すね。作業の手を休

めT、反放の方l二向品、、・1"t。

GM:星放の入。ロK行〈と、男が一人、今1

!<Iζ 産量tに上がリゐもうn，、・た トコ(~) 武
士緑町格好をL，、、T、によによ笑.，-rる男生

んIlけど、そ円滑物品、ら飯倉、ら;足だらけだ。f晶、
、、や、人が釘・)1Lf.よか。氏。、勺た氏。、勺た。

返事が，.(、、ので勝ヰIこ上が・，).ぬんでLlおう

かピ思っTいたとニ4γご吉、、1L-rJ 
深~ : t・4じろ見1す。

男(GM): f晶、え-l:"'"倹渇怖の深林様τ
ご吉、、1Lょうか?J

深彫:r fJ.娘鎌111-;')1せ向J
興(GM): f? 心 、うと、外忠中tのγ?J
深彫:r轟然根11・M ・-・おリ1せぬJ
努:(困.，たふうに貌をか、、，)f釘っピ、 φL
送れlLf.ょ。わた<L、ll:谷内領主、逆代鎌よリ
追わされ1Lた、井ノロ助次郎ピ中寸量t-rご2.
、叫すJi華々ピ頑を下げTからfJ:ii神維の釘i走
，)にな勺T、-1:;ヨロイを、松-<i-I:I量.，-r、、た1.:'

きた、・E、領主である逆代大蔵どのがお望み

でL，、ニのhl，<しめが深神4まにその意向を
伝えい参ったピ、弔う、、うhll'fござ、、1すJ
漂彫:fヨロイ111だ虫来上が今Tは釘・Jませ
んj

井ノロ(GM): r点余上がっT…・.、、ない?
もう奇4奇ろ、完成ピ、・うt告を開ぃTいたのf
すが?J
涼豊臣:f事怖があっT、少々返れTお')1""。あ
のヨロイが欲ぃ、ピ、・うなら、，l，l:三日持.，-r

〈た'さ、、iせJ
井ノロ(GM)・(肢を綴んでう世ずさ官がら}
fI!うIiう、三日かがると。なるほど。 γ11、持

たせTいたぞきた、、のでご5・ぃ1すが、よろt
、、?J

深彫:rどう干ご随意にJ
GM:それを聞いT安11::Lたような'AをL，から、



井/ロ11泥tlらけの婚物をつ1λγr~11 、 週

中紋に量われ111、ょのIうに婚物が;足だら

けにな勺Il1っ1J;'J1L 1な。奇ょで司のう

できれば休を洗hぜτ、、たAfEた、.のl'す
が ..J 
深彫:r~へ行勺た所lζ渇巌がある。 j勝手い

どうそ1
井ノロ(GM): r、、ゃ、、ゃ、かたじけな、、、本
当にあ・)がビうごy、叫すJもうー皮頬を下け'1
から度政の中に上が'JJ6む。11'たばたばたば
た・.. 

深膨:・・ も量たt'l、・人。作葉町健主的ためtこ
仕事鴻に反リ1Llう。、。

-1;‘野rliで夜圭越した烈竜司 /11娘、須被
の三人{ちなみに誠液/:1，、一暗証じゅうヨロイか

らめ辛かった)/:1，.夜明けとほぼ1<4時にIl!Jd
L、F..'!蹴舗の以散を口指した.

GM:昼前に11陰陽鮒の屋敏にたど・jつ〈ニビ

がτきた。小務、、止を背に、:6手tこ大きな展
t仁左手にら主勺ピ小5tt建物がある。左の方
から11何やら騒がい、音がm二え1{品。
深.， : l:んTんかん、ピんTんかん。

須波:ヨロイ11蜂'Jます。人的家l二iで来Tヨ
ロィτLな、、γLlうl.

.鱒:ftJんや膏がするで、向こうに秘かおる
ようや'J.'0 <だんの倹陽飾か?J

烈蛍:f 1、 行今1;' ・1ゃあわかる勺Tニl:~J 
須波:rt-lt--l、どなたか、・ら.，しゃ、、ません
かあJl:か叫んγみるγす。
潔影:l:λTんかん、ピんTんかん。

須淑:ft-Liーし勝辛口入っちゃ、・11'1-
うj

深彫:f品あLう 、 ~l う内容u礼儀を知らない

人11'勺か・)(笑)J作業の手を止，，"買を:l:ll
す。

GM・Tなわけで、士liが一人、:tfたもの前に

~を犯す。
須波:f 1>肉、ええピ、深林さんは、、ら.，lゃい
1せんかっJ
深膨:fきょうは来容の~、・8tlニピ。 -(. 争皮

のお本線11、どちらかい 、らLたのγLlうつJ
須減:fええピ、白沼的傾主、虎1:宗伎の二子、
須波ピ中l1-f。深紳4畢・ .γ、ござ、、111
ぅ。、。J
潔影:f~f量級111けませ向J

須波:f? l:.官、、iすピ?J
漂膨:f~1ま機11 ・ …先t， .，I -t: くをられ1L

たj
須滋:fえ、あ 0・L、失礼、、たl1l1.ニIJ

深.，:背を向1t 1、製作中町ヲロイの方を且
l H i 

ながらf~1釘5、あなたがたもこの地虫が欲L
いのfござ、・lLょうつJ

須滋:f Jt皇、号う宮う.f，丹ヨ口イ宮内γすか
....J 
GM:豆大なヨ口イだ。大小一対ずつ、ニ対

的肢が材、‘T、・4。武袋111だ施5れTいな「
、・。

須波:ヨ口イを見上Ifl.....・且11れTため島
を吐き1す。ピ、、うこピで、{因縁ヨロイへの
愛情}γ気令を稼Hllう。コロコロ。

烈堂:決めるとよi止めるなア(笑)

Hc::rJ~I'%(iJl信'U調F門事~ç冨局面E31手剖

各キャラヲヲーの持つ“因縁・・U、プレイ

中に関係するロールプレイをすることによ

って、ヒーローポイントでもあり、経犠舗で

もある“気合"の元になる.ロールプレイを

すればするほど強〈宰れるのである。

そして、プレイを.1'#るごとに、“因縁"1革

新しく、深くなっていく.

.の土のデ-~でしかない PC に、 命が

遭ってゆくことをプレイヤーが実感できるシ

ステム、それが..システム"なのだ。

須波 『ぜひ、二のヨロイをわれわれにお緩・l

(tl~、、 IJ

深彫:fld'l、 1だ完成l111k'J1せ内的τ。
あと三目、お持らいたた.5た(J
宮線:f三日ア!?J
烈堂:f三8か・…・・問い令わんなJ
須波:fうう…・・γ、γも、ニこで:1:;陸上がる1
τ持たせτ、、たた'きi寸J
烈盆:1、震後町一瞬1であきらめねえのは、、
、.ニピ5ね。
深.，:fああ奇う、 Lうー人先容が来IJ多られi
f。ぁtたがたピ目的も同t1うですが j 
雷銀:fあみつj
烈盤:rふうん、そいつどの%は、おれがつけ
ようじゃ11えかj

曾処:fアγ91た昨夜みたいt物扱'.d昔L令
、、するつも'J~、、 、 (笑)J

烈盤:rへへ(笑)J
宿線:rそれ11奇うとII……釘姉らゃん、どう
や。Tもあと三目、かかるンゃな?J
深彫:f作業がはかどれ11'ニ日τ終わるかも
しれ1せんが・…J
.錫:ニ日ねえ、ひ町、ふ町、み 「聞いた

か幼主。や勺11"Jダメや。アン7の図、陥らる
γJ 

須波:fそ、そんなニピ IJ 
漂膨:f品のう、ピニ4γ J 
留錫:fはみ?J
深彫;アン7ら作業渇τ立ちfHIるんだ1
Il? (笑)f作曹の*~1lになるので、験('ので

芳ミ 調E万象リプレイ

あれIf&欽の方へ行勺Tぃ<iら、、た、 、のl'
すけれど J 

品まりの齢、tに怒ら被しまった三人は
hl敷の11へ退散することにした.

須液 :fごめん(t，~、 、 1せj

曾鑓:fli、・.;-(-J

GM ::震とらが入勺T行(0，'.iア、廊下を右
からまに、さっき彼女が官っT、火先客っTや

つが4降、、T行〈。号、 、つ、婚T、・るもんが;厄だ

らけなの。 f、‘ゃあ 、 ~..， I 1" Jlたのは、川、んγ

すけれど、婚物がな、・のが飼今fこもんγすね
えー.....J
須波:.1司品、間5覚えのある紙t方ですね(笑)
官官錫 :fnれ、I.tλ屯・。あれがえ客や。11よ挺
い:1すかんか、、J
GM:-tんなニと宮勺TぃT、、、、丹念、?(にや

にや)

曾11:ナニがつ
GM:怒らの目的前を通っT符勺たのは、1量あ
ろう時目的男、井/ロ助次量器具'.:"(笑)

管銀: 拘イ怜

須波:ゅ、 j~差II叫ぷゥ ! fあああっ!!j

烈St:1:， ..yl:笑勺1f.ill狸γ 手Atえがね
エピ縫ったぜe・e・..J
官官銀:r晶、品、あんた1 生~l:今たんか!!j

井ノロ(GM): f11? ・・・・・・おや皆5んj
曾娘:fおや惨さんやな、、γ!あんた……l
s置かにとどめ刺されたはずやのにIJ
烈:It: f述..，た ・"'1えわけじゃあねェよ'.iJ 
須波 担l霊:丹後ろに~れながらf晶、足も材、、

11寸l......Jl:宮、叫す{笑}

弁ノロ(GM): fっ そ・}ゃ1ぁ J l:~、宮勺T斤

足を上げT見せよう。

三人/:I，j~ノUについて、廊F沿いの一筆t二

入った.伎の上に援を降ろしたHノUI二、恐
るfPる証i波がi郎、かける.

須波:r、¥い勺たい何岩なんγ1'{)、 つj
井ノロ:f t，から官っとじゃtぃγすか。逆代
大.iU量的命を受け、 ヨロイト・ただき に~..，

た、井Jロ劫iえ係。+人絹・}の鮪匁丸、Eも呼

Ifれτぉ・J1すj
歯車軍 f刺客、か……j生544，dニわけはどう
Lた{笑)

烈盤:fヘッ、新..，1死''-'J.'I)、勺たやつを昆る
のは、初めてだぜI
斬鬼丸(GM): fよれはよれで不審F令はあるん
です1.OoJえIfl1らJ婚物の前をつ1んT



「迫骨物1 1切られたらそれ。~.)ですからねェj

(笑}

官官錫:f 1、川た官、烈堂内f，んな。二、、つめ
や.，/)、、、ゃτj

烈:1:そうだなゐ、f1み、宇始めに J 
官官嫁 [牛始めに?J

烈:1:: 1::勺〈リを寂・，):主L1、「通γL飲むかJ
{笑)

斬鬼丸(GM): ~を掲"1f、、、.γ寸ねえ。何
γすか、ニニ三日四日liど、過にもあ.)っ、、T
釘.)ませんの1'J(笑)

官官錫:小声で須放に忠告L1::こう。「坊主l ヨ

ロイの中にτL行令ピきIJ
須渡:fh、わかうlLf，JJ1::か宮司T、号lIl:内
所に走・'l1す。lfllる?

GM : ~'Jに符11はきれな、、ょ。 郁展を.f.l ll虫

T行〈級波を見1fなるほどねえ。ヨロイ余・]

を遅れ1<れIf帰・)11燦々。うん、なるはどJピ
か(笑}

省銀:どうやっT持っT帰るつも・jや勺たんや

{笑}

GM:、・や、殺6二勝つl二11J.t堂・1二ヨロイが特

かなけ・Jゃ、川、わけだfから。
烈:1:1 、、.、‘や。 f ~、欽ゐねェ。J

新鬼丸(GM): rや、ニ・jやどうも・….'1:: 1:: 1:: 1:: J 
烈:1:f<はあ今、うめえ……J
新鬼丸(GM):f<うッ、久し;:')f，1::効Hす
ねえ……旨、、.，Ij

'錫:f晶、あんたら 濁なんか酌み交わL

Eる渇令じゃ !j 

烈:1::fd、E、、勺T、};農政の中でちゃんIfら
じゃあもらえるヨ口イももらえな〈なっち1うJ
債銀:f号、そ句弔うやけど、ニの男11..…l
ええ、ヘわか勺たわ、もうええJJうらも聞きilっ
1~向上にあぐらをかく {笑) fだん〈ふ うら
にもー杯Ij

烈:1:やれやれ、 if.ilJッから弔う宮えは・、、、、L
んを。

.錫:τ、実11す。ごい潜に弱、、ねん{笑)
GM:晶、司.)やおかい、や{笑) ーロ飲むと

"勺:t.1二'，'6hllf.:(笑)
烈:1: fおお、ニリやおもltlェ(笑)J
.鎌:f 0:.んや、うらのS買い伺かつい1::6ン
品、ηj

烈盆:f、、や>>11二。さ、もう一杯飲みれェ(;Io)J
管銀ああッ、そんなにた<~ん (笑)

烈:1::fん? 拘か宮勺たかい?J
鎗銀:ft、なんでもあ勺へんJ( <、‘勺)J
烈堂:r 1るτホオズキみ1...庁、 ζいつ晶、、
、、{笑)0f!れほれ、飲め飲め(笑)J

.銀-ftんや! うらla~勺Ifら勺どらんT・ !j

須波:CM、司ろ号4号破J:余リ込んγ1すよ
ね? ほかにtl容。丸、るピアレなので、ヨロ

イの探知裳遣で生.u.反lt:量採'l1す。

GM:号敏丹[知覚1116'.{んγ、60m半径な。
えーと、欽地内11企侮入るかな。&11:の方に

三島、図1勺u:庇がある。守れぞけ。
須滋:守れfIけつ 持軍渇のほうの漆あさん
Ii? 

GM:反庇Lむ、・。いねえんじゃねえのつ

須波:、、tいつ どこか行勺ちゃ勺たんでLl
うか?

;J!I.ふ深膨は飽信なので、範邸内のf"~JJJ

にいるに志かかわらずヨロイの生体燦知には

反応しないのだ.

GM : 1::ニ4で、ヨロイ11品ピ何が妓っT、叫ん

だ?

深彫 i武器傾。あE一日でヨロイを仕上げT、

それから武器を諮る干lt(ihll。砲ピ品、、刀
ピかね。

GM:なるはど。7解。

ところで三人のほうtふさらに病が逃んでい

るようで晶る.GMtRていてお$しろいので

止め主s、少々暴走I!"みである{笑}

震錫:i鼻丹念。「井ノロのぞん官!J 
斬鬼丸(GM): fl1、'?J

..: fli勺刊し・や。アンずみ結局、うちらを
斬リl二来Tるンや??J 
斬鬼丸(GM):にこやかに返答。f、、ゃあ、そん
なことになら古ければ1・、‘な、1::IU!勺Tお'l1

寸よ。もら4λj

宮鍋:f、、ーや1 その自はうちらを斬リた<1
うずうずしとも目や! うらにはわかる!J 
烈蛍:1こやにやLながら見Tるだけ(笑) 1、

二弘、うilllもた11こや晶、川、やね。

く
いつの間にか日も守野'時子作業1:一段告書

ついた深事長が部屈の"・へと入って来る.関じ

ころ、ヨロ4の中tこt、るのではどうに畠退函lだ
と11うので、茸1滋も部E量に戻って来ることに立
った.

烈堂:f寸、‘iぜん、勝手lニゃっ11寸hJ
GM:子供量除、吟三人が過を飲んでも。何

か、一人ぞけ非常に此来上がっ11すけど

(;Io) 

官錫:f~事ちゃん、ニこに度 勺T酌t 、 .や IJ

深彫:無.iH11111<.fτ?J 

烈:I::fld、L、5寸が11山ン中、、‘、・月γ寸
f.{ぁJ

深~:..IU1M<. fそちらγ、話11っ、、たの

ですか?J

烈:1:fモノがなけ.)ゃあ紙に主らね，r....，l' .:ど
で、1ぁ話11づい11すがねJ

斬鬼丸(GM): fわたLl1、三8持勺Tからγも
か1、・1せん円τJ

省銀:fそれピゃ進、、つTさっきか勺官勺とるや
ろうがァIJピ叫，it。明らかに1だ併勺Tる(笑)
須波:品晶、忘れ1HI.こ。父上から害状を孫
。、今T、、たんτ寸it1.fこれをJ
深~: 問111見1寸。

GM: f陰陽師、漆神事fまどのへj
深~・む

GM: rあなた棟内務を事Lた東条家、われら
ゆ，~O対する逆代l::l量~きものなれば、われらの

敵同じものピnず。なればニ号、われら虎堂l二
カを告をL1、、たぞきた〈思うものなm.、庁、・た
、、こんなピニろか。

曾錫:fなんや、姉ちゃんの争えが震えとる
γ?J 

深膨:曹状を折・);畳んで立ち上がる。fどうや
ら、状況がまわ勺たようτすね。どちらが地主
を#勺Tゆニうが関係町、、E忠っT、、たのです

が…ー地主11、J.t~監のものγす。 逆代の伎岩

どの11早々におm耳~.)輔、・1LょうかJ
須波i.マジ!?fあ、あリがピうごy、、1寸!j
深影:rそれに、このわたLt向行、'H1Lょうj
烈堂:へえ、ピ弘、。た化境内定4tf，、、つ
新鬼丸(GM): (自を縄自1)f寝台を… 必聞

かせ頓えますかな?J

漂膨:f婦っT、逆4¥:どのに尋ねればよか4
う?J

斬鬼丸(GM):fl、奇・jやそうなんγ1ilど11J

深彫:f1::11、、ぇ、あなたとし111、虎堂lζヲロ

イがi'-らなければよいこヒ。ニニτhたLたちを
設L1いけば、あf.{たの仕事11終h')1::、、うわ
けですねj

斬鬼丸(GM)・fよ〈お気づきで'11:，、.，1::笑う。
烈:1::刀を;JA:< -t'! 
債銀:八i豊斬ψ刀を株える!

須波:;!!!金丹後?Iこ隠れ1寸(笑}
斬鬼丸(GM): 立ら上が勺T、 f~ 一号うLょ
うと忠今T、、たピよ，，1'すよj・・・…ゆっ〈・)!:刀

を.f.l<。γ、流れるように漆軍事にー太刀! え
-..，t:.. 7つ成功 1
烈堂::気令を1点使っT・・注加行動"でサムラ

イ化l1、もう11点技勺1f-tlJ・)joJγ{追加行

鋤)!j 漆~を新4う1::Lf.二刀をねらうギl あ
あ勺、自が』昼、、I 3つL/)、成功Lねえ(笑)

ら、.勺l早ええ!!

深彫:(式〉 を早~Tらl1 目的前日re虫させる。

白砂にそ勺〈・Jの担与をしたやっγす。さ匂に気令
を使勺Tそいつがf"制')J.oJャ・Jを!
GM: (え〉が斬られT宙に霧散する.l'、その



11枝問に入品。次から第1ラウント.'1:'。

-;;C::I・CIi硯C7，.'~C:;阿佐斉唱

“因縁"にかかわるプレイをすることで得

られる“気合"を使うと、この“追加行勘"

のほか、能力値や績能のー時的なブースト

アップ、成長といったよう章、さまざま者恩

恵に畠ずかることができる。しかし、気合を

使えIt使うほど、今度は"様"が矯えてゆく。
鍵が限界を重量したPCは、修環にqる.
NPC化.実質死亡と伺じだ.

aをつぶL¥やる1 ・n ・h')ゃっ
、・04成功。

GM:<回遊〉γ道けるんだI，? <宙通〉
なんか持今¥j~エよ(笑) 11れ、 I繍Lo、成功

Lねえ。
烈盆:l了ゃ、3ダ〆ージ。急所ねらいtんで、
政令俗t二ダ〆ージ入れTな。

斬.sl丸(GM): fが品川jピ叫んγ白を仰さえ
る。

烈ft争がチヘ・ーンス! さらい迫加行動L¥
鮪・1かか品1 ……品全然I!.nだI3つfl勺
T。
斬鬼丸(GM): 8つ。

烈堂 5負け!? 布。¥.L!

徳銀 [fi、ダンナ!J 
GM:刀の式Ji.修正が+5'，'んγ、5+5の10
7'〆ージ'i。
f.!l堂:[ln1品今!j"…政令傷I弘法カ9ダ
メージ入れる。

GM:斬匁丸11焼けたぞれた節目を押さえるん
だけど、下向、、T、11.を上げると偽11;台今Tい

る 。 f、‘ゃあ 、 やられ1LたよJ f， .，\~。
電線:[む、滋!? 再生滋入・)0、、、?J
烈~:r.....・相打ち勺¥!:二品、j
斬鬼丸(GM): [、、ゃ、、や、 11ら、わたLli無

傷ですからjにやリピ笑、、ながら、ゆ司〈・}ピサ

ムライ化する号、

i'J!lIJがf式〉を曾いて，このラウンドは終了
する. (.式〉のJ~.o，唱は次ラウンドで晶る.

~-t7!~、、品。、、川J

烈蛍:r~ァ来し、・ピ二4なんだ。 和~Lねえで
〈れるか、、?J

斬Jl丸(GM): rあなたに1耳、、とれ議、ぉ、・L
O、勺た¥'1"よ。ごらそうさ1でLたj

烈堂:r '.<1，1こ、必続的轟に、 Lう一杯。、11¥ 
やるさ……行〈ぜ!J 

ζ..， 
さら主る政CJj，気合を入れた1軍身のー費量志
夫が味/iせず‘烈常はさらにi話を117.致命傷
まで食らった摂開.は司監が比ても劣~~であった.

天 緩 h'JI，民 リプ レ

.銀:r需i生・のダンナァ!J 
1.!lft :額から流れる血をなめながら、「ら、、.，、
L(ピ勺た。、ァ j 

斬.sl丸(GM): rなんぞ。忠勺た.t，)太刀筋が
IIぃγすね。よれはわたtの買、、品、ぷリすき'で

Lたかな?j
烈堂:r'.;，1ζ、Al縫い立.，¥、、るやつが-.$
絵、‘のさ。そうぞろ?J
斬鬼丸(GM): r、、ー、.ニピIrです。さあ、どち
らが最後iτ立勺T、、られるのか、続け1Lょう
かJ官勺た給関に斬リかかる! 6偶成功ッ寸。
烈ft:斬・，)i.$ Lッ! 6倒ぉ!

tr. ，A..t、刃の打ち合う脅がして、紙虫丸の
ー雪置は烈毛主の刃で受け止められた1

新鬼丸(GM): fへえ、宮うIlけのこどはある。
ゃ・)1すねj

烈堂:rあんたァ強、 ‘なァ......斬~乱。 品はお
11'えと〈ぜJ因縁の前波紋定だ。{仇敵:新鬼
;1<.(中緩))1:Llう。

ラウンFの級後に滋彫の'trった{式}が続JU
.klこ，tiJかうてMぷ.それがどのような量'}J)J全
治っているのかは告知らないが、その攻雪置に

紛2堅金入れた告がいた.

慣鎌:.at1与をl点佼今T・・追加l-r掛 I (ね
を斬る1

i1l!1i :ああ司、わたLの〈え〉がー。

官官銀:r真剣勝負を!~Ilするつも・}か、、!? 勝

負がつ(1γヰェ:l:Lたら晶かん!J
潔Ii:r'iら、あ円'Jが死ぬのを黙勺T見¥"
1，1:でも?j

曾銀:r紛、・やつが1f.向内ti~定めや。 ダンナ

も奇う宮勺1:.，たや;..-o、J
潔影:f f.:'勺たら、見せT、、ただこうじゃ官、、で
すかJ

そのころ.もう -tJl逃Iftllして.ヨロイに乗り
込んだ狐波.

須披:ヨロイt二余リぬんγ、ftAむ干、号破!j
Eかつぶやい¥(感情:ヨロイへの愛情(中

級))-r気舎を{笑)

GM:やるなゐ{笑)

須波.γ、争技能を上げるIlけの気4るがたま今
たので、〈織令〉を中級から上緩い上げる7
す。

主tfTのるう一つの使いみちに‘成jJ-があ

る，

このように絞fifを上げたり、能/J値を1二げ
た句で芭るのだ.

' 
ヨ



使えば'$がmえてゆくの1:1.，この喝合も変
わら立いのだ舟ら

一一一 噛来事

烈堂:rそろそろ決め可守る!j7成功!
新Jl丸(GM):うあ勺d'6! 1点!tIlた!

烈盆:切・J込んた'瞬間に柄のm会を絞..，<
(Jt)を使うl 成功度 1+ ，<<，蕊修正5+

(!ま)3~で9 ダメージ!

曾銀:r見、.やi ダンナ11や勺たやろうが!J 
" ."・品晶、解税〈ら、、Lかでけへん{笑}

し;かし、今度は新鬼九の攻雪置をわずかにし

のぎ量れず‘言せ堂もずメ-2P4k受けてしまう.

GM・よ勺ら内刀1i1.ま骨lじゃあな、叶、ら、武器
修正11そんなにお('，'いんだよな。

~llt :号弘、や、死体を純ベたとき、どうL<サ
ム予イぞっ<he、んなか勺たんだ?

GM:そ.)ゃ、 {球}を1，It>，>.Q，んでを、叶、らさ。

曾錫:なんや<1 じゃ、じゃ晶、白少の霊カ

だけγサムライ化しとんのか、ょのオッサン

11 ! 

新鬼丸(GM):そのと釘・.}.r楽t、.ですねえJ
烈堂:f1勺たく1，:'J、と吉勺<1:、司ピ命を見ぜ
る。…・・・気令をと4う。

このiIJとlJf普勝Lτ，葺λしようと1-IttJlil首

の3ロイ"'.r.麿膨によっτ11;め6れたり品Lτ. .。ι
tゅのだA'，it MJt./{1/fで1:1.品.l).

斬鬼丸 (GM)~Jにんない来い、の11久し;:リ

γすI。他人E剣を交えT、‘Tねj
烈怠:r奇4そ4、東‘ノ:離を斬るのにゃあ飽きT
たE二I，~、おれ もなl

斬鬼丸(GM): r、、つ1でも、続けT、、た、-τ
1'1ねえJ
烈堂:f同感だ。ぞがな、芝居にァ畢列さがあ
るもんさねj

斬鬼丸(GM):うれLそうな、婚しそうなま情f、
f.. . 続IHLlうかj

斬xえが刀圭猿・j下ろす! 気令τ烈1:11
斬鬼えの刀を受け流弔うとLたが失敗。7点的

ダメージを受11<L1う。 が々、その瞬間二号烈

金のねら..，た好織と'ったのtl勺た。

烈堂:r*らえやみ!J く法術〉の気疎で刀
をねられ 少ねーえ1 4成功tかねえ.1..

GM: "n，、 〈四週〉技続投うLe、ねエんた'よ
な，.・e・e・-あらや! 金事再失航。

烈堂内手のひらから放たれた気持が新x丸
内刀をたたき折今1:1 祈れた剣先11、省高〈

飛んγから1tに突き刺さる。紛%え11中liど
までLかな<IJ.'..，た刀を見つめT、頒をかき世「

がら烈当Eに宮勺た。

斬鬼丸(GM): fあらら、ま、・リ1Lたねえ……二
二、fやめ1せん?J
官錫:晶、あそニ1'(ゃっT必きながら{笑)

斬鬼丸(GM): r刀がなくちゃっ1んな、‘γ寸
LJ 
烈:!:t:畳Iζ刀を突き刺L<
深彫:I，LI，L?(笑) 雄町屋欽I.:'l::?(;i;) 
烈堂:f J;れ11こぷLでも、、、‘んだが…・・あん
たはそニ1'(の様性はあるか、、つJ
斬鬼丸(GM): rわたLl1、刃物が好さむんで
すよJl::宮勺T笑う。
烈It・おもしれェtァ{笑} おれもひl::U')笑
勺T品、句、Lう一度l1li(号、「どうするつJ
官官峨 fダンナ向勝らや。早Iピどめ刺Lf.こ・)J
烈怠......1:や勺ピ笑っT、太刀を恨める。「じ

ゃあ、 1たなJ

、

雷銀:あら、「なんや、斬らへんのか、‘'/J
烈堂:rこんな必もtれえやっ、今新今らま今ら
やも..，/こ、、)1ぇ。 今度、緑が品。たときにやら

せTもらうさ。紛鬼丸、哩う、、うわけ1:'0今IHI
、、Tくれや。それ〈らいは勝。たやつの宮うよ

とをm、ぺもらうぜJ
斬鬼丸(GM): fまわ勺た人γすねえ。 九十六
年生H:<i、あ弘ーたみた、、世「人11珍L、、γ
す.tJ
須波:きゅうじ吋1，01ん?

震銀:(ビン) C~1 1 <金術〉の〈知識〉γ
判定L<ええか?
GM: OK. 2~成幼すれば定的思 ..，たとお・j
f，:' (笑)

11*車:点た……らー‘・ッ。そう、、う二ピかァ!
GM:で、新鬼丸11、もうー皮a!!蛍にはた会、.

たいもんγすねえ。 、、つになるのかはわか1)1 
せんが、もう一度i量ぴた、ゅのγすよ。hなた
みたいな人l::liJl.'(11、おえい先手L・・…-Jl::

宮ぃ成L<から虫<fT(。



備のヰ古Tを始める号、らとキッ、・。

曾錫:rダンナJ、E烈伎に.H/)、ける。Iダン
ナ、ぁ、、つ11ャ，<、、γ。7イツ11““絶対に

負けへんよJ
1.!a:t : [品晶、争のおれじゃゐ勝，nぷJ
雷錫:[号うゃない…。ゃっ11、不死鼠銅、‘や。

Jf.'iへん。何や勺，tあいつ11死fJ.."'"いんや。
勝つニピ11晶勺Tも、負ける二とはあらへんj

烈l:t: [死が負Ilf!f.(ん1ftが宮。f，?J 
'銀:[えっ た'、f;." 、死んγも負IIf.(、、
なんT二ピ/)'品?ン品、?J
烈l:t:[11、lf!lf!骨、、也、波チャン。、句、品、、

大事なの11生き死じじゃあね:L"l:;f!1 牛飼
」えが負けIl~ ，1哩わねH、~~I) 、それ111<けじゃ

あねえの~I J 
.錫:[...... hからんなj
烈l:t: [華~ ~I 二J\:;を*われねェかき勺} 、 おれは

強い11<'、、られる。おれは負けねえ!

死んた，."、、、也、司、、つに負けさえしなけづゃ

あf.(J 
省銀:rサムライの宮う二l:lil<わからんなj
漂Il:にの男の宮うよピ11狸解τきな、・(痩解
できないのはわたLが人形々から?)J外に虫
品。

曾錫:[うちも嵐l二事たっT余るわJl:/)、官っT
から、もう一度j('J向<.[あんな、ダンナの宮
うこど11よくわからへλけどーーー・・.~ .，きの果たL

A.いは格好H、司fこγJ( (感情.烈堂への興
味〉取得)

須波:品ー、僕もヨ口イから降')，省銀サンた

らの方に行〈γすー。
烈l:t:必れ 11~量勺13酉欽みながら休んでるよ

{笑} 正也なEニ4、もうそれ〈ら、・Lかできね

ェほどj再*H<1.1.。

茸1波が渉いてゆ〈と.作業喝の方から人の
戸.近づいて見れば、宮'l!JtJがヨロ-f(こ向かつ

て一人、喜重りかけているところであった.

潔彫:rよれでーや勺ピ、 'ø-_'/)宅'~HかもLれ
1せん・ j 
須波:ぇ-¥::11、砂利絡んで膏fょTちゃう(;定}
深彫:イカニ-t:fJ.'・..鯛{笑) [.量?J
須滋:[，h、そのう 5ょうはお騒がせ、、たL
1lた。ニニで…地旦を且T、、τ、、、、γ寸
か?J
深彫:にのヨロイが争突のうちに仕上がらな

ければ、困るのγIIう?J
須波:rfll~li 、叱IIせんからJ

設は更けてゆく.

咽-
GM:τ、ll.O'JjI1<- -
須波.号披の11う11章、ゼ<lかむ、、んfすよ
ね? IIうがな、崎、ら明鏡ピ，1:;放た'1l.tt、・T
釘<<'.，.。

GM:1解。γ、帰q内道中Ilが、半分1<'.来
んあた。}で、述内真ん中iζ倒れT、、る;草を且つ

ける。旗波、意向園内腕丸を着けた兵士だ。

烈1:: j!!ぇ起ニす。治繰γきるか?
GM・もう虫の息で、たとえ治媒tたl:l<t聞

に令わな、.f!"う。

烈tt:首・を級勺T、せめτ上を向。、せTや4
?。

T死亡タメ台涼 I 

“実・万象"1:賓わったゲームで、“売亡"

タメージを*ItτもすぐにJEぬこと1:(1ぃ.
そのキャラヲ9ーが本楢に死ぬの1:，
1.活力が全快する膏イミン'/
2.筑絶したと曹
で晶晶.r活力11全快する-JというのU、
つまりI:r峨闘が鍵7し止と曹Jと、「治・を
受けたと曹J、それに.rマ:1.11ーが支縛した
と曹jのこと.

縫っτ、すでに“売亡"ダメージを受付て
いるキャラヲ11ーを治相置しようとす晶と、{活
力が全快するので}売んでしまうのだ{笑}

烈.のように『箇壷集って、せめて土を向

かせTやるJ<らいしかで曹ないのもうなず
tするだろう(笑}

GM : .'J Ii:tt匂も会勺たよピがあるはず吃。品

丹、 ~綱竜角 I!。 虎堂内障に、 ・た男 flfi.[お

布、ぬLらか・..J 
須謙:ヨロイから降・)，駆け寄・)1す!

.;s: [どうlf.ニλや、紙綱11λ! 何があ今
た!At金はどうな今た!?J
飯綱(GM): [少々……退。、勺たようH・H ・..t 

う 反."tむだ干……j
須波:[ええ勺、ど、どう、・うニとですか?J
飯綱(GM): [虎'#:11..マ…すγμ…・ーtぃ IJ 
E絞づ忠すように宮勺Tから、血町況をv上〈。

須波:!!

飯繊(GM): r坊ちゃI・M ・-・お';&11<fI~ 、 .

.. I 1長銀縁が、震後1二tHれたものγす
・・lH量刀を須波l二手渡そうピするのI!けど、

宇治、ら滑リ怒ら<L1う。

須波:何も宮えずに、涙を流l，、、i寸。
深彫:tゃあ代h'lに男の胸倉をつかんτ問
、・かける!

rAt堂、At'#:議貌はどうな勺たのですI?J

天 腫 万 /11 リプレ

飯綱(GM): [楽観どの11......叙死なされた.. . 

全員.あちゃあ1

飯綱(GM): [釘署員、、γござ、叫すι 。てう
。¥どうが来続どのの散を、持ちゃ1l:.j!，1ζ.4 
勺，<f!~ 、 ・1せe ・ e ・ .'!U 
深11:さらに絡さぷ・jをかけ、I捻石、 教えtさ
、‘IJ

GM:答えません。

深彫:叫ぷIf答えなさ、、! .fI. #!.緑町紋IH童
官のですッ" 事えh!U死体を、、つ1γも絡
さ」:勺T、、iす。
曾餓:J色に怒らと様刀を手にピ勺T眺めながら

r.. .一回一つ怒らT、政ったのが様刀一本命、
勝半やむァ。 勝手すH<'J

烈St:r宮ったじゃねえか。弱、、やつは死由ん
ぞよj

'錫:r (減をi世l<撮勺，)だめや.....・だめ
やリF周波の腐をつかむ。fうちはなみ、制・}切
れへんI。そニ1τ制・j切れへん!J 

しばらくの沈黙.ロをi聞いたのは、書1滋だ
った.

須波:r h、皆さん。At'#:家γ無事むのは、わ
たlf!けみた、・です。hたいiこれからまを再
興l'..<らゃな・J1ぜん。けど、わたL的手町中

いあるのは地主だ11.、‘〈らJt主が強<<1.、
それt!けじゃ無11なんです。お願いγ寸。皆
さんの手を貸l，<ださ、、!j

債銀:[うちはやるγ。手伝吟たるj
需11::f 1;1;司ちゃん、7/'911弱、、。留を作品、
支えるtん':L二とが、アンタにγきるのか
、.?J 
須波:号、哩れ11".… f、、、 ~IHだ無尽かも
tれ1せんけど、、、っか誕ず、それが成II昼げ
句れるほどに強〈な勺Tみせ1す! だから

一ぞから!J
烈:ft: r強〈ならなきゃな?・…J¥::11'奇リピつぶ
や<.r強〈屯・・'J，ェんた'勺たら、鍛えTや今，t
、.、、ぜj

< • < 
須滋:rぜ、是非とも、是が非γぃJ
官官鋸:f烈金のぞん官、ついT来，<れるン
品、?J
烈盤:r …iみむ。必れァ、 ，h，h-、う子供に
鈍いんだよJ¥::官っT苦笑、、。
須波:rぁリがピうごy、・1すゥ Jl:宮."、
下向、・，~~立〈です。( {感情:仲間へ内侍幌〉

~縛)

.鎌:rで、深野はんはどないするンや?J
深膨:立ち上が・'Jf.(がら5今li'Jl:f手を貸11
すJ
須波:[ぁ・jがとうござ、叫す・・・…J
深彫:rただ、条件があ・')1'"。逆-Itの領主



司r

を殺すことJ((感情須波への共嬉〉原符)

須波:r皇むピニ?"('1'、逆4t大.if.I1hが敗τ
もあっ1すからJ( (仇敵逆代大放}寂符}
烈堂:rおれL……強〈ならな5ゃ品なァ・・・…J

須波:r号うですねえ、属国に加工が綜ぃτ、‘
るはずですから、まずはそニを紙勺Tみるのが

、川、。、t:J
曾銀:ro:.'611ピ官。むや、行ニ。、、、j
深彫:~う一度、 畢の方に白をや勺"(. r ""，'t; 
4章、 ~lうなら・ j もう板・);返'l1ぜん。

そして、腿入は11Jを降りる会

滋ははるかに検L.<一一途z、
とばることにL.t.::. II$Wはたっぷり<6';'.制 次低天縦制伝f正義j倒日しτ待
も完成へ近づけることがで量るはずだ.と町あ て1

えず議ちIIいて‘それから今後の後全決めよ
うとt、うのが、一行のー殺した給油だった.

GM:巣、.、11!つらい括が品品。、Lのふもと

に近イ、、T来ると、&.欽の品たザから晶、、筋が

立ら#.，"(、、品。

深~:何τ円 {式}を打勺T、』量紋1-nllJ.'
せJ.1'1 

烈盆:rやベ1.1若! ら炉、ピ衆.，1j"( ~ら
、、1すぜ!JヨロイのMI二飛び乗る!
須波 1MI ダーァ予ュ!
債銀:rわたた、持ら、.や y!j何とかいがみつ
( J 

ひどい晶りさまだった.Ii!I教はほとんど織か
れ‘ 11っている部分などないように兄える.畠
とから温いついた三人が深彫を篠すと，i!IJ持

制<.

宵弦の基のl背でI'e.然とひざをついていた，主主

は訴かれ、中の遺体や，61路線3.のすべてがtJl
主ずり治されていたのだ.

曾爆:r深 f~11 ん・ー一 J

漂~:何も宮hずい 畢を返し:始1>11''''

須波:r "(、手伝、叫すよJ
GM:数時間かか勺T、基の修IIが終h品。
漂~: r須波~A.、号岐に入。T、・た、 11t:珠を
JIi、、"(11、、‘けな7、.τLょうか……つJ
須波:rぇ、か1、・ませんItれどL……j

宮'l!It!I，孟受け取った心~/:(，式〉を!Tち始め
た，通常者ら一定の時I砲で分解してしまう

{式〉だが、こうやって心縁からf，1られる電力
を事l附することによって‘半'*久的に活動喜
せることがで量るのである.

深彫:γ、{え}に畢の守・Jを命1."11'.
烈li!::織かが轟告書tらそうピするE化け物が聾
勺T来るt:(笑)

深彫:r奇れじゃあ、行Hl1うかj
震銀:r奇う、、ゃあ、これからの当Tはあるンか
¥幼主。J

GM回想録「地皐』の頃 I 
リプレイ第，図.遭餓なの舟¥単発なのかいまいちハッキリしないままだったので、いちお

うここで終わってもいいように、あまり強い引きI;tj誓っていないつもり.

シナリオ的にも「新しいヨロイを受け取引二行ったら殿方の刺客がいて磁闘になってき晶

たいへんJという程度のものでしかなかった.
ま島、シナリ:t準備をほとんどしないのはいつものことで、あまり決めないでおいてプレイ

ヤーのしたいことをやらせτやろうというもくろみゆえである。
ち~みに、元ネヲになったシナリオでは、 ヨロイ鰻り {須波) と'*11師 (御膨) Iì NPC.PC 
の役目は纏衝だ11のものだったのだが、プレイヤーの妓貨を信じてその役割をPCIこ撮って
みた.そのせいで須滋と御彫はスヲートを固定された形になり、その後のロールプレイを型

にはめてしまう舘果になったかも知れない。

不売Aを入れたのほほんサムライ、斬鬼丸はこの後しばらくGMのお気に入りNPCとな
り、あちこちに愛唱することに寄る。



:. ..， " 
三/J綾、-/iI.まa堂町領地をIl!τ.本健の
鎖憾へと向かうべ<.夢みを東へと向けても、

た.本歯車の智7"tl.主従畦と総統量ゆえ、取り合
えず身を窃せようと培えたのだった.

GM・......t:いうわけ。

官官lI:なるほどなア。Lo'L、もう三日やI，?
金、叫んとか11残ッとるんか、、なっ

須波:ワタ7シ11ヨロイに繕令LI、・6問11J句

股が減るこ ~11あ')1せんからへイキ。

雷銀:ら。

GM:tゃあ、近〈内村内所在を知勺160'，< 
事情通〉を{知カlγゃ勺1)，1。

i'1!.膨が近<1こ村の所F宣告知っていた.と時
品えずそこに向かってみようとtもう話に在る.

須波:iHlれるとアレな円γ、近<1-(宮勺た
pfrでヨロイを降・)1、歩、・T行Hす。6けぱ
GM 村1:つ〈ピ、、.<らかの家から11:p錦の

| 郊2市 E

支度。、、涯が剣〈立ち上今T、、品。外を虫4降
、・T、、る岩内l'11見えな、‘Itどさ。

須渡:fごめん〈ださ~、'J
GM:返事11ぁ・'l1せん。
鰭爆:ん? 1:.'勺T、紙炊5円建L上が勺どる
Lキh守

烈:: r縫いものではない ]-ylhけに
は、・かねえか{笑)

GM:PliMけずい声が聞こえる。f……お前
らい〈れTやるもの110:.:1二もないよJj

烈堂:晶ら。

須波:fらゃんとお礼11、、たLlすからァj
深彫:rそれに、 fL畢なことを寸る丸Lござ、、1
せんしl
GM : r .i.ン、あんたたらの奇んt宮、・紋11聞
き飽きたねj

深Ji:f品んたたらビ吉われ1l1tJ
烈::f17、二な、、F11TE弘tで吸があ勺たι
だ。 ピニ~'の将兵が悪さァLIるつTよピ11~え

句れるわなJ
須波:r号んむ! わが:At生・の倉たらl二限っT、
そんなニEをするhけがあ・)1せんj

官官銀:fh・1二世勺らよ4ぃコト宮うピんねんj
漂Ji:ピ・j品えず、車内方ピのt昔を続IHLょう。
I……何があ勺たかは知')1せんが、*'ベるもの
をゆIt示、たぞければ十今な釘礼11、、たL1すJ
GM: f炎、、物を会1t 1，、だ勺1? 伺宮勺T
ん在、、、アンタたちが#勺T行勺たせ、、γ、白
分ら円余いふAIこも苦労LIるんf，.~にかく
帰勺ピ〈れ!J 
須波:なにもLl'i、、のにー(泣)

雷甥:r ピするつj
烈堂:fなア1二、人間、一日ニ白金h'iO、勺た
から.，1死lニゃあしねえ3ねj
須液:r<';J(笑)
烈:: rピリあえず、々 。なんにせよメシ11*、、
τ.r.が、盗み11l主に令hil.x:。 、Lに入.，1キ
ノコや句、、L策やらγも会うさJ
須波:rへえ。キノヨや‘L.4t.，1、、Lγ採れる
んγすかj
宿線:ftλや、*吟fニニピ官、、んかJ
須波:f、崎、キノコや由来勺T、、うのは、目
的制に斜忽n1:l:1来るも円いう、且たこどが
なか・，tこも町-(J
震錫:品される。fアンタなア"・e・.J



山に窓てやり、
山港主与一行。
11J菜を鈍んで、その日の織にすることを決

めた4人は‘ 1I1の中でさっそ<t1t~壷怒し始め

た.止にしろ‘.elがないと日が掠れてしまう.

省銀:どう、、う技能を使えI!、、、、んや、、L菜

採l'..ん1<笑)

GM:えー、く事情通>f，'!;fJ'，<処察〉むと
か、〈盛術〉だピか、1ゐなんでも、川、よ、それ
らい'11:純なら。銭カイ直11[知覚)11.

E_i:宇t受注減iI町 宮山:忠霊辺諸;，.・・

判定において、績能と健カ値を組み合わ

せて使うわけだが、この時に使用する犠能

と能力値は、関係のある筏艇と、関係のあ

る俊カ値であれば、何でも使用して欄わな

い。避に、そここそがプレイヤーの想像力

の見せ所だとも冨えるだろう.

烈St: うーん、 <11~>1主総はや11，) ~目、・方

I.l~\・いな 。 今のうち l二"気骨.を 10 点投..，

T、〈提唱耳〉を初級から中級t二上1ftこう。
GM: -実"が10府、上がること、忘れな、‘ように
な。

各A.そこそこ山菜を集めて来て.火でも

起こして山~t貴べようかとt!うところで、 GM

の戸が命哨、うた.

GM:a<勺TゐT。
全員.え?

結様、然堂と111螺、それに深影が成功する.
がさり、という物昔、人の気配、制丸のこすれ

るがちゃがちゃとt、う，'1-を僚かに穫の/;1こ世帯

いたのだ，やがて‘音1:1.111ぴI輯の中へとil'iえ
て惜し

官官錫:rー なんや怪t、・t。らE且T来るJ
引川町r~.;." ，

勺-1、八1!折甲刀を挽えT立ち上がる。
烈堂:rそんなγ勺か、 寸買物1皇、、γらゃあ、且
つけ'(<れ..，1宮勺1J，，1うなもんだぜ?J
曾媛:rだからE吉勺1...... ::>イツを串継す虫丸
はあらへんj

III影:i提言γ、{え}を総;>11'.<飛行能
カ>l:<'*'飲能カ〉を組んだ、小さなやつγ
寸。τ、守れを飛I!L11軍・)Iこ行かせHlう。

換に入った1ft蟻I孟f，t(づかれずに物脅の

主tこ返づくことがで量た.切町立った僅の孫
tこ、軍司九を管た、1事汚れた足鮮総の努が二人.
眼下に広がるのは先ほどの付か.

GM:ニ人の1:-ttが間二えT来るかな。「見4
I 、 晶、‘つら 、 銭円支度なん~'l1やがるぜJ
fおれたらい一級疲らす'差lll:lた勺T官勺た
のにム 1fl銭l1やが勺たHこの様子だと 1
だ1だためよιんでるな、品、・つらJfII、帰勺
T報告f;j......1ね。
.錫:ニら、ついτ行。たほうがよさ奇うや官。， 
二人のあピを尾11るτ。

GM:そろそ4時聞かな。その嫌子を見τ、、た
深彰の{式)Ii、時間切れγ分解l1l1うI。
漂膨:r盗賊のようで寸ね.. . .・宮P娘5んが号の
盗械を』色..，1..・..，J 
須波:rひ、一人だfけγ、γ寸か?J
深彫:r.・・・・・あJ(笑)

GM:官官螺? 少L行勺た所でだt、二人11
帯、、τ;，勺f二鳥に乗。111う。
曾銀:rあらJ
GM:γ、馬S二来勺fょ二人11、す<'1:見えな〈
なる。集会'(lf.ヒ。

雷銀 :r<殺を11")11'・')1量ぃ1)lゃあな、、なア、

反J"lかな5奇うや Jみんなの所1二帰るEす
るf。

1.!ISt : rどうLt，、まかれッち1..，/.ニ今、、・?J
官官鎌:r馬なん干持司と勺たわ、ヤツラ。さす
がにi皇、、っかれへんJ
1.!1: : r '(、どうぞ勺た、、つJ
雷甥:r品町村を聾うつも・jやj
烈堂:rへ品、奇れγ?J
'錫:晶、奇のこどI!を問、、T、すご、、ぴ勺<，) 

Lた'X1'る'(orそれγ、や1'!? 村が量hれた
ら、車t(i、4す人たちが犠牲になるんやτ!?J
烈堂:r鋭、、ヤツが死向の117Y')7エさJ
健婦・ Iそれを守るカもな、、のに!?J
烈堂:ftら、辛われる1τιJ……〈図録弱
さに対する側しみ〉γ、 ~A与を~る帯、

.11: rダンナ・・・…アンダが奇んな人々ピ11、
，l3hλか勺たhlJ……{副総烈金への興

味}で気令を原るニどにするτ。
1.!1盤:rflがなめ、ニ勺から先的週中、、・つ1'(
L革ァ*勺T生~1<h l fl二か叶、ねえJ

曾銀:背中旬1f 1立ら去ろうどl1たんやけど

一定を止めT、採・j向<.r 雨情γ宮う
Eんのか?J
烈::r そうrゃあねえI。生H<ためi二
11飯が占走塁、奇れだけのニどさ。寄れtt
同情L111い、向。、?J
官官錫:r <傾をIt..，lit<にL1わめOf，ッ、植が

や!!j

深膨 :rむだな二どにかかわ勺Tいる聞に、前
へ進んだほうがよ、、のでは?J
烈::rヤツラ、』時を#..，1いたピ宮勺たな。
長旅に11鳥11d主要されj

須波:0を輝かせτ、宮、、1す。r1:、宮うニピ
l1ff盗.lI!治をやるんですねI 毘もな、、.l民
たちを脅かす野盗を、がんば勺Tみんなγ誕治
l1や・)1l1うIj
宵婦:(・ 須itl二liつら、、二1:1二、ならなきゃ

ええけどな・・…・)

4・
動媛、

健を爆しt抽1...攻雪宮を仕掛けるとt!うことで合
怠Lた彼らは、さっそ〈純手の隠れ家を標すた

めに動主総めた.

曾錦 :r'(、見失勺11，うたJt盗の居場所を、ど
うや。τ見つけだすんや?J
深.，:rわたいがj

ついと前にt島た漆lfj.が、竹の邸入れと2匝で.
小さな鋲の上に接聞に模織を密主込む.

〈式〉だ.

深膨の干の中で小さくはじけた紙片が.一

つBのカラスに生まれ隻わる.カラス1:1.;t耳Iま

たいて.限!の中へと飛んで行った.

省婦:r畏l堂内庁んな、Jt盗を巡i告すものには
余・，)JU. '(なかったンピちゃうのかつj

需1::rおれが余・)JU.じゃなかったのは、村を
t!{-J"ニピさ。ー丈1ニt'..:・JゃlInJ
曾銀:rアンタ1~ð'. Jt盗の上前をピンはね
する気品、?J
烈堂:r延、・0、?J
密錫:立ち上が。T宮うτ。f号、それじゃあア
ン夕、 野後E同じゃンかけ

烈堂:rそうさ、必れあ人を斬今T飯告会う人間
だからな。釘前j古今Tそうだろ? その大崎な

刀は、い勺た、‘何的色めに1...，1J，，? J 
曾錫:r A.のな、、戦、、li、タダの人投LだIj今
T叫.i:J んで、叫んだf品ピγ、L1勺主、1'';
I二，，(o!.。

烈::1ニやリピ笑勺T、「なんた'…・・・、川、，，;す

んじゃれエか。1、お前の好きなIうにすれば
、川守J
宮線 :プスッnた'J1τ、r.吉局11同rコトやろ1
1.!1: : r必れァ釘少内織が、、勺I!、・になる程
度、、 、とだければ十分さ。Jf盗;'1...1二枚ニ

そ~'#勺T符勺た・)IilねえJ

曾銀 うー、うま〈あLらわれTる感rやb・f ・-



...[7;，-9見16ピ、むかむかするでj

烈堂:[< <ッ、伸、寸以・…υいいか、，? ~ 

、.やつは嘩hれT、殺されるんた.よ。それに丈

句を宮うニピもできねェのさj

須滋:rで、τtJ
烈盆:r (須波をにらん-()そうさ、お前向父らや
んだ勺T、弱かったから綬された。留を守るよ

~ 1，-(きずになJ
、 深~:r烈生・5んj

今まで摂言で‘中空に慌線を飛ばしていた

深田障が.nを技んだ.!1f滋の隠れ家を係るた
めに飛ばした{式〉が、目当てのものを託つけ

たので、精神を集中させる必裂がな〈なった

のI.!

潔彫:r...ーあなとの#えがどうだか11知・)1
せんが、それを人に押Lつけるものγは品・)1
せんJ
烈::rあ晶、そうた'官。i、二いつらがあん1
9甘ェLんでよj
雷婦 f甘、、や1!? 大事なニピや!J 
須滅:rそうですよ!J 
曾娘:う、J.II波E且が令勺11，うた、総な:気分
ゃなァ{笑)

烈::riil、・'J.'7…・・・1、それが今原，)1ζな
匂'.'、三Eを析もぜ。お前五が倒れらゃあ、必

れが苦労するんτなj
曾螺:[うち1J. . . . . . .アンタみたいには絶対なら

ん!j向こうに事、・1ftうちゃうl'。

烈::r(脅螺的背中をJU..がら)1 …頑級
っT見".tJ 

宮鍋 -.車内流t¥-(、うちは"丸令..を寂れる

わけゃな。この場令、関係L1いも"因縁"は

〈烈愛への興味}と、{白今11無期の存.fi.

t;}やがら、その2つに閲L1、I共感lを{t..，1
判定L1……成功Jt.が.itl1るいなる、と。品あ、
奇丹前に員11ト使。τ l共感 ] ~3ð、ら 4 1二上け'

どよ。その方がた〈さん気令が入品L(笑)

烈:I:t:おれは〈弱さに対する柑LJ.)で気令を

~る。 I共異色] 11;耳、崎、ら、鈴4島気令入品ぜ。
GM : [共感];阜、、。、勺、ああ、、うヨト宮うλだf
よな?(笑)

烈堂:本当lζ低け，)ゃあ、最初っから将司ヤ

ツラ設l1畳、、物奪..，1るさ(笑)

| “気合"を取る l 
“天.万歳..をプレイするよで、いちばん

犬事なことが、“気合"を取ることだといって

も過言ではないだろう.“気合"は、ヒーロー

ポイントであり、経験値であり、ロールプレイ

の評価でもある.“図織"に書かれたことに

関するロールプレイを行なえば"気合"が得

られるわけだが、それだけではー人よがり書

プレイになってしまいがちだ。自分の・・因縁"

を利用し、t.tおかつ他人の“因縁"を刺激す
るよう書ロールプレイを心豊島けて見ょう。

J己掴瞳 ./;iJj除リ プ レ

須波・ぉ、i皇、、かけT行。T、1t姐さんに括L

かけるγ寸。 f烈生:さん 、 どうL1あんな~l轟な

ニピを宮うんでliうねj

官官錫:rアイツのよとを宮うんやな、、リそ..，If
を向、・1r品んなヤツ・・・・j

の
天E事〈飛び上がった{式}はいったんJjff/~1

L ‘ /1/全体を見殺す~ (式)1:“豊島党総合鴫し

ている深影に也、その{式〉のJlている光索が
見える.

やがて./1/の奥に小さ立光を発見した

{式)1ム申っ〈りとt骨坐して、そこへ近示、て
1，<. 

GM : 占的、 ~らピ 11瓦対倒的方だ。 治!t l こ

淵ltがロを開けTぃ品。その潟宏司入・}ロの
ilil&品に1:.¥・1つが重かれTいるわけだ。

深彫:見張'JIJ. ? 
GM:岩1:，Ilj.l.川T、こ勺〈に勺〈リl1、‘るの

が二人。

漂彫:(え〉告、潟定的中日i正リ.iM 1"t。

カラスが中に入って行しその地にいたの

ならすえたにおいがしてきそうな、(:fろ切れと.
訴と、続trt.書てられたt取 、腕九が畠ちこちに
転がっている，

深彫:おかし・γ寸ね? 盗厳ピ官うhリに11
人的政が少な、、.. .. . もっピ~に行 1 11寸かつ

GM:成金ながら時間切れぞ。{式}が分解L

T 、 ~の意厳11;色波にm反~t\6.

深彫:r 
烈:I:t:rふゥン、aのうちに… υゃるかJ
曾銀:r~寸〈司、、、つ j

烈:I:t:riうもっピ辺、・11.うが、、、、だ4。ゃるの
は、 夜明け盗〈だ。 少u寝ピ<~J 

漂4証.
どうして志緩っけない須波が、関鎌に起電て

いる深影に話しかけた.

須波:r深野サン.. . . . .らA勺ピ、、・ぃ-(lょうか
…・・・?j

深彫:[何-(.，.?j 

須波:[めの人たちは ζれかi，a量をする
勺T 、 ・うの l二 、 どうL1ああや。1~1、



ん'rl!う?j
深~:fあの人たちは、それが仕事ですからJ
須波:r奇う 0 ・ですIね -。僕か・っか、
あ晶、、う届えになれるのγl!うか ・ー.?j
潔膨:r人間11、白玉トが提要ピするものい"れ
If.それで、.、・んγ寸よ。11どんどの人間11、
何が民要。¥釘少で決めることができ11'。奇

うでない斎も、、‘るわけTすけれどね・・・…j
須波:r. 一j 火を見つめ'1~宮。

深豊島:(わたLl1人形〉内因縁で、“気令を寂

・')1す。二円鳩舎、白砂町事を16勺たわけです
から、[1¥;カ1円能カ偵を使うあ11"(すね。
須滋:倹11......ああッ! 臼分的‘因縁"1二関
係する待鋤や~官を何一つL'1、、 1 ぜん 7 !

あのう、よ的地令11..気令"tie 

GM : 二の坊で紛L、 J鴎U"をj~ltl~、叶、 ~.

づ、取れな、、{笑)

須液:うう、ロールプレイを問追え1L1.こアー

| “気合"が取れない! 目
“因縁"に・かれた事で主いかぎり、“気

合"は樽ぐことができない。須波は自分の

・・図書量"をよく見ていなかったせいか、深彫

の気合を織ぐのに白血力しただけ、という結

果に在ってしまった。まる、よく晶ることだ

{笑}

むっくりと柄瓶告飽いて裁ていたt!l1tが
討をttまして起き上がった，録制ひげをtまり
ぽりとか量ながら、自民法に話しかける，

烈::rむ、ン、奇ろそろか ーどうLI.こ、~
活? 体ェのか、、?j

須披:r果l愛さんは、体<~、、んγすか?j

烈堂 ・ f柿〈ね~よ。 釘れァ強、、品、らなj

須渡・ fどうL'(、そんなに白待た，Liい}なんで
す?J
~I:I: : r臼信、か 自信T吉うか、組徳、品、

官。おれはよんな所じゃあ死tねえぅT、、うな。

ぞっT、そうだdうつ Jf.いそういなったら;&1f') 
ゃあいいのさ。別i二死向Iiどじゃあねニ足。逃

げたお"を、I生命、が笑うだfけさJ
須波:r強<~れIf...…体〈なくなるんγすか…

...? J 
烈堂:r奇うさj
潔彫:1 r奇，)l:、会tれこ帯1・}込みます。「烈畳:さ
んJ
烈堂:r伺庁、、?j
深彫 : ftぜ・・ ・・晶なた 11強〈なろうと~..，たの

です?j

烈盆:f…寸母、、のが、.ゃf:."勺fよからさJ
漂~: fJ1也のない強さなど、む~l 、 .f!W(

寸…J
烈:1::f(~彩を l二らんで}アンタに知っT もら

うIうなJ1由じゃあれエンぞよ…・ j
須波:下を向、、た11、「それ"(1..…イ量11、強

<" ，)たい Jピつぶやき1す。、
須浪:f官官螺さλV起ニL
λ?j 

曾銀:r起きとる.1j
須滋:r雫4そ4・・ J 

寸…・・・4宮螺5

111錫:f起きピ品。アレぞけlh')"c'騒がれちゃ
あ、 8 ェ~:li:め'1 1うわj

須波:r晶、ご、ごめんなふ・J
雷銀:rそれでな、烈堂のた・んなが夕方t二宮う
ど勺たこピ……~しい11れど、、・〈らか11晶れ

も事fこ勺ども。白砂をq.るときには、ゃ。If')
カ11必要屯・んや。白少を守れへんようや。た

ら、Jf.ιτも文句11言えん。縫い、けれど、そ
れはホンマや…・ 怖い、けどな ・j

成時11すまで晶と敏童書.

1.lJをぐるりと闘うた館入1革、今、Eまみの中に
隠れて瀬軍事のJZ~昔話りの縫子をうかがっている，

烈盆:r且扱')11ニ人>1.......f量、、'/J
S銀:rああ}
須波:そんな二人を且T、続tl、、なアピ足、、

11'(笑)

官官娘:fアンヂ争、綬もL、、tァ、ピ品、思うたや
，，?(笑)J

須波:rえ(笑)J
烈盆:f行〈せ]

茂みの'1'から、 ~a障がクナ4をI!lげた， クナ
-{I，ま二人の見積りt二敏い込まれるようにして
飛び、l'もq(二人の比強りが倒れる.

GM :;向笈1:11、、るのは111'矧ピ烈愛だ'io中
11縛汚れた潟窓で、 Ii'.t，切れ、炎、、物、酒、

~や刀、 胴丸、そう、、。たそ/が~述作に転が

勺 T、、品。

智螺:見た感じ、進賊のr.tれま..，'1トコかい?

GM:'1、、う傘¥中絵地点Ilな。人が{主むには物
がな与すぎる。そこで、l知覚}<従事>l'1見T。
官官甥:やーな予感ゃなァ......3倒。

烈:1::5倒。
GM:二人ピLtま織成功l'1M・ァ。き今ピ、あ

らζらにあるんf!"。寝Jl(らい・Ir"布の集1
・j町中に、気になる物を見つけるわけだf。
111鎌:.̂OI.になる? なんや?
GM:紋丹時に足維なんかが背負う挟印。
烈堂:つ1.1.上11''1見らせ.。
GM : ~昆，'Ì:骨抜旬 flIJ... 0 

烈堂:f 1 1ッ、J!1;壷:の妓党か や..，If')なj

ニヤリピロtl:を申がめる。



官官螺:Jそれ見'WIl波tニ・ e・e・-宮うんが?J
烈st:[宮。11lL、.のか?J
曾鎌:[ダンナ・ それは、奇れだけはやめT

〈れ・!J 
烈盆:[(あざけるよう古紙)ふうん、 ilい、なァJ
意地を殺る11由もねェ、持11ゃるよ。

曾鎌:[使い・んやな、¥つら、、1.;'11やJ
烈盆:[若が、牛前兵に似Tるから、。、、、つj

曾銀:[それ11..…y!!j

烈堂:にやにや笑う。[)，I.I:隊勺たかいつ 墨

イ官九年ィ痕..，1<ると、ロIl..，O、，)が途岩に
な今T、・11ねえやj

'錫:ダンナをにらんで、宮うγ。[.....・アン
夕、1I.ィ、、Eんのか……?J

烈st:[何を? 備長上，)にLらや晶、やけに
育らが良さそう右勺1':1::o、、‘?j

曾錫:[(烈量:向台詞が経h品約に}もうええも

うええもうええ!!j

一瞬にらみ合う二人.

深修:[…・・・どうlf.こんγずか、騒い'T'J
烈堂:入。T来たのか?

音量艶:二人Eも進、、ιだもの。
GM・級波11? 
漂彫:;量き去ザ(笑}

須波:[ー人rゃ化舗、、ですよう ・・-・(笑)J
雷錫 : m~を *<L1、そっ11'を向()……何γ
Lな、、J
烈堂:[何γU~.<.1::よJ
深彫:['T'、ここ11....野盗町本拠ではなさそ
うですね?Jあた，)を且i.tllそう宮、法寸。τ、
烈堂さんの昆もどいttらTいた旗印を見つり
ILlう。f虎i:の紋銭)r，o七野盗l二、ピ官うよ
Eγすかj
曾娘:[深苦手はん、それ……Js.波lニ11宮わんと
、、1<れるか ?j 
深Ii:[なぜっJ
省銀:[.…問。、んで〈れ。アンヂも人間なら

わかるやろ ?J 
深彫:[あの手11二れから 、 国ーっ~Oêトに戦う

と、、う目的があリ1す。ょんなζとからも込11'1
、‘るようτ11、奇的夢11、、""1'T't果たす二と
はでき1ぜんj
雷婦:[だか勺勺T…...1101、にLやリ方が品る

や4うが ! J 
須液:r烈蛍さーん、宮古螺さーん、それに深野
さ『んj

包爆:旗印を鳩寺うとする1 えーし技能11

何使え11'ええ?

GM:<早婁〉か、〈縫身〉か、その辺じゃな
、・0、官? 能カf直IJ.当然I敏縫1/.;'ね。
須波:晶、それ111t1:(知覚1<続察〉を判定
lt，1::、、うこ1::'T'1"ね(笑) コロコ口、3御成

功l1Uこ。嘗嫁さんはつ
智蛾:う…ー 2個 e・e・-。

須渡:[そ、寺内旗印11勺!J 1::古うわはですね。
雷鱒:[こ、コレ11......何γもな、‘γ!j
深膨 r':':1こ、、た議賊は、Jt堂内倒的敗焼失
γLたJ
曾銀:1 1".パ~t車・H五..，1 、 深最多t二会勺1j.lトかる

で!rなんで宮うンや!!J
漂彫:r 1ぁ、 Ho、Lたら、野量が怒ら武岩の
旗印を'*ったのかも知れませんけれどj

須波:[号、そうですよね1 き司とそうγすI、
虎堂内念が、そんな、野盗なんT下卑た真似

をするわけがあ・)1せん止!j
深11:r奇う、、うこピI:L1ぉ、、1tよt，l、、です
けれど、ねj

管銀:t， J.勺ど驚、‘た'1.をLI 、 ~彬を見品。

漏鎖的中にはほかには(/訴しい物はな〈、

司行は語'4f!fをぬることにした.

深彫:[l d'l、おかい‘ですねつ 見緑・jが

二人だ!IjだE、、うのは。 それに、調~自体も号

んなに大き〈ないl......J
GM:潟ltを虫た時点で、全員 [知覚1のく枝
問~技能〉γロールLI。

全員::30':1口

GM: 4つ以上成功l/.人11、占的下、村内方

から風に余勺T、点的1曇ぜる昔、ときの声、:ll!
鳴、司のほか、、4、.t，間二え1<るのがho、品。
須波:[む、村がIJ
官官銀:[ll今たIJつ勺T、駆け出寸!

ぷ舗r/.;五象リ プ

~.'.' "，."..~、

深彰:r (~!宝:に向。、..，1 ) つい1H< んτす

か?J
烈st:r1ιっき品

討が舞bれている，

まには火がかけられ，倉が申書られ、手向か

う告はみ主事骨骨殺され、村はIfbれている，

須浪:叫ぴ11"[や由るおっ!J
官官錫:手よfI/.t1t盗を紛糾
GM:銀波町戸を問、、T緩・j謡..，I，.r"，二、号
、、つは番線に甘を切られT絶命する。

C対総魚 目
死亡ゲージを持ってい者いうえに、能力

値も1-3ほどしか縛っていない鎌魚は、

PCを栂手にすれば1:ぽ一司直で売に至るこ

とになる.

例えぽ、ここで曾銀が車両りつけた野盗は、

.鋪の攻撃が、野盗の成功度を2点上回れ

ば(そして、ほとんどの渇舎はそうなるト一

事で死んでしまうわ付だ.

それが明らかだったので.この渇面、 GM

はサイコロを織ってい章い。わざわざ躯魚を

殺すためにサイコロを娠るというのは、それ

章りの意除の晶ると曹くらいだ.



須議 : :?らにヲロイを~I:~めT、 手車た・，)L 

だいに盗賊たらを.if!治Lli"! 
GM  ::君が前l二;!:ょうnl.こnt，。ヨロイの前
1:一人的武士が立ちふさがる。ヒゲL伸び放

題γ、fら5・らした吸をLI.ニ中年だ。
の

須波:fゃれそこを誕け! 識v.. '、'*1人たら
によんtひどい怯11ら、持されると忠勺Tいる

のか!?J

武士(GM):f起さ! i~い若から辛うは当然!j
須itliヨロイ余・)IlえTるからね、そうでなけ

.)ゃあ展開もよま勺たかもLれな、'IIC.

1I;S: fJ寺らィj前に;!:1、「うちがやるj
1.!lst :おれピ深鯵Ii、鎗.((¥内総末をや勺T品。
11銀:f行〈γ Jj ~量 ，)品、Jt勺τ一… l

須波:晶、奇こで武士内絹えい材、・た虎生・内

紋tζ気がつき1寸。fら、c螺5ん、持..，1Jj 
鴛錫:殺を止める。f拘や!?J
須波:円 、その氏岩…・・・虎堂の紋を#111、‘

1すリ

筑波のこと(;t;.を越めたくなくて‘司1鍬i孟後ろ
告書長り'{'Iかずに.自の{自の武土をにらんだま

ま大)11で叫ぷ且

官甥:fピうせ 銭んぞ脱丸τL婚ぬんで

るγや.r，Jj
GM:じゃあ、ヨロイから間二える声に、来是正

のほうが8を見朗<.fもLや、えま? 1Jl波嫌
。、!?J

須波:fど、どうLI僕のx.をつJ
武者(GM):にの私、若様内足上ttl日知7

あれば、陣中lニ111須波どののj;'H、おJI>
tU且したニピがござ、、1寸j
智銀:fウソや!J紛づかかるl
GM:企けきれない1 ダメージを受ける。

情鑓:{最小i伎わんτ9ダメージ。「なせす惟
なん干I:!lちたIJ 
GM: 自然i吃立勺T品。 f~昼、 ‘のう、ニの4喜朗

吾郎、共1:載った将兵を守らねI!なら向。小

娘、内lI:~:ま5れるわけには、、品、んのよJ

曾銀:f弱、叫んを;立かLI、何の武士やリ
須波:f二人ピもやめI'JJJピ叫ぴむがらヨロ
イから降')1、帯1"'1入・)1す。此要むら"虫丸令"

役勺If帯I'Ji1Ilt (・・進IJU行働-)j/J、111寸功、
積怨:f何γョロイ走路・jるんやァ!?jJ半泣き
(~) 

須波:橘tζ向。、・?lf(，'、伺i"こん'i..・M ・-つJ
橋(GM): f若。二たび内戦、虎堂内草は太放
を喫L中した。その二tliご存rγごy、叫す
な… "Lo'L、われわれとT、ニニで野たれ死

同hlll:11、、さ中さ向j

須波:fそうぞよ、虎堂』専処のために…..J
橘 (GM): f、.、、えi われわれが、生きT、、
かねI!なら同のでござるJ
須波:fだから、{震が!J 
機(GM): f JP.波ピ丹、あtたが…・それをγ
きもど中寸めかつj

須波:f、、、今11無法治、tLれな、、けど……5
勺ピ、いつかIJ
犠(GM):処lIfl:頒を撮勺T、f、、っか、γご
ざ・)1寸か。 今γなければ、~忽。 われら、十

年先1で、土のみを灸4うT生き延びるニt:，.( 

ピτHせ向・白 ご免J刀を収め、背を向111
立ち去4うtl1i"。
111銀:背中に街。、勺Ifょの先、ほかんトコで
もおんなr二Eを繰リ返すつも'J()、、・7J
GM:無宮f、その11彼11行ニうnli".
官鋸:なら、背中lζ斬リかかろうどするγ。f持
T や、~えを聞かせIt .r，うどらんγッ IJ '・e・.. 
晶らら、低、、h.3成功。
GM:お、こ・9ちも3舗成功。禄'J向きざ11ζ刀
で止めることに(，.るな。

11銀 :にッから先、ほかんトコτもおんなじよ
とを繰・'li雇えす。ちゅうンや..，1ニら、うちはアン

タを紛らなあかんJ
!l(GM): fあ下を、仲間を飢えさせぬために
L、L()、たのな、、二どでござるJ
省銀:fうちは、うらみた、、な人聞を婚やすわ
けには、・0、んのやJ
偽(GM): f hL'ド二二で倒れれば、奇のIうな
人間が増えるー固にもな4うj

管銀:f… どよまで行勺It平行線や官。う
ちはあんたを紛らtあかん一 j 

挽(GM): f楽lζ斬られ11せぬ司、hLnlt、
仲間を路頭l二迷hせた(11110:.:いのだj

.;S:~再を後今fこ~ Iζカを込めながら、もう­

~だ11、「骨、i，Uを裏切吟た武将が同じよピ
を宮"'11，……だから、お額、、tます。晶何時
ピ閉じよとを、もう……よれ):1.上繰申込さな、、γ
日!J競合激L<撮リながら、fhO、勺1';/や、
本当11ho、今t.;。アンダ丹宮うのb正L、.勺
Tニピもな。γtI ......うらはあんたを紛らな
あかん」やる7、本気l'や。せーのお1

須波.もう一度、ニ人的MIζ帯)..，1入・)1すf

GM&債銀:'.f Iニィ?(ニニγ制'J込1れるわ、
うのは干銭外f:."勺たらL、・(笑))

債銀 『どさや、筑波イIJ
須滋:どき1せん、当然。そLI、梯日向。、勺T
4う泌・Jo、111す。fた、4品。I，U震が虎蛍を再
~できたとLたら・…その時11、 僕の1，t: 1 二~t

1<れるか?J
留錫:fcc、なに宮うとんのや! ニ、、つら、白
少の飯町ためには、最良たちから奪、、取っT

Tもつらゅうヤツラや'.n? それを、奇んなニと
を併すγらゅうン品、!?J

須液:f奇れでも…・“自と、、うの11...・・存続さ
ぜむ〈ちゃなら官、、ものなんです…・ッJJ

無汚の時ののち、領府吾郎t孟重々 しく.ロを
1商いた，

機 (GM):背を向111、'"を見ぜずに宮う。「そ

れがしどのiうなことがござ、'1L11，、虎堂

内綬lζ怯えようど、、うこの気持ちはまh・')1せ

ぬJ

橋のこと(;[，須滋のことばを関いて、パカに

したよう立笑い戸をよげた者がいた.!NIJ返
るとi'i!JIJが.彼らを純蔑したような自つ曹を見
せて立っている.

深彫:f煩波さん、あなたはどん官留を作るつ
もリなんfすワ 晶なたの作品国11、J.鰍を集

め1i"きるようなものなλγすか?J
須滋:f号、司んな、』止がわれわれにあれば、
氏もさ勺とわか。1<れますリ

深彫:f溢鰍を集め11下..，た固に、民が:f)t釘う
はずもあ・jませんよj

須波・ f号んなニピを、官わないγ(1，ふ、JJ
漂影:fLo士、本自のニピl'寸占。 目を背け

Tどうするんです。あなたは.. . . .逃げT、、.;1:

Iltゃないんですか?J
須波:f') 1、領主ピLILh、たがtぃ......J
深彫:fそこτ死んγ、崎将人にふ同じ二t:()< 
宮えi寸か? あなむがそれをτきると宮うの
なら、あな"11盗賊E同じですj

ー単車、ニt:I!Iこ誌iる須浪。
脅娘。えその背中に向。、勺T叫んた'。

密錫:f須波、もう一度々11附<¥"，。 この男、斬
らんでええんやな、 ifr~λ十iiλ+企庁J
須波:f I震が決めなきゃ、、、けないんτすか?
伎はもう、何が正L<1、何が正L<な、叶、わか

らな、い…J
11錫:fアンタが決めるンや。7ンタが決めな
きゃ絡が決めるンや!?J

教いを求めるようにまわりを史料す彼波に‘

徳銀が僻かに怒りかける.

S;S: fもうー皮宮うで。アンずが、領主主ん
や。アン9が決めな、あかんj

須放:下を向、・T、禽を炎、、1I!っIfぉ

お帳、、、 L1す……野盗を、征伐L1......<、く

だf、さ、.，....，I J 



時を向(t ， ー
1;(をi理主.サムライをi'iび発動させた1
そして‘その時中に向けて刀圭備えるのは、

口£とをゆがめて事の成りIr置を見守ってい
た‘サム判‘繋軽量a

曾錫:r拘やj
烈:1::rお前ェ且Tェ'i甘チャンむや晶、切れ
やLねえ1Jマスター、必れもサムライ化な。
機(GM): r栃・j令わねばなら向、ピ、、うnll
a、j
烈:1::fおれはJlAJにか1わねえせ¥1歩前ェが二
の11帰つや晶、J歩れたちはお前ェのあピを五i
今治、1111t盗内線械を探L忠寸tIけさJ
橘(GM): rそれ心・かんから、斬リ令わねば
tら向、 と宮うT釘る1J攻撃、8成功!
烈蛍: 二吟ら117成功。 斬 ，)~せずか l

GM: 9'メF ジ114点。
烈:1::宣411点E、活カ3点。繍円切リぬみを

かわせずに、血Lぶきが舞う今Tどころか。fや
るね!jつぶや、、T、今度Iiこ勺らか勺切ワつ

ける! 6成功!

揖(GM):ニ勺らも6成功! がちんl:.刃E刃
が当た今T火花を散らす! r守らねI!ならn
仲間か、るのγ'"IJ lえのラウンドに入っT、二
勺ちからの攻撃1'4銅成功。少な、、，1 

烈堂:r負け犬IH事らい回れねエンf.;，"よ!J6倒
成功12側勝つ1M、句、ダメージ117，点万!

fどうlf" 、'~ ~t}~上が.，111;<0、 ? J

犠(GM): rな1'1二、1/，1/，よれからよj
烈堂:宮うね。じゃ、今度IJ.':勺ちからの攻撃

f、8成功 1
GM:……6縮。ダjージ11ワ 7 ，点つ
品hl伺使.，18点、奇うγすれ 111>.

憾の刀の)'fを治らせるようにして、)，/11に
錦恨の刀がたたき込まれる1 その瞬間、さら

に引き金を絞り.t..'I喝をr(，孟(~)を爆発させた1

槌E南高郎の.rtが砕け‘在的腕が晶tからちぎ
れ飛ぶa

(1:11)の'1'(こ封じ込まれていた(:;c>を刀身
'，'・，・"・1こかよわせ.徐大主面量破)Jを'1，むt砿刃3町

級!Jであるa

GM:ニの時点f";昔カ"3点以外11銭勺τ、‘
ないんた'11ど .d後のヰ段を使hせTもら
おうo"At"ゲージいダメージを入れる。

| 手負いのほうが強いんだ.
活力1点、負傷度1マスが1タメージに

相当する“天JI万象"のずメージルールだ
が、ひとつだけ例舛がある。“死亡"ゲージ

の存在だ。

何点のうfメージであろうと、・・死亡"に入

れることで打ち消すことが可能者のである。

“売亡"ゲ田ジにずメージの入ったキャラ

フ宮ーは、 その後、破"が終7するか、活
力が全快する9イミングで本当に“発亡"す

ることになる。基本的にこれを造れるすべ

はない.

しかし、 すべての判定にサイコロを+3
できるというのが鉱カヰのも癒力」君は死

の麟惑から逃れることができるか?(笑}

3三量睡 E五錨民リ

通匁の人IDJならばすでに死に重っていても
おかし〈立いほどの深予告ftl‘ながら、ゅう〈

りと織岡高f1$(;f.v.ちtがった.，;うたおの腕
だけでもう一度刀圭備え、烈宣告見纏える.

烈:1::r1ぁ t~立っかJ
機(GM): rぬLを足留めl1 できるだけの
仲間を込が5ねばならんのIl1J
'-!I: : rむt!f:.~ね I J どどめた・ 1 8偶成功!

GM:うh、あれIlllサイコロ援勺たのに1f，負
けるかね、おれは(笑) 5相成功γす。ダメー
ジ118点γLf，.，ll? えーと u ダメか。

t11常の領空震を受け止めようとした1司吾郎の
刀が、打ち込みの散しさに耐えきれずに訴れ

たi

;tJ，査の砲しぶきを上(f.編期再郎が今、ゆ
ヲ〈りと倒れる，

11甥: IJ!波t 二向。、勺1 f見l:~や。 これが7'/

yの退ん々、結果やJ
須波:ゆ勺〈・，)l:婦問吾郎のもとい歩み寄・jなが

ら「これでー 氏。、勺たん1'llうか?J
雷鎌:r奇れどJl:宮勺T、須波を援'JI右lQ、せT
O、ら、ほおを.唱ぃ y切リ11た<l'。

GM:サイコロを持っかね、 ~11(笑)

慣銀:うち11..，.ジに判定するで(笑)

須波:j珪けiせん、それ11(笑)

曾錫:コ口コ口、2偶成功や。常手町ダメー

ジゃから、その112ダメージゃな。
須波:活カに1点ピ後傷に I，点、入れ1-1'(笑}
GM:経傷1J，fllんの少tの備や肢が破れる程
度J. 患を切勺T血IQ否決れる勺T二とか(;定}

| タメージによる演出 l 
-・活力"も、“経傷"も“盛傷"も、お腐の

ところ問じ「ダメージを費It止めるマスjで
しかない。それ者ら、宰ぜそのように分か

れているのか? その答えが今、須渡の取

った行動に表れている。

この渇宮、須波1;1:峨闘が終了すればすぐ

に回復するはずの“活力"にずメージを入

れさえすれば、今は峨眠中ではないので、

ダメージは結局無視で曹るUずだ。

それなのに須波が“経傷"にダメージを

入れたのは、ひとえに「唇を切って血を漉

すJという情債を・歳出したかったからにすぎ
ない。

織を負う『セリフを.う『気合を取る

ー見、綱をしているように見える須漉の行

勘も、.い自で見れば得になっているのだ.



須波:ft、なにをするんですか…J
曾娘:r決めるのが一歩進。、勺た。二、、つはう
もの気持ら今やj

須波:rら、管銀さん日 J
11ft.: rアンタが析も官官うたから斬らなか勺
たンや。ホンマ11うらが新・jたか勺I，I->J
深影 : rどうやら、山を('る・)~@った向ょうい 、

#維がある占うですj

曾錫:どこで知勺たンや、ンセニピ(笑}

深豊臣 : 先I J.ど、 1t過を斤っ・けT、、た~~I こ (笑}

曾蛾:rどうする? 須波。行(/，6、?J
須波:r..・H ・j

烈盆:r交勺かか。T来もやっtら死λγもら
うた:1j.奇ぅγ''':Ij')ゃあ、頭目が、、な〈なるん

庁、雲散霧消さねJ
須波 r~紋"消 L， 、 守的あと ・・・・その人た
らはどうなるんγすっj
烈st:r野たれ死向車¥1たど二かτ盗賊をや
るかt!1，うさJ
須波:r何もまわらないっTζ~"(ずか ーそ

んなの勺，0:.:、‘ピ思う……J
烈堂:fじゃあ、どうする。T官うんた・ぃ? ど
うにもできね.._t.:'I，? J 
傷銀:r奇れγL……今よ・')117シ0:.:11ずやj
須滋:r全員が幸せになる勺T、、うのは、無尽
なんγtょうか ?J 
烈st:r幸せ."町11，.(、不幸の向ζう側にあ
るんだiJ
須波:r.. ....? J 
烈:1:rどっかい不幸なやつが、・るから、t量か
が帯せγいられるうTニ~~ J

管銀:flio、が気持ちi(な勺ピる向ニう側1:11、
秘かが犠牲じな勺TるもんやJ
須波:rそんなト…J
管銀:rγもな、奇れをわかっfこ"，')l，、何も
せんのIH昼、、ニピや。ぞからうちら、今ょこI:J三

品ンやろ?J
烈堂:f奇こ1"(わか."るんなら、行〈ぜJ

提に企われTゆ〈村E、自の前に倒れる格

問吾録的体を史互に眺めTから、須波11vt勺
〈リピ、Ld、u遺品、に哲を般に.，.勺た。
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烈堂:fふY、どうも縁寺がおかい、'..........J
須波:f何がγ寸?J
密銀:r見後・)11おるし腕丸を占tjdん右足経
やらもおるけどt。手供やら、士やら…・兵隊

にやtらんヤツラ~~すn，.."コトやj

烈盆:r 1、何にせI、頭白だけを綾L，、それ
τ決1')~J 
須波:flH、11?J 

深1>:fニ町家1:..・た男lこ向。、今T、足絡が紋
絡を使吟T、、1Lt，。指導念がどうかはとLか
しか〈けの地伎の郊であるニ~Ii間進、、あリ

1せんねj
烈盆:rめんどyクセェの11好んじゃねえ。-
9止に斤ァつけるぜ。悲のヨロィγ砲祭をかけ
，(れ。ヤツラがiIHLL，いるすきに、一気に
潜・}込むJ
深1>:r砲~をかけるなら、 ここγすね。 式器の

た〈九、が、Lほど集められT、、iしたJ
'錫:fE、始めるで!j

あとから突入する手はずの須波を残して、

三人f主将へと近づいて行った.村の縁で案の

定見張りに見つかり、2量縛される，

見張り(GM): rおう、牛前エら、ニんなピ二ろ
でないをやっT、もつJ
須波:rひもるる ど勺品、ーんIJ 
深影:うb、卒、・(笑)

烈堂:rlょうがねエなア!jl::宮っT、目的前の
見後・jを一刀のもとに切')j告，-!>I

官官錫:r JうあLう、人のf!を問、、ピッたんか、、1
勺た(!j

連係がうま〈いってい在かったのか.ぞうt、

うロールプレイなのか、tまたまたただJjIに須
波のプレイヤーがi開迎えただけなのか{笑上
予定よりもfi!.<砲掌が始まってしまうた1

予定l:tiIってしまったが‘だからといって初
めからやり直しとt、うわけにはいかな札、組

、て.そのうちのー を〈くった三人t主、鎌発のせいでにわかに議

がしくなった村の奥へと駆け込んで行った.

lt!が、ざっと
艇を舟さした，

官銀:fッとにかく、強行交liU、、、?J
烈堂:rンtよとよ・} 、 も.，~楽，.{方法があ品ん

f.:' lJそう宮勺T、近〈に、、も足経をど，j事iえ
T 叫」:。「ぉ、、、 早、・ トロ報告に行。、ねえ~I

武lt念。ミーっ吹勺飛びやがった、ニ、・つみヨ
ロイの仕業f，せ'!j
足経(GM): fおお、す('に行かねえピた、・へん
だ!j級け点す{笑) た"tミ今f二勺fミ勺f二
烈St:つい，<(;定) t二勺た.，た勺た勺た・…・
宮線:あぜ%とl，!.'.，る(笑) fl1ッ、つい
T、、。、んとJ(笑)
深1>:さ今き〈式〉τのそ'、、たとき、気に立もよと
があったんγ.・・..・t.!哩t~1i護う方向に行Hす。

GM : 足経11-併のま……~.，~漆泌が示Lた

どよ4だ宮、凝ら〈 ・に駆け寄勺T行今T、奇....， " 
の戸ロをたた<.fたいへんf寸、紙網どの、飲
重ですッ!j水Fが閉けられるど、中から忠Tき
たのは栓年内男t!o:.:.r何事々、騒々 い‘ur何
倉かはわか・)1せんが、急t二皮肉込んγ5やが
。"・・・・・ヨロイ1でi豊れTやがるんγす!j



烈:1:>をよγ、案内l1(れたよいつにゃあ悪ィ
が、背中から斬・}殺5せ1(，らう。
GM : r~' ゃJ l: ê、何どか短〈叫んτ足騒が倒

れる。それを見下I，l1から、男が争Jtli烈堂ー
のほうをいらみつける。

烈盆:rl:'、う1->11γ、号、、つらIi今、アンダ的

自の前1':¥、る勺Tェこ0.:'(にや・))J
GM:男IHA色一つまえずに、「お向Lら…ー

どこかτ会今たか?Jl:宮う。
積怨:会.，1るンか?

GM: (知覚!の〈事情過}τ緩4う。姐易度IJ.
o。成功すザゃ、、、、I。
曾婦 なんや、簡単ゃな 晶、ら刊しJ::;.

政l1tうた(笑)
1.!l:l:t :ニ勺ら11成功した。釘れは知勺16.，1わ
け々 。「飯綱っT宮ったか、・。なるほどね.. . . . . J 
GM:こないだ会勺た、飯鏑竜向。あいつに雫

つ〈・'Jo、......? 少L、あいつI・Jt若、、品、な今

11¥1:じ。

烈堂:r飯綱"角ピのの』協定。、J

村のはずれの方から戸が響いて〈る""包費量

を絡え、I車!:!に乗って将に突入した須波が、

名のりを上げているのだ，

須波:fゃあゃあわれよそ11、地主駆る虎堂内
規波G・6'nJ
飯綱(GM): r須波? 公定11生 ~1)-;られた

のか!?J

烈堂:rそうH。そl1、この辺守を荒らす野盗
どLを退治Lに来たj
須波:'1勺らのほうに向。、勺Tずんずん迫んで

行〈です。

省銀:ヨロイがζっちに追っ¥、T来るの見T、

「あの幼主、人的官うニピ企ッ然問、、ピらへん

な(たh息)J ム

飯綱:同むしヨロイを見T、「畢訟でIi'..、、.

…? ピ、、うことは、JJI波どのは漆枠番f立のヨ
ロイを手に入れることが-n史的。、?J
烈堂:r間I:'*'わなか。たt。号、、つあ寸1な
か勺たと忠今TるJ
.銀:晶、今や勺ピ気イ、・たで{笑) r tL o、
L1、あンt>>うららにヨロイ~勺T来、 、宮うた

...， J 
烈堂:人の、品。

曾爆:rじゃ、何γこんなこといtるンゃっj
飯縞(GM):無言。

曾銀:r昨日・・...tすを農、叶二来たやつi二も言
うたんやけど・・ アンタを斬らんγ清む方法
が一つだけ品るンや ・…争寸(.......J
飯綱(GM):帯)'J込λγ、r$まかじ、向LらE争
わんγ済む方法11.$置かにある。お向Lらが、
hれらの仲間i二加わるのぞJ
留錫:flJ.め!?J

そのころ‘日1行動をとった源'11#阜、村の中心
返<1こ串る家の一つf二返づいていた.ゆをの
そ.<と‘女、子供が集められているのだが‘皆

簿汚れてはいるがよ等:rtlt物をおτいて、ど
うJtても野滋が自らの欲慢を!l!A軍するために
近擦の村からさらってをた1<とは思え立t、
深彫:木戸を悶111且iす。
GM:何の1底抗もなし 1'11聞きiす。中にい
た士たらはおびえT笠に〈司つ、'1、、たけれ
ど、中に入勺T来f二円がえま、、士だ勺たど、、うニ

どで少し安，1:;Lたようだ。
漂Il:f安rl:;L1(た'さ、・、みなたたらをどうよう
Lょうどいうつt'Jはあ'l1せんからJ
女 (GM):寄れを問、‘T、IAが1J.'，I，'yl:明る〈
'，'品。rtゃ、じゃあ、虎堂内定ま緑が呼u<l:行

今T、、た味方が、ょうや勺と到婚したと?J
深彫:rえ......J

飯綱のことばは続〈。

飯車両(GM): r号L1、虎1:町家を再び興十円
だ。頒昔、虎全英援投円もどでなJ
烈:1:: f雌ッかに、若の兄上丹生死はおれた
らいァわから古かったが'........J
留錫:f、\生~l:勺た yちゅう二ピかつJ

深11:ニ人のとニ1，1二反..，1来17。につらは
どうγすっJ
曾銀:うつむ、・た11γ、「 ヒドイゃな、・0、。
須波はあんなに頑張ッどものに・ 0 ・寄れが企

縮むf.:'o、、¥ヒドイゃな、、。、1J 
飯繊(GM): r釘家再，専のためには不可欠なヨ
ロイをー粉、 #ら帰。1(f.:'~ .， tニ内定。 若:e

円行な、、IJ.じだγ11な、、そ1漆J5を見1rそも
勺11どなたかむつJ
深彫:r""I主嫌に仕えT、・た活γござ、、iすJ
飯綱(GM): fliう、τ、深紳どのは?J
深膨:r.，..~嫌11 、 ~(なられ1Lた・ J 
飯綱(GM): f奇うfあったか ・われ勺怒ら
延びる途中、須波緑内無事を化記官5っ1)-;ら
れた貴貌嫌ピ共lζ、漂神どのの度数を訪れた

のf.:が・.....その時IH量もおらなんだのτな1
.鱒:lI!.欽勺1..・e・-荒らされどらんか勺たかっ

烈盤:つ1・1、そう、・う二ピだろ。
深彫:f底歓を荒らLたの11.. あなたがU.:
l:? J 
飯綱:r…貴tlどのの令じゃ。再興のため
にはどのようなi号、・二ピγ(，L1， l: '.i'・・・・・j
須波:敏織活鋤にも飽きTきたんで{笑)、hん

なのピ二1，1こ行きiす。

烈:1::tや、近つ1・T来f二地主に向か勺1rよ

お 、 おもl'>ェ f~f.:。 お前ェの兄さん、 どうやら

生~1もぜj

須浪:rええγ、た、貴tl足5んが!?Jヨロイか

天 軍属 万 富島 リプ レ イ

ら虫T来1寸If兄上11どニl二円J
飯綱(GM): r再興のための手駒を集めTぉ・J
1寸。さ、須波どの。兄上司帰つを持ら、これ

よ・)11兄上を助け、J}t金を再興するのτ1'J
雷蛾:glJ:で、fちょ勺ピ持Tやァ! Jft.波、アン
ダそれγ、川、んか!?二'，'、、だの決化はどうL
たんやァ1二、、つらやッとるニl:11泥棒とまわ

らん!7ンデ、;足枠内統領になるつも')O、、、!?J

飯綱(GM): r法、 若の連れ11~、 祭礼t倉I J.'
o、，)のIうですなJ
須波:f"((，! hんな、川、人たらです !J 

つまらなそうiこしてt吠担俊が、くるりとif圭
向けて、 つぶやいた，

烈堂:r.....仕事11終1->'J f.: J 
雷鎌:その背中l二向。、勺T、「それτ、、、、んか
J
 ，. 、、烈堂:r品あ、ニッから先、虎金のおま再興ピ
ゃらにや晶興味1111ェ。釘れァ降づるぜj

曾錫:rらL らよ。E… 日!J
深膨・ fわたL t降'>~せTもら、・1寸j

曾鎌:r7、アンタら、筑波見T何l:(，忠わん

のか、、!?J

烈:1::rおれがヰを貸すっT約車lf;内ア・…
えまが作品国々 。J}t1;じゃあねェや。じゃあなJ
雷銀:fダンナあああみ!!j
須波:f1、特勺1(/':トヘ担11;さん・…!J 
烈:1::須波の声を問、・たなら、足を止める。

須波:飯綱i二向かっT、震える声でニう官、叫

す。fた、貴貌足5んが、、な、、以上、ど、ピニが
らどよ1"(を信t1、川、のか111->からない。ぞ

から、飯編、白"のいうこビを終>'>61->111:11
、・0、官、ぃ…・Jj

飯綱(GM):r!.周波ど町、そのようなもの宮、、l'
IJ.、責処どのに、 J}t宝:の図lζ対L1瓦撲を鋪

uょE見られ1tLかため'l1せん哩・?J
須滋:f施。、の犠牲がtければ.存続τきない
Iうな固なら、な、、ほうがマシI:O~! 、'1i'!J 

| “因縁"の減少 目
須波が今回のリプレイの織のほうで言っ

たことと、避のことを冨っているのに気がつ

いただろうか。一連のロールプレイによっ

て‘穫の心の中に生まれたf国Jというモノ
に対する疑念がこの台網を生んだ。

ここで、須滋のプレイヤーは、彼の持っ

ている〈感情:国への忠鎌}という図録華、

中級から初級に箔としている.

“因縁・・として特記されるほどに犬・だっ

たことが、経くなり、なくなってい〈ところを

ロールプレイしようとしているのだ。



飯綱(GM):rLo'L、何百年もの問、園小、う
ものはそうや勺T統ぃTさたのγ寸ギJ
須液:rぞから…・・・倹がそうじゃない@を作勺
T・・・…IJ 
深膨:r御ttl1結縁。1H虫緑町轟を荒らLf，車
11償今T、‘ただき1す。1J(波どのの仲間γぁ4
うl:((o、4うし関係〈心、J刀を根から抜きま
す。

須液:r持。1(1:ふ\漆J~~ん リ

深Ii:r? J 
須波:r僕が……や・l1寸……リ

宮線:rす、IJI.波"伺古うEんのや! アン
ヂ、死んγiうで!1J
烈堂:彼女を止めT、fやらせTゃれよj
密螺:rダンナ、見殺Lにするつもうか、、!?J
烈堂:rそんなんじゃねェ占。たH・H ・-・若去、ポC
勺切らせTやづたくT、な……j

曾銀:rダ、ダンナ・・・…Jちょ勺とぴ司〈・')Lたよ
うに、烈堂内S買を見上げる。

飯綱(GM): r去、 ~I:tでごぎ、、1寸。 寄れが

L l:L1 t，若を切 ，)どう 11ご~.らん. J.歩あきらめ〈

K5、、iせJ
須波:刀を#勺TよたよたLながら、「逆賊、飯

綱! おとなL<紛られI，!Jl:叫んγ コロ
ヨ口、1<飽lI)、成功L1せんでLた{笑)

GM:えー、二らら116僧も成功L1ぉ・)!L1、
5錦町並+刀の武器修正5点f、10ダメージ
です。

須波:え一、重傷1:1点、残・')I1，H再金締法カ
i二入れT、五昔カが-311'下が今HI.絶Lらや

、叫す。『きゅうJ
官銀:rアンデ! ょんな子供を… υIJ
飯綱(GM): r手加減IiLたつも・jでござるが…
ー..J 
深彫:倒れた銀波と飯綱どの間に、 .r、、t~ヒ

1寸。r;;:I1わたt円相手をL1、、たぞき11'1J 
4幻4聖の轟を荒らLた償、、をL1t，ら、・1't.ー

は終わってt

でいるこつの薗t.心配そう主tll鰍と広いつ志の
口もとをゆがめた/<悦の現段，

GM:飯綱がÆん吃せいで、~二二 l ニIHモたち

を指導する#が、、な<'..勺T、、品。γ、!JI.浪、
~が目覚;-， 1 立ち上がると、それを認めた兵
たらがんな、一再日平伏する。

曾錫;ftんや、何内つもリやj

兵(GM): rわれらを、主事、、Tくだfさ、、1せ、 1ft.
波様! ピうか、ニょに釘ピピ1"くださ、、!J 
須波:r…・・えJ
兵(GM):rhLらだfけじゃあどうすれば、、、、の
かわからんのfす勺リ
烈st: r.…・すがるよl:Lo、知らね;r.向か.10 .: 

の負け犬ピもがあγ!J号ニ、・らのやつを足、、

ッ ~'JI l')飛I!す。
官官鎌:だめや、二、、つら。楽((11うに楽なほう
に、流れ1<だけなんや…・! rアンタら、刀
ァ#つどもンや4、政かT付、・ピるやI，!?J

GM: r券、・1<ぞさる方がおらtんぞら1童t二向



品、勺τ刀を振れI!いいのかもわか・)1ぜぬウl
cうか、どうかァ!J ~宮勺T何人 L的共たちが

~ら t二すが.)材、 、1<品。

烈堂:ム1)つ〈ぜl 寄勺T来るヤツ?を斬.)

倒寸l

GM : l'.1愛に斬られたやつが血まみれに~.~'T

地面lこ倒れると、それを見た銭リが綾を抜かL

Tあとずさ品。

烈掌:r行ょうぜ、若。ょんな腰ltけどもピ逃ん
γるだけ、 時間的むf;~J
須波 fえ、γi......J 
宙線:rlゃあな、、んや Lゃあな、.. . . . . . J 

このまま彼らをほうっておけば‘食事唱が尽量

るか、議ち武器狩句の干にかかるか、いずれ

死はまぬがれ立いで晶ろう.それを担11)!.tが

ら‘筑波には‘ほかの議にも、彼らを教う手は

なかった.

111を降りる道すがら、深草5がぽつりと然常
に向かってつぶやく.

深Il:r烈金さん、止さT、、〈意味が官r:{'i，.，'ご
とき、 人はどうすれli¥、、、んでし1う?J

烈1::r生きれ 、〈のに理由が占主要品、、，? < 
ぞらね .$.f~'O 1 どうl1ιノTんなら、新L
、、r:瞳味j.，1やつを探せiJ
GM:……f、tまさん、Lを降')1、さらに掠を続
けるわwr-t。

lFlを興すとt、うこと(;J..いったいど夕、うこ
と立の在ろうかT

答えはいまだ見つから主いまま、被らの僚

はいつまで緩くのか.

次臥天騒慣碕伝f宝剣vをf闘して待
τ1 

メ;M ノ'.711: リプレ

GM園都訂正義」の頃 I 
f立ち寄った村を震っている野盗は須波の国の般授兵だったJというコトだけが決まってい
た.まあいつものコトではあるが。

今自のテーマur須波君にイヤな気分を味合わせTやることJ:だった。その点に関しては、
ま晶成功では章いだろうか。

今回のプレイで‘須波の目的f自分の国を興すjがはっきりと意飽きれた。おかげでキャ
ンベーンの方向付付もハッキリで曹るようになって、 GMとしては衡を容で下ろしたのをおぼ

えτいる.
プレイをする様、「気舎を取る116分と、因縁が上下する歯車分を量点的にやろうJと息ってい
たのだが、愈・ーするというコトl草、怠・ーしてい者いときはおろそかに者っているということで

もある。*の定、これ以後のプレイ、因縁の上下Uプレイ中ほとんど忘れられ、プレイが鍵

了した時点でまとめて行なわれるようになってしまう。

やれやれ(笑}



、{

レイ

第34tE

束の関電}:f本息
ζ ヅ6

ffiìl)・の母方の';/iI~告が4官t>だ働時、 -/C/iJ.

これかr， foif~ 1i qうに(..<S.正ず1;1.本/iJの
併t.~待目年五の品とへ身岳彬ぜようと考え
でのごとで高岳.

GM:ピ、、・うわけγ、皆さんは尻在、水草車内
都入，)を巣たlt.ミピよろγ寸。
須波:えー、ヨ口イには乗った11なん'n!う

GM:寺内Eお9。較から一週間、騒動もかな
，)根1..，，11、・るものの、両国内雇われ兵n
H崎、、Tいた。帯電tζ釘Ifえあるやつらが今τL
二の辺をう4 う.r，L，、 、もので、 ~たちもiァ 、 珍

t、、わけで11'..:、、

烈::ヨロイ11.…品、 bt-j:のヨ口イ今Tわけ
じゃないのか。なるほどね。

須浪:fそれじゃ、さっそ 〈叔4量的ピニろへ~T ~ 

1L!うJ
需'Il:t:f還、、が、必れァ械に上がる気は官、・ん

でね。らIッ〈ら一杯51勺挑11，来るわJ

震銀:fうちL城宮んか111勺びらこ'めんやj
須波:fえJ ~L奇うなひr. hT深影さんを且つ
め1寸(笑)
深影:fL!うがtぃγすね、hたLI1っ、、τ、、
つTあIHL!う(笑)J

GM:それじゃ、械に行かむ、‘11うから。何十

るんff?

烈盆:そ・jゃ、1ず11;.酒場7一杯{笑)

鴛録 うちもー絡に行〈γェ(笑)
GM:それじゃあ、二人11fJII，，<;株j(思沢明感
替、1(;見!)の宮頒に出Tきた酒場hf.ρ ・なピ
こ1，1こ入るわけた!(笑) fヘイら勺L心、!jr.
。、。
烈堂:Er，刊、l:'書を降.r，L，fオヤジ、ピづあえ
ず飯弘通だり

GM : r晶、叫J



久しぶりの金事らしい世事に.しばし無言

で取り組むこ人，晶らかた片づいた晶たりで.

徳螺が口を関心

官螺:r JJ!波ら、大丈夫やI:>o、……?J
烈堂:「5品'.d
官官銀:rなんや、ダYナ11、、っLそんなや官み
...1、ええh。おでもlfさえとニ品、j
烈掌:rおれァちょっ〈ら寄')i!ll(hj
省銀:rつ どζに行〈ねんつj
烈lt:rなアに、ニれf，Il"('yll.r.都ピむ・jゃあ
・・・へへj

'銀:rなんや、そのいやらい、笑、、11J
烈::r男 1:11イロイロあるの5。 じゃあなJ ~
吉勺T、酒場を忠T行〈。

..  :晶、呼び止めるで。fら2釘持ち、ダン
ナ!J 
~Ilt :聞かな、、{笑} ピ勺どっと ・・・走っTい

っちゃう(笑}

段されたtE螺.しばらく艶慢の消えていっ
た方を見つめていたが、不怠に悔しそうな愛

情になうて、僚らの駐を思いうきりけりつける，

..: rそらアウンγ、ダンナ・・・・・・J

調時期、軍1波はヨロイ〈地虫)1こ采り、 $I!.自己
と共に本鎗の織の域内へとたどり曽t、た.

須波:rごめん〈ださー、、J
GM: 見たよEもt、、ヨロイが~門にiIl勺1.*

るんだ。かを・)i告を*勺た綾子的見後，)が二人

員Eぴ忠II来T、定的行〈手を阻む。「持T持
T持T持1-、‘JJ 
須波:rあー、 ilt1:車内JJ!波~'"寸・.....J 
GM: ;それを問、、T、見張リがざわと色白き立
つわけ在。

潔Il・号・jゃ晶ね.r..品た，)まえだわ(笑)

須浪:rご領主にお自過・j頼、・た、、のγすが
J 
GM: rl、U!l持たれl!J ~か叫んで、 見殺

・')11寸勺JIl:λγ行〈。

w:ら〈的問、~rH~に立ち尽〈す二人。

GM:す勺飛んで反勺T来た且il，)が、且を整
えTからニう尋ねる。 f先の逆~t..，tの較に布、­

T、白辺守どのの二子、i買波ピのIU4ら死に
tされたE聞きJlんでおリますが?J
須波・ヨロイから忠T来T、答えます。H害額τ
きる家庭fニらの助けによ今T、何とか無事生5
延びるニピがγHlf，Jそニ11'宮勺Tから様脅]
を原・):HI、Iこれが雫のしるl.iIt堂まのま
宝たる線剣fごプ、、1寸j

GM:うーん、後んた、、宮下勺崎に且せ-rv.. ' 
ァ{笑) 1、、、、、や。[1'11、中へ。領主、本

縫守.jlに釘金、、になればすべ111 ..， ~リする

ことJf，そうです。

中へ縮かれた二人は、域内の中路に地'!Jを

止め、兵fこ噂かれ天守へと向かう.

須波:、、やめ、二1'¥1'安，1::ですね。

GM:寸今治、，)安，l::llやがらな?(笑) 天与
に11、すでにニ人がI.ill、唱。中年内男の

ほう11領主、崎村F普放。号の検の女のほうIJ.、

奇の正妻、中う。

深彫'1.、正婁!? すごー、、。

須波:かな・j迫、、視煩τすよね。叙兄弟も周
じτすか。
崎村(GM): [iIt量:車;の次男、!P.波が、あの軍主
的中生~1ニの紘1でた~，)婚、・たと問、、たが、

そらがそうか?J

須波:平伏Lた11.fl1、¥奇うγごy、・1すJ
線量lを掲げT、「ニれが証。父上向持つTお勺
れた家室内線骨11'ござ、・11'J 
崎村(GM):身を余・J:t:ll線剣をよ必〈見T
O、ら、f釘う、なる11ピ。奇内機剣、S重品、lζ宗貌
殿町lt勺11古られた物 i二~O.遣な:、、。 あの教の

中、よ〈平生き延びよの~l-rたどづ婚、、た 、 !J!

波止1 ~、面を上げ、、J

須波:，，.を上11'1、二人を見i4え11'。
GM:gの鍬を見T、叙母、'"うが、うれLそう
な，，.をする。fl(干、無事二二1でたど・)，暗111

天 . ~五銭リプレイ

tたね、須波….jそうII、おめT検令、、の
深霊安に気がっ、・たよう官級をするhllf，.r!J¥
波、自唱の必方11、どな?となのτ寸?J
須波:[わた(lの裁を助けτ〈れ1l1.二、かの
陰陽師、深林串弦4量的品子、深軍手段でごさ.い

1すj
ゅう(GM): r!Jl波を助けT、、ただ、々 、ぁ・)1)' 
ピうござ、'11'。わが夫、F普，ilt共t二、礼を言

、、1寸hJ

深Il:もう一度経〈会4XL1寸。

崎村(GM):ごはんピせ511'ら、、一つIIから、
r~1 、 IJ\波よ? ニれから先、どうするつも・j

じゃ?J
須波:[11、、、iIt金の留を再興せLめるよピニ哩

が、 私的使命であると~ _，\お・)1すJ

崎将(GM): r再典。どのようにつj
須波:う、みんなそうM(んですよねエ{笑)
「ら、カを替え、え-t、そのう 頑張リ11'

(笑)J

プレイ十一一/，;/;I..-1!ぃ.

須波:r、・ずれ1J. . .一 一目的領主tll、.i¥:ず
かl(ないほどの力量を身l二つけ jわれな

がらしどろもど1:>1'寸ねェ(;i;) 

しばしの1題、何やら考え込むようなそぶり

を見せた領主、崎村R奇麗で島ったが.やがτ
申ゥ〈りとロを関心



崎将(GM): f須波よ。自Lの連れは、険陽締

ピのぞけなのか?J
須滋:f、、、、ぇ。サムライの烈堂、それ1ζ、ヲ
ロイ狩・}の需螺E宮う二人的意が、ほかにご

y、-1すJ
崎村(GM): fなるほどtる11ど "11:: 11'.(、二
内線に11、ぬLらのほかにー人、客人がお品。
なかなか必Lしろ、・本人fな、ぜひ同LI=1，会
勺Tもらおうピ思うのt:.~が……連れがほかいも

おものであれば、奇的若たちにもm令わせT
みた、‘ピ縫うTおもj

須浪:fl1、、j
崎村(GM): f ~I1、味 、 きょうはもう 8 1，雄、、

今.t，)支度をするとなれば、かな・Jの時間もか
かる。 明日の夕刻、 うたげを絞けること~.tうそ1ー
その場に，$人町括合聞かせTやろう。それ

γ氏、、品、?J
須浪:fhb、・)1lf.ょJ
崎村(GM)・f品晶、それど、向Lを無事に.llI1
-(1豊れT来，(れた忠人じゃ、あだやJ;I，号車、

に11 1'~向。 連れの渚fこちの採&の胸骨H~

せTや4うj
深彫:深々と一札。「ぁqがとうございます。そ
れでは、.llI1'持." 、、る二人を呼んf来るこ
どとl1Llうj

柔らかな寂笈Fが‘滋事長の窓枠に綴掛けたtN
令まの体を煩うt干を議tます~ JJ!もとにしなだれ

かかった州、彼の体に埋め込まれた滋〉

の一つを指で主そ'りながら.ささやきかけた，

遊女(GM): fサムライ勺Tのは、みんtこんな
にすこ九、のか、、.....・? 11れ11'れLらやうI、
ほんと …・・j

烈st:奇れにはロil::を申がめ，-l>えるた'け。
Iそれよ・')1，過さん、ょの品1，')11疫近どうtん庁
、・?J

滋女(GM): fどよだ勺たかじゃ、戦だなんだ勺
T物騒らし、けど、二のあた')11静かなもんさ…
一流れモンの欽が少しIBえた程度品、tら…
・ー?J 
烈堂:rこの辺町厳嫌11、よないた'11'絞ァや
勺¥f，i!t1:ンとよl::{+が良かっ企勺"広誕じゃ
ないか。 ニのあた ，)も較に皐~.lI> 1れιノかもt

れねえぜ?J
遊女(GM):rそれγ頬を樋iせるのは殿操の
仕事IU.。あたtらみた、、'J:仕事のもんにE。，11、紋114l勺f，')." トヨだねj
烈st:f- かもなj

須波:r-t、、iせんが、I，'Jのすご〈で勺か、、
刀をl~った士的人がニニ，:\ .るピ問、、たんです

けれど・.. . .. J 
女中(GM):r品晶、あの方。緒。、t二釘硲&1二
上が。Tおられ1すよJ

宮I波と漆盟主I卓、然雪Eと司I銀が別れ際に人っ



τf )-:>1.:糊で似られた婦にニλ，[-ff!t-
1:来-n吟.fIlfJ.警告上IJ.f!P1jJの中華の:rぐ
と、高音t-l>6Jlでが'[-に6んわゆi1JJI.;j1ーん

漂膨:f畏l蛍5んは?j
曾錫:f …知らヘン.1j
須波:fなんかe・e・-怒っTません?j
.銀:(足るからい不純鎌)f奇んtことあらへ

んj

iW毛わからずびくびくし立がら、領主が織に

f!P.慢を漏怒してくれることを伝える須波.

官官銀:rそうか。rゃ、行二かj
須波:rえっ γも、烈1:~んは?j

省銀:f品んなやつどうγもええ。来/，1'，)ゃ勝
手に来るや';jつ-1、すたすた綜』置を虫T行
<.fどうIIと、法l二行〈んや.;?j 
深彫:せめT提l堂さん1:11宮づけを妓II、‘5
1lょうね(笑)fこ弘、うどγかい人が来Iヒら・・・
…j(笑}

須波:rh-、、、J・0、.i.~、の必布団ーj(笑}

久々にIjJ/!Jと布団の畠る婦で寝られる郎、
うことで、須波は大はし'(>ぎだった，ちなみに、

この広いf!Pf:j量は、被のためだけにm~~された

部鼠で‘残りの三人は務室を畠てがわれてい

る，そちらはといえば、然堂はまだ現れず、f!P

L長にはt霊媒とi'-i彫のこ入量弘

深彫:f丸をつけたほうが、同叶、tlH1せんJ
'嫁:r拘がや?j
深膨:にの械には、わたLたちのはがにも恋人

。丸、るとか。tlかtたら逆代家的役念が来T
、、品 ピいうニども#えられiすか句j
..: ri{J~持。、。 ないJ~やむ、、'.j 

烈考JF4そ4そっらに到着勺Tニ4ぞれ 1.[ら
リピ轍を開け1..…

雷錫:績の方を向。、な、‘11-r、f士ア抱ぃT
楽lo、勺たか、ダンナJ
烈堂:(ロもEをゆがめ1)f1ァねj
雷錦:fふーん..・e・.~. ァ 、 ダンナ。 好5このん

γ.(.t.~6女官「んT 、 おらへんのやで。 男のは

う11号れfええ。、L知らんけピ、士のほう11..
つら、、だけやJ
烈St:にやにや。

.錫 「今度、そんな1ねLたら ・・・1干さへん

τJ 
烈St:fどうIIつJ
曾鎌:rうちの~-r、奇'.、、'ilね liLilll (な
、、んやj

膏1St:f /:が、おれァ男だからねェj
曾銀:f奇れじゃ品ケダモノピまわらへんゃん

d、!j 

深Ii:r -r t 、 ~I企さん11雷錫さλのいい人今

Tわけでもないんτすから …jピ、冷静tζ
{笑}

雷姻: う(~) 向、そら奇うやけど I j

烈堂:fJ.ゥん..・e・-潔緑位ぞねェ。i、お前の
そう、‘うEこ ';ô七、 、、、とよろなのかもLンJ~え 1j 

どなj

雷錫:rからかうんやな、、!(真勺ホ}う、うち11、
ただ ・・ !j 

需1St:手のひらをひらひらさせT、f1、、.、・や。
せ、、ぜ、、i車ちゃんからは見えないIうにする~j

深膨:ー段落司、・たIうですんτ、県1堂5んじ
t~勺き雷嫁さん l二 tHたことをIt明 IIおき i

t'ct 1) 
す。 もう一人容が、 、もど、、うニピをね。 r~代が

A，I二、領主たらが争、寸告白Tから半年。この

水4車両国11吹を経験II、、1せん。どう、、うつ
Lづか11知')1せんが、重量き虫寸のなら1.[.辺、、
ど宮うこと11品')1せんねJ
慣錫:1だ繊鎌IU昼、，11'.んやけど……fl1¥
i企が裏切られる可能性も官、、わけゃな、、勺τ
よとゃな…・・・j

須滋:釘風呂上が・)1こ三人的ピよろに寄っT見

1す。がら。「品あ、烈1:さんL帰勺TニられT
たんγすねJ
烈St:;5勺u-rの託11Uら切・)'. (笑) rお
う、ついさつきむj

須波:f渇の用意がγ~11すから 、 t'r~んも

然的疲れをf$ピ3れ¥11つJ
烈堂:rおお、、、、、ねJ
須波:f19l8の7方1:11、崎村嫌がうた11'を設
Ijl(f:~るそうτすから、楽lhにll1l 1 うJ咽-

て

フ.

域内の湯慢で晶る，

見渡すほどというのが鈴娘ではないほどに

広い桶隠に、人彫はわずかにこっ，

'ill鍵と.i'-i.影で晶る.
ほこりまみれの磐績を厳ぎながら、ふんま

んやるかた在t、といった議千でi磁螺l;t吐き鈴
てた.

省銀:fアイツ ・・会で女を抱〈なんT、信じ
られへん・・・・ リ

深Ii:rでL、それは~I豊:さんの問題τ、わた
Lや脅燥さんがロを挑むような二Eでは官、、で

uう?j
'銀:fJキ鯵ゃなァ。深草予11んL士や..，fニら、
好~-rもない1.1 1二抱かれるツらゅうのは死由主

・jつら、三とや勺TわかるやろっJ

天 置邑万象リ プ レ イ

深Ii:識の中日体を沈両ながら、「……晶、、に

しわたいニ11よくわか')1せん、そういうたr、.
のことはねJ
曾銀 I噂lこ{L"に入。T、f深野11ん勺T、本
ッ当にいつも~併やtァ。 漆量~I1んが笑ろた

・}総司/，')lたE二..，1 .R.た二主な、、b…一品、

-ft.、あ4 たか。あ町時、お&敏て鏡法的4もっ
1*た手紙且た時や。品れ 何が曹、、T品
ったンゃっJ
漂膨:1I.[ら〈間を章、・Tから、r-..・-・知・jた、‘

ですか?j

..: r知リf日・ねj.ニヤリ。
深彫:r~')i: 、 た、えたことは曹、、Tあづ1せん

でしたよ・・…・わたLの主人を殺したのは$il:d'，

曹、‘T品。1;1:けですJ
曾銀:f深~I1ん11、 (!)~トのニ~，.(んにもしゃべ
らへんからtァ。そう、、うニピ間〈肉、111めTの

Iうt気がするわj

漂膨:f官螺さんだうT、白少のよピなん。、tゃ
ベ勺たニピがな、、〈せにj

'鎌:rうらIH'ダの流れもんやからj
深li:fhHI:っT、7ダの陰陽師の晶子γ
すよ。締守のうちに主人を殺されIL1..，f，こ、間
抜けな「、 ねJ
.鎌:r ...... ~J手 11んっT、、・つも渓々とJs寸

世「ア j

二人ともが口をつぞみ，古事寂のにおk、tこ畠

たりが包まれた.

さらさらと干の上で泌をもて晶そび主がら.

今度は漂豊臣のほうから1笥t、かける.

深彫:f雷螺さんよ哩…..流れ;1-1:勺T宮うの
tら、烈1:さんが士をJ(う二ピ〈らいにどうII
ro(l"らを立τるんです? よくあるt~じゃな、、

ですかj

省銀:rあ品、、う勝手な男を、、勺1.[、・見1~た

からな、E置が立つンやj

漂彫:rどうl1? j 
曾銀:r......君、、た〈品らへん・…..j 
深Ii:~1 、 渇当た・凡な、、うちに上が勺らやい

1しょうか。ぎ1.[.。
曾甥:うらも渇から上が・jながら『漆苦手はんは

真っ白やし肌もきれいやt うらの俗だら

けの.(.t.ピ11大占星、.ゃな「ア。1るγ 一人形み
たいやj

深Ii:立ち止1っIf水省l二人形だったら

どうl1寸?j

脅錫:(す・Jl:笑、、ながら『ピうする勺ちゅうT

4 、 ~量告はん11人間なんやL、どうもニうもt、‘
hj 

GM:二人があ勺た1..，1婦勺T来ると、会事
的勝が用意されTぃT、県i堂が先日つ1み



τー杯引っ挑l'i、、品。
須波:後1，-絡にご紙Li、、、‘fすか?
GM:、、いけど。

常'1::r .LX<やらなんやらが畿、、たからな、ニ
ト・う紙があ・jがTェやJ
官官錫:rうちは、l.t革のほうが好きやねj
常'a量.・ e・..[1、なんにせI斜度勺Tェの11、、
、叫んぞ。 ihェγ苦骨L'i、、γも捻かが:~....，

i<れも勺Tンtら、なおさらさj
鎗線:rうちは白少でよさえるほうがええl:，¥!lう
i~J 

須波:1草野に小%-rr なんか省銀さん、槻
鎌』昼、、γすか?J(;定}
深Il:r少LhJ(笑}

消
深夜.

ひどい恋拶にう止されτ自が覚めτしまっ
た省銀は‘布部から跳ね起きた.

簿援を飛び出し、かわやへと駆け込み‘f'l

を絞られる感覚に身をよじる.

日上量1<Tが治まり、 u也とを勘ぐった智I螺は‘
11、さくぽつりとつぶやいた.

管銀:r……雄官夢 J 

須波 f、・宇ず?文L，it・jの7手lIi"mγ〈・うすリ
紙れ1L1.二.1J
曾蛾:r白 うらはや..，Ifリ野おのほうが位tζ
令っピる弘・ァ。なんや、怒ら婚かへんわJ
~I:: rうたげを絞111<れるTェt告だが・・ 0・.
7方1γIi好計二Li、‘T、、、、んI.:'I，?J
宮線:fau---iた士ァ賞、‘に行〈つLリ。、、、」

ぬ

烈堂:r$.む、 1買うと来.)ゃあ、次IHTつLI!、わ
ェ1.:'1，、へへj

報ttを終え、間人/:J.めいめい解散した.5'
/iまでは臼自主ので. 然蛍は宮r~庫を連れて

(1)白色高いうちからhmをtrちに行ってしま
い、書量影t孟君臨械に路1じこもって備やら考えτ
tゆ銀子.そしτ.官ft1はとt・うと“日

曾錫:うらIJ.中庭内属ッらよγ常板・}や。
GM:奇うLiいると、%をかける鍔が、・品。[対
内鍛練。、、総J
111甥:寄っちの方IJ.向。、な、、γ、r.....・なんや、
冷やかLo、い?J
努(GM): (簿〈笑っiH、・や、4章。、t、、官、ピ
思..，1''.l'。そうや勺T強<' .. ' 1)うど努力するニz
otさJ
官官鱒:rふうーんJつ勺T、寄っらの方を向<-r，。
GM: 30代半11'.....・勺Tトロかな。背がおく

がっL.)U二、精かんな処rの武士 ・・、、や、
サムラィ。、。 JIIIこ届かな、、~ï度に長、、実的.t;

を後4にtτつけれ、る。
宮線:rサムライか….J 1こ、、Yl:笑1，i， '・5
な・j斬.)かかる! サイコロ1J.......3'"か!

GM: l了ゃ、ニつらもサイコロ振るよ一。
債銀:ら止、らI勺ピ持iI マスヂー、、、今た

、・何個撮るンや!

GM: 10倒。{プロロ)v-"、ふれ みぃ・
官官銀:持TィI 7A1-、、、今f目、サイの目

、、〈つiで成功なんや!

GM: 51 i'. 
管銀l:......4寺級ゥI?
GM結局成功皮1i6.ljo:l!:1を倹勺たj{，翠ね
句、・7、伎はやすやすピ芳の刀を止めるわけ

だ。

役員E段階哨級! 目
緩能段簡は金忽で5覆類。“鐙能なし"

“初級"“中級"“上録"そして“特級"がある。

ただし.ほとんどの渇合(絶対、と曾って

もいいくらいだれ PCの綬能は“上級"まで

しか上がることはない。

この広大な夫S置にほんのー鑓りしか存在
しない、ー涜を超えた絹ー漉.それが“特

級"の意除なのである。

寝蛾:rアンタ……タダモンやtいな…・・・?J
男(GM): r、、や、そんtことは町、、さj
11111: rじゃ、今のIJ..，.グレや…・・・! もうー
度、手令わせLi<れんか?J
関(GM): r、‘や、途J!!Li必〈止。JされL二円
滅的1;.1.:'0~益重婚を起二 Lたくはな、・んでねj

曾錫:r容 。ピニから来たンやj
男(GM): rそれはち去っピ官えないtアe・e・..1
め、ぉtHニの滅的共っihけじゃなさそうだ。
なら、iた会うことLあるIII)うしu.明寸る機会
Lあるけ〈るリピ背を向Ili 、 ~I:反ろうと… ー

管銀:うー、じゃ、背を向けた鴫閉じもう一度

繰・)I!、」:勺T

男{GM}: rあ晶、やめたほうが、川、j
傭皇軍・" うちはまた'何I，Liへんγェ!?

fJJが消えたあと、しばらくあっただろうか，立
ち尽〈すだけであった沼螺がつぶやし

鎗銀:r一歩も、動けへんか勺1;..・..うちょ・J
強いやっtんT、~.iうさんおるンやtア ・・・

〈帯‘ノ!!j



そん立こんな可'sHI内崎ではうたげの
支度も雪量ったようだ企図人はすでに座につき.

領主たちの到'eJを待ヲている，

曾鎌:fLっかしうちが番ァが立たん~1 1 ..... . 

う一、腹立つでJ
須波:(小声-nf…ーなんか官官級さん、iだ筏
嫌悪〈品'11せんつJ(笑)
烈堂:(小声τHなんだ、、、1ァだ怨イんの。、。
…. .)・〈れた士ァ袋、、ィら、，.，'(、、うが……j

g鍵:r間二えとるでj
烈t:甘をす〈める{笑)
曾錫.r..""もうー人の本人ッT、、うのは、か
1，[1)できるやつゃなJ
須波:r晶、会ったんですか?J
曾螺:r......1めなJ
GM : 11、\その辺にl~きな。 領主嫌とちが入

.，i1民るI。

領"1:、婚村織磁の晶とについτ一人の引が
入って来る.

烈盆:雷鴻に「アイツ品、、ヴj

慣錫:r“…あ品J
~I:t:t : r..ーなるほどねJ
GM: :野11、雷燥の鋲を認めT、笑、・0、ける。

f~勺 ~11失礼le..J
震錫:仏頂面的11、伺も事えへんγ。
崎村(GM): rむじ、お二人11顔見知・)'(ゐ勺

たかなっJ
債銀:f、、ゃ、IA見知・}ッらゅうかー・ J
S再(GM): f彼女の剣的手書古につきあっただけ
でご5¥、171、ご領主j
官銀:fつきあ勺た、ねえ j 
須波:~ ，)あえず、Lう一度fJl主縁日紹介する

f寸。「二ら勺の倉たらが、この旅を助け'((れ

た、サムライのf.!!堂、ヲロイKf')の信銀γござ
、、i寸。 自陸路鮒の深草手lie宇目紹介Lたが~J

崎村(GM): flt~島師どのとは略目も釘会、.、、

たLf:ニt。 木縫の領主、崎村H降車~~中す。 見
知リ布。、ttiJ

深量長a烈盤:積を下げる.
11鎌:うちは下げへんで。
崎将(GM): rあ晶、よちらか句L総fトさぜT、‘
たItニ九二の方一一一緒lζ入っT来た男を4量

¥ .... 
L i者li一一神泉.1')町役悲……J
一間:1了、持来イ"

崎村(GM): r主f治どの~.中すJ
一間:こここ、ニ、jf(焔!?

うたげが始ま丹、

のlJIl/iがあとから晶とから議べられて申〈バ元}
領主の.((7-がいるからなのか、神米=神宮家

からの使者全迎えているからなのかー

GM:うた1n-t:t ，)上が勺T、、もこ1，'，。烈堂E
並ん7ちび・jらな、'Jl:や勺T、、た独婦が411'(

天 調E万象リプ レ イ

| なぜ彼らは驚く型塑塑 l 
広大な天竃の中央に位置し‘全土を束

ねる鑓の存在、総合法。 彼らが居を燭え岳

地こそ神来であり、神来よりやって来たと

いうことは.それすなわち神宮家よりの使者

で晶るという愈隊で晶る.これが一つ自の

理由。

そして.この男、観焔.

彼はf実E・強のサムライJであると言
われている。数年前のこと、当時極端の国

のサムライ大将で晶った彼は、昨日までの

仲間であるサムライ盲人を殺し、稲尾の国

を商量れた.次に彼が現れた時には、彼は

神療において、神宮家の食客という身分で

あった。

しかし、神楽に現れて以来、彼が刀を敏

いたところを見た奮はい宰いし、彼がサム

ライ化したところを見た者もいない.

それなのに、.強とうたわれるということ

の憲昧を理解しτいただけるであろうか。

〈品。f紋は、河童ld、勺たのか?J
烈掌:f、、やみ・ lt.oのほうよ号五分五分11
勺たがね、最後11向ょうのカIn~J

弧焔(GM): f......t量なモ/tl'i、闘が亡びる
ふ‘うのは j 

官官嫁:アンずのぜ、、で4高尾11今γも品代不fJ.
なんやγ(;{)

烈堂:fi' 1，1ぁ、この国11...…平和に見え1

すがねJ
強焔(GM): f平和……平和かj

~!堂: ヘェ、Iそれl:t...・…?J
GM・そこ1γ君が宮勺たとき打。fl焔11領主
の方iこ向品、，代、ニう言う。fご領主、 bたLが
ニ二にや司T来た用向きを、そろ号1，，*寸:'1，で
はな、、ですか'...?Jピ宮うピ、領主が「おう、そ
うγござ、・1すむ。で11、hれわれにtHたの
と同じよとを、敏、にLお縫い、たと'けるかな、
強焔どの?J

管銀:f奇れや、号、、つを聞〈ためt二、うちらニ
ょにおるわけなんやlJ
'11焔(GM): r-..... '(11、始めさせTもら必う
かJ~、前置きをl'(から、ゆっ〈・)~tHil"h品。

にの制端組¥紙不在的11半年刈
~.'(、唱。 Hにhたる車えによ・J、民的<1>11失

hれ、 盛土11痕宇~l......早急に図をまとめる倉

を必要ピLiいるニ丹時期、たよY、績が-，$.τ
品るがを決めるためだけの争、、が統(Ifd、，)。

ニニ1こ呈，代、神宮よ・j、.il牙留の$領主に向

I}i一つの提重量がなされたJ
宮線:r提訴E?J
狙RRMlLI六十ピ余年前、崎町品代ずれ
た英紙松』毛織が神官・.1')j垂品、勺た五ツ祇リ的

宝剣、 ~l~'H'1f由によ，)今は~Jtl二散ら



11: .. ，1 、‘るそれらを、再びひ~1ピめlζ寸るニピ

がτ5た;t-一号の婚を4令官・まが、正式にx.
代と緩めIうE宮うのぞj

一同:『!
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~婚 (GM) : f集める、ピ宮うえfけなら簡単に
でさるが、先的x.代1ζ宝刀が授けられi1')六
十年*'，).ニの聞に五本の宝刀11歓づ歓リに
なリ、そのうちには行方の知れぬものピTあると

、、う'"..・j

官官錫:fL.，命、Lなあ、それ勺T、当然ほかの領

主的~~"にも知らされビるんやろ? 逆に、草

地に波乱を起よすよどにもtらへんか?J
烈t:flJ勺、今町二の@が、草地か.1(笑)J
強焔(GM):f~少な(~t、よれで終わリが見え

たJ
烈t:f宝探Le、、おもLれ....五つ集め・jゃ捻
γL、x.代品、j

彊焔(GM):f1み、奇う、、うことだ!J

にやりとロもとをゆがめた烈?置が‘不怠に

鍬主、崎村織蔵の方へと肉垂直り、尋ねた.

烈堂:fL i、ご領主。二丹後宮を:tIJi、どう

tさもおつもリγつj
M ・切れー

崎村(GM):ftちろん、ニの』属牙闘中をJlう戦

tLを払底するために、ー対も早〈宝刀を集める

ニピニ号が氏のため、@土のため、1;"(なった4
Rのためであるピ思うTおもJ
須波:f奇のとおリγす!j
烈t:f(須itの方l二'"を混らせi)τ、走まはど
う'i~6つJ
須波:fもら品ん、ニの繊*を逃寸わけには、、
Hぜん! 奇Li、4量的捜処ni、、;較のな
、、回をi量るんです!J
自問:(笑)

須波:笑うなよう{笑川崎村縁、ぜひ、奇的ため

にカを勾貸L(ださ、、!j

崎村(GM): f、、ゃ、 筑波止。hLのほう二号、
白Lのカを借リた、、~~うi}-; 勺たとニ".1。 ゎ

Lが五議リのま剣を探す手伝、吃、lili(れ
1、、。、?J
管銀:f?J
須波 : f ~ 、 '"L1寸E…・・・j
崎村:f向Lが宮うどおリょ。9のない聞を造
品、奇のために宝剣を集めた、・。だから、拘L

町協カを占主要ni釘るのだj

烈蛍:f雄培、1:0偶のカも、後ろ指もな、、えまが
品代じなるつi...1')、新t 、・X.R~最よリ領地を

llI'下賜、、f二万〈勺i，民ほうが!II.寓約ぞァ'.d
深彫:fγL、奇れで、、、・んですか? 宝刀の

すベTを集めたあ~I二、それをl.っT 白少が神

宮家に走るピ11，fえないつJ
烈堂:f そうLi去まがX.~\:にt勺i t、維持Li
、、けるたァ思えねえt，，，? 長も、カt'.ぃ手
棋が1J
~焔(GM): f五緩リ集1勺た寄れを、も.，~強
、・倉が奪、、去・j 、 x.~~ ~ '.i品。奇のJIle、ふさ

らに強、、見が辛.，irl>(.・・日そうすれば、奇町

うら俊11止1る・・・最強的J唱がx.~1:，となる二E

TむJ
曾鋸:f);:骨lを4寄っi~Jt波がJ&げ忠ナ可能性
IH止、りちゅうニ~ê"'?J

深彫:f宝剣を持勺iJ&lf虫Lit寸<'1;述、、
殺されると、、うニ~"(すねJ

烈蛍:fそれに、意味tj~ェ。Jt堂内領地を~

び寂・)1Jtすのに11、崎村どのが%代になる今
Tのが、、らI!ん政実なのさj

崎村:fピうか打、筑波止。』盤、、%で11'.i、、ピ
思うがっJ

也・4ι... 

11:んのちょっとの泣';3f.の5.五百'iIlI;/..{l普
段~L.τ. 応と1t;V士.

須波:fho、'J1Lた。尽力、、たL1Lょう・ 一崎

4すさまが品代iこな・)1 LI，こ晩1;11・.....J 
崎村(GM): f化縛Tおるj

磁波の答えを/18いて‘縮皇子を織し;た領'1:が、
滋を次の段階に進める，

崎村(GM):f~i、宝剣に関Li、わか勺Tお

るかゲリ的事柄を救えればむるわ・J
須波:~著す'1、、を正L1T(笑)

崎村(GM): f虎堂町、宗ttどのの先代的領
主……お向LI:~勺i 11.jJ1父に古たる人物は、

名代のお11'えもめでたし時の名代よリ二本町

宝昏lを下賜され品に呈勺たと宮われTおる・・…・
おぬLが奇のうちのー援・jを~~えTきたときには、

正直策、、た.. 'J 
須波:fえ?Jt、tLo、Li ...…コレ?(笑}

GM:奇れτす(笑) ~らい、領主的ニピ 1 1:11

続き1す。[聞き且んだピニ" 1 二 1;~，滅t二次め
入勺た逆代的共11、ニ4長リの刀のどちらも発見
でさなかったそうピゃ。そのうらの片方をぬL01< 

#.，iいるとすれば、もう一方を持勺T、ゅの

11 、 ~ら〈……J

烈盤:f占まの足上、貴続どめかJ
崎将(GM): filう、貴貌の/l;場所を知っTお
るのか?J
須滋:fえ、ええ、牛がか'HI皮"(11こ-y、、i
すが J 
留錫:fl!e、の三本の品。Jかもわか4とるんや

勺たら教えτ11い.1，んやねJ
鱒村(GM): f二本1ではわかっTおるj
烈堂:fl111うJ 白

崎村(GM):fjtの手倉領内4柱、iI:英〉5誌
が一線ゆをj

漂~:fむj

須滋の(Jl敵である逆代家と総が深い東条

家t草、この浪説する綴牙1'l1の中でかなりのカ
をおするに蓋っている，

奇Li 、 ~I告の主人、陰陽師、深紳串殺を殺

害Lた、深おの;a検の仇放でもある。

崎村(GM): fそLiもう-.jl')11、恐らくは木内
広・.. . . . J 
-同:fl1ァ?J
崎村(GM): f三十年11ど納のニピか。先代的
名代が時的活鉱領主にま剣町ー本を授けたそ

うじゃ。奇Li、奇的帰・，)..…・荷を朱せた紛が

海賊i二.ItわれたJ
須波:f海.. .・~.員 ?J
深彫:f泉げか首初γ寸培、J
崎村(GM): f湖町広々と宮われTおるj

烈?まが、不精ひげをなでながら.;;1った.

烈t:fτ、Jt畿のーホ11行方知れず今Tコト
。、。 ~i、活。 ピ二から始める?J

その後、 まずはい

ちばん近いところ一一号li宮町兄、貨車提がいる
で晶ろうと思われる野盗の隠れ里へと向かお

うということになった.ヨロ4のある証1滋以外
の三人は、領主に借りたJ阜に乗っている.

曾錫:(1，周波1:向功、今i)fそう、、や宴会のあピ、
領主練のところに*A'"事に行今TたAうやけど、
何庁勺たんや?J
須波:fええ…・・野盗iζ身をtini、ζの11
"(11征伐されるぞけのえ虎生・の将兵たちを、崎

村4まのも~"(召し抱え τIi(れぬかとお願いL

に行勺たのですが・.....J
烈t:f ダメ':.~勺た4つJ



須波:f......1心、。f咋白l1'.q.るべき領民だ

勺た滑から、会、・扶ltを嘩勺T生H毛ぴょうど
するようtゃからを信用11 1'~ぬJ I:……j

烈堂:f 1 、 号れが正心中}餅勺1 1:こ ~Jl。 γ、

党婦はできTるんf，I，7J
須波:fl1、11、ぃ・"tl、釘兄4最が託l1U>
a、..，1<f，さら"、.のτLたら…・・j
音量.，:fだ勺たら7J
須波 [{(が 僕が、ょの争τ.. .. .. J 
w.: (帯1'1込んでIfl、寄れ11向二うに待勺
τからτ、ええやI，J
烈堂 : f~1~1 、 どうなるかね;t....... J 

司自の野脅ののち‘やがて前Jif.二I11が見え
て〈る.kt!.堂の敗残兵がこ也る隠れ壊が、この

山の!!!に島る.一週間前にも彼らはここに訪

れ、そして、野盗tこ身をやつした先日までの悶
胞を切り捻てたのだった.

須波:f戻勺1.'. 来1lたね υJ
雷鰻:f晶、‘つら、1f，アソ:11二おるんやろか
・・・…7J
烈堂:f、喝さj
深彫:fず、.」:ん白信た ..， ~;:・}ですねJ

烈:11::fJ骨L、、生活が始められるんだ勺たら、最
初ッからあんなとよ4で野盗なんYゃ・jゃtねえ1J

はたして、担ほのせりふどお持だった.濃影

が〈式}を飛ばしてf自療してみれば、兵たちは
まだその場にとどま今ていた，漂彫の{式〉が

飛び‘討を歩く兵の一人に患依する.

GM: (え〉が退<<tl f;ニピ同時1ζ 、 共の~健が

漆務に流れ込んで〈品。 それによると、 ~たち

がニ二を触れTからこ白Lたとニ4で、 F買波の

足、虎受賞伎が良司Tきたらし、。すτ1ζ逆代

内野盗』守リが、二的地を突き止めれ、るらい、

トウ%をl~えTね。 γ、 貴般の号dトー下、 立

1lた! え上を点l1(1，ふ、!J 

，11に底、じて‘人単が曹lれ， ニ1-前後のやせ
た討が現れた.主民波の兄、b!:'常J'U坦その人で

晶る.設術だろうか、銑検使いが一人‘脇に従

ってい吾，

須波・ f兄上IJ 
賓線(GM): f何をいこ泉今1Hこj
曾錫・ fご晶、、さつやね。久Lぷ・I1こ会..，t二弟
に向。、。1J.親(GM): f倹が、、官、・問におiえが二二で
やったよどは‘間 ~ðlんτ、・る干J

11Iひ'.J1iNがi!tぃt!l~官dトSIi紛のgロイ、 I世

';(1ごI~J/tQ. 

賓綬(GM):ft.う一度聞こう、須波。なぜここ
に反勺Tきた7J
須浪:f足上をご鋭持いこが・)1lfニ。兄上、ょ
のよう'.n::ニ4γ、Jt盗の頑固などt・さらず…
! J 
.貌(GM): H重を…・・二の足を、野盗ピ呼ぶ
かj

須波:f野盗以外的何f，'t.官うのです!J
資銀(GMI: fニニからニ号、 J虎堂内領地を』専処
するのぞ。この地二そが、虎生・内因1J
'錫:f村人から会、叫ん辛いながら、なアi二
が再絶やJ
貴綬(GM): f領主心、うものは、民衆の協力

な<l111、・られt、、ものなのだfよJ

須波:f領民たらを苦Lめずに清む方法が…・.

ち向かう串備を珪h1いもピニI，f，. ・、
深膨:1'11、奇的ニピを三人l二L伝え1lょう。
須波:fτ11、{まが点T、、..，1、内兄様lニ泌を

." J 
烈:II::f1、、、、、んじゃねえの7J

須波:fτ11、行H1'IJ

Jl"(、当然ながら

刀や胞を犠えて牽制する

見様りの者たちに甑まれて、ヨロイに符合した

まま‘須滋が叫んだ.

須波:f At1:底的規波、貴貌兄緑tζ会、・1ζ来

天 量睡万象リプレイ

MlすJ
貸貌(GM): [11う、そん世モノがあるの吃った

ら、せ.ひ教え111いものぞなj

須波:fえ上向持今Tおられる刀一一ニ肉、僕
のl~ っT 、 、も被剣ピ対1二 tJ"..，た奇れをlt勺T、
ご同遇、、たた・5た、、とこ4がこ・7、叫すJ
賓線(GM): fこ町.....・刀だと? 父上内形見
のニれが、どうLた7J
須波:f寄れさえあれば、二の図的名代どなれる
と、、う託なのγすj
寅貌(GM): f x，iI:. 7 ニれと……釘iえのlt
勺T、、るそれEγ、かつj

'螺:f二本だ'1jやあらへんリどなJ
貸続(GM): ['，'らIfI 須波、おiえのl4つ刀
を、イ葉lζIこせJ
須波:f・ 0 奇れはできませんj
債銀(GM): f僕11おiえのえだ者1
須波:f Lð士、兄上・・…今の~なた11 ・。 .Jt

2量的政目1'11品・'l1せんか!J 
一伺:宮..，fこ!
賓綬(GM): fjlう! 今11二ょが虎堂。 ~I1

At堂内領主f，J 
須滋 fニんなものを虎堂内国だとは、僕11緩
め1せんj
宮線:[ふン、野盗的集団がAt堂。、。!tらた
モンゃなJ
貸貌(GM): [怒らた。、らよ号、再び11、、上が

4うどL1いる的f，! J 
w錫:[それl二LたっT、や・'J1うがあるやろ。正
式な手順を絡んで・ 0 ・J



世I績のせりふにかぶさるように‘傍らにいた

銃鮒使いがロを/JHいた.

鋭繍使い(GM): r牛順。、。 ならl í培、 t~11卒
、、。さきほど弟忍が吉勺たではな、、γす。、。あ

の刀を牛にすれば、心、のでLょう?J
官煤:晶、 やli.aわれた(笑)
資綬(GM): (筑波町方ヘヰを仲liLi) r~ァ 、

1.11.波 その刀を僕l二波寸んだ，..... J 
須波:(機剣を胸l二品、H1!'、i)f、~、 、ゃτ
すI，t盗内規回t二成・j下が勺た品なたを・…・・
4震は足だl:I1鉱山1せん!J 
貴親(GM): r奇れほど1iil!むか…・・銭企庁
が、お1えuもう、僕の必で11官、 、ピ宮うよl:/l~'J
須淑:r・M ・..J 
貧線(GM):rn、僕IJ.ょの刀を遣すつも・j
11 ((、ぺ'J
須波:rそれIH需l:i同じ j 
.続(GM): rどうすれlí、、、~~ jl唱う?J
須波:rようなるのが ・怖かったん-r1'、本
当11“…J
貧貌(GM): rつJ
須波 r-rふみんなが:4h1li<れたから……
だから、宮え11'。逆践、J!t金…。・責処。お前

を…ー征伐す品!J 

債銀(GM)・u歩前町カ11、そのヨロイか。僕
のカは、僕に付き従う失たら。ものどtI ~g 
4はたかがヨロイー鵬、かかれ、.!J

婚を.刀圭構えた兵士たちが‘ ヨロイに集い

かかろうとするt

11錫:rパヅ・…! むI:.~I~人死1ζが良品t:{ J

や干!j

烈盆:r企買設すつも・jで来たンじゃねえのかつ
"…おれ7奇的つもqだぜi

次々 と兵がヨロイに向かって刀を自民り上If‘

そして析り告書されてゆ<.

GM: 7人目的攻撃"".・晶、 成功l'..:いや。

須波:こちら11...... 8繍成功L1Lた。8成功+

武器修正9i'、17ダメージτす。
GM : 11、¥腕#;が奥.，ニっ。次のやつが…

“今度111錨成功。

須波:ニ。ら117倒成功γ 15ダメージ。
GM : 11、、、 8 人 ~H-太刀γ肉の!tl:~'

oJ1Lた、ど。
深J:!:- 一方的な、設重量ね。

官官錫:叫.;:I r責処ァ! アン'/1)、Tわか勺
たやろうが! ヨロイー騎1二何百人車になっ

たかT、E事Tへんちゅうニピが!J

たつた一分で‘'鑓署t、功カ

4幼指3わd-6必tあtに=成邸eり}操ててL車つていた.ずい
と徳銀が毒事に進み出て‘1主観にI!J}かって叫ぶ.

官官錫:r hl)、.，l:もやI，? ヨロイ拍手に何百
人ぶつけï~ 、 むだなだけや。 ー騎打らど、、ニ

うやt、、か。アンタんトョγ-$.後、、やっと、

うちでJ果たし舎、、やJ
.親(GM)・{非常に鋭敏LながらHつれ次
はどうLた! ぉ、~お納行け! 11、早<t棄を
守れ!!Jl:.銃~~{~、、 1 :0 男の方IH、 、Ul<モ

ン5えいたItけるんなら、1、なんでもLや寸が
ねJl:曹勺T、ず、‘ピ前iζ虫品。
須波:r足上・・・…墜ちた.)1 J 

11鋸:、、やー
来i1J1hi、

ー'
tJ. 

GM:第tラウンド的行働。r1、らやらやうどい
ようじゃねえψ!Jサムライ化L11'。

曾錫:"JlI.令"10点{(勺Tサイコロ 10~留地やし

τ、19倒繰るでー。おら! ……13偶成功や。
GM:んIll:!? …・・・こ勺らは10偶成功。
宮鍋:(3成功度+Jl:.草修正6+(1，止>8lelγ、

ダメージ17点1

GM:うわー、死ぬかと忠勺た……

烈堂:rへえ、1/，立勺Tるか。さすがに や

るilJ

GM:次内ラウンド入勺T、二勺らから。男が

[行〈せ・ IJつつT攻~…い 13偶成功 I

債銀 うら117つ成功や。

GM: [成功皮6+武器修正4]で、ダメージ10
点!

雷甥:金婦負傷に回tたけど、1/';立ッどるl
GM:うわ、サイコロ号んなに板・)1すか(笑}

曾蛾:モトモトの能カ他に加えT、今町ダメー

ジj・双命傷・lζ入れた少のボーナスビ、・気

令"を10点、使勺T、サイコロを 10他地やLf.二
少があるさか、、な(笑)

GM: J宮、多いー{笑) !i!:るベL、“気骨-(笑)
11~: r4-度11ニ勺ちからやi いツ〈γえええ
ッ!J(ブロゴロゴロブロ)19成功やI

GM:晶、受けきれねえよそれ、与すがに! こ

。ら1115偶成功だ勺たから

烈堂:15伺狩!? 人聞かよ、ソイツー・

官官蛾:ダメージは18ダメージ!

， 
GM:晶一、そら古然保たねAや〆致命傷"1
fの負傷皮が金曜匹見Hつれ"活カ"が-141
7下が勺T、-0-1量状悠勺Tヤツですか。Ifた。
曾甥:あらら . ニ撃で倒れ ï~うた。

深影:そ.)令 、 2 回も連続で"気令" 10 点~{，世

えは'ねェ(笑)

管銀.1';-.，，)1.、ここまγぜんぜん。気令使今
とらへんか勺たから、・t"も全然たi。とらんの
やもん(笑)

GM:お、おれのNPCがー(笑)

官官嫌ピ唱あえず.. . .. <ヘヘピ責処的方をにら

じで。

GM:貴伎が後ずさリながら、腰の刀をj，.~え
る。

須波:ヨロイから降リi.r兄上、刀をお波L<
1';ふ、J
貴重量(GM):rhッ、渡さな、、ギl 僕が虎堂

内領主なんぞI J 
須波:r… υ兄上…・ llll)号、寄れを認めるでL
Iうか・・・・・・?J
賃銀(GM): rみなが認めT、、るに決1っTい
る! 奇うだろう!?J l:.~民・} 向(l:一一

段Z置を見返すt主、冷ややかな複線ばかり，

須波:rおわか.)-rUう、兄上……お綱、川、
たL11'。刀さえ渡Li、、たぞければ、お令iγ
l:I1中Llせんからj

賀線(GM): r号、そんな二Eを宮勺T、刀を波
Lt;が食後、ょ、、つら一一担l宝;や官官線を柑Li

ーーに<t-L" i、{重を斬らせるんだ4う?J
須波・ "のようなζピ…ー!J l:、4を差L仲ベ
iす。
.綬(GM): rらγ、近寄るなあツ1J刀を抜い
T、Jli.')@L11'。

須波:r足上一ー IjわたしLくだんの機剣を亭
i:L，'…・能カ{直[知覚lを使。，rJl:.i革ねら、、
(員~~I二対寸品"ねら、、祭ら')JをLた、・んです
けど。

GM: 11、'.1解。寄れ，'11、戦"とL，i革、、

1Lょう。コロコロ。
須波:r-rやーJコロコロ・・・…、ヘ 1;創成功γ
す{笑}

GM:じ、実1J. . . . . . .全郁夫肢で寸{笑)

須波:や勺た、勝ったI(笑) 刀を宮tζ来Ifす

γすI ()、ト・ん。
深彫:・・・2勺きのアレを見たあl:I.;'l:、H見・，)'.' 
〈情けな「、、枝、、ですね(笑)

t留をくるくると飛んだ賞'Jfl，の刀吾、烈掌がそ
の干にはっしと奴める.

GM:貴続liLびれる本ヰを仰さえT、1JI.波を

いらみつけTいる。



須波:r、、っiでもよ訂こ、、，11i重代めの追勺
串も来1Lょう。どう干、どちらtリへとお迄If

〈ださ、・J
烈堂:r刊ピも、武家内息子hiit腹料召
Lにでもな，')1..，.かjピ官っT、嘱笑。

貴貌(GM): r須波、よ〈も足に向命、勺T、ヰを
上げたな……狩54r、ヘ併さな、、号、、、っかお

前に償、吃5せTやるーー Jj宮勺Tから、府

を革rL，、車内中へと消えTぃ〈。

GM:ー段落ゼねJ致命傷-1ζダメージが入
っτ、、た雪娘11、号4奇;'1{;カがな〈な今たニ4
だ4うから、.iII.絶。

曾鎌:1 l'た。

烈:I:t: Lゃあねえなあ。〈法術>"((i!L)をか

けTや4う。成功皮足リるか不安江から、5点、
Ifd、l""気令..を倹勺T、サイコロを5伺婚やt

， ..一7つ成功。"政命傷"の勉易度113だか

ら 、 4-"^~争的負傷E置を消せるわけだな。

GM:同時t二舗法カ"も全快するかb、自覚め

れ、、法、曾螺。

..:自が覚めるとダンナが必るわけゃなっ

r ...... >:iんや、ダンナかj
烈:I:t: rぜ今治、〈治L，や・Jゃあソレか1J
'甥:r訟も治L，<れどIi宮うTへんj
烈堂:r二二γJf.'，.れちゃあ述語5tんた'lJ
須漉:rぁ、ピこ4γ、普通の兵隊主ん111/，結
局、、るんですIねつ(笑)J
GM:、、る(笑) ~たらを途~~に~'J臨んγ、
どうするか迷勺Tいもどζ4だ{笑}

烈:I:t:じゃ、そいつらに向。、.." 、fどうする?
ょこいピピ1勺T、Jf盗狩'JIこ設されるか、ここ
を滋れTどうにがするか、奇れピも、1-..，.<'お

れい設5れるか・・・・遥ぴなj
担ほの;<<1こ-j，自遮れて‘人垣の中からす7い

ifl:が:ift.t.J.11J)$. 

武者(GM): r町、農民ともに交じぅ，.....ゃ
。T、、けるかのう?J
須波:rへ、手JlI.τすよIJ 
烈堂:r生きようと思え11'、 どうLた勺T生~<t1、 ‘

けるお〈ぞらねえモンが特似なきゃ、太丈夫」

須波:r争からι:司T混<11品1);.せん、刀を織
に持ち#えT、農民たらビカを令わせT、生き

T、・けるはずです!J

告書に出た??武1;1:1.、少し恨んだような麟を

弘せたのち.すらりと腰の刀を抜き.叫んだ1

GM : 1a:11、「わLii..一決めた干! 占を降，) 
， ......農民たらい、史ピるけそう宮っτから、
刀を折・J1寸。彼の叫ぴi二略委庇L，、人坦的中

治、らさらに何人かが進み血T、刀を捨"ぃ〈

わけだ。不滑そうな鋭、納縛L6、ねる鋭をL，

、、る念ふかなせの欺、、もhllflけれど。

天 腫 万象リプレイ

烈蛍:納縛L，'.、、やつらに向。、勺T、r1、施

。、に釘れはあんた主ちの仲間を、斬勺た。ソレ

が納得でき幻:r.吟Tンなら……、、、、ぜ、、、っf

L紛')1こ来、、よ1
.鍵:rなんにせI、生きT、、かなきゃ、Lゃあ
ないわけやL …恨むにせI、あIlf4らにせ
よ、ソレからのよEゃな、崎、ぃ?J

これからのことを戸高に語り合う鼠士たち

を昆て.震銀がぽつりとつぶやむ

雷嫁:rな晶、ダンナ。あれも 刀を拾Tる

勇気も、強5ゃなゐ J 
烈堂:r・M ・-・晶品、そうだな j 
須波:r僕11吹勺切れ1Lf.ニ。{量が逸品回11、
成金じゃあ・J1せん。武士も、農民L、共iζ手

を寂・j令.."生きT、、けるよう~...…弔う、、う国

を、倹11量lるつもうγ寸J

すでに野滋ではない‘議ち武者たちの戸を

背中にi圏在者がら‘問人は/1/を降りる.磁波
の手の中には.二本の刀.

GM:t:ゃ、みん>:i11.Lを降・)，、、〈わけだ。農民

たちにiltざるニどを決意Lた彼らぞけれピ、農民
たちのほうが受け入れ，<れな、、どか、畑を斜す

つらさに耐えられずに野盗に逆反リl:6'，11た1

た農民たちの事告によっT逆4史的拡ら武倉持・j
i ニやられるピか、、、4、、~'.i.鈴木が持..，，?ニと

いなる。でもま10，ソレ11~たらには関係'.、、ニビ。

烈堂:tPE4目を越せる。、どう品¥縫い、とニ
だよな品。

曾錫: ヤなf~ゃなみ e ・.. .・

残る刀t正‘三本1 次のflfY1/，也と定めた‘領
主、東条氏の千念領で披らは何を見るのか?

Hの.
次回、苅蹴Ufi/.伝f生命jを錨目して待
τ1 

GM回恕錫『宝剣jのころ l 
今回のテ司マは縛富震の使奮を幽して、今後の方向付けを行うことと、兄貴と再会させる

こと.兄貴と構会事せるためにUこないだの山に麗ら宰きeならな〈て.おかげで前回と展開
が似てしまっている。反省。

また、前回のプレイで、.婦を活E置させることができ書かったという点が今園大きな膨.
を浸ぼしている.・婦にUここまで大曹な眠周聖書量峻する峰舎が書かったため、“気合"がた

まり事〈っていた。そのせいで、キャンベーン全体を過して..置の服役として量喝させようと

思っていた餓舗使いが畠っと冨う周に倒されてしまい、今後のプランの修正を余備なくされ

てしまうので畠る{笑) 敏創.キャンペーンプレイの廠には、PCの“気合"を削るための小
破"をこまめに包こしましょう(笑)

また、このころ、RPGマガジンの『夫.創成Jでは、『ちちしり箇争」とゆーのが盛んだっ
た.井上純司と健省の激崎豊繍固に見書がら、「やっぱちちしりでしょーJとばかりに女キャラ
を風呂に入れたリ、烈盆U女買いに行ったり、やりたい蝕竃で晶晶{笑)



天 腫万象リ プレイ

|第1市 I

， 
、

， 、

、 〆



も禽の都へ
If給?をliF.1J(t-で.二本Hの1t刀母子三1;:λIt
冷-'11ft.三本8の刀岳RiUしてい;:;と:Yb
4旨

tれz吾』庶z五朱匹iIi.白乃βJがeがt治め吾千i介r輩飯7へとI向A布iflJか.つτ
t‘F走士.

漂1':rIJ!~~ん、 なiニか仕掛ト11O' (i・、叶、剖ベ

Tみたいのγ、宝剣を貸l111、、た右'111せん
か。J
須淑:r晶、1.1、、j
GM:ヒイロ金の綻皮が給織措i、¥上軍な刀τ
はあるけれど……別段低持けなんかはな、、ね。

| コラム・持殊金属・ヒイ口金 目
(l!l)の伝鴻傘11高い特殊寄金属、それ
がヒイロ金である。その特性ゆえ、1妨to
刀身にはこの金属が使われる。

ちなみに、〈だんの釘にば絢禍峨

けられてい章、、。つまりは『ただ単に上等な

刀Jである…・・・らしい。

須波:r千舎の都へは、ヨロイに余勺T、、勺ら
やマズイτ寸かねェ j 
.tI: rうーん、都内大通.)~自立つデカプツ
1'>1<<の11'.-I，......J
烈堂:rへへ、白砂がデ#プツ』皇、.で歩、、T
67セ1ζ、よ〈宮うぜJ
管銀:rなんか宮勺んかア!? ・…ピにかく、都
にたど・)つ〈腕tζ、ど今かい隠し11;いたほう

がiさそうゃなj

:1f.鎮のニとl;f.に従い、街外れの茂みの中iニ
ヨr:J{圭firlした-171;1..やがて子会の都へλ

った

大量在穏であるとミづのt二、 不思議なことに
人通りはまばらで、道行〈人志定平t二、うつむ
章者がらで串る，

須波:rずいぶんど・...・殺風景ですねえJ
GM:・世をひねっtがら先へ迫んτ中0:、都
大絡のや辻にたど・jつらえー、奇向島ん中lζ

だね、綾くら、、のおさの台が置かれTい品。そ

の上にはひどっ、ふたつ……み。つのえ1IJ
が置かれT、、品。

官官螺:スイカつ

烈盤:r ・話L台。、j
GM:ご品答。上に乗せられたii"l1どれI，llt
備が激Lしずいぶんピひど〈貴hられたよう

だね。お札ι11にの岩ども、球内へ'"tl入
札進みを働ニうどtた不届き;1[-1: .1. ') 、 ~;fら1\'・

~門的上~l甘にする婚な・) Jflどれ
烈堂:r盗人。¥なるほどね。婚物1:1二布、叶寄
付〈前I二 5勺~l:行ょうぜJ

深彫:rまずは翁&1'すね。何をするにI，l:リ
品ええずー息つ、、TからτIIうj

GM・翁ならすぐに見つ命、品。ピ二もがらがら

で、置f~l1、、るとは君、、組、・感1:fl。
a、.，‘

烈盤:rず、、ぷん綾風景IlfJ.'、士将?J
11:将(GM): rなんですか、二二半月ほどです
かね-"0お銭t二盗人が入った江町、載が近、、

勺Tいううわさだ丹、急に物騒にな・)1l111-"0

Jt近じゃあご領主棟内命を受けた白警団Eや

らが虫来1L11lJ
烈堂:rtlうj

天 揮彊 万 a リ プ レイ

女将(GM): rtlら、この間の.dt生・の乳fニの
あと・)1ニ集i勺たサムライ同然f)I'雇っT、夜
なんか11縫い、やつらが、、たら問事無用の切

'H告T御免! 勺1~'・.f;ンです1J

潔影:.dt金の乳からどれくら、‘た勺T、、るんで

Lたっけ?
GM:一か月前後。

烈堂:ィ島、・詩的倉がう4っく1:はちょうど。T

E二か。Eにか〈、4幹産に上が..，1作戦会自民と
、心うや。

須波:r盗賊勺t'I"ちょと11~.. ..ねら、、IH重た

らピ同I:l:~えるべきでLょうか ー 。J
~at: rflろうな。ニの聞の六郎ピやらも奇うだ
今たん庁ろっ 驚くほどじゃねえ~ J

宮線:rうーん、や勺Ifl滅1:'"び.ioむlo、品
らへんかなみ・.. . . . J 
烈堂:r (i 1二、わざわさ'If，ぴ込1'...<11，......釘
れたらい1.1徐結締様か唱l(正J l:君 .，1漆~

町方を{笑}

深彫 r.. . . . .わざわざ{え〉を打.，1、滅的内側
を探るIk要11あ')1せんねJ
11錫:ftんでやっ?J
深膨:r品の械には、ー皮入勺たよEが品リiす
からj

一間(除〈深彫): r はあ!?J
深1':r客人n1、ね。i<<かれたニピがあ・)1
L1J 
烈:l:t:r号、、つ1>'. 楽だJ
須波:r号、奇れ.1.%γすね、官んT です
が?j(笑)

深彫:r半年〈ら、 、前τすか…・・~~Iiここ 、 千

航 、来事bJAFO、れTや吟TきたんτすJ
烈:l:t:r漆持1J.#:.ビー絡に、。、、、?J
深膨:r、火、~~-人1'J

管銀・rl1ァ? 54I9わからんわJ
深膨:rヨロイを作.，1<れと綬1れたのです
が・・ 紙が令、・1せんで。結局11婦勺n1

Ll勺たんですよj
須滋 f奇んなよEが品勺たんτ寸断…・・J
深彫:rた庁、私がi{lかれたときには、Lうすτ
に私が~~活で晶6l:いう二l:11、 11れT、‘A

IうでLたけど、ねj
烈堂:rへ玉、量手武岩[-1'3"・e・号、‘つみ初耳だj
深1':・・・・いああツ"

一同(除〈深影): (鴻笑}
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ここでなぜ深彫の曾動にみなが笑ったの

かというと、憶は簡単、深~はせっか〈秘密

にしていた事柄在、いとも簡単にロを滑ら

せ‘.慢してしまったからだ。

・5武者~?デツと短絡するほどではない
が、ただの自由子ではなく、今は亡き天才陰

陽師の膨武者であったということは、 PCた

ちにとって賃要本側舗で晶る.

潔彫のプレイヤーも、今薗は師匠を殺し

た固に符くということで、ある程度の覚備や

予定は晶ったらしいが、このような形でパラ

すことに生るとU恩わ宰かったらしい{笑)

宮線:[深'511んが彰式意? 初耳やなあj
深Ii:f号、それはそれとL，J(笑) うー、11
。fこなあ(笑}

曾錫:[とにかく、深あ11λ11品の紘に入吟た
こEがあるYゃな?J
烈St:[領主はどんなやった'勺た、、つJ
深Ii:(GMに問、‘，)f績の良さ奇うな'JでL
たよo"、官リの老齢でll.ょが、 11111生きTぃ1
Lf，。品の男、切れますね。なにLt，、私が'5

武岩"あるζEを見抜、、たうえで、4与残4最の方
，、tl'Jt:を返・)，奇的中を<f.，1.ょIうな男γす
からわ j 

官嫌:fそれ、うちらが行<.. .. J 
深Ii:f半年前で寸j
雷銀:なん7深苦手11んの必師匠11設されなあ
かんか勺たんや?

GM:寺町直後にiJt金のfLd'起きT品。
烈堂:i!t{tlこ通じる逆4¥'.の依綬品、。
深膨:たぶんね。

深彫 r......つま・j、泉条英乃信11、私にピっ
ilid、たtE、、ぅ二どになるんですよJ
須波:[iiLltらを亭助I!~せ，<た'ふ、 !J 
1If燥:fL d、L、漆彰11んの仇14らなんや勺た
ら 、 ~J予 11ん白身が j 

その時、持者下の鼠をな暴にたた<t守がした，
次いで涜々しい戸，

費(GM): [この翁lζィ、Iそから来た流れ着が
逗留liいるピ問、・たのだがァ?J
淵 :fL、L

客

宿線:r 
漂Ii:[、崎、下串に事をifi.1!，ないほうが、、
、、γLlうJ.立ら上が勺T、f;II.がj
須浪:[11、僕もついT、守1すリ

深11:押LとどめT、「一人γ十分、ではj

深影が階下へ降りてゆけば‘溜の入り口の

ところには三人ほどの鰐の'~. どうやら . 昼間

に女将が曾っていた白書問の者らしt、
深影:[......私に、なにか御用γすか?J
男(GM): [お摘が、よそから来た流れ者ピい

うやっかつJ
深影:[流れ;d-t宮われるのは、‘ささか不本意

"(1" j~J 

男(GM): [量近都が物騒'..:のγ''':01fd、ら来
品倉iニ11らtMtL<させTもら." 、、品。上が。
T中を改めさせTもらうそ1
深彫:[二被主に仕えT、、るとお勺Lゃるのなら、

二ちらrLiも都令が氏、、ですね。ご領主に、

伝えT、、たIM 1すかっJ
男(GM): r品あん?J
深膨:r一一深神.(H立が、やリ妓LI，仕事を絡
えにや勺Tきた、tJ

見絞りを後して‘努は織までいったん戻っ

て行った.深割障のことばを領主に嬢SZするた
めで晶る.~留って行〈拐を二階より見て、 第掩

が口るとをゆがめる.

烈堂:fへへ…・・目'f.'仕えは縫い‘ねえ…，..tJ 
.11: f今なら進げられるかもLらへんでJ
烈堂:[そんなコトLïi意味はねェ。 1h、~

J~にや#えが品るらい、、ソイツに乗らせTも

らうさj

待つこと学童書ほどで、男は71;に従って来た，

拘(GM): r持たせたなj
深影:r、味。γ、なんピ?J
男(GM):居ず1、、を正Li、「深林4息抜段、こ・

4貫主、i!t.長~乃信雄が釘会、、 1 こなリた、 .t 中

LiおられるJ
深影:[減へ:!:向1j t、、うことです治、。今す〈・

1二?J
男(GM): rニ冶倉l二J
深影:[......"(11、明白血向〈ピ、ご領主にお

伝え<'，~、 ‘j
男(GM): r永知J見処，)をやっT、・た男たちに
向。、勺T、「お前ら、婦も司1

曾錫:[う1<行。たようやけど、大士夫なんか

..・・・・?J
潔膨:r死ん1，はずの一一、崎、設tたはずの
漆神4弘法が反今i<ると宮うのです。峰Lみは
するでIIうが、同時に興味もあるはずγすj

日志すでに主主れ、夜半過ぎである.(IIJ人は

街のーさをfで.時18の予定を草書している.

宮線:[うちらはどうすればええ?J
深膨:[週中に履勺た11織とでもLHょうj
須液:[11'、倹11......?J(笑)
深影:[号、そうですね ・私的陰陽術的必子

Eでも宮うニピI:L1l1うかJ(笑}

言いながら、漆1J1:t僚から取り出した短鱒
に磁と君臨でさらさらと〈式〉を組み始める.

敬枚の〈式JL)を容量上げると‘務耳障はそれ
を証i披に渡した.

須滋:[二れはつJ
深Ii:[ヨロイがあリ1せんし何があるかわか
・')1せんか勺ねo~L~作っT釘HLたから、い
られう持勺，J.;、‘，<だ5、・J

..  筒 量rC沼f事担t;.'1浜1:涜llili伝:'Wt>_

陰陽道を修めた者にしか使用できない陰

陽術だが、それを健にでも使用で曹るよう

にする方訟が畠る@それが〈式抗)(呪符〉

と呼ばれるものだ。

f伺脅かに渇依させることによって待鍋
状・tこしτ晶る〈式)Jで晶るそれは、陰周
目面以舛にも使帰すること陪できるが、畠らか

じめ作っτおかねば~ら章いので、陰燭衡

の一番の利点である也健応変さに欠けるこ

とになる。

烈堂:["(、いつごろ行〈ん芯ぃ?J
深修:[♀"と、、うわけにか峰、世、'"(Llうし

M，ごろτょt，l、、内γ11J
烈堂:[何があるかわからねh おれピ宮線f

-暁見張ザをliおようじゃねえかJ
曾錫:[うちが先に起きピ〈わJ

日が噂lIt.型自の鐙.
一行は予定どおり峨へ向かう支度をしても、

た，

GM: 奇こにIIね、 略目的~たらがiたや.，ï

〈品。迎えに来たようtlね。
深彫:r:!:迎えi'寸か、ご苦労なニピγすねJ

・.1，，'"、
興(GM): i事務以外の三人1:一瞥を〈れT、「と

よろで一一司っちはお仲間γ寸かい?J
深彫:[fl.の陰陽』括的弟子ピ、途中τ雇吟1，
i量緒的活たちですj

須波:[弟子のすt……砂吉γ寸J(笑)



GM:技庁それ(笑} 須波11!:もか〈、残づの

ニ人l二向かっT、男はl二やいや笑、、官がらよ

う宮う。rJlIl1:;棒ピ11ご苦労だ勺たな。品1:IHJ
れらがm縫<'.。 お前:t.さんたらはお投IIp先月f
ぜJ
烈堂:r布、、』官、、、勝手に決めんじゃねえよ。
こ、、つあおれの仕事なんだ。きら今ピ用品;株11
やらL1tらうぜJ
男(GM): r是ィが、.1で入れるわけにや晶
、叶、ねえぜ。門前1で来Tェン吃ったら、それ

〈ふ・11tH1やるふ好~I二 L (í J

烈::r......l、Lゃあねえかj

男(GM): rぉ、~女将、ニちらアご領主内本人
tl。企11、、つものどお・'J..，1ニ1:-r '"ァJ
官rll:払hへん勺Tことか?
GM:そう、、うこE。

深膨:U古代はあとτ波LI:来iす。τ11J

勢にiれ、て1$;1;:絡を灘み.域'"'，の舗である.

GM:長拾を持った足維が見緑'JをL1、、品。
男が号、・つらに向かっT、fご領主的本人を.i!
れTきた。通L1もらうぜェj

漂.，: !1.波5んの持っT、・6:t刀の、長、、方

を!tIUh1烈i:~んじ波L1す。fニれを、 ~t
..，1、、1<だき、、J

烈堂:r..".・品品j
深膨:rそれでは、行..，1H寸J

，."内に消えていったこλを見送っていた烈

堂と滋娘の後ろで、何者かが翠綬に括し鎌tす

る戸が随こえた.

??(GM):r、、やいやいやいや、きょうも、H ・

天気f寸tぁ。うん、実1;..川、天気だJ
烈堂:.fl 'J向くと?
GM:に二にこ傾向武士が一人、足経lζfHIIf
111、、品。ひ1"・'J1:L1、、T、iじめ奇うな繕じ
のlJltl. ;Cたもの知勺T、・る2暗た'よ。伎を且た
足経11、「むんだ、場J毛織どのでは屯・、、。、。見
回・)11せんでよ、、のτすか?J 1:~、。

烈::~.っTるやつつ

? 7 (GM) 二人に気がっ、・T、に勺ニリビ笑

、、。、ける。fおやおや、お二人γはあ・)1せん
か。ぉ&紋以来γすかな、釘久t、.J
烈::r......お腕かリ
曾錫:rさ・勺、紛ええ .~!?J 

二λの1II//ご!Jlれたのは.必J)-?ラf子λ併'1.11. 
りのfliJll..kJと'r/;ftt冷，!I}.

1111/" 

::f.'fE，訟をf.tに/!rI1'. !t.宇.((こと?ぱAt.t(t
P':の!I}ιちょうどひとf//i;どiiiU冒/>IIiHf:
の』吾殺?録。t;/:t.liI会い.-fL.τ償ったので/)
ったe

斬鬼丸(GM): rお二人ぞけf寸か?J
烈堂:r品と二人11、中さj
斬鬼丸(GM): tこもとから小さなb豊中l を耳~'):1: 

L 1. r実11-r寸ね、向こうに行勺t，1:ニ"1ζ、
いい濁を:!:す底が晶るんγすよ。司二でられ、
1:~がけれ、ただf、、Tきた物なんですが…二な

、、だの礼です、ごちそうL1す1J

烈:It:に、.勺と笑..，1、らわ‘ピ織れたあた守的

柳町木の下かなんかに綾を下4そう。

曾銀:r tl..，、ダンナ ~)"rn引
斬鬼丸(GM):r ~I1ね、*銭IIH宅街E、品の

つTいるんですよ 1、どう司;」
~l:lt: rへえ、お11'えピ〈ぜ 旨、、(iJ
斬Jt丸(GM): r I¥J曹団どやらい潜'J.idh1L
111......-r、ねらいはあれγすか、や勺1l' 'J。
ここのご領主が一本1.今T、‘る勺Tことは有品
γすLんねえj
烈:It:rそれγ二丹、 警視町Ml.L~~、、、J

斬鬼丸(GM): rついγに官えIr.よれなら黙
っT、.1 tほかの刀が帯勺TきますからねJ
烈.:r...・..エサ勺TワケかJ
斬鬼丸(GM): r中1:入勺たど、‘う方 材、、

T、崎、な<1 平~tlったんγ寸か?J

~l.: rああ。 何 L"、ょの舗で-~島内やつな
ら、おれの目的制1二、、品。、らなJ(ニヤリ}
斬Jt丸(GM): rそれはどうtJI明を置いT、r.. 
…白少でも気つ・かな、、うらに、首を紛られTい

たよE、品・jますか?J
~l.: rああん?J
新鬼丸(GM): r~皇内に、 、・1すI ・M・-・それが

γ5るやつが、nJ
烈.・r......J
斬鬼丸(GM)・もうー皮鮒ニう。f中に入..，1.ニピ
宮う方…村、、τ、、かな<1平気ぞうたんτ
すかー一?J簿〈笑う。

:""・p、司監務な3在
1fで相手を待っていた.

GM:やがT、二人的人間が入司1<品。 漆~

の知今Tいも領主、東条英7~信ビ、 Lう一人c1

知ら'"、、老人。白髪、長、、ひげのじいさ1々 。
東条(GM): rあの深神串弦般が、再びわが成
を訪れたと問、‘111 ，*，h~臣、、わけには、‘<1

、、。お久Lゅうニマぃ1寸官、深村段j

深.，:r以前訪れたどきl二11、地1ニ&fl:1ニ反ら
ねばtらな、、ニ~1: ~・・J 1L1 . 火札、・た L.H

た。ニ向子供11私的:1，予で、砂吉E中Llす。
奇ららのご老人11つj
東条(GM): rあ晶、え白よ・).村5の陰高島情
士を務めT炉j中す、正itEいう倉γごぎる・・・

天 緩万 fR リ プレイ

..・LかL、必tL"、、l'1"，，'みj
深膨:r・M ・-・拘が、τござ、叫すか?J
東条(GM): r再び二円減へ訪れる気1こなられ
るとは、ピいう二1:-rごy、、iすよj
深彫:r…・・~1 、 どのよう主意味でござ、、1L

ょう?J
東条(GM): rそうでは …ぁ'l1せんか・・

?J 

しばし双方と志焦立の注黙，

深彫:r.....ー陰陽"と、、えども、肢の探・}令、.
が好!'f.(倉IH、'J-rI1こ'y、・1せ向j
東条(GM): rなるほど・・….L~泊、 本物内険

，..飾1'11'"、、Eえれば、なおさらτござい1寸
かな……?J
深.，:にの漆持.fI.itが、除時締で11'，，'、、とで
も宮、叫すか?J
東条(GM): r品'"たが、深林容fまτ11(i、、ピ
宮っ1J;') 1寸J
深彫:f----J・ン、よれば異なよとをお，辻やる。
私以外1:漆枠卓抜が二的世に、、るどでt?J
東条(GM): r深林#it1:、、う%の陰陽師11...

e毒 t !t II 1'、 {えH~けず、死ねば木の人

形t二'"6 1:、中すか……つj
深影:f.・M ・-鰐のニピやら、さっ11"Jですね

拘かを勧進、・なされT、もの-rI1、'"、、-r1'1)、

.・・・・?J
東条(GM): rl1 勺 11 ..， 11今 、 ~よ童、、。、。 弔う

かも知れ1せんな。 L t)、 L 、 ~l童、、5れT、ゅ

の11、 tL~、 Lたらえ・オの方でci，.(いのかもL
れ1せι -l'o 色舎が~持率弦-l町人τぁもE
でも、 ~占星、・なされT、、ものではごぎらんかな

......? J 

深膨:r官、、た、、二とがござ、、1すなら、11勺5

・)~どうそ'J

東条(GM): r同じ紙袋内記白人がお勺T、その
片側が死L1ι木偶人形ピはむらず、 Lう片側
11 (え〉を受けないピ品れ11'...ーニれ111，うJ

| 人と慨を分間主坦金 I 

人間に似せて作られ、かりをめのものと

1:.え魂を宿し、涙や汗、血までも漉すヲ

ゲツは、それでもい〈つかの点をもって人間

とU確実に輿なる.その中でも代表的なも
のが、死ねば木に震ってしまう点と、{式}

が糧依で曹ないという点だろう.

後者に"して冨えば、ザムライなども同

じなので一概にそうとは雷えないのだが、

それでもヲゲツを見分tする有力(tll鑓の世
つであると冨うことは間違い書い。

.. 



東条(GM): r逆代の大統どのから伝え聞〈ピ
ニ4によるE、J!t1:の忘れ形見と手を組んむと

、寸括J煩波の11うをちらリピ見T、rll後に作
勺示、たヨロイも、奇ちらにil勺たと聞き且J.:γ
釘・jますJ
漂膨:r東長内情報網もあTにはな・'JJ.せぬ官。
ご領主に、そのようむうその情報を伝えるど11J
東条(GM): rわが手のものが、問返っT、、た
ピ。J
深11: r...... ええ。 そも奇も、周 t'~をLた人間

がニ人、、たどLi、布。、L'.'二ピもごy、'11"1
、・? 奇れi二、深林卓抜ピもあ4う倉が、そう
簡単i二蜘l容に令を奪われるピお忠、・7つJ

漆彬のこと1;(，に.意地主豊そうに口也とをゆが

めた領主が./111いを発する.

東条(GM): r (，..らお聞き、、んすが……Jti、¥
須波;g、[化カ)(意怠カ}で判定を行IJ.，...，l' 

(fl~、.、政Jh皮113 ! 

須波:え、 11、11、、 失敗!

東条(GM): r足Ll::に紹iれた{式〉を受け村
けない・・・・・どう、‘うよどですかな:1 深林 e 

•• .t.!託r-ゐJ!JI波窓11l量一本掛かぜ1ぜん。
須波:rかy'・e・...u.がy!!j
漂11:.1><1"(冷紛な11、逆l二問、、かけまLょ
う。fニれはニれ11......"(11、Lう一度#ねiし
ょう。 主人を設3れた J，武岩が、 h~'hざLう

一度舞、・戻勺ï~ た 0・.. .その意味を釘#えい

な勺たよl::I1?J
東条(GM): rそうですな、例え1J.'......1I¥. Hら
γ寸か(，..?J 
深彫:rその官白らが、丹ニのよE自円前に苑
れTくださるとはどう、・うわけですかっ それ

l::L、奇的鴎の陰陽師どのに、号れほどiγlこ
待"を章、、T、・らっtやるつJ
東条(GM)・fふふ、ニ内総巣、械か1: 木
偶人形よリ11役に立ち中すJ
深彫:r 深林春弦11希代の険防師。号の
苦手LJ.た そよらの陰陽師には負け向ほどの
続前の#ら主!J

fJ!，影が揃に』告を走らせ、{式}をIJIむI
~'I'に耳隠れたパケモノ=(.式)1ふ東条英乃

幻の脇に立つ険制自瓜総遜へと襲t晴晴、るI

深草fj(，主鰭誕に〈式〉を怒依させ、自らの立の

ままにf量ろうとしτいるのだ.
Lか/..J

その体tこf式〉がぶつかるが.名哩島硲I>ti，の体
の中へは峨い込まれていかない、主量I/iミ?量証

1
 

3
 
・t
 

深膨:r何ッ!?jli、なん"(!?
東条(GM): rふン、鳥"をttL1L1.ζ官。つ

1 ，)、そのIうな自約γこの紘iでや勺Tきたど
、・うわけだJ
深膨:r……('Y!J 
東条(GM): r.，t;;L、、。その子供ピー章者l二、二
円減。、ら点T行54k・3、・。ただし一一号れがで

きるのなら、γ寸がなj

、!IT

深彫:r (え〉
11 J J 

"lliJ、にも牛

再びfJ!Jtjが百"'こ{式》を繍〈主、今度の

{式)1，ま須波のほうへと飛んでゆく，

zt滋にぶつかり、{式}が弾tするとt"j.憾に‘
その体を縛っていた威めがほどけた1

(<.式〉を自主峻するjしりを‘茸i波に金"
句をかけていたf式》にぶつけたのである，

深11:岡崎1:、来嘉英75信1:向。、今il章。、ら
耳初出したクナイを投げるl

深草3の政った9ナイ金受けて.I/[J長!Ah(r
の形をした{式》が分解する1

深11:rら、、れやは・，)!J総誕ピ念、、、う老人的
11う11!?

飽滋(GM):にいツピ笑司T、r.....そのようむ
よとをしT、、る駁があるのか? すぐにでも泌

げたほうが、良、、の"(11'i、、。、'i?J 
深11: 陰陽師t二向。、今T 、 「締魔的~I1早>'>1 こ

繍んf白いたほうが氏、、!j

鶴湾(GM): r忠患が昆・jんのう・ 0・奇れとも、

it.脅が足づんのか?J
深彫:ムカ{笑)、f黙れYIJ紛リかかる!

鈴日I!I:l.JI[条とい1じで晶った jJで紙り裂か

れた老人の体I主、空中に散り依りにil'lえてゆ

量‘品とには何色後らなミ」

深彫:にちらL…・・〈式〉、γすが…...J --
11震カを進存Liお〈のが縛策でLょうかね・

…では、筑波さんに向。、.，i、「昨夜ilLた〈式
~t)を。 そららの糸、・11うを倹勺T〈 IfE、、J

須波・ rl1、は、'J

須i曹が切から出した〈式札〉をfIiにほおっ
て{式〉在実体化させる，現れたのはe.kな
成に似た生物で晶弘

深彫:rl:・}あえず、支の見えるE二;'1こ!J 

ふ"
号令 ・下‘{式〉が被告破って際の部屋へ

と飛び出す.襖の向こうで飛び込む限会をう

かがっていた兵の教λをなぎ倒して、{式}

が一戸、吠えた.

GM : 一方、酒を飲んγ、暗黒1豊:ピ新~えの
どころへ、小さな劫が舞い降・)i来品。烏11斬
鬼えの局に留J.'J， 'iにやらさえず勺Tいら。
烈堂:rなんぞ?J
斬鬼丸(GM): r品品、.1誕ピ丹。11.1>、11、、
ーそうγ寸か……わか・)1l1.こ......J
烈::(式}か ーピン! 紘へと駆け点す
せ~ !

1111: rだれダンナ、どうtたんや!?J
烈St:rー騒動必勺1!L'1')そうえf! 材、、Tニ
、¥威内にJ!(.，込むぜ!J

GM:紘門のとニ4の足粧が;gを止めIうどす

る。f布、、ぉ、、、持寄'i(立ら入るよピIH午さん
ギ?Htτ"ιi.さ、、γ"....
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ニ人が繊1勺の輿へと治えてから、新鬼丸は

ゆっくりと立ち上がった，いつもの笑みを厳に

張り付けたままでつぶやく.

斬鬼丸(GM):r ~ -cさT、私的 1 1.うも持ち鴻に

行き1Lょうかね j 

かなり広い中庭を家持ヲ職安たちは総へと

向かう.立ち向かう昔がいれば切り捨て、畠る

いは重量け立がら‘彼らは一心不乱に盆り総け

る.

GM 今綱、~らを迎えに来た男が、目的制lζ

流れら。

烈盆.faけええええ'1!!J 
男(GM):ふらザピ脇にど、ぺ、「述。、官、、.al.1.1
ねェぜ。給金以上の仕事ァする.al.1.1ねェj

烈蛍:r賢明11。命持、、Lたな!Jその11-替
も〈れずい走-!.I

男(GM):背中に向。、..，-c叫ぷ。fそれになお、
おれがやん'.':<-c ~お前ェらは死白ん f[ I ・Y>
過幻に設されTから後悔Lなあ!!J
曾嫁:走・jながら、「晶、、っ、iJタシどか宮うピ
勺たけど、どう、、うよとや!?J

烈堂:r.i主勺たか、 寄れl:~ ....・・ど勺らにしろ、
こ、、っァ.L<な・j奇うだぜ……IJ 

植え込みを鎗tすると.減が日の般に見える

ところに111た，烈掌‘ 1fJ螺が械墜を免上げた
その時一般のか的kのほうで治議の噌

が内線から爆発するT

曾甥:r品帯二、深苦手1.1んとJ1i.波や!J 
深彫:f須波さλ、震後円札を!!J
須滋:f 1.1、、ッiJ

現れたのは巨大主15，二人が背中に乗って
+分なほどの大主主である.

漂Ií : H員，，~守..，-c、・4うらに、早〈寺町上へ

l!J 

衛兵のサムライが何λもi')!4Jに切りかかる.

漂能志JJ査機え、純手の刀圭受け流しつつS
IrM、の動量で敏圭Jtめようとするが、じりじり
と縛され、ついに-.fJ豊川に受けてしまう，

須滋:r ilIl彰さあんッIJ 
深Ii:須波さλ町11.うを且T、滅内を見-c...… 

ー瞬、述、'11"0

そのE縄問l 漆量5を踏むサムライの人Jiiを

Mび"JJ1えて、何苦かが源事長に飛び儲かる!1

深・5よれ以上受けるEマズイ! -a令"を使
吟T、技能のブースト(ー時的上昇)-とサイ

コ口町ブースドを行な、、11"!

ぎいん.と火訟が散る!

かろうじて敵の婿撃を受ItJtめ‘相手を見極
めようとした漂耳障の燈が、.flf曹に弘聞かれる，

mと"':t二霊長られた』闘の体.
1，怖を里見すことの皐い鉄鍛煽.
彼女のBのi習にいたのは、 一慢の金槻綾1

そしτ、その手に偲られている刀.
つI;{，のJt館、続の綱玉……すべてが筑波の

天 網量万象リ プレイ

IJつものと繍じで畠る.
五桜町の古刀のうちの-lJを、この金鰯慢
が持っているのだ1!

深Ii:金制緩4目牛τは......! lかたあ，)ませ
んね、自分ピ閉じ姿の〈式}を24U下っT、それ

を固にL-C.il!.げiす…・・!

むたがr~を滑空して烈唯たちのもと《殺り

てくる，その判中で‘漆彫の依った{式}が嫌

Jnた.

~11t: fへへ、除目島帥..，-cのァゃるよどが派手
だぜi
深彫:r時間稼ぎγす。た、、uニ威カγ1.1品.)
iせん。寄れよ・)t......早〈、ヨロイのと二"1
f行かt、'l:1 J 

、都の外に隠してあるヨロ

イめざして駆け尚した.晶ちらこちらから/}jて

きた衛兵を.先額に11Jたl!l堂と官I費量がまるで
積J，tでも払うかのように切り倒して申く.

官官甥:rなんや"'{!? 金剛織がれ勺T、fIo!のカ
をそいつがj~勺ピ品 !?J

烈滋:r金刷機かI dSになんi1.1:1..J
深Ii:rどちらにせIあの金即l績は淀っTきま
す。号れ1でl二ヨロイのピニ4へe・e・..! J 

械を脱出し‘かなりの媛健全選It'‘tI/Iも外
れに差しかかった晶たり，家磁の脇からふらり

と人相障がJ)lれると、一行を追いかけていた衛

兵たちの中から戸が飛ぶ~rr.!i兵衛1 そいつ
らを止めろおッ!!}

烈蛍:r…・・来たか!J
官螺:rら、、1! Il是丹時にIl是何人間ッT
わけかい !J 

斬.IIl丸(GM): r世的中ッT円1.1、そう、、うもん
γ1"0 ~-C """J 烈畳:を且T、 「今度はわたLが
ごち奇うL1すよ、約束町とお・)1ζねJ……すら
'J l:、緑町物を4tH寸・・・…!
烈堂:rへン、、‘らねェよ.. . . .. 1 Jこ勺らも、tt<

刀圭構えたまま‘帳虫丸圭弘縫えたまま‘集i
重量が、背後の三λに向かうてつぶやいた，

烈::r二ζ1.1オレt){..・j、.や持""(!! ちょっ
ピ#えさせτ〈れ!(笑}
ー問・ {笑)
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| ドラマツルギーの民 I 

古来より、どのような物置においても「こ

こUオレが食い止める、お前たちU先に行

付リと冨っτ級事生曹破った.1:いない
(笑)

烈盆のプレイヤー1:.危う〈自分の死刑

敏行僻司書にサインをするところだったの

だ(笑}

ちなみに、この状況で畠れば、どん~セ

リフ豊富ったとしτも売の可能性はっきま
とう。

烈1:1:、ハメられたのだ{笑)

烈蛍:(長#のすえ、ついl二割，)切ったらい・}

、、や、最終的iζ勝11工、.、、んた・J(笑} 後ろ

のやつらに、「らと忘れモンが残勺H らい、や。

お腕ェら11先に行勺TなJI:哲う。
須波:r烈堂さん e・e・--死なな、、で・・・・・・ッJJ 
官鋸:rダγナ11---…大丈夫や! 死守へん
I…・絶対に!!j1:宮勺1-牟Jを撮るンや。
烈堂:ぉfl"ら11オレを設lf.ょ、、円。、ア!?(笑}
{深呼吸) 預か勺Tた宝刀を!'-波に返すぜ。

f二れアおiえがj~っTるんだj

須波:ニ〈んどうむず、・T、受付寂・)1す。

濠'E:fE.早〈行かい、ピj

新鬼丸(GM):駆け虫十三人を.ltiおうどはせ

ずに、奇的背中を見つめ"がら、f・…・、代、ん
τすか? っぃTい今Tあげな<1 J 
烈堂 r-----・ああ。晶、、つらだ今T、弱<11ね
ェ。 お前ェさえ足止めll:きゃあ、平気さj

斬鬼丸(GM): rそれはどうもj間を章、、1.r~ 
w.ども宮、.1lたよねー・・・白少でも気づか官

、うらに、 itを紛られT、、たよと、ぁ・)1すかっj
烈:1:rねエむj
斬鬼丸(GM): rムゐぬのわた1I1 サムラ
イ化l11したiJ
烈堂:r奇うか、~そいつア手前...が弱。、勺た
んじゃねえのか?J
斬.-丸(GM): rそれτ11--・・・回試L1hlLょう
か・・・・・・?J

こ人の1，7Jに級生tが自に克えるほどに凝絡し
てゆく.ぎりッι二人の)Jを混る手tこ)Jが込
められる.

斬鬼丸(GM): rそれでは… υよれが、あなた

が鈎〈なったピ宮うわたLγf。見Tぃ企庁H

IIうか ・IJサムライ化II寸。
mt:i眠宮γ、オレLヤツロ呼庇l1サムライ
をIe鋤させるγ!

GM : i郁27ウンドに移・)1す。

ゆらりと.斬兆九が動いたI flI二見えぬほ

どの動きでt.!l堂にI均縛し、刀告書長るう.受tす
きれず、烈?量の車両絞から赤い血がしぶく.

斬鬼丸(GM)にいっピ笑勺T、fどうです?
弱〈な勺11すか?J
烈堂:r気づけよ、 お前エ11最初。、ら紛えλ I:.~

1. f!勺1.お約二え・ 死体じゃねえかJ歯を
むき虫L1、f成仏5せTゃるよ ・リ

叫び立がらt.!I"I!が反豊富する.今度は然雪置の
幼いを殺しきれなかった続鬼丸がまともにそ

の体で刀を受け止め、地穏にlfIlと、はらわたの
一織と、チイチイと昭島〈小さなS誌をぶちまける.

烈:1:rオレア官、ガキのよろ、J)j主t!.~たん
だ。 骨肉~釘IfえたヨトァTえのはそんなに!}

<11ねェが、その一つが、方物はすべT、滅び

る占うlこをつT晶勺Tニピさ。Jt向よピのねえJ歩前

エ11、二円世のすべTから切，)織されら1勺T

るの5・-オレたちが殺すのはψ1hねえ。オ
レたらアそうLなきゃ生きT、・1jねえから官。だ

がな、お前」えが例。、を設すのは、間途..，1品。

苦い、f;!)う? ・・・・止h1ゃるよJ

GM:第3ラウンド入')1寸。

烈蛍に輔られた悔は深〈、遜常在ら1:fJ即死

していてるおかし〈立いほどのもので晶った.

しかし.惑に分さ主い縫子で桁鬼九は立ち、

f.!I1.量に血に~まった{現在見せる.

新.ll丸(GM):ど〈ど〈と血の流れるロもピを申

がめT、 「せ勺か〈γ寸が、ご途A~、‘f二、・ピ二

?T寸ね。 あ官「た11hたL~死体fll:官勺たが、
その死体γなければhから同ニピピいうものが
あら.二二1T来たから二聖、R..えるも的があら
…それを、牛放す.aI.はあ・)1せん……J
烈:1:rお前"が羽を官勺た勺T、無意味なだ
けた'ぜ。死体にゃあ何もγきね"んf!よJ
新鬼丸(GM):r 1>'..:たを……投せ1すよJ
烈盆・ fオレァそんなに弱〈はねェせ1
新鬼丸(GM): r鎗だ..，1、Jtぬ瞬間iで、白
今が死向と11忠..，111、、官、叫んですJ……二
l:11'内最後と共に、切づっけ1す!
烈堂:校側オプション"民袋町一撃.使用!

刀で受けずに、体で..，ら勺T、よ今らのー祭を

J己周E万象リ プ レイ

1，1;防備な斬JI，丸本人に入れる! さらに! 二

勺らのJ.t祭.e.TI1、小刀の絹に仕.idんf!.釧を
伸ばL1、新ええの甘を絞めにかかる!!

| 戦闘オプション 目
峨闘の判定は通常I敏aJの能力績を使
用して符なわれるが、それ以外の能力舗を

使用した場合、“殿"オプション"の使用を

意味することになる.

隣組なE艶明U省〈ことにするが、I体カ1
を使用した場合の般鍋オプションU“必殺

の-..と呼ばれ、この喝音、相手の全ず

メージを受付、耐えきった喝合にU自分の

全膏メージを与えることがで曹るのだ。

肉を噺らせて骨聖断つ、まさに鎗て島の

眠法で晶る.

そうしているうちに毛‘析鬼丸の体的中に媒

食うf不死必jが、刀備をふさごうとばかりにう
ごめいている.織が治る前にとどめを剣さ主

いと、烈蛍がやっていることのすべてが鯨駄

に絡わってしまうのだ.

烈量蛍t:ケ輔員丸t令
「うおおJ必多おお』必多ナ付、ツy!川tリJ 

サム予.ffこt世申面された烈滋の践がぐんと膨

れ上がるe ごきんと必かしな告がして、罪控室

t工程圭合わせる置までのど圭か量むしっていた

新鬼丸町詮が、不自然に曲がって然慢の11ftこ
来る.

斬鬼丸(GM):先企に折れた甘1:余勺fニ. .-;が、

ご11ごIrl:奇妙な膏と血j邑ピ共に声を吐き点

す。I・M ・-・楽い、でIIう""..強、'1:、、うのは、
娘、、4自J宇ピ絞うじ・うのは……奇のために、b

た1I 1生 ~ 1 きたんγす---…品なたも……周む

ハズだ・ J
烈:I:r3主う宮、オレァそん"んじゃあれエ JJ 
斬鬼丸(GM):r~的あなたを見た人が、 主主う

と官勺1~宮t:1<れるピお忠、;ですか? ゐt

たもわたtも同じ、人投Lの棄を背負勺Tいる

んですI…--J
烈:IiI:: r人が見Tどうだ..，1関係ねえよ。オレ
ァ"、弱〈ならねえた由に鮫..，1;ン1'=。お前ェ
h1ェなヤ 11ζ…---負けるわIjI:アいかねえ
のさ・・・…!J 
新鬼丸(GM): rわたLd'…・・あなたよ，)強、崎、
らですか・・・・・・?J
烈堂:rお前ェに負けたら、オレ11弱〈なっちi
う・…もう、あの二4みTェな忠、・を寸るわ1t 

1:11、・0、ねえンだ、もう …・二度Eな l 



そうさ、オレアあの時弱かった。弱、.ゃっァ伺

5れ1b文句11宮えねえ。 が々、強ければ伺を
L 1b、、いのか? 、、や、それも途うl 弱〈
ねエヤツIIけが、何品、τきるの5。特〈な、、ニ
ピE法、 ' ':~I1途うのか? 奇うじゃねえ、それ

はお前Jえを見TれI!J:<わかる。だから・.. " .お

前ェを殺さなけれli二、・や、語llfさなければな

らねえ。オレ11・M ・..bう弱〈なるわけには、叶、

ねえンfl.t!!J

録後のー戸1;/.絶叫に返t、ものだった.その

戸に愈援を失いつつ畠った栃兆九(;tjE気を

取り戻し、干にI!iった刀を筏りよげ、1里中越
しの/:.'[:堂の脇に笑望書検iそうとしたi

GM:斬匁丸の.oc祭11、戦"オプシヨン鴫鈍殺

内-奇祭陸

烈s盤量:ニζτ止められれlは!あ勺" ダ〆一ジlはi 
14 舟点~'1!! 

GM: 新~えは"活カ"銭リ 2 点でなんピ品、耐

1111全両1えられ‘事時虫丸の魂が'iW<ほどけ
てゆく.完全にi問えるー幌高品、烈掌は、新鬼丸
がj事<n!，とをゆがめたのを見たよう客気が
した.

烈堂 : ;荒〈ー息つ、、T 、 f~量イム<'ら、 、 11唱えT

やるぜ……南無Ij

一方、先を~f.?(

'1'へと人っTゆ<.
しているということはわかっているのだが‘さ

りとてヨロイなしで喰える轟I手とも思えal~o 
t:lIf 

2Eみをかき分け、その換の地!誌に須波が乗
り込む.

市i経に魂壷穫とし込ふ銀波と出H孟一体
となる.

伏していた鍬を上げると‘深膨と協銀の姿

えさったあi'!! ニっちからのダ〆ージ11...… がHにλ>.1.

11 )点! ~~τ. ぞの符授に一一
烈St:11点だピおy!! し死自治、品。;t!1 

ょうtゃあ YI "if;カ"1点IIけ残勺たあッ!!
4えのラウンドKCEれI!このラウンド与えた"重

傷"と"経傷.がヤツ的不死滋γ回復Lらiう。
今Lかねえッ!! ..~令 を使 ..，1行動を;abu !

f最後た¥行〈ぜえッ!!J

総壊に刀を刺されたままの罰償が、さらに鎖

をI!iつ干に力を込めた.その力が甑FJJまで逮
した啄'/111".…ぷつんと脅を_tT.て、事面鬼丸の設

がちぎれ務ちた1

烈st:(米、、息を~え，.(が勺 )fどうだ、ぃーー首・
を落とされる気持ら勺Tえの11?J 
斬鬼丸(GM):械に立ったij'・がいや・'Jl:笑みを
浮がベT、「一度やニ皮γ11J，・J1せんからね、

二的経度なら j 

烈St:f奇うか、~なら その先今1>広ヤツを
教えTやるせ'リ績に庁足を余せT績を持、'1

.. ."・1

磁を踏みつぶされた斬鬼丸田f魂jが串ら
りと浮主上がる. だが‘その~の漆さ串え‘ 穫
は街へ砕つては行けなt、.

不死:t:i.が体を凶生すれば、魂f主再びその体

(::/Jtるのだ.

烈滋;法師n1修行を検んだオレ1:11魂が見

える! f宮勺た4、キゐHkHピIj法術の
{魂返りをff'.{う! ヤツ的魂を!t世から泊

L去勺Tやるぜ!

GM:脱走組んγ、すら・}ビ立勺た金即l械が、
gたらを見Tいも。奇いつが・・ ロを、 M<! 
{……，.(るほど〉それ1){..深野が:....勺たヨロイ

ピ、、うわけかJ
慣嫁:ft、なんや111 金制械が …ロを5
〈ッ!?J

しゃべる金剛機 . 

4婦の魂柑じた金鵬u、たいていの
織合遭用の慢を考えて、配備、感情豊封印

される.鎗果、主人の命令だ吋畳間〈忠実

な.械人商事が生まれるわけだ.

自..を縛ち、ロを曹〈金附・U、非常

に義肴な例と曾えよう。

須波: よッ 、 ヲロイ太刀を抜、、1~脅え1すッ!!

lIiI:ウチも背負勺た八連斬甲刀を織えT…

深影.ら主勺ピ4寺勺1<Il~、、。 二人を制 L1 、

ー歩前へ忠l"".f~'ぜ一 一わたL的名前を知
っT、、品。J
省官書:晶、そうか。深彰11ん11形式若やさか、¥

%，前が~"られ Tるわけはあらへんのか。

金剛俊(GM):疑問にt九千えずに、f…・どう
だ? 漆神卓弦I・}も、巧〈ヨロイを作れたピ
、・う白信11晶-!>o、?J
深彫:r千九そんなよとは……IJ 
全PT償:， ~GM ) : f殊勝なことを君うものだt、
木偶人形J

II錫:ニ人の"'1二帯)..，1入-!>"I.f何 何宮
勺Tんのや、このIfラ7:911!1J
深自陣:信銀11気にも止めずに、f黙れ!J叫ぴ
1"t.fS歩前11・・・・・・何若‘ノ!?J
金剛織(GM): f何斎lこ…・・見える7J
深彫:f金制緩以外のなんだE… υ言うッ!?J
金剛織(GM): fず、、ぷんと……つれ官、、物
宮いではt、叶、 j 

漆影:!『

金剛複(GM):にのわたいニ向かっT、そのI
うな官、、単l: I1~. .....J 
漂膨:f奇んな . . . . .γも わたL向島前を知
っTいるのはー一 知..，1いるの11'y!!j

震える拳を鎚りしめながら、漆影(:/.、その人

の名古書を呼んだ.

二段と呼ぶことのなかったはずの名前を.

.ぱ£

深~:fo、、ノ・・・・・・串#;繰......ッ!!J

番滋(GM): 、、な お前i二名前を呼I!

れらのも…・・

II鋸:fカゲン1.. ー深野11んの釘師匠の、ilii
#.. .. . ."'"~tI1J 

深彫:f串残雄……あなたは、修Ili量iζ怒らた
か・…γ!!J

香弦(GM): r魂さえ銭。Tいれば、 hf二L!1二
こにある。ニの不死肉体γあれば二号、陰陽の
従術を絶<1"I，探1<できよう・・…J
深彫:二人E、容技4最との聞を.jU皇が泳n
..，. .fそれで・・・・、、勺たいどうなさるおつも'J宮
内γ寸J
番弦(GM): f陰島内遂を~品以外l二、生 ~1

V骨〈意味などがあろうか。昔、宮っとであろう?

わたL!1、除嶋崎1の終わ・]なさi量を、行けると
二ろまでゆ〈のぞピ。 そのために生~1いるのK

~J 
深彫:fならI!1 ζの二人11、でうか見J&L1 

須波:f深彰さんy!?J
震錫:fうちはアンダを見捨11.il!.げるつも・}な
んかあらへんでJ
香滋(GM): rふン……そのIうtつiら官、、岩・
たら相手に、4やが、、、、ょとん'なJ
.銀:rつ1ら官、、や1!? ウラタリ人形に宮
われる筋令、‘11弘・、、hァ!!J

GM:官録的声を聞いT、"'"技はその鉄町仮

面的典。、ら、<<' i勺fょ笑、、声を響かせiす。
官官婦:f何が 何がJ;かい・ッI1J
香弦(GM): fおかL、合。わたU:人形ピ噂λ
IIニピがな。ならI!聞くが、お腕たちの憐1:¥・



る寄れ j 

深彫:r春主主鎌晶、パリ
寄滋(GM):[1 1う、深~。 ニの倉たら11知らぬ

のかj

漂~:r……j 
香弦(GM): r者れは……おt.l.r，、・J
曾錫:r 11ァ?J
香弦(GM): r長年hたLの脇1:、、Tふつい
ギそのIう(i411111無縁だ今たど、・うのいな。
今のれ前11号のように感じると、、うhllo、。釘

tll，、、、おt.ll，、、ギJ
深Ii:r守れ11.....ッ!J 

ついと、金樹被がそのFを深草壁の/jへとI匂

か。て差しI}jした.つぶや〈ように、歌うよう

にことばを織ぐ.

香弦(GM): r ~ I>"""来、・。 調べTや4うτ
11官、 、。、J
深彫.-Ij>..一 前tニ出1寸。

慣錫:f深草手11んγ!!J
深膨:1It銀5んの声が聞二えT、び〈んと足を
止1>1寸。
調波:fJt.，.漆あさん・・・…奇んなヤツ町宮う

d 

二1:1こ延hされら令1':"".: "J !J 
深彫:金嘗Utl:向。、勺T、「アンタ町宮うどるこ

1:11.. .・・うららにはサッパリや!J 
香滋(GM): r'.(1こ…..深，301人並んじ恥ず

かい、なピピ思うTいるようだからな。舗ベT

や4うE宮うT、、品円だよj

s銀:rそれがどうLたァ! 深彰はんはうらら
とらイピt.:l:.hらん、人ゃんか!J 
番強:r < 'Y<ッ…・・人品、。ニセモノの体にニ
セモノの塊、ソレを人E呼J):f，)、。二HI1J;t.L

4、ヘおt.l.r，、叶j
管銀 :Ibn，、深~的方を且品。

深膨:カな<....・地面iニひYをつき1-'".. 
番強(GM): rうそ1':1:宮うのなら、寄れの耳，.(
，)、絡むづ切，)!'tl:l，みれli.t、、。そうすれI!

11 ..， ~リ LょうJ

情銀 f奇んなよと…・・できるわけ官いやな、‘
か ・!J 深野11んの方を向、、T、 「深~11ん
“・ウソやI，? なあ、アイツの宮うどもニE、

金書再ウソなんやI，?J 
深Ii:r......J 
s;s: rウソや1>"J!!j-6¥技l二紙リかかるyl
須波:持今た1 ..気令.を使っ，1lt嫁さんに

「制リ込jんT.ょっらがえじ斬・]かか・)1す!

「なんぞっT関係ないyl 深野さんは、{量的、

僕たちの大事な仲間なんぞy!!j

巨大な刀が金調闘機に当たるその瞬間1

深影:rやめ，i.7!!J
須滋・ やめ1すッ!{笑)
深膨:r.tf.殊嫌に4与を点そうピ古うのなら・・・…
bたlI1.....ゐ，.(たたらを、あなたたちを…・!J 
慣鎌:rナ、ナニ宮うピんのや! どう#えT
L、アイツ在勺ピんγ!1J
深Ii:r奇れでも! 奇れでも j 

ばたばたと漆膨の目からltiちた涙が、土に
しみこんでゆ心

官銀:f今度I!O、，)11、漆苦手11んの宮うニどを
開<h11l:11、叶、へんl 深~11んはあのが
ラ79にI.: l~れTるンや叫!J t.う一度、 斬リか

かるでッl

鍛錬の持つ大刀一一ヨロ1mの小太刀を改
漉した11齢制jーが、ゑ鼠綾ゐA事きし
た{式}を切り裂いた.織の中で見たのと同じ

干ロだ.

曾錫:rなツ ・!!j
GM:轟#:11、{式}向後4に立勺T、f木偶人
形にtづくサルがニ匹。深草手I、二、、つらが、、

なければ、』歩約I1hf.ょLの1.1:へ1it勺<<品。、

官?J
須波:r漂あさん一 、.、・んですね、、、、、ん
Ti'よね・，ーー..J
深'E:;事え1せん。等えられるわけがない .. . . . 

官官銀:うちは斬，)かかるγ1 fTゃあylJ

動いたようにJlえ主い金鰍織は‘それでも

fTl録的輯耳障をかわし、切り返した?
胞を施し情豊富が倒れる.

香弦(GM): 常甥のJ.t~書 白4*'.(O、。たかのよ

うに、fさ晶、来、、。漆m1:宮勺T、深苦手に手
走法L仲ベ品。

深Ii:どうLょうもな、、ピぃ。たひとんで、雷螺

町方を見Tから、卓抜様を見上げ1寸。
番!i(GM) : それじゃあ、~が且たものい丸が
村、 、τ、「あ晶、あれがA~.tJ.'、 、E、お前も納得

はしな、、品、なつ なら1[". 争、斤づ11，や4

うJ
雷甥:.11，めいT立ち上が・}ながら、r..…績が
放される yちゅうねん! 設が死向ツらゅうね

ん! ウチは 絶対に負けへんγッ!!た
勺たー箇古Tた〈句、、γ天狗iこな勺E司たら療
、、自見るで;t!!j



fどうか立?}とつぶやいた金剛被が‘申ら
りと動いた.E1で追t吃れないほどのすばや

さで宮I螺に肉縛すると、手にした刀を接るい
常費量を襲う.とっさに/.，ち /;Ifた刀で致命織
を負うことは避けられたが、それでも切りつけ

られた筒口から取がしぶ心

須波:rごめん、深鯵さん ! 常減5んを
見絞いこ11-r~生、ぃ・ "71 J ~宮勺Tから 、 r ï

やー1 {:葉町一撃を受 1 1"'1み~-!!j

"f，t(合"を入れたー聖書に加え‘GM町ダイZ

Hがとことん議かった{笑}
獄後が、ここそ・とばかりにヨロ4太刀の

接見連発で鮮被させる1

さすがの金側栂もこの-.はか主り幼い

た.

背中に大量〈亀裂が走り‘淡町'の奥の縄械

がのぞいTいる，

深Ji:r o、ツ・・・・・.tf.it.・... . J.是……ylJ
GM・.tf.itli深苦手に向。、勺.. u少しをよで持つ
Tぃtさ、 、。 今、 片づIlï(るからJ~宮勺T…

. ..ヨロイのほうへ飛びかかる!

須波:止められな、、yl 受けたダメージ11ヨ

ロイに4点、白分に2点入れiす。白少のほ

う11・・宜イ語"に入れTみたづ。

GM: ・・重傷" は 「骨折1た11~量の出血を伴

う偽Jf!。骨の一本も紛れTるね(尖)
須波:痛 〈ないのか、接令中江から。

ーーーーー-=1・~iI''UItJnli;，~.，...  

縫合している状態でヨロイがずメージを

受けた喝合、上記のようにヨロイ乗りがダ

メージを受けることも可艇である。

ヨロイは無自白だが、中のヨロイ乗りは

死亡ーーそういったシーンも演出可能宰わ

けだ。

ちなみに、中でヨロイ乗りが死んでしま

ったとしても、縫合中ltヨロイの明舗に鴻

が移されているので、すぐに死亡すること

はない。

ヨロイから出ょうとした魂が、肉体に戻

れな〈なってしまうだけだ.

雷銀:織を T立ら品有馬P滞
~I1ん.つ あjl町、うら 、 深f~I1んに.ft初会

うた~~ 、 なんや冷たい人や'.-品 ..，ï足ピ勺

't' 

.r 

たんや。1?-r人形みたいやT、そう忠勺fこン

や。 γもな、漆務11ん 、 今まで./<1、・ï~ï(れ

たや4つ うちな、ホンマ、うれしか今たんや。
ぞから、務彰11んが…・・・ナニモ"/1，.."二ni
ふうら、 司れはそれτええと，~う。 …・-うちは、

ホン7 にうれLd、勺たんや。I!から、ぞから…
…漆f~11ん 1 そん官ヤツのとよろに行勺たら

あかんッ!!J

、

番強(GM): (無-itli)r姥念式:勺たよ。ぉm

11- .ftお傑作だ勺たJ

ゆっくりと、申っくりと金鱒綾が刀圭怒り上

げる. 刀の先には涙告漉す漆量~o

その刀が一一般り下ろされる1

深Ji: υ織から<<:、、た刀7・e・e・-斬'J.i星Ll
寸>'!! “気令を20点後今Tダイスを緩勺T

fI/，銀の叫び告績にl蹄童、 2守主主が1
'
Iぴ‘ i!I!.園陸 … ・・!!

tこ1尚t、かける，

番強(GM): rふむ… 山線めが何か宮..，i
、、るようだが・…・どうするね、深苦手? ・・・…わ

たLからも附ニう。嫌がるお訴を無法lこ連れTゆ

くようなことはLたれH.:、、。、ら'.-Jもうー皮、深草9
1ζ手を差L仲べT一一「さ晶、来、、。深野…・・ j

深影:r卓抜.jl....，・あなたは半年前から……
ずっと奇的~-r つJ
番!1i(GM) : (うなずo
深Ji:rγは どうLï 、 寸('1 二反 ..，ï~ï l1

〈ぞさらなか勺たのです .?J 
香弦(GM)・「その民主、がむかったからだJ
深Ji:r/，11ど......hたLはもうあtたIリ大事
官ものを見勺けiL1った....~う .....'lAれな

J
 

• • • • • 
、、
香弦(GM):長、、沈践。「 銭念式f おぼ
えT、、るか? 昔から、失敗作や、虫来llt官

、‘をわたLd<どうLi、、たかj

深彫:(はっ~'Æを上げï)rお領、、γす4紋
様、 問、ぺ<I!~、、J

飛び込んだ潔影がT守5立のtE車両一-~If{，澱
;.，.;;:，f. 

の動力である〈心稼}が内品産されているーー

を刺し貫いたl さらに刀の柄の引量金をヨi
色{鎌〉告鮮裂させる，

金総慢の左のCf，から五I口までが吹主飛ばさ
れ、織11・と共にt;;，砲がI也に務ちる.

GM:串itl1今町ダメージ音"1f.t"..ダメージ

ピLH:け止hlU二。Lうー惨あるぜえ! ぃ
勺たんは地面に倒れん*itですが、 申ら・J~立
ち上。付、r...…わたLIこ刃を向けたな、漆移
…・JそしT、残勺たお手γ刀を鑑・j、漆J5に
襲いかかる‘パ 「深野えええええi..'7!!j 

曾娘:"気令 UUt..，i・剣リ込み・・や! rそ
れゃあ品川!j

11]錬の)!迷析時'7Jが、管4主的自同に深々 と突
き刺さったl 省銀が騎を掠り込むと、/{発的

t珠》が同時にJ:t;裂.そのすさまじい磁波カ
に、持弦の腕が狼こそf欧量飛tまされる1



_11: fせ~i. ._ノ……ぜえ'Y•••••• J 
須漉:接令を綱、、T、ヨロイを忠T雷媒さんピ

深野さんのとニ'"こ駆け寄・)1すI fらッ、1It
螺さんy!!J

GM:駆け寄4うどLf.ょんf:，1ど、地面に足を
下"lf.ミピたん、志足にI}~'入、な(ï~、〈ん、

ビ晶、、‘勺T転んじゃい1す。
須波.えつ 何γ.. あ! "茸iJ・¥ ・争ご

4殉みが.勺τ~1 うう。

雷錫:アグラをかいiJt面t二鹿っT、fl1、11

11、ウ千、E事.."ょγj

須波:f 1官級さん! n、すこ九、ィーですよう
" "・j

曾銀:f伺宮うEんねλ、IJ!.波。、T、ひど、、け
がゃないが......j 

須波:flil1、弔うです11'"…J

笑いながら須波が薗1をtげると、都のhーか
ら入量2が近づいて〈るのが見えた.t!l吹だ.
そのJ:/にi1のない死体をt担いで‘逃臼に色i組
だらけなのがよ〈わかる.

烈堂:f .tおj
須波:f鼎1;::~ん. .・ e ・ .ß' 勺たよJ

烈堂:fああ・-…たいLたもんぞJ(ニヤリ}
雷録:fうちが…ーやッたんやj
烈堂:rよ〈ゃったな。やるじゃねぷかj官、‘な
がら、iU量された金剛織から刀をir.1i:勺T、
「コィγII。ζれγ三本8だ'iJ

曾豊富:fダンナのほうふ終わ勺たンゃない…J
烈堂:r品晶 、 iァなJ ど~，)t新.l!L丸の体を\t

螺の目的前I:i'ttす。

GM:甘の切断面で11、奇の先を4霊Li.量がう
ニ'めいTいる。

烈盆:震域に、fl歩前;r.が前に宮勺Tた、不死

怠勺Tへ'ツだ。 …・ ~H.i，?J 
曾甥:らi司ピf.:ll;fえT、f.. 。うらには関係
晶らへん.tJ
烈st:(浦足げに)f .t(宮勺た……t章、‘ぜj

烈堂がflJを轟iみ、"c合一閃すると、新鬼k
の鐙体が理Eえ上がる，it絡を修めたEのみに
使flIできる筑俸の効u!だ

烈堂:金刷機を見T、「ニ、‘つが#ゲン。、、‘J
深彫:その脇lニ.!l・).i1Iんf、無官f寸。
官官銀 ;事務11んのとこ'"ζ寄勺T、、今T、f漆彰
11ん……大丈夫か? 漆あ'1んのおかげで

ヨミ 腫 万 象リ プ レ

紛晶、勺たわj

深Il:f......J 

須波:f深野さん、これから..・ e・-どうすもんで
す?J
曾銀:「何宮うEんのや。決1..，i?h。ウチら

どiた、一緒i二来品ンやI，?J 
須譲:f来T…・・・〈れ1すIね?J
iiill :下を向、、た11、rhたLi1...…人閉じゃ
・・・…官、、んですよ。わたLi1'"…j
曾錫・迄..，i、f宮うたゃな、叶、。うらは、漆軍手
はんが村、、 ï~ ï( れたから、 うれ L~、勺たん

や。だから、2草野11んがなんであ勺たかT、う
ちには関係品らへんj

深Il:'Aを……上1f1寸。
須波:ヰを差L忠LJ.す。「符HLょう・ 一緒

にJ

おずおずと、しかし緒方・に‘潔影の手がfIi
波のそれに重ねられた，

潔彫:f来的 主ERAtrtたね、次11J
須波:fええ。行HLょうIJ
烈堂:fそう、・や深務、 いつか宮勺Tた f生~?

愈味j勺T内11且つが勺たのか、・?J
深膨:f……ええ、見つか・J1Uニj
烈堂:f氏。、。たじゃ品ね;r.O、..・ e・.J

それがたとえかりをめのものであったとし

て.人で晶るというニとI:/.、佐世る怠a~に向か

つて泡むことで色ある， それに~-(が1れ、たと

量.彼女は、人に近づいたのかもしれない.

」島司，.・ι

次(jjJ.天総般皆伝f海妖jを話回して待
τ1 

GM回懇録『生命」のころ . 

ここまで御彫の活憶があ寧り~しこりャやばいというコトで鋼彫のおE置にしてみた.しか

し、今回で.~の目僚が進成されてしまい、これはこれでやばいというコトになる{笑}

金剛舗と言えば物言わぬ覇軍関マシーンなのだが、それではつまらないっτコトとJ・III合"
が檎げないっτコトで、深神香幻の魂が入っτることにしてみた。
金剛健にし。べらせたい『潔神香幻の魂というコトにしよう『喬幻U修積だった

と奮う風に漕想が進み、会陽線f過幻』のロールプレイも固まる。
また、f宿徹Jとしτ図舗を作った烈掌にも答えてやら章曹ゃ章、と思い.斬鬼丸再.喝っτ
コトにした.

「陰綱術っτ何でもで曹てスゴイなあ(笑)Jとの考えを紙たにした固でも晶る(笑}
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第5己責 E 

船@出窓い材

./1を綾けると、娘蕗Iの重量の曹iれffl;・ら‘豊島
め〈本語がJlえた.

~...，~.( c.. 1.1''-''(1' .・，…
総鮪州婦牙f!J/J1大の湖.IF台潟で串る.
湖とはt、え.その大きさは初当のもので‘は

るか本平線の向こうに絡が昆えないほど，

官官銀:fひやF 、た、、Lた湖ゃなみ、1るで海やJ
須波:fニニに e・e・..二円湖町広に、回本自の

刀があるんてすn......j
言~1:A:: fあ品。だが、て二、、いこあ晶品、『τ;r.の
は、サッパリだ。i、、1.を下れ.1'*すが品るらt
、、ゃ。1:，)あえずはあ寺ょγ、t量γも問、・"(J与
Iうじゃ11えかj

近づけば、砂浜に1;1.鮫が抜べられ.織が干

されている.漁村で晶る.一行1;1.[((を干しτ
いた付人に8ね.小高いri:の土の織忌の家全
訪ねることにしたa

ク

， ， 
@ 

GM:小あ、‘止の上にあるのが、網元の来γ
寸ね。

須波:じゃ、砂浜tニヲロイを4自由T、夢、、，H
H寸γ寸。
烈:1::fオレァここγ、且殺・}がTらに一杯や.，
，61->。 お前三ら"('H勺"(~/ij

にやにや笑う摂慌に不満公立豊臣のUl様だ
ったが、給対文句は11わずに鏑孟の家へと1/1
かう.腐をたたくと4!，'人が薗iをぬL.， 中へと1(1
いて〈れた，

綱元(GM): fliう、採のお方γご芝、、i寸か。
たいLたも"((i LI J. "(' Hせぬがー…J
官官錫:fええよ、品1')Ja.iIH史わんでLj
深彫:fそれよリL、網えどの。ず、、43んど活
気i二五章、、Iうでごさ¥叫すが0・・日?j

綱元(GM): flJ.ァ、それが実11...…j



その時だったaど"ん、と‘地皇軍聖主に畠似た

巨大な音が、 ~fdを震わせる. ついでびりび

りと戸桜を震わす銀動.

須波:rうh今!j
官官銀:r官、なんやァ!?J7トに虫Tみるで!
GM:止からは湖が見える。哩の水面tこ、大波
…・いや、浮波II'J.'。決の方に向車、勺1(品。
須波・rL'"，Jt皇1Jl:叫んで、駆け忠Llす!

省銀・ I~波の周を ~Iつつかλτ、fアホッ、危

古いやろがY!J
烈:1:J歩前エら、オレの，¥:記11なLo、i(，，) 
GM:宮..，1る問に、波は決を!t..，1清えT、、
Hす。ど5.5.ざざーλ……II正ら<L1、立を

金..，1<-!>l.1量的.H'。
烈堂:rやれやれ、ひでぇ自に遇。f，ぜj
'銀:(網えにHうちらの迫れやj
須滋:rL"l， Jt111平気ですかっJ

烈:1:riJtされちゃいねェ1.安化L'"'J
GM:中に水入勺らやっT、投'*'寸品l:~に砂

がじゃ・}ピゃ・)Lたリ11するかもLtllせんけれ

どIl(笑)

須波:あうー{笑} あどγされ、・i二婦伶L1や
る。、ら、 4寄っ11お〈れよ、地主(笑}

深膨:r烈堂3λ、何があ勺fこのf寸つJ
烈堂:rあんたが綱元庁、、……、‘勺fニ、、、あの
どで11ぇ，<ケモノ11、なんIl..，1んだ?J
曾甥:rl正、パケモノ!1J

烈盤:r品品。島〈れェL品るγ勺11ぇ化1t~ン

が、潮の真ん中τ由民ねやが勺た。おかげでよ
のザマ1J

ーー、， . . 

‘ 、.... 
電

u 
~..? -
.，... I 

d FU  . 
， '. 
b-T 

• 

説明を5/(められた綱元が‘頭金綴ってゆっ

〈りと‘答えた，

のt

綱元(GM):ri禄rゃ 岸白の主4最が ・
・・・お畢れに'，i，?とるのじゃ 0・.J 
'錫:r 11ァ!1J
深，，:r問、、たニどがあるわ。洋白湖には主ピ
呼ばれる何活。、が、・T、氏〈靖れた自l二11沖

令、'1ニ小島町ような背中がたゆた勺T、ものを

見るこどがγ~-!> 。 でも、畢れるなん 1t~I1問

、、たこtd'......J 
綱元(GM): rはみ、それt..;.た月Iiど前1-(
の%。ニニのとこ4是に主嫌が葺れflLll1'-'、
村のものに4主導l-(;I.¥-!>始本.. . . . .それゆえ、わ
しら11.i.!.に忠ることLτきな、、町γこ'y、、i寸J
官官鋸:r 1、、吟たなあ、品んな縛子じゃ湖に潜
るよとすらできへんやな、、。、J
綱元(GM):rl.l.? 潜る…・・とはつJ
須波:(小声<1r... 官勺らやっ示、、‘んでL
ょうか11ェ?J
官官銀:r別にかめヘンや4。マズ、、ニピがある
わけでttiLJ
深彫:r実は、わたLたら11、あの湖の広lζ沈
んγいるか、う給を、探LI二来T、、ものγ寸。

正~ 1 ;I1、奇内紛の荷を、 γすけどj

綱元のけげんそう主IJII.

深膨:r例。、?J

綱元:r、、やのう、ふた月11ど前によ町村に来

た恋人ふ同じIう官二Eを宮うピ勺たもんτな
め・・.. . .弔う、.えば、あの本人たらが村を虫Tか

らのよどじゃ勺たど思うTな、主嫌が轟れだLIヒ

、、
ー・，

• τ 〉":・山
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のが.. . . . . J 
一同:r!! 

同ぴ家の中へと入った一行は.rふた円高温

の客jとやらの，活を尋ねた.ぬめた員長をーロ

すすってから、綱元t孟ロを関心

車問元(GM): r hL らも柊L、、よとを知勺Tおる
わけ1'11'.、、円γすがな、ふた月前に村へ*

T、同rょうlこ湖町広にi>tん7お晶、昔のお殿
緑町船内I昔を問、、1@勺Tお勺た倉がWI1L
Tな そう宮えli、あの方たちが村を虫T、

安を消Lたあピに主4まが畢れるように世「ったの
た'ピ、、うニとを、ニニUiら〈の経紛のせいで気
イ〈聞もなか勺たのですが......J
宙皇軍:rそれっ1..・e・.J
烈:1: r問主主、・ねえ。rmz探l1f.こによ主ェね
えや。自然、ほかの領主L動、、1-!>勺Tコトは

予処L1たんぞ。X<ほどじゃねえJ
須波:r号、それtr主jの畢れTいるのには、
ゃっli・'JI閣僚がゐるんでしaうか?J
漂，，:rτtょうねj
須波:rじゃあ、刀1.1.もいう、Lたら、もうほかの施
。、の手にit..，1、、るかも……!J 
烈盆:rピ司らにlr，、ぃ。ベん繍ベTみねえ
よとにはな。網元、ニの材で、、ちばん、潜リの

途倉なモンでも J 
??(GM):r五十年前向綬披の船でLょ?
無11.無捜、号んなP骨1γ潜れる人なんT、、、や
Lな、、hJ

-/u/が繰り向くと‘戸uのところには一人の
少女が立っていた，長い症の歪から本を泌ら

せた少女は‘間人に狼較的な口を向けて‘こ

とばを続ける.

少女(GM): r村はずれのlic!緑が宮吟Tた
わ。沖令、、lこ船が沈んIlci/J、・j町二4、何人

もの人たちがせめτお宏司，C1τtm上げよ
う..，1頑張吟たん吃けれど、総1<'たど・Jつ〈
ニピはJ;r， ()'，紛の姿を見る所1-(寸ら潜れな
か勺たんだ今1J

官蛾:r? 維や?J
綱元(GM):rhLの孫娘γL1官、砂荻ピ中L
i寸..・e・-ニれ、砂夜、』歩前c11た、決1-(1争q
T必ったのか。危ないから気をつ1Ir，t品れほ
ど・ j 

織広の小uに対して.砂aと呼ばれた少女
は遂に.怒りすらはらんだ8でにらみ返しつ
つ.叫んだ，



砂夜(GM): r何宮勺Tンのよ! 父らゃんど母
ちゃんはアイツl二校5れたんぞI i幸せるLλ
かl あきらめらやっ1?1'いらゃんもほかのや

つらふtfいっきら、・だッ!!J.。…叫1/終h品約
に、きぴ寸を返l1外へ走.，1、、勺ちゃいi寸。

須波:r品・・・・・・リ
綱元(GM): r主禄が轟れ忠Lたときに、波に
皐かれT沈λli紛11、hLの息子ピ且子町鎌
……品的手丹両{.t"(L1 ，.(。寄れ以来、毎自

のように1判こ降・)1、主謙をにらみつける毎日

ですじゃj

須波:みん，.(に、「かわ、、そうτすよ。何ピかL
T品If1Lょうよ!J 
烈::rUI'L、あのγかさと'。 どうLI，勺T宮
われ1t笛勺ら1う.h'u.j
曾銀:r鈎・j上If?1.hけにも、・かんし官ぁJ
{笑)

須波:r深草多さん? 地主5え、海軍手さんの作
ったヨロイさえ品れIf':iんどか・・…!J 
潔彫:r......J 
曾甥:(みされ'AγHあんなあ、、‘〈らヲ口イだ
から勺T 、 γ~?コトl::nへんコトがあるンや

γ7 ~昼、、けど、今回 I.t:かい 1"(~へんヨト

のほうやJ
須波:rそんな……j

咽-
敏訴のの

1.!1盆:r~1、官んにせ占、托i二問、・た大絡が

;;tんでる勺Tェ場所を凝らねえよピl二ア、どうL

Iうもね兵つTワケ品、j

世銀:rぞい主、¥ホンマにその船日、〈だん
の刀があるかどうか寸ら、 hからへんのや

ろワJ
烈堂 : rl>ゐ。 今、 11勺 ~')l1るのは、その船

l二宝刀町一本が『ふ勺たjコトだけI!。ほかの
稔かがま刀を様LI二来T、それ以来湯じゃあ

の化けそンが畢れるIうじなった。正畿、今も

晶守二に刀がある勺T、、う保鉦11ねェ'.(J
須波:r漆あさんの陰陽術でどうl二かするつT
コト11でき世、、んですかっj

深Ii:r場所を採る程度ならγきるかtLれ1せ
んけれども……1、そニから始め1h1LょうかJ

がらり.まだ少しj怒ったような表情で、綱元

の家に砂夜が従ってきた. 111&甚になって./I:I，~主
事をしている凶人にけげんヰ鰍を向ける.

砂夜(GM)・窓たらのすf隣l二度・}込んf、興
味it々 .，1処t('U・)()、け1寸。「ねえ.1 iん

、
・--‘'句，

ピにあんたたら、湖1二滑るつもザなの7J

烈盤:r面倒 y具えからtぁ。γきれば楽lζ済
1L1エピよろだが'..:J
深彫:rそれiζJ ~ら 5らとfLI:(え}を曹、、T、

実体化5せ11"or探L物だfけだ勺たら潜ら，.((
1tγき1寸L、ねj

日を丸〈する少女.当然で畠る.小さな村

の少f<などに.陰陽織をE1(こする綾会などそ
う畠ろうはずも立いのだから.

砂夜(GM):r......'.(に、それー..J 
須浪:r品れが僕たもの、典的手~ !j (もの寸

ご〈得意け7

衝に浮かぶエイのよう書姿をしたf式〉は舛
へと飛び出し、減へと向かった.

《式》と《感覚結合..  

〈式〉を組む渇合、その能力の決定のほ

かに、{感覚結合}をするか否かの遭択が

晶品。

{感覚鎗合}とは、文字どおり{式}と術

者の感覚を鎗合することで、これにより

〈式)11命令によってではなふ術者の愈志

によって働かすことが可艇と書品。

ただし、〈感覚錨合}をした{式}が制限

時聞を迎えて分解したのでU章〈、何脅か

によって磁担されてしまった渇合、術者Uそ

の精神にずメージを受けることに(tる。

御彫:r広11砂が阜、、T、、T、あ1・J見通1I1
良〈あリませんね・ー…J
砂夜(GM): rねえ、あの人、何曹.，1もの7J
須滋:r今、 5っ5の{式〉γ、湖底を剥ベT、、
るんγ寸IIJ (ものすごく得意lη
錫膨:r今、だ、、たい湖的中1¥;あた・}ですがり
“ 1だ、なにも布。、L'なもの11見守品、.)ません 0・0
.・・j

砂夜(GM)・r(式)? 1IOベる? なじ号れ、
奇んtコトができるの7J

須波:r当然ですII なんfょっT深J?~ん11 、

天才陰陽師なんですから!J(ものすご〈得意1))

御膨:r鈴? …...itう、二れは泡給品、何かτ



すね。ぺr、~i:ん古、ものだけど、関係はなさ
そうγすj

砂夜(GM): fアン 9j~ 1.. さっき申、らず、 ~itん

と偉そうじゃな、・のよ。、.勺た、、、、〈つなの?J
須波:fえ、か、数え-r+四7すけど……J
砂夜(GM): rじゅうしィ? なァん江、あたLの
ほうが年上rゃな、、町。アンYね、年上司人口
対l1ず、、，i:んな態度じゃ…・・・J
御膨:f見つけた! かな・);えさt紛γすリ
須波:rえ、;.，見つか・)!lたか11J(込げるよ
うに御彰に寄勺T、、((笑))

御影の鏡界には、E大主総が見えている.
近づけば水ごけがその船i与を覆い、ところど
ころに見える木切れfまぼろぼろに約ちてしま

っτf・Q.
御彫:f上1二D:..，1み1す……J
烈怠:r気をつけ1，1、何があるかわか。たも
んrゃねえJ
御11:f船内上に・・・…何か …・大~(L.{:/が

…あれば ヨ、ヨロイ!1J

須波:fえ勺!j

御影が見ているるのは.完全に説:燃したヨ

ロイだった.頒君事から胸までを大量〈えぐられ.

座り込むような影で船の上に動奮を定めてい

畠そのヨロ.f/.主、まるで巨大容仏像のようにも

fU.吾.

御影:に れは・ ? 船ピ主主勺T、ニのヨ口
イはずいぶんピ鮪t、、ょうですけれども・・

?J 
雷錫:fなんや1?J 
須波:ft、中のヨロイ*')11!1J
御影:f. ....J 

御影が泌を晶iる.

郷軍~: f完全い…・..ilU量されれ、i寸j
1.!!:II: : r J昨L、'..，1コト11...…それがふた月前
内容人..，1ヤツか? なあ、娘ちゃん。ふた

月前の忠人的中には、そうだな、綾ちゃんや、

ウ千円括採〈れえの年ごろのそン11、、、たか

、.?J 
砂夜(GM): fううん、あた111見なかったけど
. . . . . .浜じ置、'1あ勺たγ勺かいやっ、ヨロイ

…"11宮うのワ アレみた、・町11......いたJ

曾蛾:f..・H ・決1・1、や'，，'J 
須滋:rほかの着たら11、どうLたんでLょうつJ
烈堂:fi畠Il':l:lとか、一緒に沈んだか、 l1る
んぞろ。lII>f，、始的中におまが1f，銭..，1品
。¥剥ベTみ1<れj

御彫:fもうや勺11す。今、始舎にたピ・}勺い
たEよろ J 

天 量置 万象リ

〈式}の日で、船倉の中をぐるりと見回す. 
..  瞬

天Hに大量4憎いた穴や旦a厳に'11'たれたλ
の鰐iきもの大きさの足跡が比える.

錦彫:fどうやら、ヲロイはこよ1-r入。Tきた
らい、ですね。これ11......千両lli-rすか。・.
..・どれも手付かずのようですが……j

曾鱒:rお、お宝! '.A，'、なあ、御霊手11λ? そ
れ、J+勺Tニれへんか?J(笑}
御彫:r鉄忽ですよ。そう、、うふうに組んで品
る〈式)l"ゃな、、んですから……J
烈st:r刀11む;r.向。、?J
御膨 「探l11すけど…・・見づか・)1せんね
.・・時間が切れ品約に、、勺たんZ足・)1すj

曾錫:rなんでやっ 時間が切れたら消え11
うた'1jゃから、反らな〈τもええんピちゃうの
ん?J
御11: rニニの場所を擁~l1おきたいんτf
I。真上に上が')1すJ

{式}が離}を雄れ、本磁を(1指して上鼻す
る.6うすぐ本商というところで、 〈式}の口の

古書tこ、巨大な影がJJlれたf

(1;1白の主Jl主、その巨大畠忌~l:に1孟いさ
さか小さすぎる援物、すヰわち鋳彰の〈式}を

飲み込みJ‘み砕いた.(.式}がyf/二、御影の

鰍神が{式〉からはじき出される.

御彫:f晶、きや'1!j 
曾娘:fピLたァ!1J
御彫:(苦粛に'"を申がめtがら)f(式}が ・

'*われ1lた…・<'1'" イj

烈st:r ll、動<L内li~ト当た・)l f'、、勺Tトコ

。、1? ますますやれこ<<なっTきゃあが勺た
な・ J

l!1.堂のことばを符定するかのように、怒が

東に在ったかのようなお1ft:、I也を11わせる

/fi.動a

主がまた雄ねたのである，

烈:11::f ら 、 喜んでやがるの。、、それ ~L怒っ

Tやがるのか ?J 
省銀:f御彰はんも休iせなあかんしょらあt
た1-r11-~休紋ゃなj

宮車置Sを綱元の家に休ませたまま、三人は湖

畔へと下りて量ていた.

向こうの方で地1:1豊富れいにしようと閥ZE
J( J7している須波を眺めながら、砂浜tこしe



がんだ官I螺が需1蛍に尋ねた.

曾甥:r 1.:1蛍11ん、品のf主jどかゆうヤツに浪
人γみたら、どうなも?J
烈盤 f死向さJ
慣嫌:rなんや、烈1:11λI:iあ4うモンが、ず
、・J2ん街宣tや世、.IJ、J
烈1&::rお腕;r.IJ.'、ピうや勺たらアレピ紋おうt
んTエヨトふ型、・つ〈んI.:?J 
情嫌:r f.ょ々の魚ゃないか、あんなモンJ11ら、
うち見TへんL(笑}

烈盆:r お前....(t.h1J、.)やす、叶うい括
l1ゃるよJI:宮今T、路傍内総草を引き抜、、
T、f二、、っγ人を殺せるE思うか、‘?J
曾銀:rそらあ"哩やJ
烈1&::rあの化けモンいか念、今ちゃ晶、コイツ
Lお前...の袋物ふ同じよピよJ
官官錫. (」:然I:l/~鰍>rそんな二どあらへん。 う

らの刀とそんな草ッ葉を、ー絡〈たにぜんγ11

t、、.hJ
烈堂:r一緒さ。刀rゃあどうにも世らねェニE
1':勺Tある。号れァ.100..，1ンI.:I，?J
1Ifts: rそんtニたな、・.h! 剣さえあればた、.
Tいのニピ1.1できる。 で~'.l'、心Eのほうが少な
、、〈ら、、や!j

烈盆:r……じゃあ、刀が必腕を磁l1<れた
か?J
曾蛾:r号、奇tu1......J 
烈1&::rJ;前...、若l二さっき宮っTたじゃねえか。
ヨロイだ勺T方自etゃねえ。 できるコトピ、T

58 

さな、、コトがある勺1~。 刀だっT向ピ5。 刀

にできるのは、 Ifを奪う二O.:III.:J
1111:'1: r・M ・..J 

にらみ合う二人.無3のまま、容がめぜな
t、まま，時が過ぎてゆ心

須波:rうhー、甲E主的内側1γ水浸l/，ょう
…ピリあえず、水をかき忠さなきゃ…...JざJ1
5.ぷ。fあーあ、足首1"(砂iこ埋i。らや勺T・・
0・・Jじゃ・Jじゃ・)or動かL1ゃ・)/二、、けれど、中
がされ、、lこtるまγ#勺T拘〈れ、地主 Jご
Lごlor・M ・-・ふう、ζれであらかた・・・・・J
?? (GM)・r..ーなに一人でぶつぶつ官っT
るの?J
須波:rうh.，リふ、ふ、振・}向H寸 i'1 

絞り/f.J/ttt:.夕焼rt!:!!(!'"されて少kのい
たず6っ/1.")締が$"，めぐ.w，に f.iI'iIJてて.
3・p 干

紗I?iIJr;JriIJi iI'厳めτc)1.:. 

須波:rふれ砂.<<~んか。 脅かさないでよJ

砂夜(GM):に'由人ごめん、有んなに驚<1:11 

忠.hl.{IJ、勺たからJI:宮、‘ながらに勺二.)笑、、
iす。γ、fあ勺らの方で、 ニ人の人、ケンIJL
Tιみた、、庁勺たけど ?J 
須波:rああ、品町二人11、.つもああなんτす。
Ji1.に L~<1、川、γす.1H笑}

砂夜(GM): fJ!波の~白林には興味がな、、I

うな~t。 ヲ口イの回・jをぐる .)1:図勺Tから、

「ふうん、S革命、に、前に来た人たらのとら1.，1:

<<1る…・・ 0ねえ、銀波がよれに余勺T掛かす

の?J
須滋:J胸を!l・'!1す。fそうさ! 僕I:Jt1がカ
を令わせれば、無敵なんl，lJ

砂夜(GM): rへえ ・JI:宮勺T、自を絡めT
JtJ!.を見上げ1寸。
須滋:r、、、争11波をかぶっちゃ勺たせいγ砂
1みれγ3号、 、けど、本車はもっI:~れいT、。、

勺二、、、、ンI.:J

砂lJ:(GM) :地主を見上げた11"(、頑を4展4

1寸。fうん、わかる。今1':.，1 、 。、勺二~<な

んがな、、よj

須波:n1、ほんピにそう思う?Jすご、、うれL
、、τ寸ー{笑) rln'…・・動、、HピニI，~見

せ1t.1リ

省うが早いか、須滋i草地虫の'Tへと飛び退
んだ.殴る時のように丸〈なり、議純金つ立い

だ曙i鍵に魂壷務とし温む，一瞬のi"'.遡患のの
ち、娘合が完了し、地・:tの日t孟書1波の8、地
阜の手t主須渡の手とttる，

須波:nrら、どうτ1'lJ
砂夜(GM): 3をえ<L1、Iすごー、.! すご
、、すごー、、!j

ちょっといたずら心を出した筑波が、ひょい

と予を伸ばして、砂俊の体を』寺ちょげ、 1童話ー

の{:fr:少女を乗せた.

砂夜(GM): rきや y!jl:小さ〈叫んで、地主的
首にLがみつきi寸。
須波:rl1ら、あ(l気持ら、、、‘nょう?J

悶〈聡じたHを恐る恐る捌いてみれば、初
めて経殺する錠点で広がる‘:y焼/tに[I({らさ

れたー磁の湖ー少kの白から思わずため怠が
漏れる.

砂夜(GM): r hl>'"・..、、つも見慣れTるはず
なのに、初めT見る景色hた、.......J

しばし無11.そのうち、砂夜がぽつりとロを
繍心

砂夜(GM): rねえ J 
須波:rは、ヴJ
砂夜(GM):にれ ーー地主勺T、強、‘んγL

l?J 
須謙:rう、うん! tら4んリ
砂夜(GM): rじゃあ、向L，嫌が轟れるのも、止
hられも・・・・?J
須波:r号、それ11......J



砂夜(GM): rγきな、、のつj
須波:r脅織さんが宮勺Tた・ ヨロイにもγ
きるヨトl::Tきないヨトがあ勺T、奇れはでき官
、、11うなんだ勺，......J 
砂夜(GM): r降I，l1J
須波:rえ?J
砂夜(GM): rI$.ゐi.-t勺T宮勺TンのIJ

地，1;[の伸ばした腕を足がかりにして、砂t主
が砂浜に飛vTJf.りた，くるりと地':f=須波の1/
をにらんで.怒った劃1，

砂夜(GM):r(iに1!偉そうな二ビ宮勺T、結
局何もできないんピゃないのl あんたも村町

ヤY予Eー筒ム大ッ娘、、!!j

-$c(に叫んで走っても、ってしまう砂傑u須

波l:t追いかけること志で量ず.ただ砂浜に来
黙と立ち尽くす.

'1f!#J， 

烈1::fふわわ …お? ニムt制.，I.rらがら
ご苦労な二勺たぜj

縞定的家の裳Fで.巨大な[八連続IJJf/Jを
綴るうffI.銀.日tif.ら主t‘うちから 白人で鍛錬
していたので畠る.

烈.:fよれ、締が訟もなj
曾錫:j帳-ill1、者説'Jを統1I品。fせ、、! せ
、り!J 
烈盤:無情髭を二す・jながら、flつがしょ〈そ

んむデカプツ、臼4に4長・)@l1戦えるもんぞ
せtol'ぇLたもんだJ
密蛾:ぁ、ほめられた(笑) rうちの刀がγか
、、ンゃな、、。ダンナの刀が錨yニいだけゃん

かj膏緩・JをやめT、『うらい宮hせ，)ゃ、そん
'i針金みた、、'i刀f税うとるほうがどうかll::
るわj

~l蛍 :rそんなにγか〈ちゃあ、4量づ回せる鴻所
も絞られるf!.ろうtこJ
曾嫁:(持意げに)rそらあ、コイツを使、、こな
すよとのできへんヤツのJf}.量やj

需，.: fへェJ

付け加えて、何気なく.

烈堂:rちょっ〈ら、ゑ，1みるかJ
ふ 4 ， 、

官官銀:f..…虎堂内棒中以来やむj

烈:ll:rああj

メ;J虜 ノ'3f1l ゲ プ レイ

.繰:r本気τ、、、〈でj
~I堂:r 1み、寄れも、、いだろうさj
雷餓:(顔。、ら笑、吋ザlorダンナlζ見したも、

うちの……カ!J コ0コ口、 5~成功!

烈堂:r武器ねら、、j寸るんf、{知覚H貴今T
サイコ0振るぜl よ、、III Iiら勝今た、6

偶成功!!

新りかかった;/11:1の大剣を、烈貴重はちに縦
った刀で受It11:めた.さらに、だに銭いた総

Aの'1、剣のt.fが宮11:1の行協に押しつけられ
る.ひやりとした感触.

烈1::rどう々、・、小ぜェ刀向勝ら'mにや'J)
管銀:(典.， ;!;~'A)f <.，…・ひ、卑怯ゃない
か，J 
烈盆:rナニがつJ
雷錫:fl:'"ニホイ史うなんで.....J 
烈堂:(笑)f< <ツ0 ・.1->つはつはゐ!J
雷錫:rナニがおかい‘んや!J 
烈堂:r勝ちゃあイイじゃねえか、死人11文句
を宮hrlエぜ、どんな手T殺5れた勺1'..J
曾鱒:rう、うちは1'::生5どるτ、ぞから宮.，/'こ
る、ダンナ11卑4まもんや1J 
烈1::rおめ.x.11本気1::勺たかも知ンねェが、
おれァ遊びだ.，1こからなj

• • • 
曾銀:rうちは1庁、鋼化館総践を佼勺とらん
でJ
~l.: r釘，¥1，勺Tサムライ11使わなか勺たん
だぜ?J
曾蛾 f'.i勺 ・なら、本気的勝負や!!j
烈.:fヘェ、なら一"J首脳にjftつけれ、
た刀の背を誕l1、f二れで、オレ向勝らさj
管銀:1，" I 

烈1::f~llll.r、 おめ.x.11死向せ'。 サムライな

ん5.、民t:".いね。 全カを尽〈すほどの~O;宇

じゃゐh.x.よj
官娘:rううッ ・うるふ、わあ，!!j甘筋が切
れるのもか1わず、新甲刀を持ち上げτ刀を跳
ね上げる‘パ

烈.:rお布。l::.， l:: J君、、ながら、一事下が勺
τゃるよ。
GM : 11、、、奇':1γ!
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烈:Iit:r奇うさ。品れが、主々。どう庁、・? J宮
前ェのデカプツでさえ、アイツにかか勺らや

あ爪楊枝ゐTェなモン"t，つj
官官惣 f.…J 

I'{J，時綴，
とりあえず丘の上まで地忠告連れてこよう

と、平起量して織まで111ていた須波，砂夜を
怒らせてしまったこと{結局、あのあとはUを

きいてtらえていないので晶岳}を与え在が

ら.綱元の家まで綬〈板遣を賢うていた.

須波:foo--H!? 彼方に巨大な瓦.a.!?

晶、あれはッ!!j

GM:ヨ口イの増舗された知覚能カによ勺T、

gl二11主的姿。え16"(目的前にいるかのよう

にわかる。巨大な同らぬらnた体、その体に
11不釣リ令、、なほどに小さなg. ・主がジセ
ンプの頂点τ休を観Lt.ょ総問、号の小さな自
がきら・}と金属貸のき勺めきを~Lt.ζ内を見た !

須波:〈区、なんγ寸か!1 (知:il:lのく統察〉
じゃtいや、今11ヲロイlζ按令L1、、るか

ら、〈続本〉技能の4thリにく按令〉技能を
使勺T、調ベ11'!

-E・E ・-ー-E;吾当証江"施酌 -・E ・-

ヨロイに・・縫合"し、ヨロイと一心間体に

っている鰻中の行動は、ー般銭陣Eを使用す
る判定に隠しては、通常使用する按能では

{lく、代わりにヨロイ舞リのく嬢合〉緯能

を使用できる。

加えて、能力値もI体力1、[敏鍵1、【知覚l
の3能力傭であれば、ヨロイのものを使用
で曹る。

<1.轟合〉抜舵はヨロイをどれだけうまく

繰ることができるかということを褒す綾能で

あり、これによって生身ではひ錆な少年少

女が、首鍛錬磨の磁土となることができる

のである。

JJ1，波t阜、地~(の悦掠を悦.klこまで拡大し‘

光の.ii;を探ろうとした，

光っていたもの1:1..はたして、万であった.

巨大~'M'のちのfiJ lこ、 若草々と刀が突並立
っているので串るf

須波:r品、あれ11......i L かL1 'l!リ;亀、、で、
綱元5んの家にDt・'l1寸ッ11

さらにf，;J，時刻，

主~~躍を取りb!した深影I:/.、起主てからずっ

と宝刀を調べていた.

五本集めれば.神宮家が名代と認めると古

うこのEE刀.はたして、 神宮家がこの刀を!J!め
させる原由tふ名ftを選び出すためだけ止の
をろうかT

深膨はそのことが気に立っていたのである.

GM:争のピ二4、君たちが持っTいる刀11三

本だ11官。刀仁木刀ピ、奇れに、脇差fl。ど
れも鍔細工ピづかが同じデザインγ虫来T品。

前にも官勺たけれど、球武器の縄株11級まれ
T、、な、、。

深彫:r …刀工の銘が剣11'11、、'iぃ以外
Ii、おかL~a: 二4もなL 、 l:...... J 
GM:号ゅよピ。ちょうど今、主が跳ねた膏が響

〈 。 ずずうんピ、 2や.P~星を震わす援働。

烈堂:オレピ雪娘11炭今1(るぜ。

須波:じゃ、t哩L同じ〈らいに友勺.. ( (るです。
んτ、「た、たいへんですッ!J 
雷蛾:rif波が来品1h、っ そんなコトはわか
勺とるおJ
須浪:r号、号うじゃ'，'(1'1!!J

綱元の家の"'.JJj，波の滋明をi撞いて‘ほか
の三人が自を丸〈する，

管銀.ftんやTぇ" あのパケモン何回ン玉
l二、刀が刺さ吟ピる!?J

須波:[11、、、減。、に見1Lた!J

留錫:r-r、n、有れがウチらが探Lとる刀や
T決1勺たわけピゃーー…J
漂膨:rあるはずの刀が紛念日はなか勺た、破
壊された紛じ・ヨロイ、最近じ4・"?1暴れ虫し

た主に射さ勺た刀。緒。、に決1ったわけrゃあ
・)1せんけれど、かな・)S置車11高、・んじゃない

でいうかJ
烈堂:rγ、どうするよ? 約・j上げるつ1hll
にや晶、、。、ね:r.ぜJ
官官縁。:rうーん・…奇うや! 深彰はんの〈え}
を使うT・.. . . . J 
深彫:(ため息>r……〈式〉ピ言えど、できるヨ

トl:-rきないコトがあ')1す。さすがに続攻で

すね・ .. J 
須波:f号、 それじゃ品…・・・ょう、、う円はどうで



すっJ

隷占量t主総f治'.i}(定的章作<<fヵ'l品せa，-I、ま
ま、時間だけが過ぎてゆ色はや夕刻.三人が

意見をIIJ"τは却下しτいる側、ずっと燃っ
ていた烈堂がIrそりと.ロを1鑓いた.

'-!l盆:r直接、 ~，_，.:U. ~ I=H< le、ね"""、J
F 向。 (ー斉に烈堂内方を向〈三人>rえ!?J

烈盤: ~面的刷、なんかを忠l1 、 主をおびき
寄せる。主が菌性向たピニ4で、漆務、J多め""の

〈式〉の虫，t.t;J
潔彫:r主的ピニ4 刀両ピよ.r，1-r、 {式}
を飛tfl1ilλ-r<れ、とつJ

fl~: r品れこれ仕~けるよ・，)11、そのほうがI

.，t I・ピイが1\-r~6~ J
須波:r晶、危t、、ですよ!j
烈堂:rどんな手ェを技勺た今T、危ねェニとに
やまわらねえンだ。。、1hねェ1J

須波:rで、γι-“!j
深影:ruかのどれよ・JI，、それが、、ら11'ん可
能性が忠、、かもlhlせんね、施。、tこ..・ J 
烈::rじゃあ、決1・Jた'。柄、・らf網えから小
船を買ったら、す〈吋ニ始めるぜj

曾甥:r……J(ぷ然どした車輸}

曾錫:イライ

， 

主に.plj喜ったJJ壷姥〈ための作載をn町出
とともに絡めることになったので.今晩t主主ち

んと休んでおいたほうがいいはずなのに‘徳

銀t孟絞っけずにいた.
ぞれとt、うのふ旨ド伐の作総会議のせいだ.

債銀 f直後つかんに行〈ン11ええItC、IIが
行〈ンゃっJ
深膨:rわたLtUOJにIIγもか1、、iせん1t 1::"J 
C-せ臼余じゃな、、L-(笑)

須波 fl量的JU.γ行Hすよ!J 
深彫:rヨ口イ的輩5はさすがに〈式〉で文えき
れ1ぜんよ。成功する成車が最もあ、、人がー

曾録:rうらか、ダンナ語、。うちのはうが身イも
縫いし、うらが行〈γJ
深IJ:rそうf寸ね。サムティγtぃ#娘さん
なら、方ーのときlζ〈式〉γ肉体を強化するよピ
LτHすL.. .... j弔う宮.，1、らら.)1:: 1.!!金さん

を見11"。

烈蛍:む。深苦手E自が令うと、立ち上が.，1

Iオレがlt<ぜJ1::。らくLlう、ハメられた(笑)
官官銀:じゃ、ダメ狩LI' 0;) r'..、'iιγや!1
ウチのほうが可能性 L 忠、、勺T、深f~11んも

宮うとるゃんか!J

烈::r々か匂さ。オレが失敗L1ふもうー皮
あるだ4、それならJ
留錫:rそ、そら弔うやけど ー・危険寸ゲや。死
ぬかもLれへんのや111J(笑)

須波:rそうγすれ 二二11#螺さんに任せ1L
iうよ!j(笑}

e 

天 腫万象リ プ レイ

深彫:r二人とも~J.，込みがつかな、、ょうです

し.... ・二ニは、 <n，~-r t'..んでも、、、 'll、ら 、

決>'>1l1、、1L1うJ1::吉.，1、二Iリを二本牛
の中1こ。11、" ~ ， 、、 T列、・T 。

曾錫:r <じ引きやTぇ!1 そんなええがげんな
ヨトγ……!j
fl:: r、、、、rゃねえか。ょんな、川崎、げんむ
コいこ命を傾けるのふか勺ふ、、、ぜJ
烈盆 u賢地1
111錫 f印が村、、とるj
深彫:r..…無地内方が古t，'Jですね.11螺さ
ん、恨み勺ニなu:、、うよどでj
需1st:一 …ら<Llう、ハメられTるよ、オレ{笑)

| トーク~階段 1 
『引っ込みがつかないん 会館だけです

べてが織成されているテープルトーヲで、し

ばしばこれは死を招〈ことすらある.

今回深~が使ったのは、「烈堂を無視して
昆を進めるjことによって、逆に烈.を危険

な任務に志願させるという高等テヲヱッヲ。

またしても、烈堂は、ハメられたのだ(笑)

.・・みんな烈倉緩いなのかなあ{笑)

管銀:rああもうれ掬7ソが』島、叶j

そんなわけで.常緑IJ.I/i!れぬ畿を過ごして

いたのである.

r?iが明ければ、

翌空事1~

h舗にするたお、和 、1/、舟を鈍った一行弘、
湖へと降りていった，

総t主選も来せずに湖面を滑ってゆく..:Eが
現れたら.<式}がI!t.;奇てを主のところまで運ぶ
予定だ.

GM:企費、今ピニにいるか教えT。
fl::当然、砂浜τ湖面をいらんγ、唱。
深影.武鉄を用意l1砂浜。

曾銀;脱線hl1奇の4員。

須渡:地主に:*t勺T、、っl't動ける止うにL1
6γ寸。
‘e 

GM:砂d:t，.胡l二降・')1来T品。争11地主のか
かどに服飾111、湖をtrs事11::見16。
須波:f砂次5ん。二れが111.功tたら、主が轟
れるのL止1るかもLれ1せん1J

砂夜(GM): rうん…・・・う1< ・・、べかな?J
須滋:r大丈夫です。 烈堂さんL、漆~~ん



もー浪"'(.す。主勺ピゃっ"'(<111すよJ
深Il:烈堂3んに向。、.，"'(、小声γfなぜ..・ e・-
白少が行〈などピ官、、:tLたんです?]

烈St:r五本内刀を集hなきゃいけねえンぞ。
古然"J，つJ
深Il:r-.....答l二な勺i1せんよJ
烈盆:rそれl二 ・・全郁晶Z句たら、や，)た、、ニ
どがあるの5…・・来たぜ1]

湖爾が.ざわりと盛り上がった1

ものすごい告とともに‘12白の司tl，主提ね上
がり、11、舟を本の擦のようにrliに持わせる。

深膨:r行き11"!j(式〉を呼ぴ1-r'yl [飛
行能カlを重点的に組ん江、飛行専門的ヤツ
ですl

烈堂:「5あT、、、。らaやッたるぜ!j(.J，肌を
脱f、{サムラ1)をfe働!

終慌の1171:鈎爪を食い込ませ、{式〉がふ
わりと街tこす手弘、た.

深Il:fli'Hす占、烈宝:5ん1]

、

. 

叫ぶとおl時に加途.(.式〉はものすごい甥

いで~を切り裂童、主にI勾縛する.

ぎよろ仇片方しかない紙の際会t烈伎を見
た1

そのまま、衝で体をひねり、紙t孟摂1堂を飲
み込也うとする，

烈盤:rらいッ、来ゃあが勺fょi 深務、継
せ!] 

〈式}を破線され、t軍影がダメージ壷受ける
ことにより.今後の選択限を般的るのを匂っ

たゆえの発含で畠る，

京慌のことばを受け‘{式〉が予を厳し、担I

4震は~，いのままに主に向かってf書下してゆ<.

GM:頑いう1<余勺かるニピがτきるか、主的
I敏捷J <~関〉ピ対抗判定Lょう。 コロコロ。

6倒。[i!鋤}かなんかで判定L"'(らIう庁、、。

烈St:;失敗Lたら?

GM 氏<"'(1っ逆~1 0 ~<"'( rパアン IJ
烈蛍:じゃあ、小5、、方向刀を故、."'(、ソイツ

を妖の体にstき刺す! よれならく白兵枝
問〉技能佼勺T、、、、""。γや! ひのふの

み……ょうtや、 7つJiI..功!
GM:釘ーら、、。主の鼻の績のあと，)I二、:eli
婚J!するよピができた。刀を刺された痛みl二、

主が宅略寸品。 湖面を~<')1f')"I::lhせる 轟

膏。

密銀:rや勺たんか? <干ノ、こ勺からじゃ見
えへん，] 

須波:ヨロイのj骨格抗党τ見¥1すよね。f成
功γ寸! 主的授に乗勺か・)111，!J
官官錫:rだけど……;亀がt、、ビ、主が湖に草ら
"'(1うで!j

能力値と伽Eととんち 目
“天...の事IJll:システム下でU、自Eカ傭
や銭能は、それがイメージさせる使い方な

らほぼすべて可能である.

能力値や銭能を「どう骨密うかjという点に

おいて、プレイヤーの想像力がかなり..

となるのだが、そのほかにもこういったよう

な渇合、マス宮ーの指定した綬能でqくて
も、それを使用するのに+分なIlt得力さえ

あれば使用が併される.

上の例の場合、〈遭勧〉綾健在使っては

失殿すると判断した烈盆は、刀老健うこと

で自分の揚愈書く白兵殿11>銭艇での判
定がで曹るようにしたので晶る.

結集、ギリギリでの成功。もし〈遭動〉

筏能を使っτいたなら、今ごろ匁l宣~U:主の

臓の中であろう.

じpらん、と柄から鎖を引き出し、f.q:蛍は手
首iこ巻きつけた.事時鬼丸の替を務とすのにも

綾われた、あの鎖で島る.

ぷちぷちと干の皮が裂け、取がしぶ〈のを

怠に脅さなt、かのように，f.q蛍はにやりと笑

フ.

烈堂:r~ ，)っ、、たぜ.._! ] <・4・1とえ翻L"'(、刀
を探す! どこだッ!?

GM:暇11:eからttなく織れたところ。足、、勺
5 ・}ジャンブすれば、 届〈功、届かな、 '01、.，"'(~

_"''':0 
烈St:なら e・e・..ベJ，，)ピ患をなめT、f品1101"" 
・・・行〈ぜッ!j時間が怖い・1 ・・気'*'併を使。

T、"峰。ロ行動"を寸o6! '(、 f:."。主のま面を

…..定品"

鎖の反動を利則して事事t唯付けた告燈I主、

ぬるぬると滑る主の体の上を走る1

GM:靖勺T怒らな、、ように判定L"'(<れ、、。強
易度1140



摂a量: うーん、ょんどはご1ñ、l~効かね.T- i~
h......<運動>11技能が低、、んτ、"気令"役
っT一時的1:段階を上If1から・・・・::JO::J口
一成功皮1151 うひゃー、ギリギリた'ぜ。

烈雪量t主主るt どんどん/Jが返仁犬き〈在

ってい章一…

須波:rあれ?J
.錫・r'..んや、どないLI.こ?J
須波・f、、ぇ…・・錯覚1'llうIJ，'.....刀ピ烈愛
さんの大さきが令わな、・ょう〈正気がL1……j
省銀:rダンナもあのずうた、、ゃからな。刀'..ん
T、銅勺二、、つまようじみた、・に見えるンや"J
須減 f、‘え、それが 逆なんですJ

t.v'X{のHのJ月にil>oのは.λ:Aの背より品
品っと大ttl.3ロイJIIの;kJJ.

烈st:t.:'から.，1 手ぶらで帰るhけにや晶
、崎、ねえんだよ! 柄を港、円切っかんτ、背
中K背負うようにlUIっよu:(!! 

Iう釘おおおおおおおおがu

最l撃;がJ)を1&くと、赤黒いき主漏となった主
の阻幼命‘血と£体液とtっか立い液体がご
ぽりとあふれ泌す.

今まで総書書したことも$いような術みに、主

が身をよじり、IMI.した，
足泌を失ったf.!l堂が減へと務下してt、<!

須波:rああ句、怒らか，lj
'錫:r深f~I1んッ HJ
深'E:3L勺きの主的叫び声を呈.iIt，量継で1rt
lζ問、、たせ、、で、~を虫勺11寸 (;定)

曾錫:なんや1!?(笑) ~ィを夫 yピら深野は

んを見T、経〈舌打ら。 γ、('、、，r胸企を ~I

勺つかんγ、/It.)宇一発1 r深J~I1λ ， 1

起き、、やッ!!j

漂彫:1}、ひどい(笑)

官官錫:r漆f~I1んッ l 烈i:のダンナが怒らT

1うッ……♀〈、 {え〉をy!!j
深彫:rl1......ho、勺111'ッ!j

司~'I'をSif[j}していた{式}がコントロールを

取り炭L、烈司止に向かって飛んでゆく.

GM  : 1.:1堂を助けるには、〈え}町能カ{直γ判
定。胤易皮11、らi勺とおめにH、・Hllo
漂膨:(え〉の能力じゃあほとんど成功l'..、、む

令官、.γすか{笑} 嬉党結令l1、・るから、気
令"を4史勺τL、、、、んですよね。能力他と、判定
仙とをー時約に上If1、コロヨロ・・日成功!

がっしりと、活ちて申〈烈蛍のi事告、{式}
がI'iびつかんだ倉烈笠壷つかんだまま、

天 量睡万象リ プ レ

〈式)IJJ'jびぬく舞いtがってゆ<.

須波:rゃ.，/，!j 
烈堂:r品・jがTェIJ
深Ii:rう、刀を持。τ、、るせ、-で、かな・):宜、.
0 ・・・J

要ほの怠もとに広がる湖誠に1む1治、τ主t主
主喜ちてゆ量 ‘ ~/;まあんと.IJ資金立てて本の

・'"ニiI'fえる企
こうやって、一仔はついに、四本口の刀を

FI二人れるに長うたので畠る

曾螺:烈i:I1んが反っ1(品約l二 漆軍事は
んの方を街かない11、riiJ?I1λーーあの〈
じ列5やけれど・e・e・-あれ、イカサマやろJ
漂11:r......J 
曾銀 : rなんγ、 ンな ...~.lたんやe ・ e ・.?J 
深彫:r……以前日、あの人lζ問、、たニどが晶
今たんτ寸よJ
官官銀:rなん1?J 
潔彫:rr娘、、今T、なんγ寸治、。'.ぜ、強〈な
ろうとするのτすかj勺T、ね。そ内崎11う1く
かわされ111、‘1Lたけれど……j

3rtS: r奇人ιけのために? あそこに行〈の
はウチγもよか司たはずやろ!? 況に漆苦手11
んも、寺町ほうが成功の可能性もお、、宮うたゃ

んか!J 



深~: f1官嫁さん二号、どうしT烈1:さんが行勺
たんじゃダメだ勺たんです?J
曾鎌:fえ…・・号、それ11......J
深膨:<す・)l:笑 勺T 、 f~んにせよ、刀11手 lこ
入勺f二。奇れで、、、、rゃな、、ですかJ
"蛾:('~ を承 < LながらJfう、うち11 ・ズル
ピか、イカサマとか、そう、、う円が鎌、、'，f9~ケ

や! ホンマに、それ庁けゃからな:! J 
須液:(二人の会話11朗、、T、吐い)f品勺、1.!!
1:さんが~っT来1すよ!J 
烈:l:t:fl棺。寂勺T来たせ1
須波:f klッ 血まみれじゃな、、γすか!J 
烈堂:f釘お。 71 ツの返・j血~. オレ11大L

fニケガァL1ねェよ。それlh" …Jど勺かど砂
浜に剣をIU立11、「こ、・つだ。着、オレよか
地主lζ向、、Tるぞろう~ J釧でベ4ベろになっ

た左手を板リながら、弔う宮う。

慣甥:膏中に、『ダンナ的……命よ・')i太事な

モン今T、その刀なのかい?J

烈1It:らら・)l:奇勺ちを向いT、f.i童11'ェ.tJ
'銀:fじゃあ・・・…!j
烈堂:f大事なのは、オレが強、‘.，1ことを擁
~するニとさ 。 そのためになら、命だ・，1かけT
やるねj

曾銀:f…..J 

須渡:fニれからIHう、奇示、うニl:t，......J
砂夜(GM): fもうな、‘けど、もうないかtLれ
な、、けどさ1J 

須涼:f……ごめん。窓のこと、#えないγ11
Lゃ、、でたかもLれない..・e・.J
砂夜(GM): <るリl:IJi波町方を向、'1、「ニん
なよとtH1t、Lょうがt、、のlζね、ごめんJ
須浪:f……いや、あの……J
砂夜(GM): f品5らめるld'， '.l、、んだよね。
わか勺T晶、ホント11J

須波:f......ilの父上ピ母上、、、〈さで士〈な
勺たんだ。あきらめ品のは簡単かもtれな、、け
れ'('......あきらめらやったら、父上や母上はむ

だ兎じだから…ーだから、 ~11.... 一、、<~的な

、、闘を作Jううど、そう、患っτるんだJ
砂夜(GM): fそんなのー....，重だよJJJ!波内
脇を寸.(，，) l: .IW 1、走勺Tい勺らやい1す。

須波:fゐ勺…J

そして‘呈空白'.Id後のJJの晶りかf:t.いまだ
わからずで串る.とりあえず一行は留に反り‘

さら止る続報をねようとした.

GM:弘、、うわけγ、点発的γす。綱元以下、
数人町村人が見送。1<だ5，，Tお')11"。
須波:砂荻さんは? 司の中に、、1寸?
GM・ぃiせん。
烈堂:f~1 、 行〈かねJ

須波:f晶、あの・・・!j

須減:t、tLh、L1! 級リ向、、1Jt1寸!
GM:砂夜が息せき切勺T走勺1<品。ちょ勺ピ
継れたピニ4で立ら止1.，1、ロtl:にぬ牛を
由11、彼女11叫，i:。「きのう・・ ごめんね!
あたL、八つ由た・')L1 f.二!j
須波:tR ，)向、々、4島令を解、、l'貢を忠L1す。

砂1i'(GM):f、、〈さのない図 ...!tt:1るから
……だから、頑張ゥ1!!jl:宮勺T大き〈ヰを繰

るのが見える。

須滋:一回大き〈手を緩勺T、再び桟令。tR，) 

向、、T、街道を迩み1す。

その心の中に絡めた決意を口にすること

で、須滋はまたー歩、大量〈生れたのかもしれ

Sい.

い〈さの立い問、λの命がはか立〈自主ること
のなt濯トー須波ははたして、そこにたどりつ

くことができるの1さろうか.

i葺滋f主長〈総量、その先の答f:t織単tこは見
えてはこな!'. 

側、瑞樹伝f領主jを話回しτ待
τe 

夕刻. jFより品 積鎌:ftんや?J

常'1:1:1::f 1わけγ、ヨイツが*，J~勺たせいで、主
4止が畢れTたっTんむら、綱元… 主鎌はもう、

ニれ以上11j，れな、、た・4うさj

調理元t阜大いtこ遊び、その唆はささやかなが
ら溝容が協かれた，越申、鎖波がとんとんと

Af~をたたかオt. IJiりふ1ftf，まもじ畠じと下圭，，;，
いた砂夜，

砂夜(GM): fちょっl:.ー いいつJ
須波:fl1、‘?J.1(わからな、、11、11、、11ぃ
ピ行Hす(笑}

二人は夜道を歩輩、湖のほとりへと降りて

〈る，

砂夜(GM): f本当に、主様11畢れな〈な。た
のかな・・…・J
須淑:fうん。もうえ丈夫。これから11hJ
砂夜(GM): fじゃあふ主峰が轟れたせいT
死んじゃ勺た人たちは、どうな勺ちゃうのかなゐ

須波:fえーと なんでv.. '、、τす......J

一行は街道へと立ち戻り、筑波の波動宮で

晶る木鎗の1$への舗途へとつt、た，

十分ほど歩いたところで晶ろうか.地51の
センサーが、後ろからまをつτ〈昌人物のtftfを
感揖1.

GM固懇録「海妖jのころ . 

fI唱だし、濠しげなお艇にしようJというまことに安直な発想から、濁のお鼠ということに
決まった(笑}

シナリオはf湖の主織に刀が刺さっていて、そのせいで畿れているJと奮うもの.どうやっ
てそれを銭〈かは全然考えてい幸い{笑}

会六回のキャンベーンの三個自に「五窓の刀を'臨めろjという指令を受けるというコトは、

どう考えτもTシナリオにII院でI主計算が合わないと買うことにこの辺でようやく気がつき、
あわてる{笑}

今回のテーマはf須波書の濃いラブjだったのだが.その辺、うまく出せただろうか。
ちなみに、主織の制値は‘吸弘成ルール(118ページ棚)"によって明穂録"として

作られている。その唱で即興で作ったため、デゴ訴ラメに強<，(II!(て}内心ヒヤヒヤだった.

また、このシナリオから‘本~掲概略の書長銀が附f量.から前中f量・になる。 3固に分かれ

るというコトは、3国見せ鳴を用意しなくてはならないというコトで.ずいぶんと苦労したのを

覚えている.
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宝刀を五本集める、そのために鎌をしてい

た須漉たち四人だが、そのうちの四本までを

集めた時点で、手がかりを失ってしまった.

とり畠えずここまで、とt、うことで、彼ら(j進

路をJI[に転じ，木健償へと反ろうと考える，

何かしらの衝しい手がかりt主主t哨‘と恋う
たのである.

GM:久しi:守的水設内務11、何だか結織に
fわっT、、6再Srkf。
曾銀:r主人ゃにさ'や治、ゃなあ。祭品、、.? 奇
れl:~、市τも立つんか、.?j 

烈盆:rかも官。1、何にせよ、 1ずは……J
曾鎌:f 1ず11?J 
烈蛍:f守二、、らγひと休みピ、、こうじゃあねえ
のJ1:宮勺T、傍らの欽hl.!1二勝手t二入勺T、.
吟ちゃう{笑)

雷銀:rぁ、ちょっピー 勺た<! j Lゃあな、、ん
で、うらL品ピいついTぃ〈わ。

どっかと腰垂下ろしたt，'l堂(:1.設立を測量
に来た磁の澱父に.ついでに辱ねる.

烈盆:ft晶、以前に来たときIリLにFやかL
、、必t:'"が 0 ・何か晶るのか、、?j

庖主(GM): 煮物音量~fJ.' 1)< i，、fl1i1晶、本a
..t!1I 

の殿採が、 何でもニ二、、ら一帯を治める~代い

な・)'i~6弔うγ、そのた>'>1ζ 神来J:1) ri'司を#1
、・たづ何やらと、1あこよllfら<11、・つもの俗、

都がにp，勺E・)1す。おかげでおLらL繁盛
l1、1品あリがた、、ニピγ寸わなJ
官官銀:tt父が行勺1o、ら、小声τr'i晶、うらら
が四本の刀を集めT反勺TきたっT二ピ、どうL

l'ぐレピるんやっJ
深彫:r争1'(ずつど見授られT、・たか、都に
近づくのをど二かで見つけ匂れT、、たか ・ど

らら1:ぜよ、号んtニピよ・n気になるよl:11...…j 

烈::rそうた'。 妓・jのー本、見つけ虫tたヤ
ツが、、品。ニ丹波に#勺1;たヤツが、崎、.，
Tニピ晶、 .... J 

〈、、勺ピ、杯、を飲み千L1から、烈生:111二や

リピ笑う。

烈盆:r釘 ~lt\ェrゃねえか。 ζいつあ、 のん

び')L1る較rゃねえかア ・?j

五認 〉刃
("/iiíJで.g~.gあり./1'1λぽ厳内へとIOIYλ

itGれ冷. AW兵のtitl>つ品よf)~<. 'Psfi品
a昔前>:>111のψを泊され./1'1λぱ飯JE.A}33
ヅーのH

*・It)可YごB泌りすð冷めに、.下~Jtlんでい

一--. 
深彫:rどうやら、囲内向各地から、人を持、、
τ、、るようですねj
須波:rえ?j
烈::rあ品。婚TるそンをR.'Jゃあわか品。水
縫の紋所じゃねえのがやたらどうろついTやが

るぜJ
GM : !'1、奇うニうL1いもピ、きらびやかな裳

，;."t 1 

姉を~!'れた舗の前で、案内11立ら止1')1す。
二t'"H:'ぬ J"，'Jゐ

ひYを変、、T檎を閉さ、f虎蛍白辺守般のご手
足、虎堂須波嫌。ゐJ.，)-イIJ l:高らかに声
を上げたのち、ta:11:gむらを中へピ#1<。
須渡:いら肘途中T号本iz滑棒えれ、ると、、う
よとτ。
GM :11、、11、.。中には、ニの本書量的地を治め
る領主、崎材木槌守備援がその家臣やら、、、

4んな人たらビー絡に、;gを……ピ、、うか、君主

がl~勺1<るものを持勺Tいたわけだ。 11'.波の

，~を見T、後11ー皮、 fうむ j l:あごを列〈。

須波:正面へ行き、ひき・をll::きます。f叙父上採
に置かれ1L1111すますご健勝の二E、iニど
に事1ft;所存lニTご5.ぃ1-1'.!'1、二の皮
のま刀探索の{晶、滞・jな〈進み1L111、争の

ところ白木1'(を卒中心奴め、二こじそのよEを
級告1:~ .，1.こ次第γござ、 、 11'J l:。漆鯵さん
に;u:rl，主主Ui;')l:宮、、1寸{笑)
崎村(GM): rうじ。そのよEはすでに聞き且ん
fお6.1ニピl二ご苦労であ勺たj
曾錫.小声f、「ら、や.，If・見処られピ勺たんか
い 虫~Iニ入らン主ゐ j 

崎村(GM):r!'!'、宇に入れ 1~ た刀告、ニち

らに見せ 1~匂おうτ1J.'i、、かJ

烈::小声γ、fぉ、、、官官級。気づいたが。i
h')に康司Tるヤツラ。…・二円品たリの領主7

ラスの週中た'ぜ。ぁ・jゃあJ
宙線:rえ1 t:ゃ、1h')の領主たちを呼びつ
けた今らゅうン。、、‘?J



深彫:rn!うね。品代になる鼻持を鴻たLた
IU.TI. 

のγすから、その二とを留中に喧伝する占主要が
あリ1-t。号のためγl!うJ
曾繰:rじゃあ、あれも晴れも……ん? なあ、
向二うのf品。ニに.!l1.，l:晶、付司た、、'.l面をか

ぶ。fェキYラ……あれL領主tんかっj
深膨:rあれは…・紳宮司令希!J

| 神宮家 I 

天橿の中心、神来山の鑓の大都、神来を

治め、引いτは天積のすべてを治めてい
る、名代よりももう一つ上位の存在。それ

が、神宮震である。

λ合先ゐを事吾、天鐙各地の神社を鎚点
とする彼らは、名代の任命、臓の調停などを

行ない、ヨロイや金剛織の頭脳となる明畿

を下腿す晶、天橿の真の宣配者たちで晶る.

明確な上下の存在する彼らの身分制度

の中で、ある-]t以上の者たちは常に仮面

を身に倍付て過ごすことになる。仮面は、

縛宮家のー員の笹であり.その偽物を作れ

ば{ー般役会にはほとんど干渉しない彼ら

には珍しく}厳し〈翻せられることにも在る.

須波:ピよろで、 l二つ〈き逆代L来T、、るんで寸

かつ

GM:じゃ、aoカ1向く事情通〉γ判定L1…
・"lI!!豊:ピ深霊安11知勺16n.向ζうの靖的方
に殺意怖で'.!l1.，1 6l'l、アイツだ。印車はそう

だt、カエルみたいな男。

烈堂:rふうλ…・れそう奇うたる・ 勺1~:1 Ò、j

'鱒:rl 今治、L 、 !tI.の~.、、f~ゃなァ。 iだ刀11
一本足らんらゅうのにj

崎村(GM): -r、その辺γ、領主11声高に括L
このように、こょに呈吟T五

• 

繰リの刀のすべTがニ内地に奇4、、!J 
1It車:rえJ(笑)
須波・ 「お、叔父上。五本砲の刀は、すγにな

父上のもとにあるのでごy、・1すか!?J
崎将(GM): rうじ。刀を串に、械を訪れた希
がお勺Tな・・・…lo、L、よれLお前がそれJ'J.外
的四本を集め1~1< れTよそ。 礼を官うぞ、 続

波.1J
須波:手伏。

GM : 領主がことは'を続ける。 r~1 、え.R.の
川 ・m 判

局牙司般が神宮・1・J賜リL五.fll'Jの宝刀11、っ
、、i二この地1:集161ニ呈今fニ。かね1.1'J円盟
約のとお・j、これγこのわし崎村本槌q.隊法
が品代l:l1絞めらるることに'i')中す。ついT
11、一両日中に8寂・)丹氏、、8を遜び、神泉
.1')1示、、γ4R勺た4再司厳に祭事を銑q行う11.
ら、、た、、ビ思うTお・)1寸品。皆抜方にIi、祭

事のJ1.，ij¥け役を動向T、-ただきたしょのhまま
τおいτ願ったわけでごYるゆえ、もう数日ニ
の>>:1:足を留め T釘ぃTいただきた、、。 ~存

はござら向む?J

もはや名代で晶るかのごと<.崎付属雪量産1:1.

声高らかに立貸した，

4・
で

んにf!11If1:l.i1や'''1丑f[iJt_τP/tぴをt_:f.:. 

烈蛍:r!'1~1 、 崎村般が~代になる勺Tェ 8
1では、オレたらア署員Il勺11->1l/.:'J
曾甥:r士n賀、、t二行〈か、・?J
烈盆:rへへ、それか、、、母、もなJ
曾錫:r..・・鎌味町通rんやっちゃなみJ
深~: r~1~1、ょの11無事にすべTが滞め

11'氏、、のγすけれど、ねj

結局、郎日後の大安日まではと句たててや

ることる立<.1iI藍色が白樹立時間を符ることに立

った.烈蛍はfちtつくら釣りでもするかオU主
どとt'fい止がら縦へとぶらぶら歩t、て行君、iJI!

彫はしばらく手を掛けていなかうたI車!Jの滋

l'をflるためヨロ-fitへ行くとt、うた厳に、皆、
久しぶりにま3た白術者時間金滋喫していた旦

須波:，I.l!生・3んがお!!1'さおを垂らしT、、ると
ニろい行勺T、持Lかけます。「どうで寸、釣れ

1すか?J
烈堂:r・・・・・・いやJ:魚篭的中11ポウズ{笑}
須波:rや勺1l' 'Jお混じゃあ魚も、、官、・んγす
かil・・・・・・?J
GM : 今、向ょうの方l'らや 1 .1:んl:~が跳ねi

Lた{笑)
須滋:r ......J 
~I.: r…・で、どうする.1?J 
須滋:rえつ どうするつ1..，..，? J 
需'1.:r叔父上が品代になリ、お前ェ5んが領
地を11{、・T、領主tニむも勺1，民約車I.IiI1'iH
・)!'J
須波:rええ、これγ僕司法処町回遊リI:-!l'
迫づきまl/:ニJ
烈堂:rふゥん……J
須波:r今iγどうも、品・Jがとうござ、'1Lた。
二れからも、どうか{宣告ヰ助IlL1くださ、、J
烈堂:rお前;Lが奇れで、、、、ンなら、ねJ
須滋:r i量11.. 烈堂さんの銭さ 骨!の腕

1.:'けじゃあ・)1せん、腔カや、、吟、吟 …ず
勺ピ品二がれTるんです。ぞから…..J
烈.:r1ぁ 危な〈古勺たら助111やるさね

J 

どこか図面い笑みを浮かべながら、飾かにそ

うつぶやく然喰.

さおに干ごたえを感じ、持ちtげるが、えさ
をI白られた針のみが糸の先にむ止し〈聖らめ

いた，

深~: にの"' 11本をかぶ勺た・J、 ・4、 、?M1

tたから、本書なら全報Ifらl1から、ピ、・きたい
どよ，，-rすけれピ、t.H晴L自民られ11寸し…..J

同時刻.独1).7をつぶやき者がら.iJI!量障が
ヨロイ倉の中にAしたJl!J!Jへと歩み寄る負

GM:ひざの車内裳甲板を外すピ、そニには7

ジツボがび。L'Jl:!
深彫:rきゃあああJ(笑) いや、気合厳・j証LL
1 ......~呼官民をLIから、7ジツボを小刀で骨l

'J ftピL1、、きます。がうが・Jd")がリ。‘



.銀:ヒ"71J.."λで、藻"11んの禄子を見lζ行
〈ニピにするτ。
GM:深彰11ヨロイ倉γ、地主的脚lζ厳守付
、、Tなんかや今1;。
.錫:なんや? 肩越1Iこの干、、Tみるで。

漂彫:o"Jがワが・jが・J。
鴛線:rひええJ(笑)
深，B: f宮螺の~鳴にlI.がっ、‘τ4最・'Jt句き1す。
f'..ん々、 司E量Eさん。 どうlf~んγすかっJ

.峨:f、、や・ 須波、領主l二生れるγかむ
晶、勺Tな J
深影:fなれるんじゃないですかワ も勺ピふ
な勺たあピにどうなるか、11'11知ザませんけれ
どねj

曾錫:r奇うやなあ。味方‘ノちゅうたら、うららIl
けやし・….J
深膨:r ~司よ・jも 、 逆1tが納持するか・…号うな
れば先の敏111るγじだと、、ぅニとにな・)1すか
らねJ
.銀:fふうん、じゃあ、.. ，草:γも送'J込むか
、、つ !JI.波を投寸ためにj

深~:fかもLI'I1せんね かもしれ1ぜん

けれど、11お勺Tおい1t自滅すると#えるか
もLI'l1せん。何L総カの町、~何Lずきない
手棋の領主・....ー領民たらのたが織れるのは、

J略、、のほか早、・~;fえるかもしれませんL、そ

れから申勺〈・'J~ 、 もう一度領地をかすめ威ろう

l:;fえるの。、もしれ1せんJ
雷錫:rなんや、がもLれん11今治、Lゃなあj
深~:f結局、未来町二とですからね……今町
状況からではどうなるかはわかリませんよJ

領主、

結局、大した事件也事〈四日後の大型(iB.緑

内の中盤に‘成主やその家陸、近僚の領地よ

りや勺て来た鼠牙留各地の領主たち.それに、

神宮家よりやって書た祭司と温女が集まった.

Jll，強の叙父、崎村氏がついに名代と立るの
である.

厳織な儀式ののち、神宮に納めるための、

名前を捜いた小さa"ILを祭司に獲して、すべ
τが完了Lた.
長らく名代不在で晶うた飽鎗州騒芳留を治

めるIt;しい名Itの誕生で晶る，

GM:通事を前いL1、須波;gたらー向は、新
..，・切"・円

品代、崎村..牙司tこ呼ばれ1寸。
須波:11、、11、・。叔父上抑制にまT、畳に両
町二ぷLをつき、にのたび11、i二どにおめγE
うごy、・1寸j
崎村(GM):fJけ 、来たか、須波よ。お前町

宮うTお勺た、父の留を再興した、、ピ、・う気持

ら、定れTはおら自宅、釘前i二、旨廷の地一

帯を任せようと思うT必るJ
須波:白116.，1.....・
崎将(GM): f司のと釘ザ。お前の父伎がかっ
Tは治めれ、た土地だj

須滋:r 11は、あリがとうござ、、1す“ .!j 
'鎌;脇τ側、、τ、‘たけれど、たまらずロを挑
むで。fらu、持ら、それ11 ・!J 
須滋:f1J
雷錫:fb ，腕l二、・た..・e・-奇の1ん1のピニ4

ゃんか!J 
須波:fええ。白渇11父が、引、、111先相代々
hが家が治めTきた土地。その地lζ戻れるの

τ品れ11、1."こ〈異存11ござ、、1せんj
深彫:fしかし今11逆代勢が治める土地のは
ず。彼らが首を般に禄・'l1すでLょうか1J
崎村(GM): f振らせるよ。縦に'..J奇う宮勺T
川、 牛 Lどのゐ・5を干l1 ， f~1 、 倍々禄が
たに11、須波を争iで.f，jI佐l1、・た江主、1よピ
に感謝L1J;'Jl寸品。二れから先ふ須波のた
めl二も、そのそ11'1;，'1ゃっ11.IL、、。1tl，Jl. 
波11恋、、二れから、 III一つを治めるにふ~h

t、・人物じなるまでには時間がtJ:.要々。でき

うるならば、それ11'須波が正i置を外れ向ょう
い、奇のカピなっ11l.L、、のだJ
雷錫:fそらあ、かまわへんけど......'.1.晶、ダン
ナLそうや'>1J 
烈堂:f中L~品・J1せんが・・・…帯の併につき1
l111、困〈鉾巡させT、、ただきた〈存じ上げるj
須波 r.…n え1J
官銀:f!!J 
烈:It:ftl:tとそれがli1風来的身。ー勺とニ
'>11似令、、中さ肉、ピ、、うよとでございiす。ニ

天 麹E万 III リプ レ イ

れよ・))1;11、布、、厳・..・ e ・ 白渇与殿とは~"の辺

を事もうかl:J

ったことを彼う省警告

鐙えた夕刻の木路線の一室で畠る，

崎Nとその家臣、須理主や漆膨、 llt銀‘全員
が烈堂t工総絡を向ける.

名代の軒1みに担機は首nせず、証i渡とはこ
れ以上共に行かぬと1(窓したのだった.

須波:r.・O・-・干ノ、そんな、どうL1!J 
烈盆:(:IIt.l.U 1) r崎村ど町、ょのたび11晶代
になられlL1とよピ、1二とにおめでどうごさ¥、i
f。っきlL111ょの畏l金よワ、一つはない?を
ど思い J 
崎村(GM): fl1なιけ、ピなJ
烈堂:f.i.え。後事の袋、、、絶勺T必〈が吉か
どJ
須波:r把1堂 さん1J
烈堂:rγ11......失礼Ij宮、・放ちながら刀を
抜ト名代の方へ、 ~4t丹後4に締られTい

る宝刀に向。、今T、ダッシュ!

烈君、乱心か!?驚主立ち上がった深影が

それを止めようとするが.f.!l堂の事事いに負(t、
弾き飛ばされてしまう1

そして.刀を鎖。上げ、縫い気合とと色に…

f音堂は、五緩りの宝刀を一気にたたき絞っ



た!!

GM・HlがニピI!を失.."、、たhけだけれど、
ょう烈携が滑にキをやリつつ叫ん「貴級

ッ! 白辺守ピ内町家箆τあるE宮えI!ζ号、
非礼な悠IU見i&l，!;勺たが I J 
烈SE:i酷<<'l，、.iIl忠tょうとする。
深影:呼び止めます。f拒11監さんl … それ
が、あなたがや・}たか勺たこどなんですか?J
烈堂:r 1ム、な:。ーっところK刀が集1')さえ
すれば、ぷら織すのもたやす、、J
GM: ;京箆が叫JZ。[おのれ、、! いずれの差

t金かはまoらぬが、1午l，は釘けぬ!J
省銀:rダンナッ! ダンナ11......裏切勺たん
や! ウチらを 須波を l!!J 

烈::r 裏切1)。奇うか、、。HJt波をちら・j
E見~~
須波:すが・}付〈小犬のような喧T見上1ft.(が
ら{笑)fll'、僕たちが今1<"何のためい ・J
烈堂:r伺のためにつ オレァ最初勺からこの
つ1，')だ今たさ。お前ェ11...…どが、うつも・')Il

勺たλ庁、、?J 0' 
須波:rそれ11.....もちろん、忽処の回を，)る
ためい決1・?，るじゃな、、γすか!J 
f!堂:r忽組。I1絶命、...".だo<_オレ11宮今た
はずぞぜ。Jit堂内留を.llJーするために、オレ
11牛イ長勺Tるわけじゃあねエ勺11j:..・・・・ほかに

官うニピはあるかつJ
須波:r …ニれから…・ピうするつも・1)IJ..ん
γす?J
烈::rさア官。好きに生きるさ…・・・最後に、ー
っflけ宮.."やる。JJt浪、お前ェさんの1言う戦
のな、‘留なんY、無11~ ・・ 肢は起きる。どう

あ勺H(i。載、¥殺L令う11人の木賞。戦、‘
のない面白を書)，)と、、むら、何1，*わずに死向t

かねェ。戦、、のない国を量iるために戦うのf
あれば… ソイツ11手危 。々幸治l，いるよな
7......? J 
須波:rそんなコト、や勺Tん'.((<l1......1j
烈::rそうかいつ だがな、釘約二£さんはま
刀を集め品ために、刀を級品、、111'iQ、勺たっ

けか、、? 奇う、・うヨト~ J

須波:号、それを宮われると言、‘混ぜ，.((む勺

Tしまいi寸il.r晶、う…・J
lI<匡(GM): r御託を並ベTご1かそうピ宮う
!lH、ッ? なんにせよ、すでに貴械の追け.織
は品・，)11せぬギッ!!j

磁かに、ト1章二十.1f1に察慣は凶まれつつ畠
ヲた，しかし、綾(;t小さくにやりと突い……刀

をー関1 自らの定織を切り刻み、彼はその

渇から消えるのである金

被均書された床を見つめながら.Jli，波が小さ
〈つぶや<.

須波:r倹町、理処の……図11....・・無埋?
無11'"'んτすか、烈愛さん……?J、

..... 咽・・・
人

JJが街られ合』まったさ昼をひたAi!しにし
つつ旦治i'{f:(;tl，掴かれる，

事Eもたけ主わというころあt、.続名(f:(;t苛i
波を呼び、担i4Eぶ議銚に呼び続けた.

崎将(GM): r皆繰方。ニれい必，)1すはわが
甥、虎1:須法τござ')1するj
須波:一札。

崎村(GM):r~， 、 泉町鈴鳴占よ，)dlζ伊符

"11 <"1こ挟まれ1Lた白沼町地、かっ<11わが
甥の父、t害1るとζろはわがA足にl，領主、
話芸首諸等器援に.1."治むるとニ4でこで・、、

1lたが、ホiHUにど')，その主を火、"1t 
Z判。刊肺

在11RJlピl，松<i-守{逆代)どのがi告めT、、
るど記健l，釘・11する ー鴫11、絶え，Lt，
うたピ.13われTお'J1LたJJt生・の血筋が、ニニに

こうL，途絶えれ、な、、ピ明らかいな勺た今、逆



41:どのに11m波を白渇守n1任じ、白池内
地を与えることをこ'快路側、・fこ、・E思うTお')1

するが.. .・a・ご返事や、、かにj

1署名ftの二とばの窓口畢が伝わるにつれ.践
がざわめきだす.当然、だろう.名代のこと/;(/;1.. 

おまるところ無埋矢埋tこ逮fl'松終守大厳のt
t車を奪うと意味なのだから.

「そのようtζEを一…J
f崎村ごの11ftを始められるおつも・).)、。j
f逗ZU74E欽んでお勺111、逆代棟内餅

が立ち1せぬτLように J 

ひそひそlJの燥ぴ変う中‘しかし逆代は晶
〈まで接1-<返答した.

逆代(GM): f虎堂……白JIlt:f.llI:11、ニのた
びの{員、1':とにおhでたきニとであ品と存じ上
け'1すJ
須波:fう…・・・うじJ
逆代(GM): rかのJtI1il:iピお父上司治め
る地、かのままIHril: ðt生・底的j~ら滅fごY

、‘1すれば、-JtI1失hれ吃いたOl!hれた

天 量医万象リ プレ

白辺守的血筋、再び!R.れた今自ょの白、白沼
守どの1ニ誕道、、たすが由然、かrJ

ほう.と蝿磁よりため息が漏れる負名代のこ

とばを受/t‘逆代もf領主のいない土地を舵立
上磁かっていただけjとt、う態度をとるようだ.

逆代(GM):fL1、扇牙司どの。白illt:fどの
は二うψl111失礼τ11ござ、、iすが、、、まだ
若輩。その畿を級品、品倉が提要γ11品・)1せ
ぬでLょうか。t替越ながら、 ζの私的晶、逆伏
兵』崎を白沼守どのの後見人ピl1殺すもので
ごy、・11"。、、。、がかj

須渡:fえ? え? え?J
筒村(GM): ら l ..， r~えたのちに、 fなるほど、

逆4~どのの費量~1二どにごi ..， rい逆代どの
の弟芯ピ、、えli、主なさ白渇滅を今日1¥'守
勺T、、 1(/!~ ..，た御方。 雫のような方が後見L

1(むきると品れlí、わが甥n1も~存11ごY
')1せ向でIIう・・….1，周波よj

須滋:fl1、11、、ッ!J 
崎村(GM): rぬli1今日二円BU・1領主となる
わけだが、、、1/，若輩、 @一つ治めるままには
経途、、ピ、、うよピ11白身γもわか..，1釘るなっj
須液:fl1......Jうー、答えた〈な、、なゐ(笑)f
11、、」
崎村(GM): fそニで、ぬLQ<-人的になる11'.、
こちらの逆代どののぷ.t:、兵衛どのに向lを後
且l1いただ〈ニとになる。其存11.…むい
な?J

t巨否{主』守されなか勺た.助けを求めて辺り
を見回してみるが‘深影の腐は逮<.曾銀は11=
に出席してはいなt、そして.終l望号の姿を思わ

ず探してから、もう彼はいないのだと思い出す.

筑波/;1.、下を向いたまま‘I}、さ立戸で(..“

/;1.1>1と答えた.

不釣り合い

と、 11/鍛/;1./[Cに邸ていた.
そんな織婦にいるよりは.たとえ策駄でも銀

全を保して歩いて“たほうがよ(1-ーそう思

ったのだ.

官官鎌:fッT宮う色。、Tなみ......1/，都1:、、る
わけtんかあらへA.l......Jr.)あえず、ダンナ
の4TS奇う'.i道場あたうをLらみつぶし1'"るわ。
1ず11、納tニ都に来fこ時t二ダンナが行った湯

治…-

GM : ~!金占 、 今、どのへんに、、る?

烈滋・都内、 前に来た渇鴻{笑)



.錫:ぎや(笑) 1-だ都1こ、、たんか、、、ア

ンテ11J (笑) rダy…・・{小声τ}ダンナ勺
・・・! 二んなト=1"('..1こu:んのやッ!!j
烈jt:思l段XHl'..、、γ、官官婦にいらベつ〈
れ材、ら、hadを傾けれ「結締官数、折った
からな。号う、・う"0は渇τ量を悲ピすのさJ
曾銀:r司ーゆ一問題やtいやろ1 ・(泣)J
ダンナ内向。、、寸ζ8!勺T、r......ピーゅーつも
・]や? 品な、、なコトl1…・・・ウチらを裏切勺

E、‘T、よく濁なんT……!J 
烈堂.;目を法、・でやる。f飲むだろ?J
官官錫:U1ら〈にらみつけたあふれ、ツピ飲み
干L1、fダンナ11.. ダンナ命、τ、!ft.波のた
めに争1-(頑妓勺Tきたんやな。、勺たんかっj

烈滋:r 、.、.ゃ。I重うねJ
曾鎌:r!ft.波町ニピを.(tt1 、 ~1γ一緒L1き

たんやな。、勺たんか!?J

烈蛍:rふヲん、奇いつあい・賀、・0、，iz・1今Tェ
モン庁。前日L宮っfこか? オレァ須波町忽

処のために働ぃ，I，hけじゃあねえ。 械かに、
須波l二ゃあ、、4、・ろなこどを教えられずじi、、
た.勺た~ o tlからせめ，.. .... J 1:ゃ・)0:;."、
f助1l<や4うと忠勺Tな……j
曾娘:rだから......だからあん世ヨトLた勺T宮
うン品、? 須波111/，1だ子供γ、みんなγ助
けTゃらんと、、かんのに……!J

烈堂:rno俄ね..，1。晶、、つも歎えで十四だ4。
おい、$録。1歩前ェ、十四両氏1:11何をや勺

Tたつj

烈堂の!問いかけに.一般世I繰がほお1-染め
たようtニ昆えたのは‘語草が腐って重たためJ)・，
それとも，

曾鋪:f....・・忘れたわ、γな大昔のニピj
烈堂:rそうか、、。 じゃあ、 ぉ~ ..，が十四のよろ

。....・干供だから勺T助11，(れる<<I)}'，'ヤツ

1.1 . . . . . .、・たか、.?J 
宮線:烈堂町村、ら誕誌を辛い寂っT、手酌

γ飲み干L，.rウチ1.1......1h'}のせいで、無
辺朱捜太人日されたんや。だから・・・…f;から、
;J!波1:11同じ港、、I.1L11.!L (~、・。 I:;~から…

! J 
烈蛍:r申勺〈づ、いつの聞にか大人になるヤ
ツtん51、やLねえよ。t量だ今T品品目成lI::1: 
大人にむもの5。十図的成・…・オレ11奇のよ4

に11、もう人を殺しTたぜj

鴛蛾・f号町二".. lh・1)1; ~‘い大人が. . ・ e ・ ­

使い‘人が釘勺とt句、争1:11主主うようにな勺ピ

勺たとは忠bへんか?J

烈:rt:fll!わな、、ね。オレ内観父I.1Jh主庁勺
た。S歩前ェの言うf儀L、、大人』勺Tヤツた'勺
た5。だがね、続父のおかけ・γ縛をLたよピな
んY、品・jゃあl.ねえ。 品リゃあ 。…UlェよJ

曾娘 「ダンナ11、、っし ・・・そーや勺T臼分勝

手'..1f.liiτ .. J宮、、ながら、その坊にlI::勺
伏L1うピうピ始めちゃうわけやね、ウチ11。

深猷になって、ひど〈俗っぱらつた滋甥はふ

らふらと滅t二1ftってをた.
然令室と会って‘占星をしたのは製実のことだ

ったのか? それすらも.flf.銀にははっきりと
わからな〈なってしまっているのであった.

結局、部に担哲郎主発見されず.さらtこ追っ手

がかけられることに在る.

そしてー-""の深夜，

源相fJ(.孟名代、錆付属牙;Jfへの誠会を中L

IlJ.城内の一室にて相対していた.

崎村(GM): r~1、伺周ですかなJ

深彫:r甥どのー一白沼存どの11一両日中日
白沼へと向かう二とにtるわけですが・・・・・その

R果、兵を釘借・'}Lた、・1
崎村(GM): rl1うJ
深Ii:r白沼は復興成勺たど宮え11間二え111
、叶、tLれ1せ向が、実状IH防止の001:まわ

，} 1せ向。滅1:1.1後見人どやらの失も、・るIう
ですが、つ1・'JI.1白辺守どのの共ではあ・J1ぜ

ん・・・・・・白ì{l~どのが使える失が民要γ寸J

白沼の域にとどまる兵が後見入、つまり逆

代荻の脅だけで晶れ1;(，、3釘ヰtに対応すること
は不可能である.それ級、 i'J!1IJ1孟彼方の兵を

』唱さえるだけのカを名fCに要求しているので
ある，

深膨:r争犯在、 逆代J宅街どののl~f軍下、白

巡の械や滅下にどど1'JltIl，、 、 ~J号、 必およ

そ三千。ニれに対するために、少な〈ピι四千、
お貸L、・たぞきた、.J

畠ごに乎をあて、名fCI孟鮮かに哩えを巡ら
せる.臼沼でiTjび鞍が起きる分にはかまわな
い.しかし、 Itけることは滞在れ立1、白羽で
ZI披が載に負ければ.本槌の織までの世f過が
無防備に在るとt、う物想的主危険だけではな

仁名代自ら新領主として任命し.領地まで与

えたという穏子がまたず、ほかの3ft領主の臼
側までも失う危険が晶るからである.

なれ11...... 

崎村(GM):rhQ、'J中Lた。たI，L、今塊<<ニ
内線に詰め，1-きる倉たちの歎1:11限リがござ

る。寺町中から、少々無JfをLl' 二千。ニ

千のJ宅金1:'Jあえず、i周波ピ共に白沼へと向か
わせ中号う。陰陽師ど円があと二千b主要E、、

うのなら、奇ららLすぐに奇4えさせるとLょう。
残・j内半分11、4がそ4、、Lf，、、.iI!.，1白沼へ

と返る と、・うニzτ、、、かがか'..?J 
深Ii:r..…7承、、たl:れた。後半のニ手、γ
きうるか~~I)是Fお紙、町、たL1す。 』島牙司禄が

品RI二なられ1じて11、・1Il日i，主〈、事あるE
すれば恐らしかな・j早、、時期でごy、、ましょうj

とりあえず兵を偽り受ける約束は取号付け

られたと 、 i'J!，豊臣は磁を立つ. そのT年中 tこ名fl~

のjJIが投げつけられた.

崎村(GM): r陰陽師どのが1医師であれば、!Jf.
波もお法、 '0 1Jl.波的役ろ命、おt....中Lたそ1
深影:rもちろんj短〈答えTから、間二え'，'、、
ように、「少也・(l:1，、あtたが生き延びるためい

須波がA向Iうなこピ11、わたl6号、‘るかr'Jぁ
'11せんよJ!:。品晶、i量点する納に、一つだ
け問、、Tおかな〈ちゃ。「扇牙司嫌J
崎村(GM)・f何か?J
深Ii:r;'ゐλは、もう片ィ、、たのγすか?J
崎村(GM): r手銅、、のシノピを放っTおる。品
のj帯、1，11や明日円相自をu.む二とはできんj

深彫 『そう ですかJ奇ー申ーヨトを官っT
う1(、・った試しはむいんだ占ね{笑)

烈:rt:1ん11:;&1fJ手釘せたオレ11、逆代的殿

様lζ会、‘lζ行〈わけだf。へへ。
雷甥: うー、 や今11さ・，~新。ピ〈ベ5 や司たか

…・ワ

GM:なんにせI、それから歎臼た勺¥11かの
領主たらが白少の滅へと反ったあと、須波l:.#

たら二人IU'.R嫌l')僧・j受けた二千円兵ピ
共に、白沼紘一-1Jl.波の生1れ育った滅ヘピ
向かうわ1I-(す
須波.ついに……煉れるんぞI

械に人っ 以量置深彰注品晶錐報集めと裏

工作に発走，(..~帳、た. 1i主刃l!"fでに在仁峰
村が名fl'である理由1:1.失われてしまっている.
そこに狩って量て須滋の無理矢聖堂のllJ取りで

ある.遂fCがE匹を動かすのも時間の関魁と忠、
われた.

主ら1;(，、それまでに、で量うるかぎ号お事lに

撃が1l!ぷようにしようと考えていたので畠る.

須浪:r深彩5ん……、、、、γすか?J
深影:おや。I・M ・-・どうそ1
GM : i軍務11.a:遥(t，l:いうのKなにやら書き

つけT、唱。



須液荻辺<1でご苦労，.(よピです(;定}
深膨:うー、績のためた'ビ{笑} …“気を~'J 
i!i.l，(笑HどうIIIたつJ
須波:r鼎i金5んが行勺，Llう前に吉勺たよピ
Ifを#えTいたらー…絞れな<1J

烈堂:rお前ェ5んの宮う載のない固なんY、
無忽さ…・・・寂11起きる。どうあ勺，1，1.(。戦、¥

設し岳うIJ.人の水質。戦、、のt、、闘を持・)1， 
、、町tら、何t*わずに死向tかれ:x.。殺、.
町官、.留を創るために吸うのであれば、……

ソイツ1J.i!.市民:.".~量 l，い晶よなァ……7J

深影:rああJ
Z買波:rゃっli・，)一一手危なんでLょう。、つJ
深髭:r奇う・・…港、叫すか?J
須波:r fl勺T、僕l二IJ.否定できt"..かった
人がJf.なない@のためい人を殺すのτあれ
If、それ11...... J 
深彫:r間』章、、、γすか7J
須渡.r..…j 
濠膨:r肢のt、、国…..ü_かがJlJ'>うと~わな

、叶、~.，) 、 戦11占色ず起きるものです。 号うでLl

う? どうせ起ニる較争τ品れIf・・・…せめT、
軍えいのt、、留を書lる、そんな白4車のためτぁ
勺τ11ぃ、~".・そうは、J忠、、ませんか7J

須波 r. ・・!J 
深膨:r手和な国・・・・民が平和に轟らl，行1I
?国をjlJるためには、外量~IこJ.);められな、、Iう

な闘でなけれIf'.(・)1せん。Jさわか・jですか?J
須波:r 11、.......J
深彫:rdtti ，.他00I:J.);め.il>tうtピト・う
野I¥:;を持たない白"Jrt。他国内氏を守勺Tや
ろうと#えるrt一一奇れニ奇が領主1二戒められ
るLのなのですJ
須波:rそうか.....・ほかの国に皮肉.i61れな、、
11どに強〈、そl，正避をゆく00......号うγな〈
Tはな匂ないんfl......J

深~:rあなたの、f戦のな、・闘を創るための駁1
11、寸でに始1勺T、、品。、-15らやめるつもリ

ですか・ '?J
須波:r. . J 
深膨:rニニでやめたら、あなたの較、・lifた江
の戦争J1二世「勺，llう・…そうするおっLづ
か7J
須波:rそれ11...... J 

天 網量万軍隊リ プ レ

深彫:r総のた..，1ζ殺をl，、、るのか・ 奇の
ことを今一度お#えなふ‘J

しばらくの沈燃.やがて決然と猟を上げた

i農は、君事量5に向かつて一つ礼をしてさった.

須波・ 「ぁ・}がとうござ、・i寸。LやもやL，、、た
Lのが吹勺切れたIう，.( 奇んなAがlHJ

宮1滋が滋織して.i!I!ltJが作業をj'll)制Lょう
と文般に録。返うたその時、時がりから戸が

かけられる.

~(GM) : r草飾様j
深膨:r….， ~ IこかJ
~ (GM) : r史的留浅町問所、送代丹羽匝勢が
突破Lたとの事でござ、'11'J
深彫:げ、 早、、。I・M ・-・歎117J 
影(GM): rおおよそ二千五百。ヨロイ、金刷
機内劇的姿11見え1せぬj
深~:r.....白il!1"(11どれ〈ら、、かかるつJ
影(GM): rあの純子τあれIr......~ら〈ー両

日中日11J



滞: 「首将殿町元へE 向車、ぇ。通JI:~.;'
動、、た二Eを伝えも町I!J

t孟、と小さ〈戸が関こえて.鴫がりから気配
が消える.しんと締まり返った鰭路の中、海膨

がひとりごちる，

深彫:[J員波さん、般のな、、留を創るとめの獄

、. 一、、I、・I始1・H-r.tJ

翌'f!sの朝早〈から、 'ちらに忙

し〈動いていた，

敵兵が来るまでの残された数日.できるだ

け有事iに帯を運ぶことができるように、である.
そして.その中の作戦のーっとして……

深~:t量見人を暗殺Llす。 奇うγすね。 死体

11 (式}I二会わせれ簡単l二事が発飢t、、I
うにし1Llう。ニれで都内紋共の4語源糸統を

紋様TされI!.・

しかし.r.軍国臣色気が付いτい書いことが一
つ畠った.JIIの抱鎌系維はこっ晶司‘逆代よ

り送られτ童ていた鈴鰭舗が志う一人の必で
あったのだ.

GM:在にt勺lLI!ら(V二ピニ4τ、どたばた
と騒がい、足音を立11、且!l'J町長が深~

のもとへピ駆け1(品。

深~:rどうLた!?J
兵(GM): rl:" l，抹下で・・ 火事がI それ
もーか所ではあ，)1せん、、・〈つもの場所で岡
崎に史的宇治句J
深~: r~にれ早、、リ

兵(GM):rL.y，Lかも、火をイサ11/，11逆4t内
失TあらE向うわEもあ・}一一ー!J
深彫:r(-y......!j:外へピ向。、、・1"t! 
兵(GM): rど、どららへッ!?J

深~:r.i主代的矢内詰め所へ向かう!j

深彫:r軍師段。、将軍はおられるかl 白沼守
4量的軍併であるパJ
GM: il'..(、it4tの将軍が流れる。
深彫:rどう宮うニとかッl 釘事えtされよ y!J
(将軍): rそれはよちらのセリ7。軍師殿

占、兵衛緑を、・ずこへ迫れTゆかれた?J
深~ : うーん、 宮えな、、(笑) r知・HせんねJ
1:(笑}

鴛錫:I古今が余。Tもうたタセ 1こ (~)

深~:会。たのはわたLじゃな (1 (式〉です。
人聞きの昼、、ョ トを (~)

将軍(GM): r知ら肉、ピおっLゃるか。L.;、L、
bれらが2医師はすでにすベTを見通II必るj
刀を技ぃ1......! r兵織機内五J寺中、らi
うf!、、っか1つる e・e・..!j 

diりかぶられた7J圭避けようとしたその時1

須波:気令"をl点、使勺1r制リ込.1.J l 墜
を破.，1地主がtI'.tll寸ッ"

どおんとn脅と共に‘i也':1.が喰もろと色将
耳f告卵しつぶす1

須波:r渓彰さん:t! 無事ですかy!?J
深彫:rええ …どうやらニちらの見.ibhl章、、
f:.~ 勺たようτすね…...1.(らが動〈町が二んなじ

早、、1:I1......J

古書めR時金時tた潔影(:J.‘首・を巡らせて郷の混
乱をjJる.品ちらこちらで上がった火の手で.

夜空が紅に染まっていた.

積怨: 吟ピ 、 二人のとニ ~Iこ走。1( るで。「須

波、l'，i野11ん!? ぃ。f二、・何がどうな勺ピるん
や!日

深~ :r逆代的長が動Hlf.二! 援~が来T

からかピも忍勺たのですが “常嫁さん、須波

さんとー絡に、込11'巡れた人たちを助けれ、

1(ぞきい!J 
須滋:r深*'さんはどうするんγすかっJ
潔彫:r逆代の軍師を4軍L1..・・役L1-r.15
4軍来続が*われれI!J毛もじゃんl二11掛けな〈
なるはずjそう宮今1(式〉をlTら、宮に舞、、上

がっT、‘H寸。
曾甥.深野11んを見送勺Tから、須波l二、「行
〈γi 逆4史的矢田監どLを止め'..あかん1J 

? 

た.

金が，i!J.IJJ/l{tのでは~I 、， 金主ら.このE匹の

JI情Sにちょっとしたf直線を与えたときにもらっ
た小判で事足りている.

徐には、この書官でやることがあったのだ，

被の曲扮に昆えるは、 む大在艶一一ヨロ-{.

砲火の中、男はまわりの兵たちに向かつて、

叫んだf

烈堂:r且えるか1 あいつが白沼守的ヨロイ
ぞ! 倒L1三否、領主の1tをxi勺たヤツ1ζゃ
あさらに百品ッ!! 行〈ぜえッ、総砲、用意!!j

t慢の削酬に応じて‘豆大な大砲をf.!Jえ
た数人の兵が摘に出る.

対ヨロイ豊富田Eもr.Aい放置担f鈍砲1だ.

GM:ひゆるひゆるひゆるひゆる…・-

須波:rああれ官官燥さん、危な、'.y!!j
寝錫:え、うちのほうかI>"Y!?(笑)

GM:どうやらそうらい・のf、回途L1 (/!~ 、、

{笑)

.娘 ，日川、、川町(笑) [紋様]の〈回選〉

τ……3成功ッl
GM: I陀砲のダメージ119.君町〈回避〉内
成功皮が3だ勺たんで、足')Ii、、今、つ1'J 6 
点的ダメージを受ける。らむ.1.1:、1hリ1:~、
た追放中的人たちも爆発iニ~~込1れT 、 あL

fょの釘夕飯のオカズみた、、G・-11:絶。
.甥:r (うれ来たかあy!!j寸('1二立ち上が
勺T敵の方を向〈ッ"

すでに十人近〈の兵が、ヨロイに向かうて駆

け1111-τいるf そしτBそのぬこうにゆらりと
立つ大%の姿.それは1 その姿は1

須液:r烈1:さん円 ど、どうL1 .Y!?J 
1.!1: :無拠。「オラ品ッ! 語、かるぜi.-y!!j 

罪償、それに綾名がサムライ化し、ヨロ-{(こ

突っ込むt

須波:r (うれ早いツ1J 
GM:倫町一人的Jt型車今1 PJ.1JJ6.I13! 
須浪:切'J.i五L1すッI (敏縫1のく袋令〉
T、8PJ.1); I 

" 一人目が災績にR曹を婚がれて地に転がる1
それを兄て、ほかの兵たちの動量も止まった.

その中で、務t堂だけがずt也前に進み出る.

須波:rひと九、ζピを 都内氏に11倒的車も
な、、のに-Y!Jそう宮勺T、担l蛍さんをにらみま寸。
烈::r~匹、也、二れが本自のオレさJ

須波:r烈1:さん・ 県1蛍さんが弘前1二宮勺T
、、たよI:I!の答… 占うやし僕111唱もζピがf
きまLたJ
烈堂:rそうか、、、そ・}ゃあ良か勺た。 が々官、
IJt波..・ o・-迎。、。た。もう…・・辺、、』

須波:r烈金さん、刀を恨めT〈H5、・。あなた
が僕円前iζ立っと、、うのなら、倹11...…あなた
を紛らねI!ならな:、、.…・j



剤堂:fできるか?J
須波・fゃ・)1すJ
烈堂:f、、、・返事tl、JJt波! 、、、、…・返事
Kγ!!j 

須減:攻撃、Ll1"'y!!
烈堂:[知覚lを佼勺1-ねら、・祭ら..ッ! ねら
う11Jt皇内幸手lb!!

須波:fうあ品品J>.y!!j
烈笠:fどづゃあ品ッl!j

二人とも能力絞.校1寵t孟騎鍵'Ifl.麟m孟ギ
リ￥唱の差でつくと思われた.

しかし! ~:j上の神は、今はt.'l:'1の何事jだ

とささやむ 烈堂の9成功に対して、なんとf/i

滋の成功紋はわずかにぬれ

さらに需燈が{疎》を使うたことにより、』車51
1:1. 14点志のダメー引を受けてしまう，

{疎}のt量発力により地以のむ手が勝砕さ
れ‘挺った刀が伝が町議ちる……1

烈蛍;さらにオレ内政祭、η!! 今皮11地主の

左"をねらうせ'えッ!!

須波:r疾走姶H伎.，1後4にダッシュ!

今度のJlii疲は神に見拾てられはせずに(笑}、
車燈の攻宮置をわずかl偶援でギリギリ怠ける.

ひざに当たった務段の刀が.炎の照り返し

より£まぶしい火径をあげる1

烈堂:fそうさ、そうγ，.(きゃあ、、1IねえJ
須滋・ f(ツ“ ・!J立ち上が・)1す!
烈::fだがな須波、』歩前...IJ.甘、、。よ内紛に
JJ.んでiぁtI速勺T、.やがる・・…j
須波:fそ、そんなニピ11'.(、、ッリ
烈1::f且4よ! ニの町、この貨を! J昔前ェ
内紛さが、お前二民的述、、が呼ん庁長f:，.oJ歩約

三の弱~ll1h ')のヤツを不命に寸るの~ Jj
須渡:fそう? だから僕11強〈ならなき。ならt
、ぃパ 強〈、みんなを守れる11どい、強〈ッl!j

烈堂:f巡か勺fニよ、F民放f お前ェが気づ〈
前に戦11始1.，ちま勺た! 代償11、、っtlづT

死右。お前IJ.，l[を償J?IJ.'きやtらねえ1J 
須波:fkからよそ! 倹わなければならな、叶、
らよそ、僕 I J.ニん~.t:二;，"(死向ニピ 1 J."'1' きない
yl!J ...... ~う右半IH虫、、ものにiJ'')1せんね“

左手γっ。、みかか・)1T!

fl盆:針算どお・)1 武器がなければ灸らっT
Lそれほどピゃねえ;11 

須液:せ、、"(1"、t:!蛍さんつ! 地主的左半

l二IH白終章jが設備5れ111"1

f.!1堂:官、何ィ{笑} 針算、ミースI(笑}

白熱

ヨロイ、会期鰻周の審査備。.カを手のひ

らに書摘することにより、ヒイ白金の狼甲を

趨加舶、般に多大なずメージを与える格闘

専用武髭.

天 淘E万象リ プレ

須滋 9成功1

烈:・10成功! 切・H五Lた1，，)'!! 
須減:(うッ、足・}な、、ッ!? -気合"を6点使

勺T、成功数を2つ上昇! よれγぇ'Y!!
需'1::*ら勺Tたまるかよ勺! 二勺らも・丸令"
を3点佼.，1成功歎をH固上げれば'ッ!
GM:双方tUl終的な成功欽1111I 地皇
内左手11、県l堂の刀でがっきE押さえられるl

続<flJ1i量的政懇l しかし、地引のE臨時上
げる足をまともに食らってしまい、派手に吹っ

飛んでしまう.

-)I! 

烈 ::ベ勺、ピ血淀l:，)の唾を吐、、τ、rll、t
.. i!t:、、Jt'f.tlぜJt言、叫がら立ち上がる。fや
るじゃねえかJ
須波:f僕だ勺TたtlA量L1いたわけγ11'，'、、
んです。確かに、Ji1.が村〈のが遥か勺たかも

L 11'.(ぃ。 でふた，~、、二号、倹11湯を埋めな

けれは'ならな、、y!J

烈堂:rお前が白;召の領主いなる前であれば、
1だや・}ょう~~う勺た4うが 銭念式Yぜ、須波

イ!リ

茸i波町攻撃をかわして懐に潜り込んだ担問ー
が、地':tに強烈撫比章一寧を加える1

ダメージはなんと12点1 致命i誌を受け、

活力も銭り2点になってしまった地・:1，銭りの
活動10m監事者間はあと2分1

密銀:rダンナ~'Y 1 そらあ ・やリすき'や

γi 'y!!j 
1.!1堂 :fオレぁ須波を助111ニ来たんII。そのた
めじゃあ。.. . .ー地主11卵lJt'，'の~J

須波:r負けるわけ1;11、、かないんです! t:! 
1:~ん 、 覚悟おツ!!j
1.!11:: r長針おI-;J昔、、.ノ!U
須渡:成功数11......11 ! 

烈堂:……ニ勺ら11，，，…131! 勝らだ!

地虫のダメージはもはや限界.さらに戦痴を

続けるためには"死亡“にダメージを入れるし

か牢いとt吟状況1

しかし、証i越はここで‘活力をマイナ_XIこま
で干主として戦樹不fAになることを選吠.
地1込が停Jt1.，.畿会していた明鏡から綴滋

の遣がはじ輩出される，

須波:rピッ JtR. ，，!! (千九二んな特に

Jj 

烈盤:f結局ょう、、うコトだf….Llせん、1<1>
エの足でJt笛に立勺Tねェやつにわかるわけ
なんざね.r.のさj

須波:……地主から虫i寸。致命傷いダ〆



ージが入勺T、活力L残・)5ですから、5今後
には気絶しちゃ、、1す1I l:'，。
烈堂:rどうする? 武家の息子らL<、腹で
もお召LIこな・Hすか、経つj

須波:r..…J 
烈:1:f白少の兄貴iτを~~トに4品1Iた結果が

よれだ。よれから二のoolHI:れる。験場あさ・j
や1t伏せリピLのID歩するようになるのさ。お
前の火事'.~のを4畳二号m勺T、 ・ 〈ためにな。

号 う5 、 ニれが;.;前のl!んt!f吉~1J
須液:f1 f!..・-・・負1Iたhけじゃな、.'jI !U 
烈St:rあきらめねエかよJ
須波:f負けられな、、ιγ寸。今日ニこで負"
1L1えl.f、今iγのことがすべT無意味にt
..，1:11う! lt!11あなたに緋たな5ゃなら'..:、、
ッ!!j刀を撹今T変きかかる'jIJ 

茸I波的主t迎か.烈慢の泌l訴か、奴波のー傘
t孟f音堂を』鳴らえる1
将色が茸I波の飯に浮かぷが./f雪量はさほど

のま量保がないと知旬、血のう~(が引いて申<.

f.!l盆:rや~ IJo なかなか・ n 縄市、..，1ヒぜJ 1眠

畿の一司~f!。 あIfh!

官官鋸:r持ち、、y!!r気令..i-1点イ史っ1:f宇1・J
.i!lh Jや!
GM:筑波をかばうように聞に帯'J，) l4ん庁宮線
が、烈堂内刀を4thリに受ける1

烈:1:f'..:んた'1、いたのかJ
管銀 fもう …・十少や'>! それ以上や勺た
ら死λγ1うIJ 
烈堂:r吉勺た4、オレァIP.波を投1I:来た。
車を4賞、、1二日…来た..，1:なj
曾銀:f須波t二手ェ焚Lたのが革命、いγ!?J

烈堂:fそうさ。も吟E宮うなら、須波に救えき
れなか吟たのがオレの3l。 弱~I1革、 筑波が

弱、、Ifd、，)1こ、ょのザマだ。もはや$.1:白沼専

は死向Ld、11.x:。 オレがやらな<1:もほかのIi
かがやるだ4うさあIJ 
慣鎌:ff!からE、.勺T 目的前τ筑波を殺
5せるわりには、、かんのやり
f.!l:l : rど111。妓ちゃんj
曾銀:fピ11'..:ぃ …絶対l二! 死んでも、q.
.."見せるツ!!j

f.!l堂:rお侵い、ことγ。気づけ止、奇丹後Lさ
が、弱さが町を焼れ そうさ 、 総~IHI!なんだf
I。だからオレ11・M ・-・車をf賞、、lこ来た。二二で
オレ内紛さを新..，1:、オレはまた強('.るリ

信t雪Eが(/:締けたii沼嫌が/{速斬甲刀を符
ちkげて受It止めようとするが、それ色/111に
合わずに臨しぶきをtげるt

.錫・〈うッ、ニれ以上灸らうビキッ、、)'!! r止
めたるうッ!!J気令"を 10点投勺Tサイロロを

10倒増やL1:…υ15成功!!

烈堂:ンぞあ!? 号れァ還けられねえよ']! .: 

勺らや11成功。e・e・-繍今Tェ!

一発当たると非常に高官い/{連新中刃を食ら

い‘烈堂が様子に血を散らす.

次予ウンに時間切れでサふライが1;1}れた然

堂は碍ぴサム予イ化，

f.!l盤:さらに! ..気令"を I 点技っTょ!!~行動

L1:、〈法術〉の〈気縛攻穆)! 
智螺:号れ11""，.道けるl 道けたうえで、ょ

っちの攻撃!

f.!l:l: f述、、ンだh!!j切。'HHI1・'"#.Ii.を
ねら..，1:"""成功ッl

宮線:fああ 川j
fl:l :その11、その首筋l二刀を突きつける1
1義付}だl
雷錫:f1た・，. . . . .終わ・Jじゃな、‘ツリ機lζ宇を

入れT、t弛手綱燥を……

深彫:f持ちなふ・j

街から戸がした，符が銀り仰Ifl:f.IX-'1!を
〈式)1こ蓮tまれて来び来る深自障の盗!

須波:r h，深野5λ JJeべたに11、.っく
1.fった11、奇の名前を呼び1寸。
深彫 ;暑地L1:、需t生・をいらむ。「ムなたは
いった、‘何をLI二来たのγ寸j
fl堂:fJJ!波を救勺Tゃ・)1ζ来たのじ そL，…
0・・オレ内.Il告、f賞、、tζJ
深1>:f須波さんを救、、に? 11今、笑わせる.
JJ!iまさんを殺L1:殺われるのは、JJt波さんでは
な、、。号れはあtとγLlう。晶tた11白ふか
綴波さん1%強〈あるために、m波さんを殺L
に来たんですJ
烈:1:rふン、須波が強、‘ゐ1:.t.官官、・o-L"ゃ
ねえかj

深彫:f号んなニどはみ・)1せん。第一、須波さ
んじ必要な強3tiあなたの戒めTいる強5ピ11
.itうj

烈堂:f''''''J 
深膨:fあなたは今のうらに一一そう、あ世たの
剣が.Ii¥<うちにJJt波さんを設Lf.よか勺たのγtょ

うっ そうLなければ、須波さんはあなたど11縫

う強さを符1:Llう。あなたIリL強<'..:..，1: L1うj

df，1二続'lIfのJfJ&I:/.Hぐ.

深1>: W.腕あ'.(f"1ζ聞き1Lた11。なぜ、強〈
なものか、 ピ。 あのとき、めなん11~えなか。f" 。

、‘や、~えられなか~/:. 。 烈蛍さん、 あなたは

どうL'(強さをポめものTす?J
烈:1:f ""..t世 1 二も佼5れな、 、ために、 ~ J

深彫:fそのためl二人を級寸? だ勺たらあな
たに須波5んをどう二う宮う資格U~、、J

烈:1:1:1，む。fオレが ー一 鈍いっTェのか?J
深1>:rええ そのピおリJ
須波:f今1でず勺ピ一緒c.=~ 、 T 僕u今
iで、あなたの強さに後れ1:1Lf.ょ。あなたみた
、、に強('..: ，)た、¥そう思っTたんγ1'0'n、
あなたの求める強さと僕にðil~な強!'1 1縫う。

あ'，i1.この求める強さは骨!の腕.f.:'11ピ、イ震に，見

要なのは領主l:L1:丹強さなんです。領民を思

い、 官を原 ・)1とめ 、 晶君l: '..:~ニピができる
強さ。僕l二必要なのはiさにそれ'..:んf寸j
烈:1:f長E4btfぜ、!J!波・ー…気づ、、たのが今



じゃあ、辺、、j

須波:rそんな二どは晶・'l1せんI1だ.. . . .ニ
れから弘・んτす!J

沈'-5.

深1&:rどうする つもリγす?畏!1:~んj

債銀:ft、ダンナ! 刀ァ降4せI!ええ! 昏l
をfI<んや!j

烈堂:r妓念式1な、オレにもプライドがある。号
ぅ、・うわけにや晶、・0、ねえ~ J

須波:r脅娘さんー…ダメ'r1"。伎が二ょγ冊i
堂5んを受け入れ，llえIf・ それIi..... '9' 

メtんτ寸!J 
深彫: ftれ11.....・白潟OIf~豊司令1ζ よ ，) 、逆賊、

烈堂を ・・'4ら11"J
担1:1:r奇の編成γ、。、、、?J
深1&:r号う あなたと須浪さんの求める強

さがitう』う l二 、 わたu:あなとのj~勺示 、も強

5もまたitうLのJ
烈堂:rそうか、¥試l，ゃるよIJ
深1&:鎌倉、らK{')llV;刀t二手をかぎL，

{え〉をJlらiす! 全身全霊をぬめた、わた
tに打，6最強的{式)!! 刀のダメージを極

限1-r~;"'， " " ， ・迎え~つ !
烈:1:(;)ヵγ劣るそ.，らの刀、事fこるかιノ!! 
「陰陽師風情。旬、tうE思うかあッ!!j

錫膨:-.ii¥令。，~:史うに決1-代るでしょう i

ここが正念I語，;1:11/と品ため込んだ・気合.
~一%に注ぎ込む1
実にtN堂の繰るサイコロの敏f孟20側、 iJ!.影

のd/るサイコロは15側1

君事膨はこの後のために"x(合・を妓しておか

な狩れば語放には勝てなt、fどこまでずメー
?を受けられるカオを，It脅して.ギリギ唱の成
功'1Jlに蛾けたのだ.

深1&:成功欽11......11 ! 

烈:1:14 ! ダメージ1111点!!

深彫:やられた! 負傷皮が企毎JU勺T…・・
持'1:&、生~，いも勺T状賂τす“・・ 11。

JJが'ilji!'S<揖う.漂'IJの……右腕と共tこ.
どさIJと絶に務ちたちE血球、砕けた人形の

干.

しかし、これも探彫の.It慌のうち，今度は古車

量障が仕掛ける!

銭。の“気合"を突っ込んで、島1るサイコロ
の敏t孟181
迎え怒っ烈電毛主1合"を使い‘ 18併のサ

イコ目を綴る.

まったく同じ状語~. 負けたほうがー …倒れ

畠1

天騒が象リプレ

3百l堂が耳i滅的命を刈り取るその瞬間、IDJに
1.!1冶:t:15J竹" 入時，t.!.燈の刀を11:わりに受けたものがいたt
深'E.ee・e・，10 ・負けた! Lかたあ・)1せん
ね、死両場所τも官、・。気絶 L 11". 

"孜命I!J"にダメージが入ったJk.ltliでの気
絶1:1.，す立わちf特睡状態J.しかるべき処抵
主しでは起草畠がること弘主いー

しかし;深彰t孟、 1'1分一人がこれ以t被う場
所ではなt吃 '"え， ~(~邑を選釈した.

片肢を失い‘無惨止海の深影が.申ゥ〈りと

倒れる

須波:r)訪 れ深~~あんッ!!J 叫んτから・

きァE前を且4居えT立ら上が，)、深~さんの刀

を給、、1寸ッl

烈堂:JIt糊を払っT、「 、、、・んと'なJ
須浪:r白分のふ‘た縫γ寸。{棄が…決婚
を婚ける1J 
烈裳:r良〈苛1えた! 沈~.，，-\"ツを教えT

やるぜんノ!!J
須滋:行きますッ!! 被附オプション11"悦設

のー祭-1 

必殺のー怒 I 
自分の命を顧みず、織に多大牢ヲメージ

を与える'盟関オプション。敵の強烈な打撃

を、まず先に受付切らねばならない.

当然須波には斉11:1の一司書にa耐え切るだ
付の体力はない。そう、“死亡"を覚悟する

以外には・・・・・・!

烈:I:rJt由気か! それか、、、!jダメージ11
15点!l

震tI:'・員~~..~ 1点使勺，rfil')込みjッ!!IJ!波
内~I'. h')にダメージを~毒事受けたる'Y!!

烈滋:r向うッ!j
，.銀:rアンタに後れTたのは・ IJt波だ11ゃ
なかった。筑波I!けや…-な、、j倒れる・・

須波:r深彩5んγ!'!J叫びながら、県11:さん1:
ぶつか今T、、H1"ッ!
烈堂:<うッ……今度よ号、耐え切れねえ71

…l&、t晶、叶二〈死自負はねえ，，'('n。ダ〆ー
ジ11金締法カ i二入れT丸絶させ，1.らう。

ロから血を吐きtがら、「なる1.1ど・・・…これがお

前丹後さかよ・.....J
須滋.ラウンドの終7とともに、・致命傷"が入

勺下、~{;看カが1 丹倹も気絶L， L 1、・1 1".... “

";1身thl!J' した

1点ずっ・滋}J"が

MIJ草しτ申書‘ "i'o{:}J"が1以上に在った時点
で.1lt!lまする.

』辺、を吹き返したのは烈常が続初だった.

砲の臨まりを吐き11$してむっくりと立ち上が

り.あたりを見闘す.

f1Jらにはかつての仲間たちー-'iil線、御影‘
そして、須滋ーーが倒れている.命を奪おうと

すれば、いとも鰭11iにできるだろう.

しかし ・

烈:1:r ふン、ょう、、今た強さ、ねえ…・1、
、.、・ ~ J



焼ける町をすIfl二、R償はその1越を去る，
被が立にを思い、どこへ行くのか、それを拘I

る色のはい.(tl、

めた.

ち立みt二、Jfi，波、御自信と毛に"致命傷"を受
けている，つまり、しかるべ幸治桜なくしτは
二度と起豊島がることがで量主いので晶る.

曾錫:rダンナ11......Jjらんのか j2人を
かついγ、医師い鈴せ1:'¥、。、λピ..・e・-

2人壷控えて域へ向かう古I螺のUもとに、安
爆と志晶垂らめともつか主い笑みが浮かぶ，

.11: r奇うo".....・ダYナ11......行勺Tもうん
のか......J

後見入、その軍鱒と、敏Jf(のニ訴を務影が

倒していたことにより、ilMtはしだいに収ま。
でいった.

混迷立連絡によって本鎗よりの慶箪もNl/Iこ

合い、多大な鍍警告白したものの白淑の廊は

現びid.ち着くのである.
混乱を収めたとして.今までその能力金疑

問複されていた苦量領主の手量産品兄Tfiされつ
つ晶弘後にとって前途は滋JU二満ちた志ので

はFb?J12Lqi-zm、ものではなt、だろう，
a紫臼泌さF須波のE量ItI1)1，主、今‘始まった
1/:"惜のだ・ シノ

終
GM回想録『領主Jのころ I 

o終聞というコトで、いままでのイロイロを精算しなくては寄ら者い.そう考えた結果、
随時込みすぎτいるなあと我ながら思う。
残り一本の刀は、他の人物が持ってきたことにせざるをえなかった。この辺、スマート

でないなあと反省。

「須波が領主に宰り、他国の侵略が起きるjという点だtすがシナリオで決まっていたこ

と。あとは相も変わらずPCの量申書に合わせた?ドリブで晶る。

烈堂l孟f須波が宝刀の力で領主に寄るのなら、その元を去ろうJとずいぶん納から考え
ていたらしい。

PCどうしの対立は、双方ともが“気合"を使用できるため、自然と溝手になる。PC対

立はプレイヤーの対立ではない、と全員約量解しているのなら、喝を盛リ上げるいい手迭

だといえるだろう。

RPGの主役l孟PCであるというのなら、 PCが直線行動をしtsくなる般闘終了以後は完
全な余肢となる。そう考えτ、覇軍"が終わった時点でシナリオを終7させた。



-4i 
J 1 ~\、 j

44llm刷、 Yるp
A 

ふ¥/，.， 



『天..~4jとはハイパーオリヱンタル時代劇RPG “天.万a"の発売前サポートおよび、
の意見交績のためにRPGM肉に創られたスペースである。 宜・イラスト.井上純弐

~人を捨てし者ども~
司.. ‘・・

天JIの世界のサムライはわれわれの世界でいう侍とはちょっとわけが遣う。
天緩の世界の〈サムライ〉は己を超えるため{式〉を体内に埋め込むことを

選んだ{遇訂正された7)武芸者たちの総称である。被うため、2主宰銭かんが
ために人を鎗てた一一修織の者たちの呼び名である。

績かに {式}を埋め込
みサムライ化すること
で散らは強〈な9ます

しかし強〈なるために
控らはさまざまなものを
揃牲にLているのです
''1かを長い.併Jかをi語る
それがサムライの生き方
なめてす

保ぷこ.-fM4-野f
齢U縁時苛1 fh.W~
f'Q.'>>IJI8キU剣勝海
1:A'皇制E防尊

サムライの{式〉は発動する際、大なり小なり肉体の変化を引き起

こす。これをサムライ変という。その変化は埋め込む〈式}O)種類や

量、寝め込んだ陰陽師の腕のレベルなどで、百人宙線なのである.

このサムライ{狙焔〉のように全身が変化するものや、自臨が浮き出

るものまで一一ただ肉体の変容は隠せたとしても、体じゅうに埋め込

まれた〈lゐによってサムライ1;1.一目でそれとわかってしまう。

一一そう、ひとたびサムライとなったら、それを捨てることは一生で

き幸い。いつ何時であろうと、サムライである自分と向かい合って

生きていかねばなルのである。 r
ぷ議3
(l¥)をためたり場繍したりで曾る不
..~レアメタル.

ザムライItこれ金鯵じ・うに埋め込
ん?、民的宛助的綱紛に倹ラている.

tψムライ仕したとeのl¥カの鴻IIt抑えられる}
IU，‘ (11)1:ためたl¥ごとー闘で.R谷信ることも可・・でお・1."穫の(lい買.I!!IJで'".の代わりに(l.，τいたりもする
{ただし高価).

/ 



サムライに在る上で、もう一つの

1[婆な点は遺伝子が変質してしま

うため、子供がつくれなくなってし

まうことである。

男はいわゆる無精子症になってし

まうし、 女性も妊娠できない体に

なってしまう。

まれに受精して子供が出来ること
もあるが、それ1;'-

鈎であって努でなく、女であって女

でない.

それがサムライの世界である。

/嫌併問&足デ岬
縛郷#9:.t九是働押..ム.

あたしを虫;よIfh?
Lないでほしいね
や勺とそういう

〈だらないコトから

解放されたんだからさ

いつでも慣いのために

死由 市
托ねる慣を害がし
唱さる
それがザムライで

ござる

らにとって戦は日常だ。ヲEはありふれている。無限に続く修量産への道の中
でいったい彼らは何を想うのだろう。

人を捨てたがゆえ、人間として生きる彼ら一一サムライを君ならどう演じる?



~戦の華~
頁鼠1:圃盲温厚霞〈岨田町世である.ザt-:!-IがE型
車L、酬の由どもが..，埠L合う帆その
中で絶対骨量申と縁組由火'!l:<:吃立する軸略兵a
-ーヨロイ.そLτ、その鍋前置檀.，.1る少年少
女た、- 9ロイ象リ.，今国1:朗介Lょう.

ヨロイ1:明蝿によって.柵~れている. その明蝿

に聾倉{章園舎間関@せる)でH.の1:.の規い省
に照られる.

~償問t:aロィ・"に訟ねるのu.隼岨bゆか由予
倹というニとに@る.

脇町偽刃骨ヨタど
メ畿北納炉、

フ初旬砂，グ

ヨロイ1:名門の'恥に討Lて与えられる.
..，.ぐ袋"が、聴婦のLかも最前線じ
出るわ111:1:いかない.その圃量、次開‘
.!!JI!や減措輯帰相舗に~れるしか~\.'女
骨予1l'3Dイ織りの大ゆ&占酌てい~.

だ均九彼ら{彼女ら)1:そんなコト.，慣やんだ
り葺いたリLない.1量ら{櫨食ら}依田んで軸
白幽て軒くのだ.
手棋だか勺一一自分が予侯であるから窓単位

電解Lてu.い敏いから.

由a色の，.
9ニ.レ弐の.. 
惨で00・fや含・袋鍵の
.. ..，婦として復刻3九て

いる.定.1)(民のほg・)~lUt'，・帽に...，臨む険

げる不足‘t.:1I#.1to..ニ........ると(")舎危
険f包含せるーとがη終にr.:(J.陰，.... 誕の
7イ少&伐の吃が、...る参噛民主"."民

.;1-0. 

F 

宜ーイラスト:#土鈍=宅
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明圏に惜合Lている問、 MIすベ
τ1:ヨロイ.. 通じて埠れ込んで〈
る.
ぞれa.....ている抗感に追いと
いう.
夢相φの軸刻.で，明ゆ町長t.:t;t
暗号少隼少女た...

ヨロイ Utぐと~I:安企傘窓陣の
ゆで、聴うときζ 1:<Ibず惜合Lτ
ぃτ鞍‘田真自信槽t-..暗わう二
とはない@

軸1:.ら彼女らじ隠ゲームと同じ

だ.，惨4らち@の兵輔@鰍怠躍にち
~る劫与骨量がそ二にある. t:> ~ 
られる兵の叫ぴも膏摘の
密情も事の中骨量色でLか傘

、‘・
だが、彼ら世*らUぞう
や勺τ聴..理解する.聴と1:
そういうも骨だと一一曹L合
いとaそういうも町だと.

Lかし、いずれ揖還が幽
る.
聴いを、暗暗舎、人聞が

夜曲という二と<¥-理解す

ると8がいずれ織~. 己
と向@合い鐘えねば伝ら

tsい崎がいずれ高る.

人aいつまでも少
等少食でほいられ
tsいから ・.

集令官負い、ヨロイ&陣リると8に、櫨ら檀食ら..持つ冊1:帽~ろう?
過去4liI恨念、? 白骨<¥-陥れた富への恨みか? ぞれとるこの磯田町世

へのやリ8れない串リか? どのような績にa・<¥-績がそうとも檀ら櫨女
・，1:畢じるだろうー_， Jt-に白骨1:岡白星で大地民主っτいると.

"伝たがヨロイ.・')<¥-プレイするとしたら、それas量骨輔属とtsる.
仲間と闘と鼠躍があなた..属・8せるだろう.しかL，踊札聴い、屈
し轟げてい〈二と炉、舞瑚α噛'l'，ヨロイとの創れm白金阜的ることに
eる.
~，炉、 忘れないでC1L 、、

ヨロィt-I誕い~と傘、柑めτ11ら彼女らの人生F曲まるというニと<\-!

蜘努試依頼.附

議'R:ttJ樹立
ものt.:-I

主占宮制労

聖A官制令書
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ラ A~URAT 
どうL1おれはサムライにな今たのだ勺けつ

寸曹百.

二円岐に埋i勺たn止 } を~\でひっかき立がら、おれはぼんや ，)ピ#

える。

S置か一一強〈、あ・jたか勺たのた'。

なぜ、強<'.;')1;か勺たつ

認めτ、IILh、勺たのぞ。
拘をや勺1i要領が惑、、と、おれのこピをf1I険
i二扱う必母ちゃんi二。

ぞから、ご領主緑町枝t二足経n1ついれ、
った。あれli、五年が前1，..，1，こか?
骨!のオがな、三 ~li~う勺ピ宮う聞に骨身

I:Lみたのγ、その少1，1t体を鍛えようど、
そうJ地..，1ニ。
紋場τ、サムライEいうものがあるよ
とを知勺た。小伎を量れ流Lながらへた

リニλI，i;れの自の前γ、サムライは
本当に強。、勺た。

"から、おれLサムライにな
勺Tや4うと、そう忠勺たの"

勺 1;勺 lt。
そうすれば、お母ちゃ

んもきっピ拘れを認め1(れ

るピ、そうM!勺とのえf勺Iζ勺
1 ，。

五年 。々

サムライI:L1 もらうた'1t 
内金を貯めるのに、五年、

かか勺fニ。

サムライを舟]む間的A
向ほどの苦しさも、釘4量ら

ゃんにはめTもらう瞬間の

よとを処彼L1縫えた。
備がふさが。たらすぐ

に、おれは放跨へと反勺た。

様かい、止を越えT、小川

をil6~. 五年前とまわら
ない村が見え1~た。

おれのうちの前l二、人右か・jができT、、た。その中のー人が釘れをみ

つけT、五年ものf品、なにL1やが勺fごと吉今fこ。
傭失崩れのJt盗が、おれのうちに抑L入・?1、必..!/:らやλを人質に立

Tζも勺Tいるの々 と、奇う官った。

かあッピ、 頭 lニ鼠が上うと。 拾のJ.tJtIζ~I今治、1 1<ぁ・?Ui.畠fl:包ん

を綴リ革ピしれれは走勺た。走・)f....がらサムライ化。雄かがおれを昆T

怨鳴を上1f/; h'. .atに111j'らなか勺た。

サムライlこ.1->1研FA量iされた忠光τ、家内中的人間的場所が-1-1ζ
AtるようにI-> h、今fこ。 釘母らぞんと、二人的人m。 家に向か勺T走・t)~が

た!

宜壇辺1:;ロシ イラスト;小川線史

ら、おれは、 -1- 1 二 l~勺た4tをjl(・10~itっT、 ~lf

5tを交さ破勺T、検liお母らゃんに小刀を実

きつけれ‘た，~の減を枠、・た。 男li織づ

飛ぴi 二，i:吟倒れT鋤かな〈な;~/:. 。

すlfえ、 ~i;れは忠 勺た。 サ

ムライを入れTから人を設Lた

のは、i1Jめ11，司f二。
:岳からまの中に般ぴぬん

々。目を九<L1仲間丹死畿
を見T、-た男が』長・)I句、、

た。

なんだか叫びながら、男

li刀をよ勺ら1:向けた一一向

けようとLI，こ。

男lζ.l!l..，た釘れは、刀を4量

?弔いつの手をつかんγ、ぐる
。}ピひね。た。l!刊、ピ、骨の
折れる膏がヰを伝勺1M二えTき

た。品、11->寸七刀を号、、つの哲

lこ当"、('、、、~IfL/;・

郊の廿li、1るで土人形品、
例。、みと、・t ニ j!lt~.(切るニピ

ができた。 唱・~. Lの男が倒れた。

お母らゃんを守る二とができた、

奇う#えるピうれL(1 f:こ1らなか・3
た必れli、鹿リ込んで、、たお

母らゃんの方を板リ向、、T

K・9こ・)~ ・?，ニ。 釘母らゃん、

おれι，1、婦っTきたんた'止。
そう宮司た。

お母ちゃんは、必かえ，). 

E宮う代わ・j に 、 た f~"ひピ

宮、

r... .. 
ピ、吉吟た。

瞬間、目の腕が真。未に'，i，..， 

一一気がつ〈ピ、れれli血iみれの家的中い一人々今色。自の前に釘

母ちゃんは、、官、、。'Jたちの死骸l二折，)重なるIうい、え・お母ちゃんだ
弓たモノが転が勺τ、‘品。
どうL1おれはサムライになったのだっけ?
二円肢に埋i勺た{成}をJi¥γひっかきむがら 、 おれlil l'んや・'J~ :fえ

た。

施。、ーー



YOROl rlORl 
r... .・来品。J
僕のヨロイι、i釘E泊歯の1u明d，魚
ニららlμζ1勺寸<'違んTτ，来畠司内量務手内大5さoか、ら寸るtμζ、号、・つ11確か
にヨ口イfl勺た。
あがlt，、、iこ大き〈な

れヨロイの特徴が判じ

られるようにな勺T来T、

僕11品企内んだ。犠がか

らからに干上がっTゆ〈。

r.. ...双角。小夜'1U帯
4量的。…ヨロイ....・。J
半月前の貌 T行方知

れずビな勺た小a串姉嫌
が、ヨロイピ共日生還Lた
のだ!

近イ、、T来るうちに双

角的lA備のひど5がは司
; 1)見え.uた。天を突く
一対内角的うら、右両L
の11主主中γ折れiLl勺T
、唱し胸の.tt甲板、ヨロ

イ余リを内悔い入れる

止めの廊がひLゃ11'

T、内側l二会、'Jo~ 
γ、ゅ。
寄れでも、双角11働

、、Tいる。それはつま・1、
中丹念が生~ï、暗証だ

と宮えた。

r ti事縁、よ〈級事で・
J 
仲ばした僕田#図的拾

えが今1~1二双角に触れ

ようピした。双角的手刀1){.. 

無防偏在勺た持図的左目

lこlU入れられた。

[ね、鱒様>JJ
双角がl.図的a車内内側γニぷLをつ〈るのが息じられる。双角の右牛
が持闘の'1.面から引き抜かれる。湖、、たキの内から、血ピ肉がts<か

らんだから〈守的況がずら・Jr怒ら品。
双角的尚串が今度11#図的頭そ丹Lのを4星リ勺ぶ号うと宮うのか、ゅ
う〈憎いかか勺T来品。なぜだかもわからない11に、身をII?うど前
半を前に:l:L、ぶつか1)令勺た双角の雨宇rl.閣の両手が、が勺ら.)ピ
組み令う。

f姉鎌? 中1':¥・るのは締緑町ん-(Ll?
In、返事Li.t姉鎌晶ッ!J 
明健司検令をIb:娠しT、双角的明鑓ピ後舷L.I:うr'tるけれども、広

「帰還」

大な明健室聞のどこにI.~事緑町魂11見つからt、・。

それがどう、、う意味なのか、無辺失11に倹11無-ilLょうどLた。
fう号t，ッJ t車線はその中にいるんだ!J 

さらにカをぬめる。

hL').ri量な膏がL

た。どうやらどちらか

の、あるいは双方向

絡がつぶれたらい、

践を血が伝、¥ひじ

のあたザから地面l二
l~( 

d書を落!:Liゆく。
双角がめ手を#

ml:組んttl1、上
半身を本にひね今

た。会島町らさ'れるよう

t膏がLi、lt図的左

践が肩から ~ IH生かれ

る。

一瞬にかけT、 {~11

右』障を双角的左様に古

Tた。奇的11、右脚内

カをぬめる。

fあああああああああ
ああああああ勺JJ 
双角の膝が砕ける。

片足γ白身内重量を文
え切れないヨロイが倒

れT申〈。双角を1たく'
IういLi、持闘が両腕

の村け殺を絡みつぶす

と、持けた扇町裁がJt

に怒らた。

r~事様". .・・今・・・・・・助けるからね・・・・・・。1
;G織を~11.n、か4うじT使、、物にtる絡を

ひL引 fた双角的約百袋'1'にかけ、中勺〈・)l:カを込山i"'<じゃがT
装甲11HんむがらはがれTい勺た。 にちゃリピ 111i'つ<~触iこ 、 背筋

が寒々L<息ピ品。
f…・・・姉~"''''.J
.tt甲板を4量に拾 T、中をの平、、た{~11司の11 動くよとを忘れ T 、 目

を見問、、た。

内壁が花、、た血Ul物1:1J.，れT、朱.l!¥<染1っT、・た。戦ift.勺
た、鎌をゆがめるほどの衝撃iムピうい内部内絡余念を押LつぷLi、.

た内た'勺Iこ。

それγも伎を ~H詰Lï 歩、 、 T来たのは、 ヨロイの背負勺た室内漂さが

'..LたhYなのか。
;立〈二l:~できずに僕1 1、たιf奇的真紅のlf.を見つめT、、た 。 いつ1

でふ、.っ1-(も。



~深遠なる業を背負いし

無敵の刃~

曹ってL車えば会もふたもないh<買圃量瞳的存在~ニの 〈金剛船
である.鏑盤的肉体、内.'1患の置カエネルギーと晴舗とが可能にする

...高楓動!!そしτ人骨冊+惜もの筋カ!!・通四人聞ならばその
勘H'目で捕らえる二とすら不可舵であろう.

錦搬の験a
Il-..{l型宇制rrz:
)!I，o，必械がt
糊同蜘詩
句FIJ:'t.量I::e:t

だが、会開..量強たらL崎τいる的t季、両よリ明債に封じら仇た
〈般に壇かれ患った視〉がゆえである.

人それHJItピ4J:.

証lI¥? 生究? ・.?

〈だらん信.

担らt二あるのは.

鳴の渇e
j[~f，区~憩いのカ
己目買すらも忘れさぜる

・ーー一それt!吋だ

倉町慣品構壇~ヨロイのそれとほ
とんど変わらf.tl'.・4嘘と動カ衡
とそれ.輔脅する明鏡ーーだが金

剛橿~暗合する人間.必ーとし象
、、.

金剛島町明置にt率、修置α珊が封じられているのだ.
唱し濁‘}~り、震ったーーぞれがゆえに強力"".4o
背負勺た珠明蝿@カで支配で~ ~'Jど強い穂修置
の塊b九

色、，
修置。苅.~、 畠・4区港陣。?必カによリ策謂湖町J圃より呼U

出会れ、暗闇じ封じられる.次に揺舗と幡随師冊力に

よって.その症"の盟国@縁〉を記園田鹿ζ

封じ込仏そしτ倹件柑吋).持危うのだ.

人的理い令、震lI¥6oフヲでねじ中電to.
範酔""!I置と祭揖'"札金帽鶴自

髄生で~f>.



宜・イラスト:#土髄ぎて

金剛織は買園町世界でる最先端控衡の結

晶でみる.ぞれは陰陽舗と滋蝿とヨ0イ

也官町三身一体があ.，-r二宅前強葡色白

だ.特に魂の明鰻封じゃ、国雄揖作(i.、

いまだ朱兜底の分野でみリ‘壷帽視朋時

より 100'1'過~'Iヒ現在でも、諌め手(i.存
在Lt.&l、.

't拘た時金剛置が主主いIISすことがまれに
ある.怒った喝舎は、明鑓..取り出し‘

塊告揺{t~τ しまえばよい.
るちろん、多聴の極性的上仁でb最強の
担神..取り押えられたらーーの睡ではみ
るのれ.. 

ぃt.T!~.f・の餓措~ :1 Qイ歯:.と阻.
ナ1.0:.0。熔峰崎の四九であ札〈パ

仇〉剖氏。て〈鈴〉で含J邑舎伽エ?

るの定

必"伽'"舗も凪む( (宮、〉の-aで

，，~t:が金帽慢をプレイするSら、ぞれ臥失われた記
憧と底油t そ Lて迫‘j集る聾気との軸t"η納庫と~る.

鞄酷の置働と過表と抑留織に苦Lみ、のたうつことに
flる.

8険鯵fl証'"のパランス、ゑ遺骨3世掴(i.すtそこじめる.
8・.. 再軍~;存在を韓っか? 衝動に負け、
11圃と落ちるか?
蝿銭骨肉体荷担軍

人として骨!ll1¥

合間蝿冊輯踊はすでに蛤aっているのだ.



~美と真実の狭間に
文・イラスト : 鈴上岡~

'日写白幡同時代はまた喜膏句時代であった.網島古楓主が乱立し、Z削と鍵L
く;壮怠慣舗が直てられむ 鎗'骨骨野に都・ても、狩野il豊中心としたI!!:I<
a雌轟量がもては@きh、蝿量豊極めた.轟.繍宜舟角直い・と:1<和俗の・・
な色酵のぶつかり合わは究薗膏の帽贋量・畠にふさわしも、も町であった一一-J

ーーー一実畠田信栂量とIt象聞であり、歯学であり、 ・岨エ掌であり、 圃人
置であ畠制tt.!命、それ咽とれよりもまず嘗衡とLて存在する.
今回Il華街壷・恒する祖国田アーティス争ーー繍調輔副こつわて薗って‘、ζう.

踊Lよーの
守ったとおりに

eってわるのに
うまくいきません.

なんであんたは

"園『でu しようと
するんψ!!
聞で〈式}が

打てるか'"ケナス!!

幡褐遣でできることはただ一つ、 〈宜〉量打so> (買圃にあふ
れてわる10のマイナス16冊分の100<1珊圃な量恒生・像、民Lく
怯連軍1111111・曙D~ヨントロールずるζι ただそれだけであ

る.
しかしながら、そq)(紗〉骨桐也にはこれといっtd室岡世はない.
な刷、ヲ そ申・1:'、る人鵬舗が極量・のうちに咽帥に何ら
角喝事ーを与えてt、る(軍管L刷、人m合帯在するか?)からだ.

〈糾 1:需に量化LI臨するJ 岬 、ゆ 〉司自在I1I11!1注どというも
のは将軍L~いのかもLれなL、

つt'J陥・週Il.んちゅ"もん11
劃こ・覚凪Il.シロ司EJ.I'lbtt1' 
，.，...・・&ご?15・tζ怠ヲと
ol-ー一一
~-， ・9危..で隠"，<，の
.金編あたリがわちばん
送わんと15・うか?

慣に直化L. とらえところIf)~わもの在通い嘩け.それ
壷修理常んがために生曹る.

そ申書は"などとわうあψふ司~~も由竃遣い攻める書編
'震の聾に阻てはt‘ないか?

..にもに。て‘'うよ
切慣れる甥唱11鋤'f'l.



毎え宵が遭うのよ.

aには見えて、
貧百世勾えっーもLt.ゎ

う占4、
おもしろわわぬ

指格"が《砂.)'i';J;; 

'-，三a。ロ用いる"''''のよ.々・1.1').
4砂〉のグログ!)A，. t_h *' 1 ~ 
'"司，...-..~包.司e・e・1;.，1，.. :1.句."
〈紗)，。ら."'.11$のAt¥U.• 、..H}U
Wら仇9
.々.(>z L.いのlt..(，ゆとU，('妙》
.'除いてわ9~f'~ず曾瓜であ

'). it伽"0グ~ム・J‘ の...でお
? "tt、1::'.t.。司'"。れゐw・の
J也純でt.~-6.A'.t!.

権鯖轟はそれぞれがそれぞれの方法で世界正 隆陣遁垂直鴛する.

{宜}の何事完など瞳帰島ー人ー人により遭うのだ.撞到な、そL
て姐湿な.性がそれ吾可能にする.ちょうど.章一人ー人遭うタヲ

チとB紛で‘しかし櫨漢に興明世界に切り込んでいくよう巳・“・

同Lているものが多いようにaえ
こ町2τ"ut係調な‘のだ.
明ω1100 ~HむたWIl
健全.で1>り、<(.'.品はそれ

よゆも高e立の3切である@却
を鱒鰻にo幽する臨時縁体.

むろん 〈心a>町方が
温かに寓1置で給量Pだ

〈紗〉棺強く!!IーしたUIこ引かれる.自に見え@いもの華帽む{檀らは崎豊
田留するζとなど不可匪なのだりうつつ世に具現化在1tるーーその織神力、

己がカに封する自慣はわの咽かリのものだろう 1それ崎倫人d満揮を趨えた茸
割以砕叡》めて与えられるカZ訟のかもLれ郎、

以fi1?ム.イのー敏としてνJ句Z

~・e合したがーほら比例・・t::.n-偽

陽町ド-'"で・"・9.っ..減。... 
'"とu・""l!J.l_.(I込.. もた
<><)争鳳汲ずる除捕縛Jなので"
~. 

峨らu.:I..，..初t;(JI'..) 1 (1品む
とい.，.脈々(J<>同ほのぬλ

..札か令ぞれf.1a.'"，(.(.*1" "* 
aとい.“.'"の抱胸...とち .. 

ど‘乏のチ・t-rac.-.

a惨なたカ句"・睡華プレイするなら.それは聾企なる自慣
に調SI>-l"nた書編軍となる.II拘明人間には量じられ
flいものこそが、 あなたの温い京め畠すべてだ.幅のa
>It司ために生曹、 そLてそのために寛弘ためらう必事
がどこにある? 世界母国車はすぐそζにあるのだゐ

力量.置曾よ.岨いを舗え.見て、考え、U1tょ.華
麗へor'!C湖前に酬の、れてい畠町だ!

(!OJ少・，~ (~) -¥>"'t.の日比べ，

'争処.."均九るみに J事し lHの
A/<Mマ宮崎、昼令虫食えるよ，民令ゐ.

....."'~の舗崎&由民"L t:.‘に
@剣t~..1主総，.... ~.. 守えてもらいた
". 

JFP町治離lJ~eI)撒K
4Xz噂ClJ鈴九
L品S'l..~咽司"t{l.lI.

敬訪争決$j1趣が
;;c .... 鯵畠拐事き…

z 



KOr/ 
C.OH附
「記憶」
宜.酒辺ヒロシ イラスト.小IIlf量史

…・蔚が降.，1いも。
. ~ 

1手飾的自l二検品雨的雫11、お前向#.1二冷た
さを感じさせることがない。

..~. J‘1" l""')(1 
-iJOL9153;。お前々汚11瓜喰え。篠球回の
品代、東r!!:昇 lζ仕えT践に参じれ、る金創~な

のだから。

itう1 お前向鳴が叫ぶ。
fオレliX永平三。巴流剣術三.Ul宗ま!!J
今1~にお紛がよ内線械の車種τゃ勺たIうに、品

1たの人聞をあやめた骨J~!!

眼前に立つ足維を咲L1いるはずの蟻内典に、か
つTお前が且た景色が見える。

そよ11退場。目的前に111予約のJi，千円一人が立っTい
る…ー ー。

f先生 、 二的~LI二伺品、御用1'Llうか? J

fオレの剣を緩めるため 死ん1'lll、、j

iぶたの裏側いお前がJi，予を斬った瞬間が吠L虫される。そ

町景色に令わせT、釘"が4星.，/.こ刀が、目的飾的昆経を切リ袋〈。

膏!の進をよ皇、・車両る品1'J1ζ修Il辺に堕ら、"品百人品1'Jl:、奇L
T、白らの曇l:t良11'をも紛4投U，釘前の、r.f'J円始1・'Jo
夢E同じように、お前の概械の腕11近〈的人間を手当I，')L1;い1こゐ
リ伏せTゆ〈。

~の中の釘納が吠えた。

fそうだ! 刀を血l二ilIらすほどに、オレ11強〈な吟T申<! オレ内
愛したものを刃lζか11611どに、オレ11剣を極めることができる!J 
共永十三ピ、、う品のお前がへ勺び・')!量的武士を折リ、風喰えと、・う

品の1歩前が目的前向サムライを輸品。

施。、がf風喰えが狂.，た!jl:叫J:。直然々、とお前11思う。金刷機
ピいうものは、んな、4王勺Tいるも町なのぞから e・e・-。

自円前iニサムライ。お前を持っτ、、たのか、奇の損与をえT奴11じゃ
リピ笑勺た。

J歩前が刀をt星・'J'，-J.; Lた。男が刀を抜、、た。お前11奴に飛びかかう
た。

奴11tH身を;G手γぶら下げた11、微量地だにL(1'1)、今た。 Ifr勺た、
ピ足。た。

首を半lí栃リ~られた釘前向血が、 ;t;に Lett、、止。 自の前の景色が

<.ら・'Jl:傾いた。

h
w
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百

#.を貫〈灼終息。お前11負けたの1;0
.!lJ'l.に申っく・'Jl:3が降，)1いった。‘
次的鴫閥、必前11.i1湯l二、、た。再び必前11門d棋を斬札業干を斬う
た。

.t ~11やむこピがな〈 、 車速に続〈かのようえf勺た。

お前の魂が~喝をあげる。

夢内中のお前lζ令わぜTお前IJ.自の前の共を新品。何度目。、の血

Lぶきが上がる。
雨11、、っしゅ、血のようにホ〈綾iっT、、品。
動〈悲のー人もlh'Jにい，.(< ~け、ょうや〈お前IJ.百度の悪夢から覚

める。

柔らかt肉内感触が足もとに伝わるoJ歩前11白身が殺LたIf.丹、L円
上lζ立勺T、、ものだf。

I!I ~I 二、本当に崎支1= J歩前11二円必夢を抜け出す二ピ円できる、~ら

く11た勺た一つの方法iζ気づらもL可能だ吟たのならば、』昔前u安h告
のため息3え吐いたた'ろう。
本手1ζ繰った刀をJtl二慈ピ寸。Lうこれも占主要な、¥と。

そl1 、一度々け天を織リ伸、、1;お前11、自 らの胸tζ 、 本手企吏~Jò

む11
lAt .. 

金刷機内争である{化珠〉内高島触をつかんだfお前11、その11:6手を
列 ~j主主 、 おく掲げた，1:;1，まを.fl'Jつぷ寸。
急速に意織が薄れTゆしその景欲的瞬間i二、ま怖を作れぬ金制織

の仮面的~γ、 S置かにJ歩前 11にや・'Jl:笑う。

Lう夢L見-rに・・



「、、、、月ね j 

昆上11'1'1 I!，*月。渇授の中、頭上にばんや・)1:浮かんγぃ品。
長、・髭を手向('、・"I1ピめ、女が一人、患の令閉じi君、、た渇いつか
勺T、、た。

月明。、・}が、女の白、、飢をい勺そう白〈見せる。十事ほど織れた岩の
0')"1 '・

奇聞に総iれた1J:明の明。、づがj畠らめ、、T、f青巧な作9物のように晃L
、-士の傾に章、、波を換す。，. 
J・ピ、士11経〈局を寄せた。患の向ように捻かが動、、たような抵がL

たのぞ。

rlU、、ゅのγすか、そニに?J
守ぃ.

気犯の方を向、・T立ら上が・j、女11渇涯の典i二議何の声を上げた。

1: 1->かに瓜が場面をさら、~湯短命旬、5i向える。 奇内向ニう、 j~明町

，，"1ζ一人的男の占与がよ事品、11上が勺た。'・!<.L<tA.宅.
「陰陽師、砂鈍千早段E釘兄貴If ¥ 'た寸

が?J
様身をr.t1"事もせずに、士11抜然n-rょの
鳩町鈴寂を厳司fご不粋tI起丈君を海みつIt
つつ、事えた。

向上t二革ちた手早内血が、白少のまわリγ{え〉を形作勺Tいもl

「筆や星4:はそれをや・}や寸〈するための道具でしか官、、。.Il'II:弛
ゐ'"の物γもか11->な、・のI。そう、OoIえti...…血と、水面τLJ

修次鰍11~ト早の，1.を見つめた。 千早の哀れむIうな股が、 修次郎の

丸た象徴町L'円Il..，/.二・

「さ代らJ
千:rr-が‘生、・たのビ岡崎に、修次隊内足もどの{え〉が異犯し巨大q

誼t::'i 1)、修次慨を欽ん込んだ.柄も銭らなか勺た。
水面が静寂を寂・')8.1"):、千早11再び渇的中に#.を沈めT、lI:.ilJd、

らや・)i証そう、ピ、、ったようむ風情γ天を眺めつつ、 官勺た。
「、、、‘月ね J 
見上げれば満月。過涯の中、頭上l二11'んや・jピ浮b、んγ、、品。

f、、品、にLそのどおリγI1M1すが、渇iIi
みをII、も女の前に守的Iうな物騒官、、γた
ら-ril'.れたも、その宮、‘訳lil1、、た'けるのτ
ご王、'1l!うなっJ
男が刀を縫・)i草 IIと 。 男の持勺た刀が.~明

内光を~けTきらめら Orl~YOJ_' 
「我が品11太木修次郎ピ中寸。兄、太本

轟ー郎の4丸、お:ti6!J 
修次郎が識に飛ぴj6J与、刀を撮・J
降4す。白刃が千早町械をかすめる。

「ふん、陰陽師など、膏ッ様をね

匂えI!たやす、、も内i'J'。鋤〈よとさえ
-r~向。、。 j

Itをiとめた牛肉〈九、が11、，)1:過

の上1:Itら 、 解き放たれた :U~が千早

町線身を置勺fニ。一瞬巡れT、手♀の

械にー筋肉鮮血が伝う。縮、‘顎の先1:1 
f流れた血11顎の先4SEt-J、渇lζ挟今
た滑月向上τj島を串〈。
刀を列、、た修次郎が、ちら，)1: 1J:明町下μ

置かれた千早町着物を見Tから宮..，/:。

「益事L聾 l，j~たずI!、 式を~1"'':1:げさi
、、。貴嫌11号うや勺T丸腰γJf.1l内庁。貴緑
が、オレの~I:lたのE同じようにな。 今のは脅

しf品勺たが、次11......斬るJ
千早が奇今ど1ぶたを伏ぜた司れを、修次郎

11覚悟を決めたE解~lf.二 。

r!A'.世どの別t¥l1清んI，d、? γ11...…党
婦J ..山
修次郎が再度刀を4最・j上げる。裂阜の気令。
千早が自を問、、fニ。

刀を採・j降1，1"ニ1:11 -rき'iIJ、今fこ。休が動

。、官、、のだ。

rl!......j鴨1ft'iγ! J ..(....c. 
様¥¥修次郎1111->')を見回し、持然nた。過

「名月」



九

見つけたぞ II 

二札だ II 

わたしの十字は

鼎恥ではなかっ た川

"心"とは伺だろう? 多〈の

憎岨働管制するoln'、ιぞれ
ζそ受骨埠買に健かならない.

集畿のm樟より
瞳掴に・

絵・t-掘るうより

慎重に…。

J1-



なぜ日

なぜわたし日人の<"">

な ど枇 えたのです 11

~;がなけ札ぱ フ 11

也君え屯;け札ぱ ν11

最高級の惜温鋪巳縁ると、憧由巳 (1)我).持た

ぜる二とがで会る. 本町人JIjに主主じた 〈自割~ ­

ぞれが車道に自費律的か・ 事国冒で~る・人間・

がいるだろうか? 櫨女ら1:.泣き、実い、怒って

いるようじ見えるだ吋で惨ないのか1 ~かし、
誼女ら1:.自分た%炉串じていると主帰する.車た

は白骨告人間だと思い込む.rわたしは人間.だ

って厳勤時音もする.iHilれてるー 1 ぞれが
幻視憶のなせる瞳であるニとを‘自分が人形である

JLと.知ったと~， 檀女らのω=何が溜るだろう

''''''. 

そして、 いか巳人聞に近づこうと~(担えよう
とも 1)，櫨女勺1:.~ . 1tん"モノ"でしか律、、。

鏡主的関τ憤蝿の道具として、;11組依軍鵠のよう
日やり取り~紅、 E聖人柚骨輯武者と Lて惜りそ
酌の生.生~る帯主"のだ。

伝鋭の情値踊 Y機-1:.、=百.4o魅え欲的.!e'世
骨鍵会授た.いう炉、確か酌た人周Uいない.+とih
最低現在諒 阜で蹴Lている。

わたしだけの

.，... . 

'
 

の

け'
だ

の

ハ汐

角目

白
・
明

PC骨憧量依最高値晶、a現金持った情温である.人
間以上であリ、そLて人閉じは絶対になれ敏い存在.

わた~I:.人形. わな与1:.人間.
自分と肱何か? 情温1:.いつでも問い続ける.人間と

は情。¥生会ると1:.冊b'、'. 11分a_~骨1:.伺省な由か?
自分的屠渇所はどこ巳ゐる1Oぬは常じ聞い索時続げる.
わたしU人jIIJ，わたし1:.人時.

そして由憧1:.蝿立つ0~.

自分IUt40見つけるため1:'

特融な餌揖.畳付、晴輯や瞭暗に使用される恒温.

岨JI用由也という。与の崎南についてUルールプγク
1M'"ラー適量で置鍵金需揖 〈嵐糸}とともにー晶れ
Lてもらうつらリd ~，師同情.



宜・イラスト:#よ純~

fごからよオ

曾ったじゃねえか

オレの体あ

ハンノマじゃ

ねえんだ

ヨE居世界の生態轟c1姐" によ勺τ華
町れれ，&.制 t韓併特則容生虫
〈轟}と、それ.判用ι人停を也$:lて
い〈枇 t車五両〉である.
〈量砂.入れる二とで、人c1人を岨え

てゆれしかも、よ臓の見えたサムライ

{式に式c1打て敏い、積$ながら)にとっ
e崎

て俗、己昨段量.鑓える有効な術t!o

これを

飲みなさい・.

恐いの?

ー『

p
り

の

か

私

だ
は
・ち

子
・だ

の
・も

・
』

-ec
えBの軍側sf品L.ぞれは....の臥田市、
組41:・""民だ...~<'げがの5・.U.. ~，. 
令、及川区絡の飼え....ないお側伝ど日よ。て

伝，.もている.式。τ.へmの.. ‘と.11'<柳
川《している 悼官邸、)111骨"/~ff.lif'!.

Lかし.."・どとい"".. 色の~い-If; J 't"­
.依命 I~. .併に"制きれている，..民人.ぃ

ラのは外JUJA.で本泌によくV 'J脅する.混
らがどんT..:l:A.奏I.:A.Ift'"lで"。ぇ..て乞け

~?てはらは由とニみに首.らず..æT~

唱え').^広...'"三'"の中でゑJきしたワして

• ~ ~ 



ナぜだロウ?

なぜダろウ?

ナンでコのヒト 'J

クラう~ . "'h. t~ガ

トマらなインダ巧ウ

~ ~.!対噌陛
滋齢制;貯守

秘ω

なぜ?

品浮trlJ.将
轟.(多<T.II骨骨体内で)嗣うのT.搾1I'!Lニ陣L、、 それは輔障な錨置と、
い〈ぱ〈命、骨才能と、適性が必要ぬよって畠使い(特に闘のいいそれは)

非常ι翁少だ.
畠使いT.寄生ιτいるa遣のためtこ、自骨骨生;量的多<.割合、拍ぱ'Jら
ない.宜.の規制L:完全な領娘、ぞれT.畠t:'るのために考え、生会ること
だ.畠骨心に近づいてい〈二とだ.晶・..・ 本舵だ吋の存在、我々と肱遭う

軍艦体形 畠田恒持ちに“~る"とはどういうことだろう?
畠使いほ樟々じ‘その人間としτの“'.ロヵ♂ H足。τぃ<.去った瞬
間からソレがー一矢勺たものが怨んだったの\種勺口はわから~<なる.

憎Lみか?膏びか?量か?Lかし後らT.・悲しんだり(1)"~~、、

そうだ.晶敏感し孟な、、.

そJLじいるだ吋 ー.存在Lτいるだ付 . 

はたして檀らはー 畠使いは、 A.煙。τいるのだろうか?畠巳
使われているのだろうか?

よりτ生~る俗、 人か、島治、

ぞれが後らの'眠、島使い量員の通れ・9れぬ..輔ら依聴い田中、

治僚の途中、考える@考える.考え抜く.11ら.人間としている想，... ...、.........'t ~τ、檀らÞ.知っている.

11.，.宜えるものが~い者陰、いずれ畠に "量われる"と



KU(:.Uτぅu
「悪夢」

宜・置辺ヒロン

イラスト:小川韓史

あやめはそんな「あたLに気

づかずに、辰之進4まのよどを
白砂がどれた'11忠勺
下、るか、it宮内二ピ
を聞か5れたとき、4司

ビ返事をLたか、なん
Tニどを括L1、、た。

あたt令JEのやlζ
嶋、、Jitが綴るのを、

施。、にあたLはそのE

~~L'1、、f二。

「あやめはあたL

の物を全線寂リ上げ

る いつγL、、、
っγL!J
品たし11足Lどの草

じらに隠れT、・た石を

手に耳~.ラ1，。 忠 ~/:.よ

n重、、それが、ずL
')~æÄ~を手のひら

から伝え1(れる。

犬楊になっTからの

夢を絡もあやめの姿を見T、あたLの.\;が~喝を上げる。

f品やめが、、なけれ1 1:、 品たL~'!J 
下を向、‘た11丹あやめの綾上に、ぬ.f."(抱えた.Gを級・}上げる。
r!且億円〈ぜlζ!!j

1.9'を壁にぶつけたIう宣告がL1、あやめ11前のめ・jに倒れた。戸
一つ上げなか勺た。

来い怠を‘1(1:、，'-や胸1ζ飛んfl血I:A¥.Oξついた。両手t二抱えた石
がずる9ピ怒ら品。
占量殺郁t二期、‘たゴ〈ろの占うt俗ロを除けt工、あやめ111るγ花畑l'

あやめはあたLが産1れた"0
<<・9

1二諮られた、あたLそっけの億倍。

本から遊られ、11を込められ、あた
げ勺〈和弘・6MVf泌を掛川、
十五年間、あたしたちはまるτ双子の
ように宵・9TEfz。
ピニ叫す〈にも品たLたちは一緒た'イェ。か〈れんIfや、草

摘みや、そう、、勺t，二E。
1: ，)わけあたLたちの必気に入・)11、あたLたちが1:，)かえ

こ'，，二1:%，づけた遊びI!勺た。

あたLがあやめを「かえでJI:呼び、あやめがあたLを
fあやめJI:呼ιγ、役割を入れ.jI.えT逃ぷのI!。稔も二
人が入れ~~わっτ、、品二ピ l ニÂI.がつかな、、内がJ， LL J，

(1、あたtたらは何度L何度L号うやっT逝んtl。
主そにはあやめがI.l~晶γあるニ1:11知らせずi二、、た

から、あたLたちは水車内双干のようt二JtベられTきた。

子供のころは拘γ4品たLのほうがよくできた。if.1h
られるのか、つもあたLのほうだった。

、、っから吃ろう、あやめのはうが何もかLをう1<こ〈正せるIうに
な..，1L1..，たのは?

でも、奇λtニピ11関係官。、今fニ。ピ'吟らが上手lζ4忠告f>"(品二とが

できようと、あたLはあやめを愛L1いたしあやめもまた、閉じ気持ち1:
勺たに占星、、官、、@

年ごろの~がみなそうで品るように、あたlLlた 、 足、、を寄せる~f.I.， .、.，，，
。丸、た。わが家1:紡れ晶、父のま人の息子τ品もその人11、月支え珪ピ
吉勺T、あた1I，らの三つ年上If..，/こ。

「あたLの旦却縁じなっ1(/!~、 '1 せねJ
そう宮っ1J世称気1:笑うあたLI二、辰之進級Ii図ったようじ笑、・なが

ら、頭を繕(f!I!I!勺たけれどL、あたL!1奇ん':;彼が大好きだった。余
L，、、た。

今回 、 あたLI:あやめは、、つも1<ゃるように.裏山 lニ;~を摘みにや勺

T来T、、た。

背を向 I I\;~を摘みながら 、 あやめ11!h1れたように 、 厳え議採l:iI(.宮

を上Ifるよどに世勺たピ宮勺f二。

品たli1足tl:ます〈われたような気分f，勺た。震える声を必死，'lf，l 
つつ、返事をするのγ精一杯1;勺た。

• 

九
屯
a
z
w
a
t

司
島
公
持

T
t

寝Tいるみた、・。
可r<“'“ aも
木綿人形に反るはずのあやめの長11、lo、い、つ1"(もまわるよとが

なかった。

「どうL，なのつ あやめは偽偽なのい!J 

うか、と。

ふと績にある足、、がよき'品。 E ・'J~、えご勺二は、 1f!統ぃTいたのぞ4



二ピの起ン)11、、.っLのど釘，)主太1;った。+1外れに住んで晶、村
じはめったい来ないのl二、た11ニゃっT来111産まれたばか・}的手牛や
干』唱をJlh1、・〈釘rさんが、fきっピヨウ#イヘンゲの仲間γ~h~ 夜中

1二枚l1頑から会今らや勺た・')l1んI!せ¥あの小』量的中fょうJr.ある
日宮、・:tlたのぞ。

確かに大きな:人 t，L、なんか~、、感じもするから、号ん'.ニピもあるか

もな、'.んTふうに慢もちょ今ぴ，)忠司たけれど、~の検で宮太の宮う

二Eを問、、T、、た千4'1.ちゃんは、綾に手を当11宮太に二う宮..，/;0
fそんtわけな、、じゃ'.'、.j
ょのひピ宮から在、・長、、ロげんかが始i勺た。

そのうちに、、つの間

にか、次におじ5んが
来たら三人f品ピを

婚111械かめに行〈
ニビlzCE勺111勺た。
俣の意見L聞かず

じ。

f婦、、た干、昆えT
来た……J
古式が55ゃ、、た。
もうす.，IJ、・J絡<"勺た象的集に明。、，)円
減れるFロが、 1るで守二f!け$01何世
:fI.みた、、に耐を切.):tl1、、品。

fliんEにオ，ずケた'勺た

らどうするの?J
よニi二来T少lI1
不安いなったのか、

千代ちゃんが奇ん

なこどを古式いたず

ねる。

「決1.，1るだろ、

オレたらf誕治すもの
さj

白待た..， ~): 1) Iこ答える

宮大。そお.，rl'l，互の務
。、ら内側をのぞ二うビす

る。{重たらも績を虫t

T昆品けれど、宮大

が卵魔でよ〈見えな

、・。

係がf古式、占〈見
えな、‘i、ピ'、‘TよJr
宮おうピした償問、主太

が~鳴をあけ.た!

「うひやおああああああふみあああ

..! j 

「冒険」

その1H量1，1二向品、.，1走・):tLl"玄太11、あ勺と、、うまい止の中へと
;島えT行った。 ~~が長〈尾を 51<。

主太IJ'、‘なくな勺たのγ、僕r"千代らゃん111勺寸〈九1、庄内中が且え
るIうt二tった。

小屋の中γ11釘じさんが、手，喝の1¥-筋にかぶづっぃT、その生き血ま
ものすご、寸~~yγすす司T、、たの t，。

とにか〈渇げなきゃ . そう~勺た倹11千代らゃんのmをつかんできぴ

すを.iHた。
fohッ!j
'iんT二E、千代らゃんがつ1-点、た。宇を引っ張勺T起ニそうピする

とf痛、、!J 今1~鳴。 勝をす・1む、・111勺Tぃ品。

Jさじ5ん11もう戸ロ内所1τ来 111っTぃ品。 í~I1書を決L1、千代

ちゃんど釘じさんのあいぞに宇lリぬんで、両ヰを広げた。
「ム妖佳品! +Rちゃんいはj~一本触れ5ぜるもんか !j

僕たらをにらん々ぉr3んが、えさ〈ロをlIt'!I11、Jえに太、、牙をむくか
ど足htょら・..，・

「オレが妖怪か! こづゃ釘かい、! わめ.，11.，11晶!J 
E置を抱えT笑、、忠IIこのた'今t，。

……結局、釘じさんlif滋使
、、Jr呼ばれる人f、普通で11
f告らな、、Iう'i~、・ 11がなんか

をi告す人なんf!弔うt，(+，1:ち
ゃんの膝小僧L晶司ピいうまに
治L1<れた}。

!lたらニ人11~.i皇、吃樹っ
T、まい帰った。

ゐ昨日以来古式はなんた川、

前よ，)気持に屯・勺たみた、‘だ。

さっピ真勺免lニ~喝をあげT返

If虫LたニEを丸l:l1るんだ'r
J縫う。

千代ちゃんはtんぞか僕に

侵l<な勺たような気がする。丸
内せ、、かもLれな、、けれど。

僕11r、、え11'、た11こ釘じさんの所に遊びに行〈ようにt
吟t，。いつか僕も感使、.にな。T、けがや高気で苦Lん
γる人を助けTあげられるIうにtるかもLれな、・0

~Uラ附ー
すラU附

時
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ミ
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主 イラスト : 鈴よ純~ ~滅びゆく種族~

実施の世界の鬼1:妖怪変化の頬ではな〈、

独自の文化4-持つ重人種である。彼らは

人聞に非常に良〈似た生物で、人とのil

血が可総指ほどである.

鬼と人間と骨決定的な遣いは、その角と

絢じある“解限の霞カを生みだす鰭官"の

存在である。そのため鬼たちは非常広長

命であり(250鰻から畳歯なのは1000.ま

で生&る}、また鰍通力という趨健カのー

種を使う二とがで座る.

神のbの1':0

11天堂の彼方へt
旅t!っていってしまったが

いずれ必ず帰って

何百周期でも

何千周期でも

ゐ
4地大

・

の
ど
ニ
の

で

い

$
。

ル袖

れ

ら

を

な・4.，AP
川
し
れ
ね

い
わ

せ

リ
れ

建

-
b
管

買..，量たち~!lIaの*瞳t-"。ている. 鬼た.，~
自分たちt-(，菅理者〉とlIf，.i;'ttら~すべてを舗。
1: (イ・イル〉という存aに‘二の111'.r菅沼す
るよう記念じられたa というの花.~(イ・イ"')~ 
鬼的に枕蜘2のと E長t掛かとふが
意志)t与え、aヨEへと線だっていうたのだそうで
ある.後ら<:い傘だそ師1t'Jを鱒ち蝿けている司"

鬼たちの宗教

-園開閉帽島.

大 地の濠

. ， ・ 2 鬼たちに冨わぜれば人聞こそが加入響で1>')， !t 
大地の意志、抑制す吋大尉恥帽し8献のだろう.



もさん!!
7アナム ・tJイナン

兄きん!!

鬼た'>1:(賓と埠のカ〉ー一神通力が使える.ぞれ1:鬼の摘に眠

る '.力t揖隈に盆みだす』総官によるものだ.その擁力1:、精神
績篤から、金剛捜のように舗高直観E出金持なうものまでさまざ草で

ある。

鬼1:強同 ぞれ身世に彼らt溺Zすー唱になっている.強いがゆ
え仁、買毘t量するがゆえ仁、寂篠.-.t量するが柑え巳死t選.1、
使い、がゆえ巳滅ひ清〈債銀，

コノ天魔ユ

、、

イヨウトワ…・・

押られ、追わe弘材t蝿8オ弘章銭t殺e
t1..... しかし、それでも彼らは組織に〈鬼〉

であることにニだわリ続ける.tlぜ惜怖&

婚flい? 白骨本軍に生~τい吋ない?
〈鬼〉であり揖吋るニとより.ずうとずっ

と簡単だろうに!!

彼勺に1:(戸〉が四二えるのだ.大地の

胃‘間臓の戸、人間た.，巳よって革められ

てい〈世界の，，/J九
強いことが、人問よリ優れていることこ

そが後ら@減ぴに渇いてい<.だから鞍つ

τL孟う.だ紛ら韓し合っτしまう.(鬼2
である二とが、 。むとして金会τ符(;:.と
が彼ら昨草ぴ側面t そのるの伝のた'。
ホ還に神t持、続吋る、同り高会福鎌，

車ら〈鬼1:滋ぴ去るだろう. ..リ高~橿
旗ゆえ巳、 i:犠 L~I量旗ゆえにふ "， 

， 

‘ 

， 

i威びゆく種族
鬼た'>1:幾剖@れ、迫・~t、 Rら 1\&.
その多<1:鼠鱒か勺8ている.買値町大
多敏白人間俗、鬼"蛇厄"るたらす級優
だと量〈信じている(lIら<1:1111・と理
問されているの佐)L. ..たち"理解L
ょうどbLfl也、鬼1:車!ゎι(.:t::~障
で、理解で#;f.t¥.、存，.......'.・ 'だゥて叙

ら1:人間ですらttいんt:tf!11 
息，，'>&迫軒れる出量で宜:1t<t~る
"えなも、'6 fli!.いつ皐で贋らぬ主@
鴨ウ岳唖がある守 伝ぜ怯即刻E暗
に耳"帽1;&必曹がある? それら1:締
局舟もi.i:<品企4、与たbiなふか!! 
鬼たち1:霊化していら それ也著い鬼

たちt二顕著だ.角tl振れば(そ1¥1:坦・
"越える滋晴だが}外見よ1:人閉じ近〈

な‘-
《完)0)カ{む睡の傷力)t9<".{大地
由窓本3司声園二えず、疎られた命Lb'
g主~ら丸信 < ttうたとしても.

的が加でtt<与ったともても.

3・
a臥

ーも



宜・イラスト・9字上鈍'1:

~法は仏の道なり、業は入の遜なり~
曹は買量万量のテストプレイで、もっとも人恒がないのが.この藩

舗という存在だ.だいたい、 RPG由主プレイヤーたる中高担阜の
事くは‘事微量・ってるとすらいえる.理由は嘗・に遭うだろうが.

実1:今に蝿まった傾向ではなも、
古来より目奪人にとっての串・とは.Uで4‘揖L盲目的に欄揮
するか.まったくLぺ哨叫7んか{お量には情"し正月には神社に
お・りする}どちらか両橿掴でLかなかった忌日本人とは轟本側二
家・などどうで也わいλ置なのだ亀と、由自身l:lMtlLている.
例えば、お績を官事書とLてt需はそうなんだけと}研究すると
か、プッダd溶き方壷舞えようと1うわう惜包1:.いないわけではな
わが、日$では‘曜に少訟い.みん縁歯学ーや組S師 "一暢分・・だ
吋華、量購も~えずあリがたがって唱えてるだけに.
むろん、輸$には必ず倒酬がある.

人m炉生曹るとはなにか?人骨量とは怠にかヲそれを仏語とい
う側面でとらえようとする人間こそ、プレイヤ・・調じるところ由美園

世界司法鱒唯骨だ.

教えを術て.身分を捨て

しかし車だ紙切カケラすら

見えず。じを仰せど.

JJえど
そtlは新たなるmとな。
己を縛る

買置には三つの*敏がある.神宮量豊中心とする
神遇、車たちの惜じるイ・イJ¥..そLて仏私仏
絡も大きく分けて三つの嘱譲によって慮っている-1_____-ー
まずーっ目は、実臨よ畳間制量丈晴量 |司:告かI?
...且寮である. ‘F 一一....... .. 

a且来If買圃申告埠に書くの考健在持つ.植属
主薗骨量諸色町強い構量である.ヲE・E由主密書
甲陪E・・とも軍<.箇ぴ官、てわるとも噂され、
その神宮置の本製壇神奈の園田園、・卸の慣に輯 目 . 

本山葺植えてわる.蜘咽は畑町摘しヨ II _ ~〆 ι 

ロィ、傘"・まで・えている‘完全な衆骨植lllII I I • r L"  
Eである.代時惜正によって蛸机て刷、 iレ、 LJIo'"J 
現在献艇は融酬と川 . _ A l ~ ~y 

h 

1iを姶てるζと
そtlrU宇治<l'lとなる
すべてを忘れようとも

その行動が毘となる

J't ll1ほどの足並材
ゆ〈ゆ〈はII'?d:と滋もが
tJlむ身分一ー だのに

宗派を

総てるだと!?



~ 

あれこそ外遊ぞ!!
法を玩ぶ

破戒僧に

すぎん!!

仏法のなんた

るかすらわか

つてはおらん

考」 鬼の女 I?

てすか…?

"1躍を名のる ト雌どもと
かh'lはせん!やっぱらよ9
4帥叶・酬に.aら鼠鳳町訟を

臨んだだけの11

大fltなど永久に
ありえぬ
議1:どもよ 1， 1 ， 

もう--:>1必郁と呼ばれる帽で制.7引ザイダ
ー的伝票埠で、憎は轟本的に・E持つことはなも、
敏司直はただーっ、2.~解脱である. 方撞他自由， MJ障
を目指す以舛1111t織もなも、かなり特聾な軍溝である.
現世にも家世にも仏j町、ら ・与えられ5・聴いなどはな
く、あるのは己目生宮古だけ、というストイックfl:考え
方は毘黛にt草野曾に畳付合'lth己を圃える唱が事く、
置掴濠骨憎が事いのも鴨置だ.

量檀は量斬骨横溝、 暢置車.輯興の索現であり、Z蘭

踊m彊・・8とお薗自在唱えることによって亮揖骨盤置
が納車されるというのが揖‘で"'6.そ咽わかりやすさ
ゆえ車E量a炉心にZく聖付入札られている.
以上三つ骨衆薫のほかに小さい第埠は揖貨に存在する.

で11，嫡削にも晶弘に
大析はありえませぬ

そんタヅマ予ンことに

ニだわるとは

畳仙療にとって肉削孟“園"でしかない.よって・仙の惜の世界

11吏島噌ー、聾別軍・冊ない世界だ.女も子棋も車。書冊・です
ら崎蝿鵬量目指ず'fl:ら量制同情になれる.ょっで女性も障では
なく捷舗と岬ばれる.且聾にも揖1<<7.澗に遣わはない.健也予鬼

が身葺障すために副蹄帽になる(面軍事する竹田11，よくある置
だろう.・ら量世間僧にとって・・ーよりの屠腹に比へればそんa
ことは蜂値段こと怠のだ.

1;も'"だ..だよの

まあ、とかく

J:I;I.~\ぎ過ぎよの

また、僧骨一般捕圃により・港町と川法力量行檀で曹る

ようにfl:6.けがや粛置の靖圏量Lた仇 {疎〉に費量封ιたり、
死者由主査 。醐 〉に封じたりー“ 魔眠不思・なその力はこ骨輔

乱の世賓圃t二・仏師実在在具体的に辛1tる噌ー骨辱院である.
Lかし強力な法蘭華竃恒Lても.世には “ガ・では側、血も
のがあること聖法師たちはみな知っている.力でほとうにもでき

ないもの.量だろうが、帽力だろう均九置力だろうが ・力"では

勘カ噌えぬもo. 己の1)唱うちにあるも臥

己の量

ーは冊子年でもその色豊失わない.量え
と漉えと、その色をますます量・するよ
うになるだけ.量もまた強仇 量制席と
は皮肉なことほだ.

Lかt， 傭圃が曹~ø:蝿骨肉ζ うにあ
ろうとも、合修まねば慣れ晶実.1まで曹
弘己炉式調に埠か.1'*申書とて.由く
Lかな‘、 さまようLか訟も、.串曹畠
かぎり.
そLてある目、軍づくのかも恒れな‘、

それが量だと.
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J 
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提1111'11'懲え上。句、S駐車全体を包んfゆら そニ寸「並1向死を
lI!えさせられた鬼たらど共t二。

貴町中立つ11男。其形町体が設をサムライだと知らせる。

到が車11こえる刀をー板。Jする。刃11血に渇れTいものでも、提を吠
II、ゅのγも'..(、刀身寄れ白体が渓〈光を放勺T、、品。
対崎する11)足。けがをII、ゅの品¥左町周
を押さえながら、男に向。、つT叫Jt。

「貴禄 よ(t! よくもや勺Tくれた! 二

時』うな二とが平気で行官える、貴謙二号鬼ピ

. 呼ばれるにふさわい、!J 
• • 

‘' 

鬼内叫びt二男111二や'Jl::、号II;e;笑、吃上
げる。必の広から、楽tそうl二.

「おうよl 号れ二号がオレのニつ品l 一つ
，'(}tll: t"(...t' )..(1、，
目的税鬼、4*畷鬼の持九郎たあオレのこどさ!J 
JILが一瞬休を沈みこ1せたかど縫うと、持九
郎へ向。、勺T突堤じて来る。#常γ11:fえら

れぬその迭さは、-'Lの神通カゆえに可能t働

~1"ある。

何意1こも1Mらえるニl::1 1無忽かと思う11どの

奇的速度に、 Lo、tサムライ11反庇Lた。JILの
串を4.を反らLI逓けつつ、刃をたたきよもうと
する。鬼の方もま虫ー重で刀をかわし身を現;

める。身を沈めたその姿勢から、戸lるようにJI:
5れたJILの蹴リを、砕九郎が:.If.1，へ娩ぴすき
勺T道け、刀を4量リ降1，1'l:、鬼がその刀身を
章広γ脇へ~す。

双方F昼間止を~・) . 1二らみ令うー崎。

「やるじゃあねえか・一 j

f貴線を葬品11"11倒れん、死ιγ行勺た仲間のためにt'..J
「安.1::II死にな、お前エらの舷11.，h:ムlni~ J 
さらに欽令のl1ら令、ヘついにj区内章打が、サムライの搬を繍らえ

た! 涼身内力を込山、牛のひらに白らの神通カ円寸ベTを余せる。

f向があああ勺!J
砕九郎が吹き飛ぴ、悠え"も家的中へどたたきニまれる。木内爆ぜる

膏l::~・に 、 家屋が.(，1れTゆ〈。

JlLI1膝をつき、何かを鈴iらせたような戸を立¥¥血肉.Itを吐〈。神

通カゆえに可能であ勺fこ尋常を絶えた動~I1、施実に彼の体に~を骨!
h二ιて、、色。
[み弘・・ 0 ・かたき11......J

「運命」

宮、、つつ、織れた

家内方へと上け.た，'-

が鴛符を写す。尭を

1tい、男が*.のよう

な#、、γAtぴ虫LI来た
町ftl

f手前兵l 良〈や勺たあっ!!j
ピニか楽しげな叫ぴを上げなが

ー.

ら実きかか勺T余る男を迎えようと立

、 文:i直辺ヒロシ
イラスト:見機蝿也

， 
、

. 
崎

ら上が勺たが、ほんの少しだけ聞に令わな。、今fこ。サムライが体ごと.;:

っか勺T来る。典車工的刀身が匁の!lへと金、、16;"，背中へ抜ける。そ

の11時九郎11両手にカを為的、刀を斜め下1:41')I!I>l，lた。.!s!置が裂
かれ、ど5・'Jl::血iJl.l:'JのuM"，I，が足tl::へ怒ら品。
自勺内11勺わたの上l二勝を交ト両手を!tl:1'鬼.ゆ勺〈・'Jl:: IAを上Ir
るピ、サムライピ目が令うが、景色11急速に縛れTゆ〈。

r '，i にゆえ..・e・.1->れわれが 狩られ、殺されねIfなら向ピいうのた'
たかが、 JlLftl::宮うだけγ γlJ 
rlb.決1勺TンじゃねエかJ
柿れた奥歯を吐き袷T、刀両血を4最・)!tl::l1、4主眼鬼の時九郎11物
<‘4 

宮h向倣に成・/J県Tた-'Lへピ答えた。

「ヰ前エ句が、人むらhnu、与さj



‘ 

，ちかeの“

総本、L .1 'Jt滋留へ;t向〈途中、ーつの峰を縫えたとよ4τ、 ~11奇

的光景にであ勺た。

野盗lニでも襲われたのであろう号の村11、、、1 だ.(J~量生々 L< 、J!. 11

者ニかしニl二.妓l二検たh'J，:f<:々も縛〈燈を立ら~らせT、、品。 士の

~が'J!.町中にあ1 ・1見受けられな、、の11、Jt盗どもの戦利品t:Lïかど
わかされT、.。たからであ4うか。

fむご、・.:t:.1。経を唱える〈ら、、Ld'，liやれることはないが ぜ

めT、成仏書されlJ
仏に仕える身の柱。、、白然ピ数統をl&...，1，こ~的手11胸抑制t二掲げら

れ、E1i-閉じればロからは骨の鎚1"(t>J;" Jo 1れた経文が滑らかに流
れ忠す。

「成仏」

4ニ王立ちに'i.)、ー化 tこ~~L、を唱えれ、る彼の僧Z主的裁を~I<岩が

品。た。不意に祈・jの世界から犯実へど列き反された後が嘗を誕

らせれば、骨二に立つのは与のよろ五、六念ほどの少年。煙l二

~かれたらl<、防に焼11た飢L 、 i t: i t:あ1，)きれい"(11' .. 
さ号うな，;(/. i ..，. ..，. "(典っ思い汚れTぃ品。
子供11小il・を傾げるよういLi憎の'1.を見つめT、、たが、
ついいおずおずピロを問、・た。

fお坊さん、人11死んだらどニい行〈の?J
子供のhE込山崎いζ14らえられ、{首11一瞬#えぬむ。
「奇うぞな晶、昔、私が師匠の双月縁日閉じこEを#ねた

物'J1二11、双月4まはこう宮今T釘られたよJ
前置、べから、僧は宮離を遺びつつ、>.)を返す。

f生"に功誌を検h、曹のすべTを落とすれば、人
は*~l、死んだのちには仏嫌ビ官。T、苦Lみのt
、、新い、生を送るよピになる。!.li是行を重ね、.漆
、、生であ勺たのならI!、再び人ピLi転生し大婚する
ニピを目指l"骨L、、命を生~óニピになるj

や11，)子供にIUlぃ・のか、fふうんJt: A¥のな、、
相縫をnっ¥Il、ら、さμ二問、、。、ける。
「あのね、ぉ、・らの釘父ちゃんレお母ちゃんも、

怖いおじきんたち1:殺5れちゃうたんた'。 、.っか1
た、お父ちゃんやお母ちゃんい会えるのかなあっJ
や11'J~えTから、僧11答える。
f~のご雨量H、~ふ幼』患を検λγ、、たのt

ら天上γ共に、安らかに轟らせるのであろうな
品。il!.そうでなか。IニピLi!.、数限.)'i、、倫
E自転生の中、、、っLd、再び晶、、iみえることも
あるのIIt，う.1J
I昔t終えTから、φU}(ltさそうに村け加
える。

flH、そのどさには前世のζピなど何ーつお13.'ぇil1釘ら向のが過
程。はたLï ;t会えたピLï 、 tt/l手Il t:h 品、 I)~与えるかどうかは定かで
はな、、。ξ'.iJ

倒的ニピliはやは・}子供ドはわか・)1二くか勺たらl<、Lliら〈宙に./t
線を泳がせながら、、4、、t，t:~えT、、た/J1.I!勺たが、やがT納得が、、勺

たように大き〈一回うなず、、io、ら、t昔日向けTニう答えた。
f必じさんの宮勺τ、・るよピ11敵L<勺T良〈おかん'J，.'O、。たけどさ・
t:l:o、〈、お父ちゃんども、釘母らゃんとも、またいつか会えるλでLょ!?
それなら氏。、勺た! 品。}がEう、おじらゃん!!j

に勺よリピ子供11渇面的笑んを浮。、ベたがと思うと、司の姿はかさi肖
寸ようにLi潟えT申〈。

畳欲的ー魂が成仏し娩11lI!; t: '，'勺た村tζ紛寂が反品。



おうじゅと

~II)には大摘して 2 縄買固める.
削慢の輔副式ι
笥慢のfI働快凪A.

fI酬鳩山バめ州嶋監が

~いうえに. ~司怖が偏< .

っか11)略分*宜倹す6ことによって
泌温に~H敏朗で倉る

主躍世界のイラストtこ*<描かれる.引き金のついたつかを蹄つ奇跡~n. こ
れIJ(砥刀}という頁置持有田刀である.買の力を封入することので倉る貴金
属{耳).ζ町{属〉笹煙量さ鎗.質的力t刀11に壇すことによっτ、致命的Ii
ダメージe聞に与える......まさしく必柑町兵器〈訟のだが、刀身0・"鼠骨町
多〈篭占める{ヒイロ金〉という金庫が務常に命少~のと. (J:I.)そのものが高
僧であるため.胞でb手にで曾るというわ"でI.I~ぃ.
しかし‘それゆえに{蘇刀)1.1需に力の車種としてゐる.そしτそれを蝿る曹

に1.1.相応の融患と祢11. 蝿妬と揖留のドラマが付窓まとうことに~る.

〈ヒイロ童)1.1飯~どの日本刀に使
F有されてきたとの量属より〈揖}の伝
渇性にすぐれτいる.
また強直にもすぐれ.折れず.由が

らず‘よ〈断れるという.万に1.1理想

的@童属なのだが.いかん;tん治世

な量車なので.聞しい{揖刀)lUIJ
11の童画的占める観音If*ぃ.
刀に娘らず〈ヒイ白金)1.1ヨロイや

金剛慣などの縛経轟や菌閉じ使用

されたり.その周遣U幅広い.特に

車道1.1.島守1<雌乱のため.*にそ
の睡対量が不足しτおり.(ヒイ回
全}の値属量遭っτ・lalfEこると
いう.*j度低揖Iiことも揖瞳に起き
τいる.
{ヒイ白金}と{叫)1.1この世聞の世

岡崎E で園川決める‘量事な軍軍凶つ
ているのだ

102 

急出・iJfX側同η~，~."2
崎司明kl'lltt合岬
却傾向崎町嶋依
且-tlll'暗潮1"6.

‘ 

宜イラスト:発よ鈍司

.馴...c:r.1.~峨11ゃ制噂
こ~・息いものの.

鎗"しに<<. * ~・I!~
・えに鍵1Mヒイロ~・­
の..が多<.w:の伝"が
宮li;L引唱'"が惨い.



知，~角田イ同射願書i:.
制岬附~'~M帥俳人.. ， .. 
，耐用ヤ'U.

¥ 

まだ死にたく

ねえからな

気を封入された{詠〉は、簡単"刻印によって爆発させることがで曹る。火事

の"い天宿世界において、大砲から小銃に至るまで{煙発する〈式}を除いて}‘

すべての火鶴はこの{蕊}の縛発力をを利用したものだ.しかしながら{蕊}も

{ヒイ白金〉と間じ希世な貴金属である.申えに{琢}を使用した兵器奇怪ぜら

れる兵士たちU、天S置の世界ではi且ばれた存在なのだ.
厳@日本における鉄砲足絡のことを、天竃で1:(疎兵〉という。彼告は身分的に

U足較であるカ九武士に次ぐ身分と寄っている{渇くから狙うの1:卑怯という武

士特有の持鰐があると曲、銭で厳う武士1:・・い"いことに寄っTいる")0
いちおうその身分I:t量積制とUなっているものの、銑さえ縛っていれば平民か
らの下錨上が可能者t!t界ーー (Iま兵)1こは符sIJな締りがある.純粋に銭量迫亙
によって成り立つ、苛飴在世界で今固まで生きて曹たというJ・事実"が隠る絹
りでみる.

そんな111式
まだ使ってるん
ですか?

実E置の世界における特殊な武畿は、その使い手自身を揺る。曜ま乱の
能で品るが申えに、他人とi&ぅ兵器を持つことは、そのことこそが注

意嫌であり.死に織につ容がる.<珠}や〈ヒイロ金〉は高価であろう

が.刃のょに策せて能うのはたった一つの己の命。それを支えるの

は、尽き果てぬ己の符持か? 斬っても切れぬ因縁か?

車まうなら包の納得のいく手段で.売由のなら己の力量の際で。

得物はその使い手自身を鱒る。

そして、たとえ閉じ刀鍛冶が打ったとて、閉じ刀が二本と出来よう

はずはないのだ。



例

あやかし
~存在せぬ存在~
張主i草、人には理解でき忽いもの、実態がわか
5ない"r.互にか"の総称である.つまり.なにか・
の実態がわかった時点で、それは妖で~くなる。

しかし、実路万象はあくまでTRPGであるか
ら、その.なにか・にまで槍理的~m明を付けね

ば怒ら忽い.よって使塁上‘天揮の妖は、以下の

四つに分類する.
，、んげ

変化は隼物が畏く隼を、別竜王.はにか'に変わ

ったもの。
9・t・>..
i!襲縛l立無生物が"~にか"に変わってしまコ

たもの。

妖慢は怨念や霊が"~にか"の形を~したもの.

錨 1<1:以上みつつのどれにも当てはまう忽い
.~にか司である.

何度もいうがこの分窺は便宜上のものにすぎ

~いJ忽にか"の正体がわかれば、それは妖では

~いのだ。

すべてヒト'1'心に-'1えるか
ら、わけわからん"なにか"

を怠れなきゃならないわけ

もっと(1111に考えて.われ

われの作住をぷ1((に認め

へんげ

ヒトの腕i孟二本しか止いし

便利なUυEもついてない
ヒトが制抑を認めれば.

もうちょっとは宇せに止れるのに.

どうしてヒトってヤツはなんでも

n分たちがIl!緋の中心だと
且1いたがるんだろうにゃあ.

仏tJ;も陰陽道も

紳mすらも及ぱぬ
..なにか"

それをヒトは

“アヤカシ"と呼び.

恋れる.

ムジナ
よく似た生物で.人題を解

し.人を化か~.懇の娘にulんでい
ることが多く、よく混同される.村

人を化かし続11.人として寄らし続
けた務もいるという.

でも.まる

n分のほうかち
ヒ卜t二ちょっかt、
出すヤツも



っくもがみ
妖刀・失通・馬県州実績の園、英国家

のヨロイ太万司!i<・Rもった.臓の般
中にヨロィ成込・が突都盛ともども発

狂、父の翼団主太を惨殺、出奔した.以

後刀だけが亡霊のように戦場に現れ、そ

妖の中でも特別に

理解で童んのがこの波誠

というUlf. ~誌でも妖慢でもない.

絶対的な)1を!IIち‘たしかに
、、る・・んだけど艇かめることはで量ない・・・・.

3佐外.神ってモンがいるとしたら.
ここに人るのかもしれ立い

ま.触らぬ神にたたりなし.

喝解できないなら.自主っとくのが

ー需じゃないかに々あ.

夢の中でその人賜が

ら迫響され、潟われたZG憶
幽置す"'..，その宵負った

また

5i道の-86に怒ってしまう.
5i道l<t道がゆえに、その場所在

滋れても遮れることはできない.

そ(J)夢l<t金制限や飽儲"O'S.鱒え
るという.

なんにせよ

すぎは幸せになれんよ.

kl.kの#耐とは.
今ここにいること.

そんなこともわからんヒト

のほうがよっぽど!.~Slで
自由かだにゃん



「殺愛」
文:通過ヒロシ

イラスト:見蝿揖也 。仲
ニょに*る1で
に、1¥1匹。、。、勺た。

剣の肢を磨き、

普通の女tl1の生

5方を袷11サム

ライを#;1二11ら、5
HH..t+ 
らに珠刀を遜る二

Eのずさも刀鍛冶を

戒め1t者砲を旅し

た。

すベ111品内総合絞寸
ために遺ん吃こと。修lJi逝

.'・~('i 
1:怒ら主晶たLの妹、松山の

Zif、五五誕。父ピ母の、かた
き。

八年ぶ・J的再会11、世の姉ビ妹
のIうに11、、。、'i1)、.，1二。
ゐ令 ‘

r~色月必妨棟、 1~ 1)、止さT、、

らLたとはJl!、、ませんでLたわ。

あたL円前に反勺T糸ょうどL

ねi
r'(t、入2宇品、品、勺たh.二二
l二来るニピができるぞけのカを手

l二入れる1'(1ニねJ
晶、

宮いながらふrJl'袋5の舞
、、Jt;名高、、その動きを品た
lIH本をJi・，1かわす。
美咲tt『rat町徐を犠ら。
熱量Hた重量枝、、がキを加えた

その糸11、経〈、l'..や泊、γ、、T強因。
技、、手がおれli・触れるものすべTをめ断する恐I，l、吠g
Eなb町flo .“司t
'"げながら打らぬん f:.~緩刀11、ほんの少lf!け絢2 れた本

牛肉動告に令わせT、~咲のはるか手前γ1っぷたつに怒ら

品。

u手絡緑、追1f11J.'e、'J'(はあたいこ備を負わせるニピなんT
でき1ぜんわよj
あた1I1骨内属問、a也底ギ吟とした。晶の手11ロの婚に笑みを浮かべ

Tぃ61 そのま怖を見Tあた1I1本当lこ法解Lたのよf。妹11修Ili.l!t
、、うこし~咲11もう品たしの愛した員咲'(11~'< 、奇円穐11章深さゆえに

時け111勺T、、ること、彼女を教うためには、雫の<l>を新つ以外ないニ

ピを。

r.....;'t咲、あたle'甘か勺たのねJ
動きを止めTゆ勺<'Jピ珠刀を-1&:<品たLのまわ・}を、晃咲の糸が繍品。

「殺今た1J 

援のひど~を宙1:飛

"“ l!l、綬をf4<削9、
婚物をIH耳Z勺Tゆ
〈。

あの子はあたLを

、・たJごもっt'Jなの
ぞ。

息を聾え、サムラ

イ化す品。長咲が〈

す〈すと楽Lそうな声を上げる。

「品晶ら、お姉禄勺たら、サムラ

イなんか入れTらLたのね。女を

袷111で、カが欲lb、勺たのか
LらつJ

「お父雄E必母4まのかた5を !~つため

1::けに、 生き延1f1~たのよ。あなたを殺
すためだ111ζね。それがfきるのなら……修
筏にぞ勺Tな勺Tやる e・e・..!j 

〈式)1: . .h1;r，められた動きγ、あた1I1-歩
前に絡みぬんた'。その件、 、に令わせT、 ;(;~に

iil.今たJ1刀を振るう。
「ごめんなふ'，1/，あたLのほうがまいわ、
必姉嫌!j

'b~" 
~咲の動き11、 品たLのサムライを波~l1い

た。その;(;手が円をf'<t、糸はあたしの刀
に本手に~~~寺、、た。 そのまi彼女が

腕を列き抜〈ビ、刀ピ、宕肘からえ

が、JZつ切リの断片どな勺T

地に怒らた。

品たLのtN島内ピ

必・jぞった。もどIリ

無傷γ済むtl1思っ
T、・な、‘。織った左

腕を~ 'J 、 鉄司F をは
めた二ぷLを長咲の脇

.llにIH古T品。

4うたいがニぷLにカをよbめると、牛甲に組み込1れた八つの〈珠〉が同
時に持けた!

最後の瞬間、長咲11追付なか勺た。
倒れl'骨〈昆咲u、あのニ4のlili笑みを見せtがら、死んだf。
苦労L1左手だけγ彼女を4且<'t、あたしは天与を降・jる二EにIIヒ。
いつまでもつかはわから官ぃ付れど、死向時1γ11、あたLたちは昔の
ように、、られるはず々 から。



rMけらや、、11'..、'lJ
半I!!量れた11二らの.nにヰをかけるピ、背中に奇んな声が投げつけ勺
れた。

4正・}向〈弘、、っ。、ら、・たのぞ4う。進iUキ的頑に柊llfll<、足を，i3ら
Jらど1Ilつれ‘る少女が一人、二ちらを見つめT、唱。

「なぜだ戸、?J
彼11努11>，;+紛1:、そう問、、かける。少女が、・たずら勺If、、くす〈
寸笑、吃V..:がら、

投iζ返;);>寸る。

「あのねえ、そこは、あみiゐLゐのすみかなん吃今T。虫のみん
tが宮.."るわ。品なた、まoら，..、、の?J
「へえ、そうた'勺たのか。号、、つ1J.i理耳ι:。γ、ピん'..化け物が中
に犠んγるんだ、・?J

設が大げさに%、、たふうの釧をLながら号う宮うピ、少女11信じられ
官、~ピ、.勺f二~l."γ天を伸、 .11。

r ，i，'iた、還が、.、・h。知らずにそζの.nを鯛11<、・たら、孫
。、らえかじ・jよ。その中lれもあやかLl1、数百年を経T塊を
a・，・'J';:
持た富良神で、人間の生き血が大好物。5らわれた子供向生
甘やらど(~やら、寺内IJ.こらの典1:Iこんど転が勺H 勺T、
そう、.ううわさなんだからE それにそれK・O・'"J 
IJ.お。，1歩けば、・〈らでもγ，(る気配のr1 J.ニらの
化け物のうわさJに苦笑l'.，¥'がら、ttは少女に向。、
勺T、ょう宮..，た。

f泉阜J
fえ?J
干処外的ニピIf吃ったらl(、

少女が大きな白をばら〈リ5ぜ
fニ。ぶらぶらさせTいた是の

鋤きが止1?。

頒をかきながら、彼がも

うー皮宮、、証寸。

「だから、尻足。

且えTるぜj

少女向鋭からざ勺

ピ血のえが列、.

た。fうそ!?J l:宮っ
T、少女が白分的

れl')1二採・j返る。

ふふi・5の毛並み。
沈黙。

「封印」

IfねγL材、、T、、るかのように勢、、氏〈、少女が着物内釘l，)からもi

こんどはみ虫した尻尾を引き寄せる。そうL，、おそるおそる
彼の方を向き、11'そリピ、
f……、、っから?J
ひピ吉。

f…・妓砂川、らJ
みるんもうらに少女の'Aが:t-(な勺Tゆ〈。
飛ぴlltねるIうにL，退-!Il衿向上に立ち、t少
女がわ的、、た。

「あたlt-"""あたLをパカιL¥1，勺T
、うのね! ううう一、 l~!"，'、叶、らnlj

別t二号ん官「つも')11~'いんだけどな

I>.l:忠、、ながら、故はそのよとをロl二

11V..:、・。

『今8のトヨロ11あたいη負けのよ
うね1 だけどね、お11:ぇTら勺Lゃ
、、。、、っかぬず、4士J.iLL，やる

からねγ!J

少女はそう吐き袷Tると、

後4の;R，んに飛ぴゐんだ。
-teぉ、、，、がさがさ、E

;R，占的中から手品止が飛ぴ

虫L，(品。
す勺飛んτ、、〈子象的反~を

見ながら、伎はもう-6.苦笑L，、

殺を(Lゃ(Lやピ4量、、た。

f、・たずら手数をちょ、、ピ骨かL，
〈れピ、、うt量ぞったがー '11，、二れ
fいいのかね J 
つぶやきtがら村へピ反る彼は、

ニれから数か月1ζhた勺T彼女のい

たずらl二1;>まされる二とになるのぞが、

争111/，、そのことを知らない。



システムからのアプローチ;
の雄叫ぴ帽 妖とその活用(第22困*)

遠藤卓司(以下、遠藤): f復活だよJ
神宮寂のラン{以下、 ランド 「復活だねj

遺厳:r妖もなJ
ラン:r妖也だねJ
逮灘:rさて.r天泌;jl>J成JRPGマガジンlU般
的からのi議官には、お久しぶり.ここで初め
てみる畠なたには.IJJめまして.システムデ
ザイン組担当のiA雌!;!iilですj
ラン:rズ継のアイドル‘ランち伊んでっすJ
遠藤:rアイドル?この幼児休型が?J(SE : 
ヨパァ}
遺蔵:rぐはっ、お、おにーさんは.曙1mをそ
んな胤に使うのは感心しないなj

ラン:rふんっ h占近はやりなんだぞJ
E豊富事:fどこでだ.マイナー系か?J
ラン:r本聞い〈ぞっ‘本題j
it藤:rあ晶、そうしよう.今回t卓、妖だ.15
はビジュ71レプ yクにltl総される予定のル
ールであったJ
ラン:rふうん.そうなんだJ
遠藤:fJnJに合わなかったので.拘載されな

かったのだが、それがこのように闘の臼を此

る Hがこようとは.ヨ~~慣のIHりというものだJ

ラン:r支持してくれる77ンのみんなに感謝
だねJ
遠藤:rそだなj
ラン:rしっかし、あれだね.あいかわらず.
バランス考えてないね， ~作成ルール. ちょ

っと強く$旬すぎない?J
遺ii:rうむ.与えていないし、強いf.J:J
ラン:rなしてJ
i!ii: fめんどくさt、から……もとい、妖は殺
されるためのモンスターじゃないからだJ
ラン:r叙されるためじぞなt、?でも殺せる
よJ
遺ii:r殺されるじゃ駄目なんだよ.滅ぼさ
なき。いけないんだ.そうしなき々 、妖

はホントに死止なt、J
ラン・ 「死Cゲージうま町ゃ死ぬじのんJ
iti事:rそうt、うl問題じ何?ない1J(SEドン)
ラン:rな‘なによ1"おこんなくてもいいじ
ゃ立t、J
i!i事:r晶.晶晶.すまなt¥. .. 飽かに死亡
ゲーyが用まれば死ぬ.しょうがない.

そういうルールだからね.だが、NPC(人Jn])

が、死亡ゲージを峻めるには、それ企りの

~IIIがあるように、妖の死亡ゲージもそれな

りの理r11を持って峻めてもらわなければな

らなt、J
ラン:fそりぞま、そうだけどJ
it藤:fわかるか? PCを殺すためとか、出
しませるために、死亡ゲージを』理める妖はい

者いんだよj

ラン:rぼへ-，じゃ、妖は絶対に死なない
んだj

i!i事 「だから、減{ますって.さつ主からいっ
てるじeんかJ
ラン:ft;ぞき.じキさ.どうt、う時に.妖の死
亡ゲージは甥まるの?J
遠藤:rそれは.各マスターにお任せしようJ
ラン:rオイ:1"1.そんなで.さっきみたいな
こと白うか-J
遺讃:rだって.妖の殺?とによるんだよ.死
亡ゲージ』マ早めるタイミングなんてのはj

ラン:fで色さあJ
遺ii:rん~ー.わかった，clいl直そう.妖が
滅びるのは、NPCの死亡とー紛で.妖を通信

mするための予段と116らえてほしt、.ここで
死んだほうがかっこいいから、というような舟

山なら滅んでしまってかまわ止いが、もう少

しがんばってほい、とか、陀を郎、つめた

いとか.そうt、う理11.1では滅んでもらいたく

立いj

ラン:fまだよくわかんないなあ.給品、妖を
絞って妖慌退治物のシナリオは遣れるわ

け?J
遠藤:r造れるとは旬、うよ.ただ.77ンタジ
-RPGのモンスター退治物のように、~つけ

て叙してチャンチャンってシナリオはEIれな

いねJ
ラン:fll1まうJ
遺重量:r妖をlit純に級すだけではだめヰん
だ.そう守って殺した妖は.いつか復活して

くるj

ラン:f.、つかっていつよJ
it麗:rいつかさ.1. 2日かもしれないし、 |今
年‘百年かもしれない.シナリオとしてはそこ

で終わりかもしれないが、i量消してくる.必ず
ねj

ラン:rあれが、lol後のー凶とは且1えなt、J
遣軍事 : fうむ. あなたが、 I~IB 見る太陽は.晶

の妖かもしれないのですって感じだj

ラン:fふつる--ウOトOQ?J 
遺謙:fよく知ってるなJ
ラン:r ~ï名t;~/"J
遼厳:rそうか? ま.とにかく妖退治物のシ
ナリタ『を組むと曹は、叙しておしまい

のエンディングは、ハッピーエンドだが、トゥ

Jレーエンドじ~なt 、 そういうシナリオを縮ん

でもらいたい色のだねj

ラン:fまた、無茶なことを3う.そんなだか
ら、シナリオ造りにくいって言われるんだぞj

遠藤:rぐっ. い. ~い返せん. まι とにか

く‘妖はシナリオの中f目I地点に管泌するんじ

守主くて.その全体を支配するんだってこと

だ.ここさえ押さえてくれればいいのさJ
ラン:rん、わかったJ
遺量産:rよし.んじ命、まとめに入るかj
ラン:fま、とにかく治相jのサプリメントが出

たねえJ
遠藤:rうむ.めでたいことだ.今自は、連般
に{占mしたものをまとめて+.したわけだ
が、次回はぜひ初老 Fろしでいきたいものだ
ねj

ラン:rヰタ品るんかいJ
遺ii:fそだな-.~j~内州の|葺軒i介サプリと

か名代総覧とか#えてるんだけどねJ
ラン 「ま、これの売り上げしだいやねj

遠藤:rそ‘そうだね.ハハ(また后いにの、
ことを}、こういうのが児たいとか.ここはどう

なってるんだとかの疏再さまのリアクション待

ちということだj

ラン:rご怠品、ご希望.お待ちしてます.っ
てとこねj

遠藤:rうむ.それではサラパJ
ラン:rサラパなんて縁起が緩いわね.せめ
て、またヰぐらt、iこしときさt、よJ
遺麓:rん.ではまた、ll!雌'~l司でしたj

ラン:rランちぞんでした.またネJ

ー-~ー】由，----~ーーー】ーーーー『

i・雌 ;R問マガジンでは{璃〉の各i
1項目ごとにシステムデザイナーの過康氏 』
{に、コンセプトの解艇をお願いしていた.p
l今回、追加ルールで晶る妖を収録するに E
1畠たって、対応するfシステムからのアプ1
Lローチ帥ってみた次第・ J 





Aラ

体.2 敏 :5 覚 :7 知 ・8 心 4

共 :6 
〈運動〉中級〈・4官通〉中級
〈追跡〉初級〈白兵総闘〉中級

[妖カl渇依 :3 変身:3 
[弱点I(鎗忌 :遜ばないこと{中級)) 
{目的:恨みを晴らす{上級))

f突いたって、 ったって死な
1>刊~il'l，

妖とは?
妖とは、大自然の露%と大抵の11念が、間の巾に練り集まって生じた
モノです。妖lま種族などのある生物ではなく、偶然と悲しみと惜しみを

織り集めたモノなのです。

本頑では、便宜上の分類として、変化、滋耳障神(九十九神)、妖怪、そ

して業湿の4つに妖を分けていますbこの分類t主、 / 

佐賀や等級などによるものではなく、発生の状況や J 
もとになったのモノなどによる分類ですb ，/必

変化とは.長く生きすぎて妖となった生物のこと

です.例えば.猫が百年も生きることはありません.

もし、百年ものIn!.1:きている舗がいたとしたら.
それは書留ではないのです.

も っとも‘ 長く!l~さることだけが.変化を 8iむ原
闘ではありません.

妖狐
a力の強い狐が、敏百年の1"'、n光や人々
の祈りにさらされて、妖)J'を得るに宣ったの

が、妖振だ.粂kilJ会の{史いであるとされ、ぉ
締t押さまと縦しまれる神で品る.人を喰らうこ
とより.化かして鴛かすことを対んでおり、 It
かした附の人の慌てぶりを見るのが無上の策

しみである.

体:5 敏 :7 覚:6 知 :6 心.7 
共 :4 
〈畿穣〉初級〈追跡〉初級〈白兵峨翻〉

中級

I妖カIII心 :4 幻覚:5 変身 :4
l弱点I(鈴忌 :楽しみを交えずに絡すこ
と(中級))(苦手 :犬{上級))(目的.

人を化かすこと(中級))

o:. 
ノ偽'

"，"~グ手ぞ

/ 
/ 



ねえ! 妖って
土蜘蝶
年月を経た鈍般の変化

りの巨大さで.虫では足

1"'を集うようになったという
な妖は.いったん現れると

を取るため、大変目立ち、

の1Il隊が編峡さ

liiな

/ うに注怠すること.

τ寸志寸ア 党:7
共 :0
〈追跡〉中級〈白兵総闘〉上級

[妖カl変身 :3 生体武器 :5 投射
{継続) : 3 (湾}

{弱点) (目的 .飢えを満たす{上級)}

{鍍忌 :子供を失う(上級))(若手:火

{初級))

巨蝶
化である.舵の不気味さ(興鎗の

については、脱叩1する占・喫はあるまI'.それ
地域によっては逆に神塑綻され、

々の日仰を勉めている. 政71の ~I"阜 、

神であり.その傾城をrJすと取り絞されるとい
夜刀の争|明智l械を犯さぬように.政
結界が型iってある.

体 :15 敏:8 覚:4 知 :2 心:3 共:0
〈運動〉中級〈穏身〉中級〈格闘礁問〉よ級

〈観察〉中級

[妖カ]畏怖:5 再生:5 生体武器:5 
1弱点)(若手.たばこのヤヱ(よ級))
{目的:涌を歓む(中級)}

〈目的:t主みかを守る{上級))

‘・‘• 

よj

野槌
'ff鎚t主、織に取りつかれ、織と

ft した識使いのれの~τと 3

われている.人の亡骨量に治り込

んで自在に動かすとえわれる.

'体:3 敏:4 覚 :6 知:1心:5 
共:0 
〈運動〉中級<11身〉初級
〈格闘峨幽〉中級〈観察〉中級

l妖カ1再生:10 生体武器(爪): 6 
生体武器{爪2): 4 挽射(瞬間): 4 (雷)

投射(継続): 2 (酸) 濁依:6 

『唱曲副司酔、 _.AfrT 

ー



..-

;r望号-

的とは、主んだかよくわからないことの比輔t

J<IJIとして仙われる。そう、偽とはなんだかよく
わからない妖の代名湖でも晶るのだ.ここでは、

一例として永劫化した〈式〉の餓告制介する.

〈式〉はた米、F.:IJ日仰のイメージによって作られ
るものであるから、現住宅物に似ているようで、

どこかs;(ていないよくわからないモノ、まさしく

倒的立モノになるわけだ.この剣は、車劫化し

た〈式〉で晶る.J!<};IJ化は.{心味)1こ〈式〉をtr
つことで行われるが、〈式}の能力がO~\、と~

に〈心験}に乗っ取られ、妖のf'I'IIU入りを~た
・4ことになる.

っくもがみ
ï~の{I~によると総てられた道具が 1005手を経ると納滋が縞
似通自慢神(九十九神!と呼ばれる妖になるとL、う.つまり、然

変化である.人命li、辺捜神が生まれないように.さ
な道具供養を行なう.3うまでもないことだが、古いと

滋喪神となるわけではない.常にそれなりの鹿山があるのだ.

大太法
ヨロイのJ!.~~神であるo J~t 、'，~I"，を縫たせいか、ヨロイそれ自体

はポロポロである.しかし、それを揃うように生体節分が成以し、す

でに筋肉や似のような物まで生まれようとしている.

単純なパケモノではないらしく、治水工事を干伝った、人々が居え

るのを難儀していた111を削り取って泌を1則いた、といった将行も各

地の伝承に残されてtゆ.妖と化したヨロイでも、1'"車内にはヨロ
イ釆りが!tUしているのだろうか?

'体:l' 敏:"覚:9 知:0 心:，共:3 
〈絡闘臓闘〉中級〈白兵戦闘〉上級

[装備l半ばで折れたヨロイ太刀(+5)
I妖カl再生:5 
{弱点1(13的・ヨロイ乗りを守る{上級))
{犠忌:ヨロイ乗りを失う(特級))

、



まぼろぼの村 体:0 敏:01t:o知:刊
心:11 共:8
〈事情通〉初級

[妖カ]幻覚:10 

1弱点1
{目的:少女の夢を守る(上級))

妖万 風
まぼろぼの村.それは、この地獄のような天

縦にあるといわれる型地1境で晶る.そこでは、

時は常に留まり、遣いnに失ったいとしい人
と共に絞らすことができるという.……それ

は、述い1t-に死んだ一人の少kの揃いた拶の
也併で晶る。『みんな一緒で平和に生きること

にできる限界j少女の~lんだこの世の地獄I~.

今日も新しい住人を待っている.

《

、‘
 
". 1-・

滋くして名.f也呼ばれた刀鍛冶が.恨

みの念を込めてnちtげたJ).それが
I鎌風jと呼ばれる妖J)である.その
切れ味I草、風を斬るといわれ、実際

に三11目先の人間を州断したことも

あるという。また煎を析らずに喰

の向こうを紙ったなどその逃話

1:1.多い.

名:[と呼ばれる人々の刀

は、.I!，!しのmA以上の何
かがある.それは、町fぎiQ

まされた綴能1自主のか也
しれ主いが.それだけ

では立いのだ.

もし.人を斬るこ

とだけが.刀の目

的であるとするな

、f鎌風jこそ
.1*の刀立のだ

体:6 敏:8 覚:7 知:4 心:5 
共:2 
〈穆身〉中級〈格闘載鱒〉中級

l妖カIi寄生:5 ~主体武鑓 : 6 恋依:1 
飛期:10 不可視

I弱点I(自的;人への復讐{特級))
〈若手:陰陽術(中級))

心:6 共:0 
〈白兵戦闘〉上級

{妖カl幻覚:4 生体武器:10 
扱射{瞬間): 5 (jj誕}遇依:6
物質透過続心:5 
[弱点I(13的.人を殺すこと(上級))
〈苦手:i圭術(中級))



妖僚とj;t.自然の~J)((，と怨念がT寄り合わ
さって1:じるそノである.I世w.を吹い.人を
喰らうために1:まれてくる人IDIの倣なのだ.
総じて、妖後は強力な妖であり、その称

在E塑I担や目的とgったものもしっかりして
いることが多い.

だ鍍が吋女にな

透き通るよう立白t

のが通説である.

りを持ち、子

体 4 敏:3 覚:3 知:6 心:12 
共 6 <意志カ〉上級
I妖カll!!怖:6 幻覚。5 飛朔:2 湯
依 :4 不可拠物質透過

I弱点1(目的.夢を食う{上級))
{目的:自分の夢を見る{中級))

〈苦手:やかましい音{初級))

、

¥ 
、/

体.4 敏.6 覚:7 知 8 心 7

共:8 
〈窓志カ〉中級〈応愈手当〉中級

l妖カ]畏怖:4 飛朔:8
役射{眠問): 8 (冷気) 魅了:4
l弱点1(目的.山野を曾で包む{特級))
〈若手.火{上級))

. " 、，，

話f
z言与



，日d，，.

， 

鬼火
刈火I卓、;rtもt、ないのにぽっかりときEに浮
かぶ妖の火である.それは恨みを飲んで死ん

だ亡脊だとか.地獄を照らすm火の火花だと
かてIわれている.
J屯火の炎告浴びても併ともないが‘数101'1' 
1こ熱病で死亡するという.

J 

.'lJ' . i 

(1[1< 
F《?十

，1) : 20 

いぬ

犬
，..ζ 
犬品とは.品市のー純である.また.それに

よって作られる妖のことでもある. 俗説と

は、微々な1揺を持つ動物を集め、飢えさせ、食

い合わせることで妖に読書とし、その樹FRの飢
餓を亭l川して吹いをfi'うと t 、ぅ$~主である. た

だし、飢えと生命)Jを利111する他のQiliと迷.. 
い、魂嶋創1]1、る犬婦は、一時的な呪いに止

まらない.A<，主に!.~いてまわるのである.
人・偽t阜、初段は細工箱の中に悦んでいる.

そして‘渇いたfll乎を奴9Eさせたり.その牙で
ヲl書裂いてt、く.そう平って.恨みを吸い込み、

強大になった犬偽t立、/jl後には、白分を{占う

人IIUを食い叙す.

体 '0 敏:0 1t:6 知.0
共:4 <愈窓カ〉上級

，れ I (銃カJ;幻覚:10 飛籾:5 渇依:3

T 旬、、正- 骨・4 投射(継続):3(炎/然病}
すよ 、点1(苦手法術{上級))

fi¥J ル

三沿 'd~令、t

c> 
./ 

d .-b 
マト・:f;'

“ 

斗 ，、
. . ， JL; 

、j! :'1， 

妊婦が.-(.を産む底的に死じ-し

てしまい.Hfj児が生きている場合.
わが子いとしさ.必しさによって

その魂嶋は、妖t主に変化する

という.そん主必しい妖、それ

が妨男昌弘である.始嫌。(¥1;1..夜

になるとAの羽を脱ぎ姶て人
と止り.道の閥辻平総のたもと.

あるいは海辺に現れる.そして

巡る人に仰いた持、子を差し出し

て「この子を仰いてくれませんかj

‘、

-
• 

、， . 

、

' . 

• 

. . '，'・

と頼むと:、う.このる晶子を縫いてや

っτいると、;A'子はだんだん可Iくなり、
やがてつぶされてしまう.逆に.この前

共:0
く格闘殿111>上級〈観察〉上級
[妖カl幻覚:4 生体武鑓・8 飛朔・ 10
濁依:6 分身:2
I弱点1(若手・法術(中級))
{目的:飢えを満たす(上銭))

Il.': 3 知:2 覚 6敏:11 体:8 

さに耐え切ると妨鍵.1.1は成仏し.すさま

じいf韮力を段かるという.

，t): 8 

共 8
〈話術〉よ級

I妖力l幻覚:6 飛朔:12 変身:8
l弱点1(苦手・法術(よ級))
〈目的:成仏する{初級))

〈自的:赤干を守る(初級))

知:71t: 4 敏 3体 '4



らたま

拍j辺に現れる予定~である. nnl3.ì:却の~)・J唱

神であり.漁師たちの命を奪う、 臼然その

もののlt身で晶る.
品Ur車、無倒的対命を1，';っτいると1.1じら
れており.艇の胞を飲め1ft.品同様の神通)J

を1¥1られる.

1"，酔によれば、艇の幼'1主体t阜、人の昔話を
しているとt吟.そのため、自l!はrf院を殺せ
ないそうで品る.

体 同 敏:8 覚:10 知:8 心:11 

共 4

絡関職鍋(よ級) 意志カ{上級)

l妖カH提怖・ 3 湾生・ 6 生体武器:10 
脱心:4 飛揚:14 変身:3
l弱点J(若手・子供{よ級))
{目的;人の存在価値を知る(中級))

〈鍛忌:自然のバランスを繍本う(特級))

〈目的:夫総の管理何事級))

II!! Iこ

策~Jとは、 神の感心が共事4化したものであるとされてい
る.つまり、仰のような強大なカで荒れ狂う強大な妖のこ

とを旋怨というのだ.

荒~~f主、土地の人l聞にしてみれば神と "'J~の存在であ
る.決りしか与えないことを考えると神よりも佐賀が惑いと

ぢえよう.

~られるものではない. もっとも見た古は、

まず崎35に殺されるため、 U$l1fがでること

もない.

~jIJlHムオニたちのiえ績の中にはられる

紙で晶り.オニのようにイ・イルに使命を与え



/. 

体:10 敏:15 覚:14 知 6 心:7 
，-i!共:2 
〈格闘総闘〉上級〈窓志力〉中級

〈運動〉中級く回避〉中級〈遺跡〉中級

l妖力1畏怖:6 再生:6 生体武器:15 
1弱点1(縫忌:強いものを殺す{中級))
〈目的:もっとも強い樋族を食らう(中級))

〈鎗忌:自然のパランスを婦なう(符級))

{目的・天S置の管理(特級))

ゾ

天狗
拠1伴である天繊の111を~."認する妖. TI'米山
l躍E坊とl呼ばれる.kKl"jを'1t頒に.125刀5

千余ものズ仰が..Rflllこは十時んでいるとt吟.

絞らI草、いずれ也名の通った法力計が、l掘

道で晶るJ.(jfy)1lに転生したものと与えられて

t、る.その，I ' でも、徳のI:St 、r.が大)(~rýにな

り、低い釘が {-).:ff'j(電車大:~f，j) に止るという.

体:8 敏:12 党:9 知:6 心:7
共 5
〈白兵織闘〉上級<lt窓カ〉中級
〈事情通〉中級〈涼術〉上級〈神通力〉

初級〈縛術〉初級

[妖カl幻覚:5 飛行能力:25 渇依:4
分身:3 続心・ 3
[弱点1(犠忌:硲密をしャベる(特級))
〈自的:実務に住む人々の監視{上級))

{目的:英雄を育てる{よ級))

{目的:戦争を起こす{初級))



o.妖の作成
妖の作成は、キャラ9ターのfl'1正1..1械に、分膏Iによって』正本の作成

点が与えられます.その作成点を消刊して、能力筒、枝能.妖)J告収り

ます.作成点1孟、弱点を取得することで上nさせることもできます.

分頚 初期作成点

変化 350点
湯賓待 300点

妖怪 400点

荒. 500点

1.妖の初期段定

作11<の，jíf(こ五!~の，世2i:を行なってくださt 、. トータルイメージをもっ

て作成し立ければ、妖の倒j1;がぼけてしまいます.

.変化
・元に宰った生物は何舟、?

例}犬、猶、狸‘狙、人

・年齢は7
・特徴的な外見は?

例}炎をまとった尻尾

-なぜ変化となったのか?

例}愛するものを失って

-葱喪縛
・ 元に~ったものはf司か7

例}針.鍋、刀、ヨロイ、明銭

・どれくらい前に作られたのか7

.特徴的な外毘は7

例}細い手足、あやしく光る刃

・なぜ湯獲得となったのか7

例}晴らせぬ思いを鳴らすため

-妖怪
・なぜ生まれたのか7

-何をしようとするのか7

.将徴的な外見は?

.m震
・なんなのか?

世帯}超小型の金剛機

-何の目的があるのか?

例)人々の~視

-何をするのか7
例)定刻報告

2. 
妖も PCと IJI~に 6つのoo1J"(を持ちます. ただし、パケモノですの

で.PCに干ur.したような制限がul正しません.妖11.0の能力紙や10
告制える能力伯を，，';つこともあります.

i舟えIt.蜘鯨の変化Iこ[共感lがあるとは思えませんし、'x体を，，';た
ない妖ならば、I体)JJは必要ないのか也しれません.

能力値 :1点ごとに作成点を10点消費する。

3.妖の副能力値

妖もPCとliil織に.活力、織力、 f'llllゲm ジなどを持ちます.鉱山方
法もまったく

刷じです.

活力:(体力JX2

.カ:((知力1+(心力J)X2
負傷ゲージ。

経傷・[体力1と岡じ
.傷:(体力]-;"2
致命:(体力J+4

死亡:1つ

4.妖の技能
妖I卓、1:5等な知能や、その{揖力の表現として紋1躍を持っていることが

あります.校総f草、段慨によってi間関する作成点が速います.

初級: 5点

中級:15点

上級:35点

特厳:70点

特級の枝能を'"つ妖はひどくまれな{J.布です.よく考えて投3として
くださt、

5.妖力
妖の妖たる高齢分、それが妖11です.妖t卓、作成，I，III.I';}'干すかぎり、さま
ざまな妖カを持つことがで童ま1、ですが.イメージに合わないkX力は、
持たせないようにしてくださt、

GM は.Hきなように妖1Jを追加してもかまいません.

畏怖:強度1ごとに作成点を3点消貸
妖を見るものに圧倒的な恐怖をたたき付け、動きを封じる妖力.

l~t市に紙抗するには、強度を健主M!tにした [心力J <滋ぷ11>の判
定に成功する必~があります. 判定に失敗した織牲告は、ダメージを



受けるといった状況の変化が起こるまで、能動的立行動を取ることが 物質透過.作成点を15点消費

できません. この能力を持った妖は、3点の盆)Jti肖貸することで.1ラウンドの

幻覚:強度1ごとに作成点を3点消費

妖のイメージを機役者に般影する自t1Jです.この幻覚にだまされな
いためには、強度を質量易度にした{心JJ)<愈志1J>の判定に成功す
る必要があります.

再生:強度1ごとに作成点を2点消貨

l分{ラウンド}につき強度分の活力をi匝HIlさせます.間生の強度が5
以上ある場合は、負i組ゲージ也科生することができます.戦闘などで.
時Inlをラウンドではかつている場合、ラウンドの終わりに再生は行なわ

れます.

生体武鍵:強度1ごとに作成点を2点消費
生まれっき持っている.爪や牙といった物の武器修正となる妖力で

す. !t\~紳であれば、 肉体そのものということもあります.

生体武認の武器修正I卓、強度と伺じです.

耐性:強度1ごとに作成点を10点消寅

耐性をもっ妖は、あらゆるダメージを耐性の強度分下げることができ

ます.

耐性による減少I阜、帰絡的なダメージが算出されたあとで行なわれ

ます.

続心:強度1ごとに作成点を5点消費
相手の心を鋭みとる妖力です.犠牲者は、心を餓みとらせ在いため

に.強肢を難易I!rとしたI心力)<意志力〉の判定に成功する必要Fが
あります.

飛潮:強度1ごとに作成点をt点消費

妖にさEを飛ぶ能力を与えます.飛測の際には.(強度 XlO)kgまでの
ffi~置を 131雌なく運慌できます.

飛行速度は.分速{強度X2∞)mと立ります.盛況が{強l!tX 10) 
kgを超過した刷合1:1.、以下のように飛行速度が部ちてしまいます.

強度X 10kgまで...•.•..• •.•.• •..•.• •.• •.• •.• •.• •.• •..•.• •. 分遼(強度X200)m 

強度 X20kgまで.•• •.• •.• •.• •.•..•.• •..•..•.• •..•..•..•..•. 分速(強度X100)m 

強度X30kgまで . •• •.• ....・...............•.•. 。分違{強度X SO)m 

想依:強度1ごとに作成点を5点消費

生物や無燃物内にi悼む能力.織牲者は.体を乗っ取られ主いため
に、強度を難易度としたI心力)<窓志力〉の判定に成功する必授が
あります.

不可視:作成点を10点消貨

この能力を持った妖は.自に見え立くなることができます.ただし、こ

の能力を使用したラウンドには.ほかの行為を行なえません.

1mだけ.間体をすり抜けることができます.

分身:強度ごとに作成点を5点消費

この能力を持った妖1:1..作成する分身の数と同じだけの型1:11を消費
して、妖自身を分身させることができます.

分身には、本体とl<iIじ明治tで主ますが.a.力を消費することはできま

せん.

また、分身I草、ダメージを1}よ1でも受けるとmえてしまいます.分身
は、一度に強度と'"'じ数まで作り出すことができます.分身と本体を

見分けるためには‘強度を難場I!rとしたI骨111:)<縦貫道〉などに成功す
る必裂があります.

妖は.分身を行立ったラウンドには、ほかの仔ねを符生えません.

変身:強度ごとに作成点を5点消貸

この織力をj，';った妖1:1..-I!r):lた也のに変身することがで世ます.こ

の変身を見破るためには、強l症を縦易I!rとしたI拘l党)<級官官〉などに
成功する必嬰があります.

役射(瞬間):強度ごとに作成点を5点消貨

備様、火炎.氷の吐息などといった瞬1111的にダメージを与える物を

役射する能力です.射線距雌とダメージは強度に等しくなります.

織牲者は、強度を難易度としたくliilin>判定に成功すれば‘般射を
嗣遺書したことになります.また、失敗しても成功敏分をダメージから引

くことができます.

投射(継続):強度ごとに作成点を10点消費

¥Ilゃ般といった継続的にダメージを与え続ける物を般射する飽力で

す.射tjl_K!艇とダメージ11強度に等しくなります.
lA牲者は.強肢を餓紡l!tとした<1m避〉判定に成功すれば.般射を
回避したことになります.また.失敗しても成功政分をダメージから引

くことができます.

その後もt高校古は.強J!tラウンドのJnl.強度を雌妨肢として[体力)<
耐性〉判定を行ないます.この判定で.足りなかった成功数分だけ.ダ

メージを受けることになります.

魅了:強度1ごとに作成点を5点消貸

この妖カを持つ妖1:1:.何ともa'え辛い魅力をもっており、人を引き付

けます。総了の強度を蛾易度としたl心力)<愈志力〉による判定を仔
立っτください.
この判定に失敗してしまうと、tlt牲者は妖の鮎力に取り込まれ.7ラ

7ラと近づいてしまいます.

.コンセプト:

妖力I主、かなりは銭的な力を持ち、その効県も強力であるo.iEiiiな
ところ.能力の効u!とコA ~I.I'. 折り合っていないと感じる方以、るだろ

う.なぜそこまで強力なのか? それは妖を単なるモンスターにする気

がなかったというのが本作である.



6.弱点
妖I草、その強力さもさることながら不可解な行動を行なうことがあり

ます.特定の条件に合飲するItだけを殺したり、逆に見逃したりする

こともあるのです.

また、ある械の武~に11Ilい.ある何lの現段に出}いこともあります.

妖I草、 l当分に鼎j点や日的をe設定することで追加のt!・成点を得ること

がで吉ます.

GM は‘妖に，ll!;gに合った11Il点を必ず1・rけるようにしてくださt、.そ
して.弱点についてPCが知る機会を、 γナリオ中に必ず，投けるように

してくださt、
弱点(1;1..その強度によって技健闘憾に.m級、中級.上級そしてf持置に
分かれています.1"1Wir主、妖にとってどのくらい絶険なものかを示して
いるのです.

IJJ級が:;!i予.中級がれ111にかかわる、上級が致命的な.特級にヨEつ
ては'HEにかかわる弱点といえます.弱点は闘総のよう主タイプで分
けられていて‘段燃によって受け取れる作成点が.変わって童ます.

弱点の段階 待られる作成点

初級..•.• •• • •• •.• •.•..•.• •.• •.• ..5点

中級..•• • •• • •• •.• •• •..•.• •..•.. 15点

よ級..•.••• ••• •.• •.•..•.••• • ...35点
特級....•.••• ••• •.• •.•..•.••• • ...75点

6.1.禁忌
然忌は、その妖にできないことを窓昧します.嶋本的に妖I主、書官忌に

触れるよう立ことを仔ないません.逃げられるなら逃げてしまいます。

段階 総忌を破った際の効果

初級 活力に511メージが入る.

中級 負傷ゲージに3ダメージが入る.

上級 負傷ゲージに511メージが入る.

4幸級 売亡ゲージにずメージが入る。

6.2.苦手
段l'.r孟、その妖が苦干ーとするものです'.liT'とする物やfj法によっ
て与えられたダメージIふ通常のダメージより、大量な効*を妖に与え

ます.また、妖力の耐性およびl'j屯は、苦手な物からのダメージに対し

て幼*をるちません.

段階 若手なものから受付る追加効巣

初級 ずメージを+3
中級 ずメージを2倍

上級 ずメージを3倍

特級 死亡ゲージを埋める。その後は上級と伺じ。

6.3.目的
U的は.その妖のff.iE~~rIIです. 日的をもった妖は、目的を*たす

ための行為でなければ.消極的になります.特に段目居が尚いと目的町

Jj，炉、自分の生死より耳'c'!~なことになってしまいます. そして目的を*
たしたその時が.妖の滅びの瞬1111となるのです.

段階 自的以舛の行為をどのように行なうか

初級消僧的。

中級 興昧を示さない。

上級行者わflい。

特級 反することを行なうと苑曲。

-コンセプト:

妖を透るの立ら、キャラクタF を遺るようにトータルイメージを大事に

してほし1'，

単純に強いだけ、といった「つまらなL、J妖を必:んでほしくはない.
陀を殺すために、妖を制lむのは、決に簡単なのだ.

妖は9tt.tなt、.特tこ.目的を持った妖t卓、殺せ立t、.滋{ますし;かな

いのだ.

妖を巡るなら、殺す方法ではなく.滅ぼす1i!去を段定してもらいた
t、.



キャラクターの準備

.7-キタイプを選択し、キ令ラクターシート{本得カパー裂を参!昔1)1こ
f特産写す.

・技能は段併さえ変えなければ、)JIJのものに変到してもかまわない.
・袋舗は、変更してるかまわない.

・樋族の変更は基本的にしなt、こと.したいI割合I草、..天維万II1RPC 

を重量!K{.

O. &本中の革本ルール

.カッコイイかどうか、それが!f(嬰なことだ

・2自散は切り上げ
.[J 内I草、能力li'i.<>内は技館名

.能力般の意味

{体力J:肉体の力(筋力、耐久カ)
I敏担fJ:肉体のスピード(器用、反応)
{知覚J:五感{パーセプション)
I知力J:知臓、埋性の強度{インテリジzン立、知性}
I心力J:lR位、第6感(POW、WIL)
I共感]思いやり、感情の多彩さ(シンパシィ}

.文中止どで1ì'為判定に鎌易IJIが級定されていない時は嫌与~!lt oで
ある

.1:IJ能力値の算出
活力のよ限:[体力JX2
11カのよ限:([知力1+[心力J)X2
誕の上限 : 108 

宿業のよ級:[心力JX 10 

負傷ゲージの算出:

総傷:[体力1と同じ
11傷:[体力]-;-2

致命:[体力J+4
死亡:I 

1.行為判定

.夫総では、6!1ii体サイコロを使用する

・判定に使附する能力総と技能を選ぴ、能力似の敏だけサイコロをt匹
以技能段階によってiIIまるf.ltJJJIs以下の日が品たサイコロが成JJJで
ある

銭舵段階:成功舗

なし:I 初級:2 中級・3

上級:4 ~寺級:5 

.J.I(l)Jiuとは、その目以下のサイコロが成功となる数組のこと

.符7J判定には.1n!の婚しさを示す雑易度が、a量定されることが晶る.
媛易度とは成功がキャンセんされる数である

臆易度表

緩易1l0-2:初級以上の技能なら成功する

総易度3-4:中級以上の筏能なら成功する

緩易度5以上:よ級以上の銭高Eなら成功する
・鰭易l!rを上闘った成功般のことを成功1ftと呼ぶ

・成功度がl以上なら行為は成功となる

例.緩易度3の[敏担fJ<遭動〉事IJ:iEで、成功数が4だった。成功度は
1で行為li成功である.

・通常は、難拐Iltを鍛定せずに成功Iltによって結燥をみるほうがよい
成功度表

成功度I:ギリギリ

成功度2:普通
成功度3:まaらまあよい
成功度4:良い

成功度5・すばらしい

成功度6・.典的

.サイコロは在るべく-IJIで綴ろう

1.1.対抗判定
・lfI乎の成功数が雄主Mltに止る

能動倒~-絡手に判定を要求した者
受動側『相手によって判定する必要が出た者

成功数が同数回両方失敗『安動償lの成功

例:AがBを見つけようとして[知覚J<観察〉の判定を行なう.成功数
1;4だった。日は見つから者いために[敏縫J<穆身〉の判定で、 4以上
(81;1.受動側止ので関数でも成功と章。J、発見され章、、}の成功数を出
す必要がある。

2. 
.1ラウン1'1主、 l分

・1ラウンドに以下のような行動を取れる

。行動の笠宮(ラウンド前に行者う}

1.移動([敏獲JX10m以内)

2.1図の攻繋/術の使用/サムライ化/ヨロイの起動

3.回避/突曹返し/見切り

4その他(1分以内でできる普通のこと)

.防御行動1;1.1 ラウンドに(，，((iiJでも行なえる

・以下の処農は、次のラウンドまでの1111に仔なう

1 .継続的~タメージ{膏や炎など)

2.(式}の活動開始/(式}の活動終了

3. (式}の再生能力による回復

2.1.命中判定
・対抗判定で判定

・突き返しがイ'f.1J.するため.攻奇書的な投能による命中判定では.成功
したjiがダメージを与える

.<1面l避〉などの防御的技能では.ダメージを与えられない

2.2.突き返し
・白兵戦.絡凶などに対して攻司書的な技能(<白兵戦闘〉、〈絡凶戦

闘〉本ど)を艇1刊して防御奇行なって防御側がJ.I(I}Jした地合、突き返



しが発生する

・射忽‘投忽などでは.突き返しは発生しない

.突き返しは.能動的立防御符動止ので回数制限は存筏し立い

.つ在返しがあるため、弱いヤツが勝算なく強いヤツに攻忽するのは白

級同然である

2ふダメージの算出
.ダメージE命中判定の成~1JI!t+武窓修正+その他

2.4.ダメージの適用
.ダメージを受けた側が、好きなように負傷ゲージと活力に瑚jりふるこ

と

.1'1111ゲージとは、各PCにある縫側、1自制などのマス自のこと
・もっとも!f(い負傷から負傷I!tが算出される.負傷I!tは、治披行為など

の賂易度になる

負傷:負傷度

経傷: 1 

賃傷: 2 
致命: 3 

2.5.ダメージの影響
・r8力または電車力が、。以下に在ると気絶する
・一番可Iいれ備の影轡のみを受ける

経1署-1司もt.tl"
貧傷『判定のサイコロを+1I1II 

致命『判定:のサイコロを+2僧
ラウンドごとに活力に1$1'メージ

亮亡『判定のサイコロを+3備

活力が全快するヲイミンずで.完全に苑亡

2.6.ダメージの回復
.i活力は1ラウンドの休息で、l点ずつ闘i聾する.戦倒の終-(11幸に全快
する

・m力はl時InJにt点ずつ陶i草する
・でも、究倒的にはCMの11:怠

2.7.戦闘オプション(必殺のー態)
・I体力1で判定する
・射繋武i器または手段If武器tではできない
・智通の判定で、命中判定を行なう

相手も攻望書『筒方にダメージ

相手は紡御『いつもと同じように判定

.先に自分にダメージをJa(;e;‘する.このダメージで気絶したら必殺のー

撃は無効と止る

2.8.戦闘オプション(ねらい態ち)
・ I蝿J~) で判定する
.ねらう部位を包含すること

手足:四肢t.tどの身体の末鋭部位
武鑓;武器や人体以外の部分(胴丸や臓など}

患研;人体の急所

注}繍手が人間でt.tい場合はGMの判断
・ねらった都伎で効*が違う

手足:$1'メージで、まず.1轟ゲージを埋める
武器:武総は、外れるまたは破寝される

急所:$1'メージで、まず致命ゲージを緩める

.ヨロイに対するねらい恕ちには、〈陰陽術〉またはく線合〉によるサ

ポートが必望書

2.9.戦闘オプション(見切り)
・[心力]で判定する

.防御のときにしか使問でをない

・命中判定の失敗側の成功数をOとする

2.10.戦闘オプション(フェイント)
・I知的lで判定する
・攻般のと告にしか蝉!lIJできない

・命中判定の成功度を2f告にする

2.11.飛び道具
.突き返しが発生しない

・飛ぴ道具I草、一度に武鑓の射車の分まで発射可能

・一つの目標に対して余分に量産つ一発ごとにダメージをー点J廿やす

・下記の条件を満たせば、概数日僚へ問時に攻望書すること色可飽

1 )回線人数以上の射寧がある

2)目標がすべて自分の彼界内にいる

2.12.多刀流
・下記の条件を満たせば、lつの目慨に対して余分に使閉する武器ご

とにダメージをl点mやす
1 )閉じ按能を使用する

2)飛び道具ではない

2.13.不意討ち
.突き返しが発生しない

・命中判定の失敗側の成功散をOとする
.なにも隠れることだけが不怠を射つことでは$い

2.14. (珠〉の使用
・武;器の射準の分まで一度に使聞できる

.使った〈珠))つにつきI点ダメージをよ併させる

3.サムライ能力

-サムライ飽力I~.決められた歎の1I1Jをi肖1fすることで発動する
.戦闘中の発動には.)回分の行動が必要で、能力は、そのラウンドから

効*を発t草する
.サムライは[心力lラウンドのII日続〈
・mカがiin雪で量れば、 1日に何度でも発動可能

4.金剛機高速機動

.体を使ったすべての判定で."成功した"サイコロを綴りi在してさらに
成11)数奇足す
.高速槻動による再ロールI草、判定)I司に付君、 11mのみ

.高迷槻動Iふ l日にl心力)fijJだけ可能

.高速機動は、[体力1ラウンドのUUf<J!Jffできる

.高速機動中fふ白必殺のー望書"オプションは使mできない

5.その他のダメージ
(燭発物、毒物、落下etc.)

-強度{ダメージ}を難易I!tにして適当な防御校能で判定

・判定で、足りない成功敏がダメージとなる

6.気合の獲得
.CMは.民がカッコ良かったら悶縁ロールを行なわせて気合を取らせ



ること

・悶縁ロールとは、悶縁を技能とした雛&l度。のl心力lまたはl共感l
事，)，主である.この判定の成:rIJ:'<が.取得した気合の敏となる

6.1.気合の使い方
・1ポイントにつきサイコロの散をlつt骨平す.ちなみによ阪はない

・3ポイントにつき妓能の段階を1つ上げる.段高で上級まで
・1ポイントにつき他人の行動に目刷り込んで追加行動を1(回行なえる.被

散の割り込みが岡崎に発生した刷会l:t.もっとも多い気合を消貸した色

のから順番に行動することができる

・3ポイントにつ吉成功歓をlつmやす
・よ抑畿の能力量直の3fliで飽力継がIつt柑える

.妓能の上告I
なしから初級・専門按能の喝合師匠が必要

;凡周妓能・5ポイント

尊門銭高E・5ポイントで師匠が必要

初級から中級:10ポイント

中級から上級:20ポイント

よ級から特録:40ポイントでf何かj必要

6.2.気合の初期値
1 )前のシナリオの残り

2)全因縁で.l!l合い強得ロールを行なった合計

上記の多い方を初期値とする.

7.業

.ll'!I:t.使悶した気合のポイント分だけ上昇する

・ll'!の上限は、各キャラクター共通で108である

・ll'!が上限を越えると修織となり.NPCと主る

・悶縁の獲得

なしから初級:5ポイント

初級から中級:10ポイント

中級からよ級:20ポイント

上級から特級:40ポイント

闘縁の司量得は.いつ行なってもかまわない

.能力組を一つ下げるごとに減少前の能力組の3f告の祭がI門賞される

.シナリオ終了時IこGMの任意、lこより10-20の3震が消費される

8.宿業

.鴎緑町朝量得に消費した!I!11 rIi ll'!となる

8.1. t首業の使い方
・悶縁が消滅するまたは段惰が減少するとその悶総または段際分の簡

集が消費される

・因縁の減少

特級から上級:-40ポイント

上級から中級:-20ポイント
中級から初級:-10ポイント

初級からなし。-5ポイント
・因縁の消滅

特級:-70ポイント

上級:-35ポイント

中級:-15ポイント

初級・-5ポイント

・悶織の減歩および消滅は.GMの許可があればいつ符なってもかまわ

ない.GMは柔軟に対応すること

.1首!I!の土JJ!は.心力的10傍

.11i獲が上限を超えると組えた分だけ、ll'!の上械が下がる
・ll'!のよ限の減少は、永久的なものであり、宿業が範関内に戻っても

減少が回復することは立t、.i'iび宿業が上限を越えれば、越えた分だ

け下がる.

9.ヨロイ、金剛機の明鏡修正

.J富合中に使mした気合は.業に務ちる代わりに明鏡の祭になる

.金剛被では.自分の楽になる

.呼l鍵の来は、肉体系の能力総([体力)[敏硲)[知覚J)に修正値を与

える

明鏡の事監 修正値

-20 +0 
-40 +1 

-60 +2 
-80 +3 

-100 +4 

-108 +5 

109- +6 

・ftf描ゲージや活力lふ修正前の能力紙で算出する
.革Eが.108を紹えたらその明鏡(ヨロイ/金剛機)は、修桜になる
・t費合中のヨロイ:乗りは明鏡の築を使閉して副総を作成することができ
る

9.1.ヨロイ、金剛機の負傷の回復
.[知1カ)<除陥術〉判定{艇身度はii.fllW成l)JI!l分の負傷ゲージを
:7 1) 7する

9.2.ヨロイ乗りの負傷
・ヨロイに傍合中のヨロイ乗りは、ヨロイの受けたダメージを自分のii.fll 
ゲージにも割りふることができる

10.技能について

.t虫能とは、その分野における才能を愈賊する

.u鈍の名jplから、使JlIが漣悠できるなら技能は使!日できる
・1刻曜と能力組は、対応していない.すべての妓目指11.すべての能力
組で判定で書る

.いろいろ飽刑法を考えてGMを鴎らせよう!

・技能についての詳しい情報は"天総71象ビジュアルプyグ・を参照



コンセプト.質問?
まれに.00がXXしたらt:.t:.になりますか? とt、うよう立質問1が
くるときがあるo_iEilIなところ.こういった質問lには、たいへんに闘って

しまう.

本rrを "~ってしまえば、あなたの"天概JìtI;.-にのみ通1目するイレギ

ュラーケースとしてなら、同があったって}J'Jに問婦はないのである.“天

縦万取は、あなたのゲームなのだから.

ただ.われわれ天維チームが‘こうt、った貿InJにVesと答えれば、そ

れはイレギュラーケースでは者く立ってしまう.またN。と答えれIt.それ

はイレギュラーケースとしてもありえなく主ってしまう.それは問雌なのだ.

よってこの干の質問に対してIふわれわれはお茶を泌すような答え

しか附必できなt、今回の質問箱に也、そういった質問]1:1.鉛載されてい

ない.

綴り返しておこう.品なたの個人的な嶋夫総"でなら.仰が行立われて

も問題はな¥1，ただ、それをわれわれに決定してもらったり.ほかの人

間に認めさせるために、われわれの答えを刷用してもらっては闘るので

ある.

あなたには、われわれのI公式天紐1世界]1ここだわることなく、自由に
"天締万象"をプレイしてもらいたい.プレイヤーが、fオフィシ守ルではこ

うなっているJ.n車縦11.こういっていたJなどと宵っても無悦してかま
わ在t、
われわれは、あなたの必l睦力を4責めるために、質問iを受け付けてい

るわけでは#いのだから.

・・ヲ官級万象"は.あなたのものなのだ.

Q 般大活力とi語大強力はどのように決定されるのですか?

A 以下のとおりです.
活力の上級:(体力]X2
震力の上限:((知力J+(心力])X2

滞しくは、P121からの米総万象1基本システム告審!閉してください.

Q ..偏重~"には限界値111.量いのですか?

A 以下のとおりです.
. "rr.~.の上'11は、心力の 10fi時
・ fIi業"が上限を紛えると組えた分だIt."$"の上，nがFがる
."~"の上限の減少は.Jk久的なものであり、"街~..が範閥内に反っ

ても減少が回l!lするニとは立 t 、. î'ïび "lf1~" が限界を握Iえれば、組え

た分だけ下がる.

例:(心力1 が6(“!;í;~rの上限ω}のキャラクターが."街$"を 80 !，~(た
めてしまったとする. この時に、彼または彼kの・~..の上限は、 108か

ら88に減少する.その後.彼または彼女の-l{1:J!"が.ω以下tこ減った
としてし"薬"の上限は88のままである。もし."ì(l~-がもう-I!!ωを

紹えるようなことがあれば.さらに"来の上限は減少する.

持し<11、P121からの夫総7itI;. ~基本システムを審問してくださt 、

Q j主能リスト("天繍万象R問 ")の極別の後ろにある{符嫌)つてなん

A なぜその技能を取得しているか扱i，rを行なう必要がある技能です.

Q 中級の技能と上級の紋能の径が大量すEるのではないでしょう

fJ・?

A -波とニ液の~I孟.ヲモと I由ほどるあるるのなのです.

Q 若武者の句ril~"がr40/60Jと‘悶織の合併が合ってt、ませんど

うしたらいいんでしょうか? どうか教えてくださt、

A ".・中l，..t/tありません."術祭"を-5して・業"を+5してくださt、.
結娘、1.7武lJの..~監.・・は 51 、・・術祭"1135になりま昔、

Q 鴎総のロールってい・悶縁1こ対して否定的なものでか、いのでし
ょうか?

A かが、ません.1肯にm嬰なのは、かっこいいかどうかです.

Q NI'C也悶緑ロールで・気合"を稼げるのでしょうか?
A できません.しかし、晶なたがNPCを表現するために.悶線を:l!定
するのは.まったく問題ありません.それどころか.そうなさることをお勧

めしまれちなみに、関縁ロールがf子生えなt、理由は.NPCのロールプ
レイを宛て悶縁ロールを術訴する人がいなt、からです.

つまり、サプマ1ターなどをfII怠して、サプマスターにNPCをプレイし
てもらう、というような場合I:t.、--f司令"を獲得してもかまいません.ただ
し、判断は公平に行なってくださt、

-オプションルール

NPCが"気合"を使う
l)GM 1ムシナリオ絡了時に減らす“気合"の分だ11、NPCに“気合"
を使わせることがで宰ます。

2)GM は、PC会員に与えられた“初期気合"の合計分だけ、 NPCに
・・気合"を使わせることができます。

PCが天織に慣れたら、どちらかを採mしてみて<t:却、

Q ピジニaアルブックと附I'Gで不死織を寄生させたときの処舟!が遣い
ますが.どちらが正しいのですか?

A ピジュ7Jレプァクです.中し訳晶りません.
Q 織似!いは他人を1'1生訟で癒すときはどうしたらいいのでしょう?

A 自分の体内から収り出して使ってくださt、
Q 鋭敏の必を1，;1時に2厚生させる刷合の役与コストは‘織ごとに計算

するのですか?

A いいえ、投与コストを合併して計算してくださt、

Q 戦J担必のその他の能力としてほかの織の能力を追加する地合.追
加の投与コストは必要でしょうか?

A 必擦です.その刷会は、戦鬼必の拡張能力としてIIIいますので、そ
の織の食物事I~目立どはi車問しなくてかまいません. ただし‘以下の必

は、戦鬼織を作成する際Iこ.使用されていますので渇仰することはで

きません.



-鋼化結線A

-心眼畠

-再生A
-甲A
-牙爪A
志ちろん.戦鬼織とはlJJに必を役与する分にはI.. Jのl問題も晶りませ
ん.その地合l主、その必の食物i1!Jf.足立どが、i車用されます.

Q 戦鬼晶の能力にあるf電掌jの射絃と射準奇数えてくださt、.

A 射事2・射砲18m絃度です.

Q 人f目1型積lVi作成ルールで、持株主を織として手に入品飽備の能力値
や装備1;1.、どのように決定するのでしょうか?

A I吃:の所持品の{弛偏lムアーキタイプよりずっと劣るもので、判定を

行なう刷会l卓、一般の人IDJ程度{能力Ij!i1;1.多〈て3、銭能は初級)と考
えてくださt、.~主備などは.所府者がすべて同意してくださt 凡

所持品と立る~値1;1.‘人絡立ど也いまいち簿<.独立した人間として

生量ることがで芭ません.人聞大の美しいお人形です.

なお、偽鑓を武器として使った刷会の武器E修正は0です.

Q 飽儲術で幻覚を見せることができるようですが.飽偏術を使って飽

値にかけるような半永久的で見たものすべてにかかる幻覚を作れます

か?

A つくれません.
飢偏の体にかけられた幻術は、飽備自聞の長いrnJの教'ff=胤り込みに
よって似終的には飽r::.自身が向分にかけるようになるマポロシです.

無意隙下でまで、f自分1:、このような姿をしているJと思い込む。
偽備の幻術は.まさにそう含った手段で維持されているのです.

Q ヨロイ乗りは、自分の気合.でヨロイを成長させることができます

か?

A 可能です.なぜ性能が上がったのかl;t.プレイヤー‘マヌターJsJで
限定してくださt、
Q ヨロイなどで戦闘'J1I二、"気合"を使悶して.
その..~..で1'1鏡修正が上がるI品合.あがった明鏡修正1;1..その朕l胡と
なった判定に遁川できますか?

A できません.次の判定から遁1fJしてくださt、
Q !1'14査織など、明鏡が餓数ある時lこ‘得たll'!は任意、でそれらに配分

していいのですか?

A -S;t合"をi間貸した魂が、機合している明鏡の“楽"が上持します.

Q ~弾の能力i車、どうやってikめればよいのですか?

A (陰陽術〉のルーんにしたがって、〈式札}として式弾を組んでく
ださt、.作成ポインH;l.18-24:!2リ庄が適当でしょう.

Q 何気合"の技能のブーストで.<険防術〉を一時的にlニ11させ.強
t、{式〉を打つことはできますか?

A できます.

Q !I!l依型式、式厳液型式などを動く[11曹にかける渇合‘((式}の能
力紙による}命中判定は必授ですか?

A 必要です.

Q 除制舗の株式鋭のデータが武i器去のものと述うのですが?

A 晶れは、除蹴倒カスタムの武器tだからです. 味武器iふ大lit~I:Jiiの

できるものでは辛いため、このようにデータに器逃が生じます.

Q サムライに式厳島曜の式をぶつけた』品合はどう止りますか?
A Iレール巡りに式般機能力の強度を餓易度にした・式のoli力紙tによ
る"紙抗の処埋{怨{氏能力による簸おlJtの低下を忘れずに}を行ない、

失敗すれば、サムライに埋め込まれた〈式}は般消されます.

Q (式〉の戦闘能力I草、能力{直を強度分七持してくれますが、ニれは
{式}が行なうすべてのロール告、この能力値で判定するということで

しようか?

A はい、そのとおりです.

Q 元f1~j艶能力を持たせた〈式}は使い姶τだそうですが、変除後
ふほかの0li1J1孟生きていますか?
A ~書ていません. 元紫哲E機能力を似JIIすると.式ではなくなってし

まうので.(式}のほかの能力也死んでし郎、ます.



実.万象ビジュアルブック
正限表'97.6.1

ページ数 {場所)

概:間違い

iE:訂正

P2 
験-一般

iE : i凡m
限 -ヨロイ乗りは、ダメージを~

iE:-ヨロイ乗りは、ヨロイの受けたダ

メージを~

膜:101避行動に『十2
正 :1己!避行動に能力値+2

P3 
銀:殊剣

正:珠剣{ヨロイ凝り111)

P4 
候:一般

正:iH川
P40 (書利の園地図}

正 :地凶41下に晶る久代を削除

P52 (天・の街道}
候 :叩喰

正 :鳥居

P58 (天鳳の11113-14行自}

銀 :11万5千245

正:12万5千245

候 3∞
正 2慌時

P61 (質綱飢買のEしいデ-:lr)

f握力縦
体 9(12) 敏 8(11) 11: : 7 (10) 
知1:6 心 7 共 4

活1): 18 l:'l力 26 成功値 4 
P78 (右上イラスト}
銀 ・1鬼協術
正:{車協師

P82 (式の形態2行自}

正 :(作成~強調}を削除

P83付段目5行目}
銀 :下法師

正 :外法師

P102 (大呪武餓のコメント}

眼 I究式長鋭

正:.e正式長総

P112 (戸川園自の疋しいデー膏)

能力紙

体 :6敏 :5党 :8

拘J: 6心:7共:5
i1; 力。 12種力:26 

成1))耐， : 4 (上級}

主な品科生必 (6)/心限必 (3)

P116 (Aリストイラストのキャプション)

阪 3. 丙'主必
韮 女王将位必

眼 女王科生必

iE : 3.丙g;j晶
P121 (Bi圭宣子f圭)

限 :PI35 

iE : PI27 
P126 (僧兵9行目)

観 :PI35 

正:PI27 
P127 (2段目3行目}

銀 :武{柑

正 :説法I骨

P149 (lIl備の制限 5行目}

綴 :・使用段階に遣していない術は使用

できなt、気合。で一時的に上舛させても
Iill械である。
疋 : ・<~術〉が、使用段階に遣してい
ない術は、使用で世なt、.これは‘白気合"

で‘ 一時的に上!ï~させて色町l織である.
P149 (1Il備の制限 10行自-12行自}

膜 : ・サムライ，ß1I峰、~跡}燃は、臼分

にかける術を使聞で世主t、.

iE:.サムライ、健傷.金11111僚.ヨロイ

は、自分にかける衡を!l!HIで主なt、
121W告全文削除.
P149 (着目鬼の術}

限 .丙 1 . 3 (lth，活力、能力組iこ+2)
正 :I珂・ 1. 3 (徳力.活力に+2、{握力値

に+1) 
P173 (現在までの帝}

限.利者l'帝
正 :今上帝

141'Trtの今上備を削除
P202 (式シート .カ}

銀:1Jl代

正 :成tf.
P203 (式シート式の能力)

銀 :ガス化1握力
正 :気体化能力

天.万.RPGシステム ・ブ
ック正顕衰 '97.6.1 

ページ敏 {場所)

限:間違い

韮 :I町韮

P8 (1.健力値}

鍛 :(知J1I:J:精神活動
正 :(知l党J:肉体活動

限 :(心力1・~気力の議本
定 :(心力J:-鍍力の怨本

P21 (右上の園}

額 :気合から悶織に矢向1が{II'びています.

iE : 1司線から気合に矢印を伸ばしてくださP，
P32 (1.忍備の使用 5行自-9行自}

限:. Illrにlつの術しか快Jflできません.

正 : 自分にかける衡を2つ以上.同時に

似111することはできません.

餓 :・lつの織が効1Ilを発縛しているt:uに
ほかの術を使!日することはできません.

正 :・術を途中で打ちきることはできません.

鰻 :・サムライが忍術を使JIIすることは
できません.

正 :・サムライ.(鬼泊、金剛殿、ヨロイ

I草、自分にかける術を使悶できません.

9行目以降に以下を追加

・く忍術〉が、使用段備に遣していない

術は、f史問できなP，これJ;I..・気合"で、
一時的によ舛させても!日l械である.
-使用者にかけるタイプの衡を、他人に

かけることはで主主t、
P32 (費量膨分身の術}

銀 :無彰分身の術/紙人形/0/中級
iE:無影分身の術/紙人形/申2 乙1・

丙。/中級

P40 (射.武鑓}
名称 武器修正射程射$1高燥数

麟 :持手裏剣 +2 1伽n 9 

正 :絡手裏剣 +2 1伽n 6 

追加 :m筒 +3 15m 4 4 

銀 :段式銑 +5 ぬm 4 12 

正:I斑式統 +5 50m 4 12 

P46 (不死・}
際 :ゾロ目ではないー死亡

6ゾロ以外のゾロ11-/1¥米Illt&い
6ゾロ『不死人

iE : ゾロ ~Iではない→/11米側ない{狂気)

6ゾロ以外のゾロ自『出来航なt、{民主，()

6ゾロ『不死人

P54 (2.2.1自の:$:It)

I体力J(敏鑓)(知覚l
骸:三対 ー2 +3 
正:三対 ー2 +3 -2 

P56 (大呪式鎗のコメント}

眼 I宛式長鋭

韮:腹式長鋭



天.にも、備や病を治すためのヲスり

は存在する。だが、ここでは、あえてそう

した都品については目をつぶろう。そん

なものは、数値上の処理だけでかまわな.tr.....，. 
いからだ.ここではもっと奇妙な効果の事

物に関して触れることとしよう。

. .今"・..8
価格:1包 (*~3回分)あたり l J:{前後

俗称:黄色いの‘速いの、アサ

使用途:J.o然して磁気を吸入.粉をじかに鼻
孔から峨入.水浴して納般に鎗布.経口持{lU.

入手法:J蒜貨は砂地に自g;.発見様易度3.

製造涼:;症を舵燥させ.すりつぶして粉状にす

る.

効果:疲労.不安が消滅、制気に本るo1:.主綱感

覚が敏司~，二. Jit純作農の飽率上舛.日直を鍬め

る.

阪取綾6時間J活・力"と".力"に+2.
協作用:食欲減務. 不Il~。 衝動的に行動する

ため体力を消純.:l'1J*消失 f~. 無力感にさい

なまれる.運用すると縦揺心や攻傘伎が刷1.
鍋乱状態に.

， . ・a鋼
価格:1包{約21"1分)品た旬以ゆ文前後
俗称:白いの.宮、緩いの.コナ

使用法:紛3択をt').孔から鰍引.

入手法:112伽猿は111林に自1:.0発見様易度4.

製造法:虎伽獲をすりつぶし.水溶したのち.

数回ろ過.絞った物を舵燃させる.

効果:)ll貨散とほぼ同様だが、より陽気にな

る.

持{I組後30分Inl."活力"と・111)"に+4.
副作用:集中力の欠担1.ぬからの出血.:VJ* 
消失後に務ち込み.進1'iすると鈴乱状態に.

却~*時IIUが緩い分、反i!H史川に自前りやすt 、.

. .、，
・阿片
信絡.1包(約51現分)あたり lJ:t
俗称:あったかいの.吸うの、白Itし粉

使用法:水沼してIAl然、絡事tを峨う.総口担1
ICl. 
入手法:けしは山野に白ft.発見難易1!r4.
E躍進法:けしの究熱仰のさく架からaれる白い
液体を絡めた後に舵機させ、粉;l<状tニ.
効果:苦痛の険公.事怖感に満たされる.

HHf<後2時1111、JH舗による修正がなくな
る.<耐性>1剣把使問時に.I置カ雌+2.
副作用:無気力. ~くなる. 筋肉が弛緩l...進

用すると燐{更がmll与される.効娘m失後、不

安婦や恐怖などが抑し寄せてくる.

へ:..D.，.偏.
価格:1包(約31"1分}あたり5両前後
俗株:k予告線、すごいの.ll珠色、カミサン

使用法:阿片と悶じ.保孔から吸入.

入手法:抑門の険制附から.

製造法:特~な{式〉を用いて.阿片を 11lI'i' 

製.

効果:沓術の除去. 挙制~It阿片よりも強t 、.

相1取後4時1111、1¥仰による修正がなくな

る.<耐性〉校f車眠!1fl時、能力値+4.
副作用 J'<il片と同じ.効般向続中に他の築物
を~fIlする"は、強度8の判定. 失敗すると
ひどい幅削感を覚える.'J1i物の効!Rは適111で

きない.

••• 価絡:1包(11"1分}晶たり8雨前後
俗称:ヵミ.曲がるの

使用法:銭円相{Jt<.

入手法:必使いから.

製造法:1Ul(発見磁易度10)の指泌を1);j，¥.

冷却I語t.上滋み泌を紙に塗布してlセンチi型
方

に政1断.約1週間1で効力は消失.
効果:r脅が見えるJなどの共感覚告伴う幻覚.
持1限後3時rnl、式11'成点+10. 
副作用:不眠.興様。発汗.

，、=包，.;."j・，
.紅天狗鷲

価絡:1 f瑚(1 1"1分}あたり 100文 il~後

俗称: キノコ.赤いの、\'7~
使用法:収憎したものを舵燥させたのち、経口

付i取. また、普通に:lo1~(鍋物に)してもおいし
t、.
入手法:IIJ'"に白生.発見縦MI!t2.
製造法:収樽したものをそのまま使用する.

効巣:幻覚作Jll.色彩の変容主ど.

HllClj量1Ø~JnI. 式作成点に+3.

副作用:1円化不良.時got感.発i"f.1'11珂のI品
世.)草脱担!s.興竃.不眠など.効卦!i11失後に
強度4の判定.失敗すると沼健に晶たって版

を下す.

、r.....，，...陀..
価絡:l'i!!(llol分)晶たり300文前後
;0"1'''1''''. 

俗称:狗略柑l暗[.気鋭い1M'.タネ

使用法:経口m取.点町!.
入手法.山林に白115.発見雄易度2.

製造法 値下をそのままmいる.点眼液とす

る場合は、倒i子をすり消して汁を抽出.
効果:Ij孔が舷大するため、略いところでもよ

く見えるようになる.幻覚作HI.
阪ICH量1時1111.削nJならばl珂1党)fニ+2.
副作用:せん妥(1"僚な恕考がで曹なくなる).

nl̂iのilO書.IlIf.A.動鯵.使ffi.健志鋭.
. ， 
・厳重E
価格:1包{釣5四分}あたり3∞文前後

.‘'‘ 俗称:t躍っ1:.~サ.煩智、大l必

使用法:駒煙.

入手法:山野に臼ft.総m也容易.発見媛易度
1. 

製造法:麻薬の5躍を絶雌させ、縮かく1Ji断.
効果:幻覚、気分/:.ω.繍党の鈍ftなど.
持t取後30分間1...活力"と"$c(:IJ"に+3. !]'( 
i担までの負fl!による修正を無効.<耐性〉紋
f慮似!m時に、能力組+1. 

副作用 : 坦!Xl!. 興常な~服感. 暗証~t.

~'In"~ 

・鳥兜
価絡:1包{約101司分)あたり100文前後
俗称:

使用法:織に2住者I.経口I!{l民主ど.
入手法・111野に臼ftz.発見総務1!r2.

製遣法:J~9I!の'i.をJ事り.液体をt草取. また

は、減額をすりおろしたのち、九~~にする.

効果 麻蝉.唾液の過剰分泌.餓術.

mJt<1量l分お主に強度3の判定.
副作用・8量級の丸績は解l1i作mを持つ.

-水銀
価絡:1脱("/5101分)晶たり2n前後
俗称:丹紗

使用法:経日以l()(.

入手法:鉱山の鉱脈.発見11幼1St5. 
N違法:なし.
効果:発然。版術.暗証岐.

阪I阻後I分お曹に強)St6の判定.
副作用:なし.
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井上続-~ (天縦創成}
逃J蟻卓司(妖}

秦野啓ha)

渡辺ヒロシ{天脳機l略伝. ß.雄幻lllf，8~)

Jl上続ーに
[Archelype ] 

狭溺光I~J

[mus岡山n)

井上続~.~ (天縦創lðt . 妖 )

小JII.m史 l天縦戦l時伝~ fi.級生Jlll総抄)

山中官兵衛{妖}

[I'i事l陀]

山中1J兵・1街
[0倒igll/LaYOUI]

務合正道

[Edil] 

武闘敏裕

初出

天緩戦闘伝

RPGマガジン Nr.68・82
天縫創成

RPGマヵ・ジン Nr.55・62.6-1
(妖:¥!}き下ろし}

天羅幻視秘抄lサムライ}

RPGマガジン ~r56・62.6-1
1サムライ.妖:仰を Fろし} 天羅万象ソースブック





圏圏圏醤園園歯菌圏圏璽圏圏圏園圏
キャラクタ-_f，

4生.ll'!
年齢

アーキアイフ.

フ.レイヤー名

)

)

)

)

)

)

 

状態

(

(

(
(

(
(
 

能カイ直

[林カ]

[敏4走]
[知覚l
[知カl
[1勺カl
[共感l

経偽.口口口口口口口口口口口口口口口口
受傷.口口口口口口口口:+1
致命 口口口口・+2 (活カ減少)
!f.-t:l:口:+3 一肖イ象品、または家紋ー

iをカ 』正，E?.・4 え会 λt 府1:
/ / 

無初中上特・0000
00000 
00000 
00000 ・0000
00000 
無初1"1'よ特

00000 
00000 
00000 
00000 
00000 

一一 匁峨系 一-

j凡 〈応急手当 〉

専 〈 偽造 〉

専 〈 祭事 〉

専 〈 作法 )

汎 〈 事情通 〉

専 ( 帝王学 〉

一一ー その他 一一

専 〈 紳術 〉

( ) 

無初中上特・0000
00000 ・0000・0000
無初中 lニ特

00000 
00000 
00000 
00000 
00000 
00000 
00000 

一一 約神系 一-

i凡 〈 怠怠カ 〉
~ < 挨令 〉
汎 〈 枕事 〉

汎 く お術 〉

一一 術法系 一一

等 〈 陰陽術 〉

~ < ぬ儲術 〉
専 〈 議術 〉

専 〈 神通カ 〉
専 〈 繰気術 〉

専 〈 法術 〉

専 〈 忽術 〉

無初中 1:4事・0000・0000・0000・0000
無初中上特・0000・0000・0000・0000・0000・0000
00000 

一一 戦闘系 一一

汎 〈 回遊 〉

汎 <~開戦闘 〉
汎 〈射告書戦闘 〉

汎 〈白兵戦闘 〉

一一 肉体系 一一

汎 〈 運動 〉

汎 〈 随身 〉

汎 〈 観察 〉

i凡 〈 騎乗 〉
汎 〈 耐性 〉

汎 〈 追跡 〉

専 〈 卒業 〉

2主þ，~数射桜身f~ド武器;修正武~S

口
口
口
口
口

圏圏醤園圏圏圏圏圏璽圏圏圏璽圏霞圏圏圏



圏圏図圏圏圏圏圏圏圏菌璽圏圏圏圏圏醤圏
(因縁・過去を記入せよ)そはいかなるものか?

口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口

初'司1
: .0000: 

.・0000:

.・0000:

.・0000:
:・0000:
.・0000:
.・0000:
:・0000:

口
口
口
口
口
口
口
口

メモ所持品
口
口
口
口
口
口
口
口

気合の使用法
校鍵ゾ凶縁の段附の上昇 (いつでも)
ー初級 5ポイント/専門技能li要師匠

『中級:10ボイント

『上級:20ポイント

-~紙: 40ポイント/要 句何か鴫

追加行動 (判定の前)
1ポイントγ、泊。、の行鋤tこ制・j込む。

サイコロのブースト (判定の前)
1ポイントlζっき l俗、判定に使用するサ

イコロを婚やす。

成功獄のブースト (将ISの後)
3ポイ ントにつき l側、成功欽を婚やす。

疑問栂~.を満貫じて取柵11量鼠上昇する.(いつでも)
X3ポイント

8I!)J舗のJ:~
(~在の能力他+1)

技能のブースト (判定の前)
3 ポイン ト につ~ 1段階、技能的段防を上

昇させる。最高li上級iで。

圏圏圏圏圏翻圏圏題圏醤圏圏圏璽国
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